




まさか王滝に・,
長野県西部地震の記録

長野県木曽郡王滝村



被災前II

▲御嶽山と王滝村



発刊にあたって

王滝村は、霊峰御嶽山の南西斜而の裾野に広がる

総而柏312km'、人口1,300人足らずの山村であります。

その時、村は御嶽山の夏山登山の最盛期が終り、こ

れから紅業の季節を迎えようとしていました。

昭和59年 9月14日午前 8時48分、王滝村を震源と

して発生した、長野県西部地設は、のどかな山村を、

一瞬のうおに騒然たる村に変えてしまいました。

一時は村はどうなるのか、村人の生活はどうなる

だろうか、間断なく続く余震は何時おさまるのか、地震によってできた裏山の亀

裂は拡大崩落してくるのか、また本震時王滝川をせきとめてできた自然湖は押出

して下流の住居に被害を及ぽすだろうか、など不安材料は多く、交通も通信施設

の途絶えたこともあって、適確な情報が得られず混乱をきわめた時もありました。

月日がたつにつれ、被害状況が判明し、死者行方不明合せて29名、家屋全壊14

棟：一部破損ははとんど村内全戸におよび、公共土木施設、林道治山の被害を主

としてその他諸被害の総額は、国有林関係を含め417億円に達しました¢しかし被

害状況の把握に併行し、二次災害の心記か解消されてきました。

このような状況の中で、災害対策は、行方不明者の捜索活動から始まり、つづ

いて住民の生活確保のための応急復旧事業、そして本復旧へと巡めてまいりまし

たが、如何せん、一•山村の力ではどうすることもでぎません。そうした中で、国

や県の適時適切な現地指焉とご援助をはじめ、自衛隊、臀察、消防団、建設企業

者などの現場復1日活動に対する献身的なご尽力、住民生活確保のため、水道、ガ

ス、地気、通信、医療等について、機敏に対応していただいた関係者、そして全

国各地の皆々様から心暖まるご厚志や救援物賽のご贈恵の数々等に支えられ、励

まされ復旧を進めることができました。ここに改めて深く感謝申し上げるととも

に原くお礼申し上げます。



おかげ様で復旧は 3ヶ年間で完了予定でありますが、いずれも順調に進み期間

内に完了の目途がつくまでに至ってまいりました。また震災発生の 1周年目には、

Jがい生命を奪われた29名の霊に安らなIIlしりについていただくため、新大又橋に慰

虚碑を、柳ヶ瀬には鋲め観音を夫々建立し、慰霊の行事も行うことができました。

E滝村は、昭和36年、牧尾ダムの建設以来、夏期の御嶽登山客の受入れにとど

まらず冬期のスキー場の経営などにより、通年観光を目指し、その期待が定落化

しつつあった矢先の震災だけに、その打撃は大きいものがありました。しかし村

人は誰れ一人離村することなく、裳災復旧に併行して村起しの対策事業に立ち上

り、以前に増した郷土づくりに協力頂きましたことは誠に心強く、うれしいこと

でありました。

姦災は必ずしも悲劇のみでなく、幾多の質重な体験と教訓をもたらしました。

私たちは、これらの教訓と多くの皆様がたのご厚意を心に銘じ、あらたな郷土づ

くりの目標に、地震災害に強い村づくりの実現を掲げて、さらに着実な前進を続

ける決意であります。

本誌は当時災害の只中にあった王滝村の、いつわらざる生の姿を永く記録にと

どめることを意図するとともに災害発生後、現地調査に訪れ村人に触れる機会の

多かった専門の諸先生方に、科学者のお立場でこの災害の概要と今後の防災に対

する教訓、心構えなどをおまとめいただいたものであります。

本誌が災害に強い村づくりの道しるべとして、また、全国のご支援をいただい

た多くの皆さまのこれからの防災の一端にいささかでもご活用ねがえたら幸いに

存じます。

終わりに、 29柱の尊い御霊の安らかならんことを念じ、ご挨拶とします。

昭和61年 3月

王滝村長 名白砂



▲大又川河口付近に建立された震災慰霊塔（昭和60年9月14日） 川河ロ・柳ヶ瀬地区

▲鎮め観音銘文

▲地震災害殉難者御芳名板

鎮 叫
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△御嶽山(3,063m)と崩壊の全ぼう崩壊した土石は王滝川渓谷を埋め（写真下）自然湖（写真左下）を形成した
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▲崩壊した岩屑の中にあった巨岩

この推定2201の巨岩は崩壊源頭部付近から伝上川の

谷底をこえ小三笠山の月まで運ばれてきた。
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れ

▲御嶽山の崩壊源頭部（海抜2,500m付近）

:裟戸 9 、/／ 

▲濁川温泉のあった地点（写真左側、上流よりのぞむ）



（右関電王滝川ダム堰堤）

◄上流より望む自然湖（左上濁川） 贅 ◄ 山崩れによる民家の被害（滝越）
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▲小三笠山の肩から分流した土石流（鈴ヶ沢）

► 氷ヶ瀬地区（下流から上流をのぞむ）

布IIIIIに追路と氷ヶ瀬トンネルがみえ

る。この狭さく部で、 ［滝川下流へ

の大iii:の土砂流出が〈いとめられた。

，，王滝営林署氷ヶ瀬貯木場

ここでは大litの木材が土砂によって流出し、

貯木場の施設も埋没した。



▼大又川の谷にあった生コンプラントが背後の

に土砂もろとものりあげた

▲東地区｀松越＂の崩壊上部 県道が寸断され民家や森林組合の作業所 東地区公民館などが
流出 下にあった生コンプラントをのみこみ 13名の犠牲者を出した



-・ 
公共の建物II

▲上部が、欠け落ちた石の鳥居（大又三社）



▲王滝村保育所





II道 路



[I捜索活動

らかい泥が捜索をはばむ



ぃ県内各町村消防団の応援による合同捜索（柳ヶ瀬）

►柳ヶ瀬に積まれたケルン

'1"不明者の関係者も加わって（氷ヶ瀬上流）





◄ 消防庁長官による現地視察 (9 月 23 日）

▲政府調査団による現地視察の後の共同記者会見（中学校体育館）





▲つかれきった表情で支給されたパンを食ぺる避難の

人々（小学校体育館）

▲余震におぴえつつテント泊（国民宿舎）

lI村外へ(9月15日）

▲夕



応急復旧ll

Il救 援 物 資



村外へ避雅していた千供達が帰ってきた。そして村の

に笑顔と希望がよみがえった。

▲仮橋の完成で村の生命線はよみがえり 村の復旧復興の大きな支えとなった（県道大又川地籍）



◄ 河川の床止工事に使われる異形プロック群

▲餓鬼ヶ咽付近の復l日状況
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II慰霊式典（昭和60年9月14日
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発刊にあたって 王滝村長家高卓郎
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第 1章

「王滝村」の名は，今でこそ全国的に有

名である。しかし，地名として知られたも

のの，村そのものについては，知っている

人は限られている。本書は村の名を全国に

広めることになったあの地裳災害の実録を

めざすが，そのためにはまず，村の概要を

ご承知おき願う必要を感じる。この章を冒

頭に用意したゆえんである。

第 1節村の位置

長野県木曽郡王滝村

と命名された。

この名が示すように，王滝村は長野県西

部を占める木曽郡の，その最西端に位置し，

地図で見ると村の半分が長野県をつき抜

け，岐阜県側に飛び出したように見える。

村名「王滝」が，江戸時代初期の「おの

たけ」．同中期の「おんたけ」に由来してい

るように，村は，御嶽山と切っても切れな

い関係にあり，歴史的にも地理的にも，御

嶽山とともにある。村落は御嶽山の南麓に

広がっている。

昭和59年 9月14日，王滝村を製った地震 村から見ると，北の御嶽山から西へ継母

は気象庁によって“1984年長野県西部地震” ケ嶽，三浦山へと続く山並みが，村をぐる

っと取り巻くように南に向かい，高森山，

白草山，三国山，小秀山に連なり，村の南

で御嶽山と向かい合っているような，高樽

山，井出小路山へと続いてゆく。

これらの山々からの流れを集めた王滝川

は，村の中央を流れ，ただ一方だけ開かれ

た東に向かい，隣接した三岳村に流れ下っ

て木曽川へと合流する。

三方を取り囲む山々を隔てて村は，東南

ー



第 1章長野県木曽郡王滝村
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では木曽郡上松町と，南では，大桑村と南 第： 2質i 請i泥；と気↓負し

西では岐阜県加子母村と，西では，下呂町

およぴ小坂町と隣り合っている。

東西27.2km, 南北21.7km, 周囲79.5kmの

村は312.74畑と，県下で三番目の広さを持

つが，その97％は山林原野で，約 3％の利

用地は王滝川にそって点在する。滝越盆地，

上島，中越，崩越，二子持の各段丘地と，

沖積地の氷ケ瀬，池の越，松原，野口，幕

島，田島，淀地，開墾で開かれた溝口，九

蔵，大又の各集落がそれだ。

これらの集落と，他町村を結ぶ唯一の交

通路線は，王滝川に沿って東に走る県道・

御岳王滝黒沢線と福島御岳線で，木曽福島

町元橋で国道19号線に接続している。この

道が幹線道路であり，村の生命線で，これ

以外に他町村に通じる道は，少くとも災害

以前にはなく，まさに袋小路の村であった。

村の中心地から，国道19号線までは20km,

最も近い鉄道駅，国鉄中央西線木曽福島駅

まで24kmの道のりがある。

王滝村の中心地の標高は920-940m。村

は，県下でも屈指の山間高地にある。

因みに，村内で最も高い御嶽山山頂から

最も低い二子持まで標高でたどってみよ

つ。

山頂は剣ケ峰3063m,やや下って王滝頂

上2920m,七合目の三笠山2256m,御岳高

原スキー場の中心，八海山が1649m,御嶽

登拝の垢離場，清滝が1090m,上島の村役
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第2節地形と気象
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（衣料）建設省丸山ダム11理所

月別平均気温（昭和44年～昭和53年のJO年1iil平均）

場付近で935m,学校，保育所が924m牧尾

ダム880m, 二子持で790mとなっている。

従って，気温は低い。年間平均気温は，

9.9℃，例年10月中旬には早霜があり， 11月

中旬から下旬にかけて初雪が降る。春も 4

月中旬までは雪が， 5月中旬まで霜が見ら

れることがある。

念のため，極値記録を見ると最低気温は

昭和14年に記録されたー19.5℃，この年は

霜も早く， 9月22日に初霜があった。翌15

年2月20日の雪は88cm,最深稼雪の極値で

あった。積雪を月別にみると，昭和17年10

月24日の 1cm, 25年11月29日の19cm,21年

12月29日の63cm,15年 1月30日の73.5cm,

同年 2月20日88cm, 同じく 3月1日54cm,

19年4月21日10cmがそれぞれ最深記録であ

る。

低い気温は，晩霜被害，夏の冷害を起こ

しやすい。その反面，高温多湿の日本列島

の中では，夏の別天地であり，事実涼を求

めて村を訪れる人々がふえ続けている。

300 

年3
 

5
 

和ぃ”z 

I
 

i11り

1/n
~
 

200 

JOO 

。

¥．|] ・l 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 (/1) 

（沢料）建設省）L山ダム竹理所

月別平均降水量（昭和44年～昭和53年の10年1hl平均1

王滝村は，長野県でも多雨地帯にあり，

年間平均2,467mmに達し， 1日30mm-100mm

以上の豪雨が年間を通じ20日以上を数え

る。

「村誌王滝」は「何れの部落共に北側に

は小山が屏風の如く立っていて直接御嶽山

に接しないことと，空気は清浄に紫外光線

が強いから， 日中気温の上昇を促して植物

の発芽•生長，成熟を意外に促進する」と

述べているが，このような条件と，豊かな

降水が，木曽桧に代表される美林を育てた

といえる。

多雨は，冬には雪をもたらす。シーズン

とともに，村は多くのスキーヤーで賑わう。

村内に，三浦ダム，滝越ダム，牧尾ダム

と，ダムの多いことも，地形・気象と関わ

りが深い。これらのダムは，電力源として，

水資源として，中京地方の人々の暮らしに

深くかかわっている。
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'ん-

第 3節村の あゆみ

l) 村のはじまり

御岳山を中心とする木曽地方では，開田

村の柳又遺跡に代表される旧石器の存在が

早くから知られているが，高冷地といわれ

るこの地方でも，先史時代から人間の営み

の足跡が認められている。

続く縄文時代 (8000-2000年前）に関し

ても多くの遺跡が歴史の歩みを示してい

る。王滝村についても，近年の発掘調査に

よって，村の前史がしだいに明らかにされ

ようとしている。

村内では，御嶽神社里宮，崩越，上条，

野口堀田，九蔵尾島，仏の穴洞穴，倉越，

中小屋，田中洞，下条などをはじめ22か所

の遺跡が発見され，縄文時代早期から晩期，

下って平安時代後半における人々の生活の

跡が知られるようになった。いずれも現在

の集落に近い河岸段丘や山腹のわずかな平

坦地などに立地しており，集落の規模は小

さいが，西は岐阜県美濃・飛騨地方，長野

滝越の三浦太夫塚

県伊那・塩尻・諏訪方面，南は東海地方と

の文化の交流を物語る特色をもっている。

「王滝」の文字が文献に現れるのは，鎌

倉末，南北朝初期の暦応元年 (1338年）の

ことで，木曽家村が「馬龍，田立，西野奈

川，王滝」に砦塞を構えたことが記録され

ている（岐蘇沿革誌）。口碑伝説もこの時代

以後のものが多い。

「村誌」は「此村の野口，中越，三沢，

淀地部落で聞いてみると殆どが異口同音に
うち

ウラ家の先祖は滝越から来たのだといって

いる者が多い」と述べているが，滝越地区

には大正時代末， 17戸が住み，全戸三浦姓

であったし，現在でも，「三浦さん」は圧倒

的に多い。その上三浦伝説も残っている。

「村誌」は三種類の伝説を紹介している

が，いずれにせよ，鎌倉時代の後期，三浦

氏を名乗る一党が，現在は三浦ダムになっ

ている三浦平に入り，その子孫の八良兼重

が滝越を開拓して移り住み，野口，上島と

次第に東に向って開発を進め，王滝村の各

部落の源になったとしている。そしてその
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王滝開き始めの田と松越丸山

襄付けとして「滝越の人々は昔は王滝へ出

ることを『奥へ行く』と言っていた」こと

をあげている。

いっぽう「要覧」は「上島で最も早くか

ら開けた水田は松越山の麓で，ここは文明

年間 (1470-1480年頃）まで，王滝開拓の

祖，三浦八良兼重を祠ったところである。

今でも『王滝開き始めの田』として，その

わきには一段小高い丘が残されている」と

している。

2) 「王滝」の呼び名

王滝の地は，天福元年 (1233年）木曽義

重が木曽を治めていらい，天正18年 (1590

年），義昌が豊臣秀吉によって領地を没収さ

れるまで， 18代358年間，一貫して木曽氏の

領するところだった。

そのころの王滝が，どう表わされていた

かを文書で見ると，「王滝」，「大滝」，「王御

嶽」などがある。

豊臣時代には「王滝」が見られるが，藩

政時代には「おのたけ」，「をんたけ」，「お

第 3節村のあゆみ

んたけ」および「王滝」，「王之滝」などが

見られる。

「村誌」は「明治の末葉頃迄は自村の者，

他村の者を問はず談話中には『おんたけ村』

と言ったという」と述べている。

「王滝村」と書いて字のとおり，「おうた

き村」と読むようにしたのは明治 7年のこ

とで，当時は筑摩県に属していた。明治22

年町村制の実施に伴って，長野県西筑摩郡

王滝村に，昭和43年には郡名変更で，長野

県木曽郡王滝村となった。

3) 美林のできるまで

「村誌」は王滝村の極めて特徴的な一面

を示すエピソードを紹介している。

それは徳川家康が尾張藩主，子の義直に

木曽を与えたことに関するもので，まず元

和元年(1615年），家康が名古屋城に立ち寄

って事を決したことを述べ，それが「木曽

は家康の隠居地であったから，義直の納戸

料として与えるにも簡単であった」こと，

「しかして木曽の木材の利益は莫大なもの

5
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うつそうと茂る桧林と王滝川支流の馘川

であったばかりかー朝有事の際には此谷を

塞ぐことによって，忽ち東西の連絡を断つ

ことが出来る要害の地である」こと，「尾張

藩領地内に於ける田畑灌漑用水の水源地と

しても重要なる場所」であったことなどの

事情によっていたことを説明している。

そしてその時「木曽山と同時に木曽川も

賜った」ことを木曽地方の古老の談として

伝えている。「名古屋城に於て家康が尾張の

家老職である成瀬隼人正を呼び，木曽及ぴ

裏木曽三ケ村を今度尾張領として与える沙

汰があった，が隼人正は一向に聞えぬ振り

をしてお受けの返事をしなかった。家康は

一寸高口調で同じ言葉を繰返して言った。

隼人正はすかさず突然頭を上げて『木曽の

山川共に拝領有難く存じ奉る』。と，いって

お受けした」というもので，それ以来「尾

張藩においてはたとえ対岸の地は他藩領で

あっても，木曽川岸の水打際迄は自領内で

ある故に，其使用は勝手であって舟航，運

材，及び漁猟には好都合であった」として

いる。

「水」と「木」を通して木曽が語られ，

しかも特に「水」を介して尾張とのかかわ

りがすでにこの時代意識されているのが興

味ぶかい。

ここで語られているように，幕府直轄地

であった木曽は，元和元年以後，尾張領に

なった。木曽氏，豊臣氏，幕府，尾張藩と

領主はかわったが，木曽氏の時代以後直接

統治をしたのは，一貫して代官山村氏であ

った。それは幕末まで続く。

山村氏が木曽代官になってから 4代目の
たかとよ

良豊のころ，上島地区の開発が活発になっ

た。延宝 5年{1677年），溝口川から用水取

入れのための溝が開削され，開田が進み上

条・諸村（下条）の両部落が村の中心地の

観を呈するようになった。そしてその水尻

は，中越地区に落ち，その開田をも促した。

村の戸数は，正保2年 (1645年）， 11.3戸

寛文3年 (1663年）には158戸としだいにふ

ぇ，村としての形が整っていった。

元禄13年(1700年），それまで独立村であ

った滝越（たきこえ）が，王滝村に組み込

6
 



王滝村鍼川御留山 瀬戸川御巣山図（明和2年）

まれ，現在の村の原形が，この時でき上が

った。

木曽氏領有以来，この地は，良材を産す

る点に価値があった。

木曽義在の時代，天文年間 (1532-54)

時々飢饉が起り，その上応仁の戦乱のため，

伊那高遠や塩尻方面からの食料移入が途絶

えたため，近国から多数の木挽，柚夫を入

れて材木を切り出し，これを売って米穀の

資にしたといわれている。

秀吉の時代から尾張徳川の初期，天正年

間から寛永 (1573-1624) にかけて，莫大

な木曽材が，各地へ送り出された。

記録（松原諸事留）には「江戸駿府御用

名古屋大坂御城御普請材大仏其外寺社院御

用木」といった表現があるが，江戸城，駿

府城，名古屋城，大坂城などの城郭建築用

材として，伊勢神宮，方広寺，衆落第，鎌

倉宮， 日光などの用材として，送り出され

たのである。

そのために，京都の豪商や尾張の大商人

が王滝山，滝越山から材を伐り出し，近隣

第3節村のあゆみ

から木挽，柚夫などが入り込み，一時は上

島をはじめ，滝越，三浦山まで，たいへん

な賑わいをみせた。

しかし，急激で大量の伐採は，山を荒廃

させ，寛永21年(1644年），一部の山々の伐

採が禁止された。さらに寛文 4年(1664年）

には， 目付佐藤半太夫他による木曽谷中の

巡見が行われた。そして翌年，「おのたけ山

の内いくゐ川入予残」（松原諸事留）ほか，

五ヶ所が留山となった。「いくゐ川」は'’鍼

川”である。

木曽一帯では，山林には三種類の区別が

あった。巣山，留山，明山である。巣山＝

すやまは，鷹狩用の雛鷹を獲るために，鷹

が巣を作りそうな場所を選んで，人々の立

入を禁止した山である。留山＝とめやまは，

同じように人々の立入を禁止した山で，樹

木はもちろんのこと柴草一本，果実ひとつ

はおろか狩猟もできなかった。明山＝あけ

やまは巣山，留山以外の山で，人々の自由

に任された山，ここでは，木材，薪炭材，

柴草，果実などの採取ができた。しかし，

7
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王滝登山口 田の原からみた御嶽

後にこの明山にも，伐採に許可を必要とす

る制止木，伐採してはならない停止木の制

限が，加えられていった。

寛文 5年留山の制が設けられて後，元禄

2年 (1689年）には，こうやまき，栗，松，

欅が制止木となり，宝永 5~6年 (1708~

1709年）には，桧，さわら，こうやまき，

あすひ，ねずが停止木となった。いわゆる

木曽五木である。

その後享保9年 (1724年）までの間に，

瀬戸川，濁川，伝上川一帯が次々と留山に

なった。

これらの禁制は非常に厳しく，「木一本首

一本」といわれた。しかし，幕末までの200

年余にわたる森林保護政策が，王滝村の大

部分を占める森林を育て，木曽桧に代表さ

れる全国有数の美林を今日に残したのであ

る。

4) 御嶽山の開山

災害の翌年，昭和60年には10万人とさす

がにへったが， 59年夏のシーズンには16万

8 

座をたてる御嶽信者たち（御嶽神社）

人の人々が御嶽山に登っている。これを村

の人口， 1,248人（昭和61年）と比べてみる

と，いかに大きいかがわかるだろう。つま

り，王滝村は，地理的に御嶽山と深くかか

わっているばかりではなく，村の生活，あ

りようといったところまで，強い結ぴつき

をもっている。

今日ある村と山の結びつきの機緑となっ

たのは，普寛行者が，王滝口登山道を開い

たことであった。寛政4年 (1792年）であ

る。

御嶽山は， しかし，すでに 8世紀のころ

には，山そのものを崇拝する原始宗教の対

象になっていたことが伝承されている。

鎌倉時代の文献には，修験者の修行の場

として，御嶽山の名が出てくる。修験道は
えんのおずぬ

役小角を開祖と称するが，その当否はとも

かくとして，小角のような道教的な山岳修

行と，密教の山林修行，神道の山岳信仰が

混然一体となったもので，平安時代には密

教僧が，山岳修行で験徳を積み験者，山伏

などといわれた。山伏が全国的に広がった



御嶽山剣ヶ峯（海抜3,063m)

のは，鎌倉時代のことで，そのころには，

中央の葛城山，金峯山，大峯，熊野ばかり

ではなく，地方の，羽黒山，白山，英彦山，

御嶽などが有名になっていた。

修験道はやがて民間信仰と結びついて，

新しい信仰を生み，室町時代の中ごろには

御嶽山麓の村の道者とよばれる人々が，集

団的に登拝する風習が行われるようになっ

た。この道者の集団は，まだ全国的な広が

りを持たず山麓の村々を中心に組織され，

その指導的な立場にあったのが，黒沢（現

三岳村）の武居家，王滝の滝家であった。

これが御嶽信仰である。

当時の御嶽登拝は， 75日あるいは100日の

精進潔斎を経た道者だけが行うものとさ

れ，今日のように一般に開放されたもので

はなかった。

地域的で非開放の御嶽信仰を，全国的で，

開放的なものに変える先鞭をつけたのは，

尾張出身の覚明行者であった。

彼は天明 2年(1782年），黒沢村の武居家

に，“軽精進＂の潔斎による登拝の許可を願

第 3節村のあゆみ

い出た。これは潔斎を簡易化することで，

一般の信者に登拝の道を開こうというもの

であった。しかし武居家では，潔斎の掟を

ゆるめることは，みだりな登拝を許し，御

嶽の神威を犯すおそれもあるし，山内には，

立入禁止の巣山，留山があって，これを犯

せば，藩の咎があることなどを説いて願い

を退けた。

しかし，覚明は断念せず，天明 5年(1785

年），無許可のまま多くの信徒をつれて頂上

登拝を強行した。これに驚いた武居家は，

福島の代官所へ報告の文書を出している

が，その中に「天明五巳年猥に登山仕候族

有之候」（武居家文書）とあり，「無精進に

て」 6月8日に 8人， 14日に「三十人余り」，

「同二十八日に八十人も御嶽山大権現大先

達覚明といふ旗を立」てて登ったと注進し

ている。代官所では「以後寺へ泊める外宿

ヘ泊める事逗留一切相成ず」（天明 6年＝

1786年・御触留）といった態度を示したが，

村人の中には，覚明に親しむ者もふえ，そ

の村人たちの協力を得て，覚明は登山道の

， 
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改修も行った。天明 6年夏，覚明は単身登

山したが，半年たっても下山した気配がな

く，村人がたずねて行ったところ二の池の

近くで遺骸を発見した。

覚明は，「無精進」「軽精進」の登拝が認

められないまま生を終えたが，他国の富士

山や白山の山麓の村々が登拝講社で繁栄し

ていることから，登拝者がふえることで黒

沢ほか木曽谷全般が潤うことを察知した福

島宿の有志たちは，三尾（現三岳村），王滝，

黒沢その他の村々の庄屋と連名で，潔斎を

軽精進に改め，登拝の便をはかってほしい

と，武居家に請願した。

寛政 3年 (1791年）武居家はこれを認め

改めて福島の代官山村家に裁許を仰ぎ，翌

年正月，軽精進での登拝は差支えないとい

う内示があり，登山規定を作って差し出す

よう指示があった。武居家では， 6月14日

から18日に限り，また武居家がすべてを取

りしきるという条件で，一般の登拝を認め

るという旨の規定を作り，代官所は，寛政

4年 (1792年）正月，正式に裁許した。
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普寛行者記念碑（松越普寛堂）

さて，王滝と御級のぬきさしならない結

びつきの端緒を開いたのは江戸の修験者普

究だった。

普寛行者が，王滝にやってきたのは，黒

沢からの軽精進での登拝が公認された寛政

4年のことだった。このころまでの王滝か

ら御嶽頂上への登山道は，開かれてはいた

が，裏道とよばれ，いわば黒沢登山道への

バイパスにしかすぎなかった。

しかし，真意はどうであったかはわから

ないが，「王滝から直接，三笠山，田之原へ

雑木を取りに入り，その雑木が尽きたので

百姓たちは，田之原まで『鉦板又は戸ふち

等少しつつ取』って『年々道筋手当』をし

てきたが，この道路から『少々御山へ手当

仕』れば，『登山相成事』と見受けられるよ

うになったため，村人たちは，その道筋か

ら登山してはどうかといっているが，代官

所の許しがなくてはだめだと申し聞かして

はいるものの，庄屋，組頭に内緒で『路筋

笹結分少しつつ手当』しており，いいつけ

はよく承知しているようなのだが，どうも



困ったものだ」という，寛政6年 (1794年）

の申し開きの文書がある。これは黒沢村か

らの苦情に対し，王滝村から代官所へ差し

出したものである。申し開きをしながら，

既成事実を強調しているあたりが微妙であ

る。

つまり，黒沢登山道とは別に，王滝から

のルートを既成事実として作りつつあった

ところに，普寛がやって来たのである。普

寛は寛政4年6月，王滝の与左エ門という

者を頼って村を訪れ，徳蔵という者の案内

で，登山した。この際与左ヱ門は，黒沢か

ら登るようすすめたが行者が聞き入れず，

しかたなく，与左ヱ門のところに入婿が決

まっていた黒沢村の徳蔵に案内させた， と

いう旨の，これまた申し開きを役所に対し

て行っている。

これらの文書のやりとりを見ていると，

王滝の人々は，普寛の行動を困った困った

といいながら，実質的には，普寛やその一

行を宿泊させたり，案内したり，道の手入

れをしたり，さらには，滝家を通じて火難

第 3節村のあゆみ

こふ，ぐ怠”;

清滝とならぶ霊場新滝

除けのお札を売るといったこともやってい

る。黒沢からはその都度苦情が出，王滝か

らは，代官所へひたすら陳弁につとめるう

ち，普寛は，武州，上州，江戸で購を組織

し，その先達として，二度，三度と登拝を

重ね．木曽谷にも信者をふやしていった。

そして，ついに寛政11年(1799年），王滝ロ

の登山道が公認された。

それは，王滝にとって，画期的な影特を

及ぽした。以後，行者の郷里である関東方

面で，続々と諧社が組織され王滝口から登

山し，年々その数がふえていった。

普寛が登山した直後のころ，登山者は，

山麓の上島に一泊し，翌朝出発して田の原

小屋に宿泊し，翌未明に起きたいまつをと

もして頂上を目ざし，奥社を参拝，御来光

を拝んで，下山，再ぴ麗で泊って国へ帰っ

た。宿泊については，はじめは，神職の家

あるいは農家のうち余裕のある者が便をは

かっていたが，後に旅篭として整えられて

いった。

弘化 2年 (1845年）の「木曽巡行記」で

11 



第 1章長野県木曽郡王滝村

金剛杖に白装束姿の信者たち（田の原）

は，「上島の神主左仲」に止宿したとあり，

ほかに「彦八，徳左ヱ門」という者も宿屋

をしていたと見える。栗空（今の胡桃沢）

には“でんがく”を売る店があったと書か

れている。それより約40年前の，享和，文

化 (1801-1817年）のころの記録では，登

山者はすべて牒家に泊っている。専業の旅

篭ができ始めたのは天保年間(1830-1844)

のことらしい。

その当時の年間の登山者数は2000人ない

し3000人だったという推計がある。そして

幕末までは，その程度であったらしい。

明治初期，山小屋は村営であったが，村

費の大部分を登山者からの収入で賄ってい

たというが，まさに，王滝口登山道は，そ

の後の村の生活，経済，文化に決定的な影

靱を及ぼしたのであった。

その意味で，村の今日の姿は，この時代

に源を発しているといえるだろう。

5) 王滝村へ

明治 2年，尾張藩主徳川義宣は版籍を奉

12 

還した。 4年廃藩置県， 8月村は伊那県に

属することになったが， 11月伊那県は廃止

となり，筑摩県になった。同年10月，名古

屋県に引継がれていた上松材木所は引払わ

れ，木曽の山林制度は一時廃止となった。

明治 7年，それまで「おんたけ村」とい

っていた村名を「おうたき村」と改めた。

9年，筑摩県は廃止となり長野県管下にな

り， 22年，町村制実施に伴って，長野県筑

摩郡王滝村となった。今日のように長野県

木曽郡王滝村となったのは，昭和43年のこ

とである。

藩政時代，巣山，留山として厳重に管理

されていた山林は，明治 4年以降民部省

地理局，大蔵省勧農寮地理課の所属をへて

7年には地理寮木石課に属した。さらに12

年に山林局所管となった後， 22年，帝室御

料になるとともに宮内庁の管轄下に入り，

23年には帝室伝世御料林となった。 36年宮

内庁は，御料局木曽支庁を福島に新設し，

藪原，上松，妻篭の出張所に加えて，野尻，

王滝の出張所を設けた。現在の王滝営林署



森林鉄道「やまばと号」（滝越）

の前身である。

王滝出張所は，昭和22年，山林が帝室財

産解体のため，国有に移管されるとともに

長野営林局王滝営林署となった。

さて，その木曽支局の存在が王滝村の

人々の暮しに大きな変化をもたらすことに

なる。

木曽川水系に電源開発のためダム建設計

画が進んでいた，大正2年，帝室林野管理

局木曽支庁は，木材搬出を従来のいかだ流

し・川狩りから，森林鉄道に切り替えるこ

ととし，まず上松小川線を赤沢まで敷設し

た。次いで， 6年王滝線が計画され， 12年

開通した。

その計画段階で西筑摩郡長から木曽支局

に陳情が行われているが，その文面がよく

当時の王滝の交通事情を物語っている。「該

線路二沿ヘル駒ケ根，福島，三岳，王滝の

四ケ町村中ニハ其ノ位盟僻在セル為メ交通

ノ便ヲ欠キ物資ノ供給上大二困難ヲ訴フル

ノ部落モ少カラス就中王滝村ノ如キハ中央

線鉄道停車場ヲ距ル五里余併モ此間交通至

第 3節村のあゆみ

森林鉄道は谷ぞいに奥へと敷かれた（誠川上流）

難， 日用物資ノ運搬ハ何レモ中央線沿道ノ

市場ヨリ駄馬及ビ人肩二侯ツノ外ナク且道

路険悪ナル為運送力梧メテ薄弱ナルノミナ

ラズ冬季積雪ノ候ハ駄馬ノ便全ク杜絶シテ

物資ノ輸入頗ル困難ヲ極メ加フルニ多額ノ

運賃ヲ要シ為二日常ノ生活上甚敷苦慮ヲ重

ネッツアル実況二有之」ので完成の暁には

「住民二対シ其直接必要ナル日用品ノ輸送

方二付相当ノ便宜ヲ与ヘラレ候ハゞ」「幸福

此上モナキ次第」。木曽支局はこれを了承

し，村民の便乗と日用品の輸送を認めた。

それまで，滝越や田島は，全くの僻地で

あったが，上松を経て中央線に結ばれるこ

とになり，面目を一新してゆく。

大正11年，王滝村に電灯がともった。こ

れは大同電力株式会社（現関西電力株式会

社）から，王滝川およびその支流の水利権

を譲り受けたいという申入れがあり，その

交換条件のひとつとして点灯を求めた結果

だった。

昭和 2年，福島～王滝間に定期乗合自動

車が運転されるようになった。そのあたり

13 



第 1章 長野県木曽郡王滝村

木曽川最上流にある三浦ダム（空撮）

から，村の近代化は急速に進んでいく。そ

の中で，村人たちの生活基盤は，牒耕と養

蚕，馬飼育，山林労務，御嶽登山者のもた

らす季節的な現金収入によって支えられた

が，馬が牛にかわり，御料林が国有林にな

り，御嶽登山者を観光客とよぶようになっ

たといった，いく分かの変化はあったが，

昔ながらの生活形態は，明治以来，昭和30

年代まで，ほとんど基調を変えることがな

かった。

6) 牧尾ダム

王滝川の豊かな水は，早くから，産業近

代化の資源として注目を集めてきた。

王滝にダム建設の計画が持ち上がったの

は大正14年のことだった。木曽川での水力

発電は大正 7年ころから開発が進められた

が，渇水期には能力が落ち火力発電で補っ

ていた。これを渇水期でも水力で解決でき

たらということから，調査が進められ，三

浦平が選ばれた。

建設工事は，昭和11年に始まり 18年まで

14 

昭和35年に完成した牧尾ダム堰堤（二子持）

かかって完成したが，この間，ひところは

3000人からの工事関係者が村に入り，工事

を請負った間組によって，三浦渡の平に「間

村」ができたほどであった。完成した三浦

ダムは当時日本最大といわれた。

戦後も木曽川水系の電源開発は盛んに続

けられ，王滝村には，滝越ダムが設けられ

た。

昭和25年，固定資産税法が新たに設けら

れ，それまで国有地の中にあって村と直接

関係のなかった三浦ダムが課税対象とな

り，同時に滝越発電所からも税を徴収する

ことになった。これは戦後の疲弊した村財

政に起死回生の恩恵となり，村には道がで

き，橋がかかり，上水道用水路が完成し，

諸産業が助成されて，振興し，教育機関も

充実し，村全体に活気を与えた。

この頃，愛知県は木曽川水系を調査し，

その総合開発を提唱した。そして昭和30年，

木曽川の水を濃尾平野の東部から知多半島

までひき，田畑を潤し，荒地の開墾に役立

て，名古屋，半田，刈谷の三工業地帯に年



間3700万トンの工業用水を供給，さらに半

田，瀬戸など 7市17か町村の上水道の水源

に当てる，という計画のもとで，愛知県用

水公団（現水資源開発公団）が発足した。

公団は王滝村の二子持牧尾にダム建設を

計画，村と接渉に入った。計画では，水田，

‘ 畑，山林，原野，宅地2,142,072m• (216町

歩）が湖底に沈み， 137戸， 646人の人々が

故郷を離れることになる。村人たちは，祖

先伝来の地への愛着から，反対運動に立ち

上ったが，交渉，調査が進む中で，国の方

策に従い，大局的立場から，愛知用水牧尾

ダム構築を受け入れることになった。

昭和33年，三沢，田島，淀地，二子持，

第 4節過疎と観光開発

hi増愴
'I饂ト9,

御岳スキー場

水底に没するという，村そのものの存亡に

かかわるような事業であった。村では，残

村再建計画を立て，村民の生活碁盤の整備，

産業開発に取り組んだ。道路，牧野の改良，

水道令学校などの公共施設の整備，村有林

の造成事業などが展開された。新しい村づ

くりの中で，黒石林道が延長され，御嶽山

の観光開発に大きな光明を与えた0 今日の

観光立村はこの時始まったのであった。

第 4節過疎と観光開発

牧尾ダムの建設は，明治以来，ほとんど

変わることのなかった村の姿を一変させ，

崩越の各地区で，間もなく離れ離れになる 人々の生活を大きく変えた。

村人たちの惜別会が相次いで開かれた。す

でに移転先の土地視察も終わっていた。

人々はしだいに移り去ってゆき， 35年 6月

には， もとの部落は，ただ草の生い茂る廃

墟と化した。

工事は35年に完了し， 36年春には水を湛

えた牧尾ダムが姿を現わした。村の 3割が

水没地域の人々の移住から，人口は年々

減少しはじめ，農業と林業以外に産業を持

たない村から，若者の姿が少なくなってい

った。昭和36年から40年の 5年間に人口は

半分になり，過疎現象が目立ってきた。

人口流出を食い止め，産業を興すことが

最大の課題となった。中心のテーマは観光

15 
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立村であった。御嶽山麓の観光開発，林業

の構造改善， 山村振興，

事業の進展とともに，

良・舗装が進み，

飛躍的に発展し，

八海山黒石原の別

荘分譲など一連の大事業が始められた。

村内の道路網は改

県道は全面舗装された。

昭和40年～50年にかけて， 村の交通事情は

木曽福島や他町村への通

勤通学ができるようになった。黒石林道は

田の原まで延長され， 50年代には全面舗装

となり，

された。

三笠山中腹に御岳スキー場が開設

黒石原には名古屋市民休暇村はじめ，

荘や休養施設が順次姿を見せていった。

別

以

前は夏の御嶽教信者が中心であった村への

来訪者に新たに観光客，

どが加わり，

スキー客，

春夏秋冬絶え間なく，

学生な

さまざ

まな人々が訪れるようになり， 民宿，

物生産などの新しい生活の途が開けた。

特に御岳スキー場は，

規模の拡大が図られ，

年々施設の充実や

年間35万人が利用す

る中部圏で最も好条件のスキー場に成長し

た。今日では， 村が直営するスキー場とし

ては長野県有数の存在であり，

大正いらい50年間，

村の観光，

村民の経済・産業の最大の柱となっている。

木曽材と村人，

物資を運びつづけた森林鉄道は，

3月で廃止となったが，

特産

日用

昭和50年

それにかわる林道

の開設が営林署の手で進められた。従来山

で閉ざされていた，

の道」は真弓峠，

巣峠は，

岐阜県に通じる「西へ

白巣峠， 鞍掛峠を経て開

設される計画が進んでいる。 そのうち，

長野県西部地裳を機に，

白

復旧物資
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第 5節御嶽噴火と王滝村

御嶽山噴火（昭和54年10月28日ふもとより）

の輸送を当面の目的として開かれた。 気象台•松本測候所の報告を引用している。

その昔，飛騨や美濃地方との交流が，そ 「昭和54年10月28日05時20分ごろ噴火を

れらの峠を通じて行われていたことを考え 開始した木曽御岳山の活動は， 10月28日中

ると，新しい西への道は，村の将来に大き にその主要な phaseを終った」（東大）。

な関わりを持つかもしれない。 「最初の噴煙が目撃されたのは28日5時

第 5節御嶽噴火と王滝村

信仰，美林，水資源，観光立村………王

滝村と御嶽山の深いかかわりについては，

これまでに述べてきた。

王滝の人々にとって，忘れられない御嶽

山の記憶がある。それは，昭和54年の御嶽

山噴火である。「御岳山噴火」（藤崎康夫・

桐原書店），「御嶽山ー地質と噴火の記録」

（島田安太郎・千村書店）などがくわしく

記録している。この節は，両書に基づいて

述べる。

ごろだが，名大高山地裳観測所の地震計に

は28日5時20分10秒に，松代地霰観測所の

地霰計には28日5時21分から 5分間，その

他の地震観測点でも同時刻ごろ震動を記録

し，走時からも御岳山付近となるので，噴

火開始にかかわる火山性震動である可能性

がある」（気象庁）。

噴火の場所については「主峰剣ケ峰の南

西約500mにある地獄谷上部の尾根付近で，

主火口は，地獄谷最頂部と見られ，直径30

m, 黒灰色の噴煙を高さ1,000mに噴出し

た。このほか尾根沿いに北西から南東方面

に一列に並ぶ9個の小火口を生じ，白煙を

ふき上げた。噴火は11時ごろから活発化し，

1) 昭和54年10月28日 14時ごろから一段と盛んになった。地鳴り

「御嶽山」では，当日の模様を東大地裳 とともに1000~2000m上空まで噴煙を上

研究所と気象庁火山機動観測班•長野地方 げ，時には 1mの岩が飛ぶのがみえた。主

17 



第 1章長野県木曽郡王滝村

噴煙の中に王滝頂上小屋がみえる（空撮）

火口は黒煙，王滝頂上付近の火口は白煙で

あった」（気象庁）と報告している。

10月末ともなれば，山頂への登山者もめ

っきりへるが，この日30人前後の登山者が

あり，そのうち前夜から剣ケ峰頂上小屋近

くでテントを張り，噴火を身近かで体験し

た，二人の青年の話を「御岳山」は次のよ

うに紹介している。 28日の早朝，何時かは

わからなかったが，二人は，不気味な音で，

眠りを破られる。ゴオーという「ジェット

機が遠くの空を飛んでいる時の音に」近い

音だった。噴火のことは全く頭に浮ばず，

二人は再ぴ眠りについたが，午前四時ころ，

「“ドーン＂という地鳴り」で再ぴ目を覚ま

す。前夜はよい天気だったのに「すごい雨

雲」が出ていた。六時ごろ，硫化物のガス

の強い匂いで完全に目を覚ますが，まだ異

変には気づかない。黒い雲が出ており，雪

や雨になるのを恐れて下山することに決め

たが「へんな，目にとまらないほどの顆粒

が空から落ちてくる」のに首をかしげた。

ジェット機の音と思っていた靱きが大きく

18 

なり，黒い煙が押し寄せ，石がバラパラ降

って来て，二人は，はじめて噴火を悟る。

午前 8時噴石・噴煙は絶え間なく，視界が

さえぎられ，ガスで鼻・喉・目がいた＜，

息苦しい。ロープでお互いの身体を固く結

んだ二人は剣ケ峯から御嶽神社奥社を目ざ

した。通常15分～20分の距離を40分以上か

かり，数え切れないほど転びながら奥社に

たどりつく。風向きが変り，噴煙が薄らぎ，

視界が開けた。その中を転がるようにはい

松の中を進んだ。田の原に着いたのは午前

11時， 2人は愛の毛から足の先まで火山灰

がこびつきその厚さは 3mm「まるでモルタ

ル人形」だった。

「噴煙は東北東に流れ，開田村と三岳村

の一部に数ミリの厚さに降灰が積もった。

灰は青っぽい灰色であった。降灰は長野市

や軽井沢町はじめ，御岳山から160km離れた

前橋市でも観測された」。「噴火は28日夜に

は収まり， 29日以後は白煙に変わった。山

麓からの望遠観測によると29日以降31日ま

では白煙中最高度200-300mで， 11月1



日以降は白煙少最，高さ100-2oomとなっ

たが， 8 ～ 9日には一時的に白煙中最高さ

300-400mになった。」

「小火口群のうち大半は， 10月30日まで

に噴気を止め， 11月に入ってからは， 3つ

の火口から噴煙を上げている。いくつかの

火口で土砂の噴出が行われ，これによると

思われるごく弱い降灰が， 11月上旬と中旬

の山腹で認められた。主火口からは泥水の

流出も認められた。 12月以降，噴煙はごく

少最ないしは少批程度に推移し，表面活動

は弱まりつつある」（「御嶽山」）。

これが，噴火のあらましである。

2) 村では

「御岳山」はその日の村の様子を次のよ

うに伝えている。

「村人たちも，この突然の噴火には鷲き

戸惑った」。村からは稜線にさえぎられ噴気

口は見えなかったが「『頂上には宿泊小屋が

あり，ちょうどそこから煙が見えたもので，

火事じゃないか』」と思ったのは王滝村役場

第5節御嶽噴火と王滝村

通行止めとなった御岳スカイライン（八海山）

の「辻煮」。この日役場で宿直をしていた「五

味沢孝夫」は御嶽山中腹の管理センターか

ら異常の知らせを受ける。村長，助役はじ

め幹部への連絡を急ぐうち村民からの問い

合わせが続々入る。役場の職員が 7時半ご

ろ村役場に集まって，山頂近くの観光施設

の人々に下山を求めたが，まだ噴火だとは

思っていなかった。 7時45分有線放送で「御

岳山頂に，はっきりしない雲が出ており，

目下調査中です」という臨時ニュースを流

した。噴火だと早く気がついたのは，滝越

の「三浦源太郎」だった。午前 6時ごろ，

開田村の知人から「御岳山からおかしな煙

が出ている。火事だろうか」と言う電話を

受けた。戸外に出て，山を見ると，地獄谷

の上，剣ケ峰のすぐ下から黒煙が上ってい

た。それで噴火だと思った。役場に「御岳

山噴火対策本部」が設置されたのは 7時30

分。偶然，行事のためハッピ姿で集まって

いた消防団貝と，山岳救助隊員が，正確な

情報をつかみ，登山者の安否を確認するた

め田の原へ向った。田の原には最後の紅葉
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第1章長野県木曽郡王滝村

を見ようとする行楽客がいた。その中の20

人ほどが，不審な煙を確かめようと山頂に

向っていた。それを知った木曽署，消防団

の人々が引きかえすようマイクで呼びかけ

た。午前11時ころになると報道陣が村につ

めかけ，騒ぎは大きくなった。正午， NH

Kは，ニュースで，噴火を全国に報じた。

同時刻，長野地方気象台は臨時火山情報第

1号を出した。

濁川の源流は噴火した地獄谷にある。そ

の流れがじわじわ灰色に濁ってきた。魚も

浮いた。王滝川を経て下流には牧尾ダムが

ある。「愛知県の水がめ」の水質変化が心配

された。またダムに泥流が流れ込み，ある

いは地震を併発した時，水があふれ，下流

地域に大きな災害を起こすことが恐れられ

た。長野県知事は噴火を確認してすぐ，貯

水覺を滅らすことを申し出た。 1000万トン

の水が放流され水位を 4m下げた。

18時45分，臨時火山情報第 2号は次のよ

うに情報を報じた。「御岳山の活動はその後

も続き，現在までの情報を総合すると，主

20 

消防団による泥流監視（濁川上流）

火口は地獄谷最上部とみられ，黒灰色の噴

煙を高さ1000米ぐらいまで連続して噴出し

ており，噴出の強い時は lmに達する噴石

の飛ぶのが観測された。この他に，南東の

尾根にそって10個程度の噴気口があるが，

これらからは白煙のみである。噴煙は東に

流れ諏訪湖上空にまで広がっており，山麓

の王滝，三岳村では火山砂をまじえた多最

の降灰が続いている。現在までのところ，

被害は発生していないもようであるが今後

も継続すると被害の発生するおそれもある

ので，十分な注意が必要です」。実際には，

王滝村には降灰はごくわずかであった。

消防団第 1分団の 5人は，午後 7時すぎ

から徹夜の監視に当たった。滝越地区の18

世帯45人も「いつでも逃げられるよう洋服

を着たまま床についた人が多く」まんじり

ともできなかった。

29日午前 5時，山の姿が見えてきた。噴

煙は前日のように空高く上がらず，横に流

れていた。煙は白くなり，勢いがややおさ

まったように見えた。



第9、10火口付近噴火は小康状態に入った。（右王滝頂上）

午前11時10分，吉村県副知事をはじめ，

県庁，県議会の幹部が現地視察に来村，村

長らから説明を受けた。午後 1時から村議

会， 1時45分から第 2回噴火対策会議が開

かれた。 3時から 5時まで，木曽福島町の

木曽地方事務所で，国，県の出先機関，県

警，王滝，開田，三岳の三村代表が集まり，

噴火対策会議を開いた。

御嶽林道の一般車両の通行が禁じられた

ために，林道を唯一のパイプとする滝越地

区は，陸の孤島になっていた。

31日，村の対策本部は平静さを取り戻し

た。

11月4日午後 4時40分，長野気象台は「御

岳山周辺の雨に関する情報」を出した。九

州付近にある低気圧が本州の南海上を通過

する見込みで，これに伴い，御嶽山周辺は

4日夜から 5日昼ごろにかけて雨になると

いうものだった。火山灰による泥流が心配

された。村は，県，木曽署の協力を得て徹

夜の監視態勢に入った。 4日から降りはじ

めた雨は 5日夕刻，はげしくなり，頂上付

第5節御嶽噴火と王滝村

水交園のにぎわい（滝越）

近の雨最は100mmに達した。消防団貝が濁川

の警備に当たった。幸い，泥流，増水によ

る災害もなく終った。

3) 村への影響

噴火によって御嶽登山は危険視された。

噴火が収まって後， 55年いっぱいは登山は

禁止された。そのいっぽうで安全対策が進

められた。避難道路が計画され建設された。

それとともに監視体制が整えられ，登山禁

止が解かれたが，規制は続いた。そして田

の原と頂上との中間に遥拝所が設けられ，

信者は登頂しなくても，遥拝は可能になっ

た。

王滝頂上で宿泊が可能になったのは噴火

後 2年目の57年のことである。

環境にも変化が生じた。噴煙に含まれる

硫化水素が牧尾ダムの水の PH値を変え

た。王滝村の観光振興の長期計画は大きく

影孵を受けた。

従来御嶽山一辺倒といってもよかった観

光政策が大転換を迫られた。各種の整備計
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第 1章長野凩木曽郡王滝村

国民宿舎おんたけ荘とテニスコート

画が新しく浮かぴ上った。

御嶽山頂地区では保安施設を重点とした

噴火対策事業の推進，田の原地区には駐車

場の新設が目論まれた。

王滝川渓谷では，三浦ダム地区に釣とキ

ャンプ場施設の整備，絨川地区では道路，

遊歩道，休憩所，案内標識，公衆便所を整

え自然探勝の開発，松原地区は，王滝村の

スポーツ， リクリエーションの拠点をめざ

至氷ヶ瀬
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王滝村中心部略図

二内行政地区名

溝

ロ

.. 

噴火直後のII月完成した国民体育館

し， 自然運動公園を造成し，旧森林鉄道敷

を活用したサイクリング道路の開設が考え

られた。これらの開発・整備事業は実際に

絨川地区と三浦地区の計画を残して，着手

され，進展したが，地裳によって少なから

ぬ影特を受けた。しかし，災害後さらに長

期的展望に立ち，事業が継続されている。

この意味では噴火は村の運命を左右した

といえるだろう。

.. 
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▲ 

至崩越
二子持



第 2章昭和59年 9月14日

第 1節新聞に見る長野県西部

地震

この節では，長野県西部地裳を，中日新

聞長野版の記事を追うことで，紙上に再現

することにした。

まずは，掲載月日と大見出しで，地裳発

生から 3か月間の動きを追ってみる。

昭和59年 9月

15日1面長野中心強い地震

2面不意つかれた観測網

3面恐怖の一瞬ツメ跡鋭く

22面 ヤミ夜に揺れやまぬ大地おぴ

える御岳の村

16日1面 土砂崩れ被害広がる

2面観光立村に打撃

3面伊豆鎮静なら王滝危ない

9面 追い打ちに手つかぬ住民

10面 敬老どころじゃない王滝村

18面雨無情逃げる住民

19面緩む地盤不気味な地鳴り

17日1面新たに 4遺体発見

11面 住民やっと自宅に帰る

12面元気出し，復旧だ

13面悲しみ，不安乗り越え

20面ツメ跡深く うめく山

21面 足どり重く地震疎開

18日1面 ダム湖危険少ない

2面 激甚指定に前向き

3面 美しき山河変わり果て…

11面欲しい安全な暮らし

18面地震雲見た 犬もほえた

19面道路寸断廃虚の山里

19日1面 さらに 2人遺体で

13面兄よ同僚よどこに

22面 中国学者地震雲で予知

23面不安追い打ち

20日3面 土砂に埋まる秘境の里

15面再燃岐阜との林道接続

22面 長野との関連性検討

23面霊場無残土砂の中

21日11面水道の水が飲めるぞ

12面 ぞくぞく救援の手

22面長野県西部地震の特徴

22日1面御岳崩れる

15面靱くかまの音

22面捜索隊に疲労の色
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第 2章昭和59年 9月14日

23日11面 ふるさと復旧へ着々…

23面復旧やっと本格化

24日15面彼岸悲し，王滝の里

16面 王滝村へ救援つづく

23面 大崩落引き起こす

26日11面 悲しみに耐える利加子ちゃん

22面 王滝の子ら元気に再会

27日11面 恐怖の地震から二週間

沈痛な面持ちの家族

22面 ダム湖の水を放流

28日13面 母ちゃんポッカが頼り

29日15面 捜索現場にジェットポンプ

30日7面取材日記から

22面 さらに 1遣体発見

昭和59年10月

1日22面 さらに 1遣体発見

2日14面 定期バスが運行再開

3日15面 翫神碑はどうなった

22面王滝村今冬営業へ

4日13面 まず道路復旧を

24 

22面 王滝に恐怖再ぴ

5日13面 保育所と診療所が再開

6日15面道路決壊，捜索も難航

22面 ダムが地震の誘い水？

7日15面 原木の回収順調

8日9面 消防団が大捜索

20面 県道のう回路完成

9日3面 ダムが地震誘発！

10日15面林業被害は290億円

23面 王滝村こんなに変わった

11日19面 地震 1ヵ月前異常ガス

12日3面 木造家屋烈震に耐えた

13面地裳の教訓残そう

13日3面村を捨てぬ あくまで再建

15面待望の仮橋明日通行OK

16面すしや温かいおでん

14日8面王滝復旧急ピッチ

15日1面命綱の仮橋開通

16日13面 さらに重機迎入

18日13面復旧へ全力つくす

26日13面安全宣言出た復興へ本腰

23面 王滝村が地震終息宣言

27日15面 まず家の補修道路の復旧も

23面懐かしわが家

29日11面 スキー場建設に拍車

30日13面 う回路現状では危険

昭和59年11月

4日15面 王滝村救え…バザー熱気

6日3面 おんたけ生コン倒産

10日15面 17人を労災認定

16日15面年内に補償金

17日15面滝越地区再び孤立

23面 一週間前火山ガスに異常

17日朝日新聞25面 王滝村で記者たちは

22日13面進むシーズン準備

23日13面 地震の遺族に弔慰金

22面 王滝村国有林の復旧計画

28日11面住民ホッと，仮橋復旧

29日13面年内に滑走できるかも

30日23面 10人の死亡認定



第 1節新聞に見る長野県西部地誕

王滝村死者 1不明28

間屑鼠凰飯 umM t1iiヽ扉ほぃ：鼠，＄田間
ぶ品呪益．

〗：国］扉諏" §ペ

”,M 中§ 琴 墨

！ ＼・六． •い 6,，央合

III冒［』［農脚震線そ

: ［ i [ ：口::: i ; [ ： l [ ： : ;；［冒"!i !i! ~\ i,i / 
.....●.................. 直且~靡 II~ 蘭翡責『難 □“`ii！鳴：胃厨薗寄甘：

年ii噸的訊 i闘噂命が記，の
＂日広閉畿闘旱， ク gg』全~I 

慶09• 金： a ! 刷令 ：叶疇噌渭詞謬胚もぷ彎＇i〗;馴訓I
E叫芯，：遠冑書iE箪↑i冒｝ 言翡！l鼠麿詞隠［；言麿雪嚢ii斎［攣事
l 臼翌己減llm11『[l [ ［ I度［靡象｝i ；； i屈a: i i 

て ‘ / パ ~ ~ ~炉砂9ぶ99~”~~ ~ ~ ＂ ~ ~ ~ zへ

99 に気松3 ,U ぷ肉

多99な'"疇砂で
多99な費紐""を

雰凸恥'̀ ----‘ 
罰？り且；q n o>ii令負，〗

り埠II 灘酒

厨旱芝賃I[［も叶い~叶れ吐由叫 園曰頭疇コ：n奇B咽店日，¥；が9999ふ9U から99 し•, ； hi k 叶〗忍 tt月 i［る i:厨厨 ．…，．．．8●日：：：：＃，、鼻●蜃• :'月i譴韮；四冒
}日；

犀王伍 !lmmmffiき"名伍i葛[且信！位- I ll
~1mnmmぼ![喜, 9 炉万鸞間叫叫iillilii！翡賃疇抑一三三三`社気ロバ社L 9.....,．．．．． a ；ょ §そ 9g 8 ¢ i月月活ムゑ

10月号発売ヽI9 Z“OOOF] 
贅直胃欝公直竺空

臼二囀害墨量-亡
25 



第2章 昭和59年 9月14日

26 

悶B闘i狂骰！！今§ピ8、.，

冑罰罰罰墨い

` [>]I ;i::［ : f §/]i[；［ ［［ こ、‘〗[Sfg: 点『!!!!!I』!Ill』〖：鼠扉況『09FE し，の• 9 し

鴫 加詞叫

『§〗員叶嘉鼠詞胃[l 嬰，， g月8 の 99

n・t̀a月合，る撃孔罰冑詞誓l彎環扉閂攣叫辛
! 9 し

‘’-會
恥誼ta端庫叫責

賃口噂尋iFりタ

応で叶冨『§ } 
庫叫的噂Pぢ 8，ゑL店1，i『1贔聾罰加叶聾

瓢9し厨詈：夏；？g月：［］］〗汀
冒lii直□[[ii[1;:~J:,;: [!，： ロロ］青
点り訓訓り：↓ ！もi棗：Ji囁冑翡ii 1祖翡ihii曲崩 i叫囁量賃直翡且

図
金
。
鼈
甲
フ
-

特
選
会

K
り

"
5妥
川
に
と
1
,

＂
か
な
込
9
.
9
＂
＾
＂
~
と
げ
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
佼
凡
な
9

令
と
筐
甲
9
,
1
メ
ガ
斗
フ
レ
＇
ふ
3
似
ん
＂
を
嘉
じ
伍
・
え
た

キ
タ
十
＂
伯
阻
r
令
．
ふF
"
フ
レ
ー
ム
朽
．
4^
い
•
C
少
仕
い
に
布
ん
だf
必
り
の
“
i

追孜かれた心"?93伍うしに＂ぶりいただくチャン99す．

編
と
＆
き
ょ
う
15
日
R
↓
9
月
30
日

R

9
-
5
東
片
端
本
店
／
計
楼
狂
F
2
9
6

中
日
視
カ
セ
ン
タ
ー
／
咤
~
→

c
?
’
9
,

近
鉄
ビ
ル
店
／
店
猜
籍
柑
拉

.＂閏中、小gg99.t"晶、以●ぽ店＂＂＂

m
晶
が
"
g
t

｛
ニ
盆
く
だ
さ
い
●
せ
~

r
5
含
鼈

"
N
I弁
追
き
は
左
出
の
キ
ク
チ
で
し
間
催
い
た
し
9
t

r

』
庚
＂
に
あ
ゎ
苓
菰
か
け
く
だ
さ
い
も

10月
2

日翌
10月
16

日Rr"い
箕
汀
，
i
i
"
[
N
い

第 1節 新聞に見る長野県西部地震

A9/15(22)面

ば
§
"
§
&
ト

i
i
'

ー
・
は

‘
,
i
T
,

；

9
0
•
9
£
ぢ
8
、

.. 日

9
叫
翌
見
~
膚
"
t
g
g
!
E
”
g
i
t
i
店

R
O
E

苔
員
＂
，
笠
―
―
-
．a
，
紅
韮
面

鳳

"
g
^
,
-
聾
且
げ
＼
鳳
二
〗
[
-
―
叫
三
悶
叶
⑬

―
―
ー
ロ
鳳
二
誓

i

霞
冒
真
疇
閤
予
一

璽

畠

デ

日`
いげ
f

剛ー、言一

ー
工
場
、
一
気
に
流
す

i'iAi.

-
r
"
冒
｀
｀
〗
り
酎
胃

ー

m
月

t

"

t

こ

閉

晋

＂

＂

月

・

卸

贔

芯

闘

；

ぃ

舷

随

且

i
f
i

震
埠
瓢
一

戸
；
i
！
鳳
虞

i旦
し

0

胃
攣
墨
置
鼠
冒
田
信
恥

闘
臼
胃
喝
青
書
｀
｀
〗
喜
｀
冒
冒
需
疇
璽
こ

這
．

月
負
穀
臼
・
品
ハ
ッ
グ
は
、
広
似
m
ッ
．
翠
"
l
"
E
匂
だ
が
、
ナ
ベ
て
J
u
咽
．

£
苫
名
を
＇
に
．
ぷ
虐
に
．

L
?
ぃ
苔
見
＂
g
,
§
2

冨

．
↓
§
g
;↓g

m
門

n
ス
且
瓜
、
店
｀
命
月
9
.
.
 u
g
.
n人

悶
＂
f
で
い
＇
、
自
足
9
公
＼
竺
屡

“4忍
云
し
が
●
じ
込
●
ら
る

3
§
、
バ
，
；
＂
沼
3
．
ヽ
打
且
い
え
戻
g
i

屈

[9●kg,＂＂

翌

舟
バ
レ

L
g五
玲

"I"＇
g
;
g
"？点“

●『

}
9

釘
悶
皐
点

gi"＇
，
古
乱
危
令
な

，
 

塁
"t'~ 

--a 

江

戸

川

短

銃

引

き

、

冒

―

m

印
門
鼠

て遠”.ii 

翡
間
m-
『翡

r罰
闘
凰

言

｀

彎

疇

い

止
＂
口
湧
鱈
請
狂
店
似
闘
、
闘
滅
＂
＂
月
月

＠しぃ
C
小
悶

れ
9
多
る
＾
gt"gり
メ
九
g
t
名
せ
祭
祁
鵠
年
そ
註
ふ
莉
貨
‘
"
房
は
貸
i
いt”5'ゞ
ん

p
`
Rね
9
T
F

芦↓骨＇
I

尺^

’gを
23,;`
＂
mー＇？ゑれ
r̀

民
家
半
分
消
え
た

道
路
に
は
亀
裂
、
大
岩

回

27 



第2章昭和59年 9月14日

ー

が
9
・
ネ
ュ

！
サ
・
ぶ
'
i
s辮
縞

＆ばfばaSj裔れて

g
•

も
畏

"
g
L
ょ

御
岳
噴
火
に
g家

h
号
gぃ
3
0月よ・

門

0
月
‘
日
E
滋
忍

専
焚
担
峠
駐
訟
忠

直
結
は
せ
ず

i
'
i
貪
名
も
日
府
巳
舟
札

t
t火
窃

ぷ
"
5
m
＂
人
は
3
日
＃
祗
，
出
去
り
ら
り
ら
い

，でも，目＂磁:hnai”いこと仁

g

'

屯

芯

り

ビ

R

日

月

月

訊

6
，
し
か
し
．
g
‘
悶
与
＇
て
“
c
a
、
序
箱
斧
h
.

9.^
れぢ遥
．．
 
朽
の
"
"
“
i
n
、
そ
社
月
迫
"
aも
頃

＇ 

a
負
0
乳
火
扇
区
を
引
屈
い
た
g
で
“
“
父
℃
は
、
＂
＂
・

r

＇ a 

袷
子
れ
に
f
な
か
お
1
只
§
悶
~
い
で
し
ょ
1

角

と
‘
い
忍
ぷ
蕊
は
月
且
・
そ
’
久
i
.
り
’
,
'
，
.
"

^
“
で
き
”
セ
打
、
じ
娑
r足
a
g
i
,
"
が
い
い
日
‘
で

""r!‘
い
く
か
m
5貞
立

e

g

,

，
 

包
懇
も
、
名
月
珀
“
誡
ド
r
Xご
t

墾

’

b

｀
皮
d
4
9
"
'
9
し
今
且
月
＼
衷
卜

ら
ふ

g
¢
r
C
"
＂
n
g
ょ
3
‘
•
あ

霞

'Eい

t!）
関
山
が
A
・な足繹い

の

ぶ

f
j
五窃．り
f

"＂It．ド―、

.J,

＂錢れが以m
ゼ'

"9)，＇，畏'"iら

る
＂
し
か
し
し
"
"
§
~
ロ
ー
h
t
.
＂
と
＂

こ

r"o．火、培臼”Sに9?P多いが．＂i

ば
、
す
す
い
け
ら
ハ
な
い
じ
i

布’＂,1，”川，1”'ン`
滋硲い911U鋲が9た

石
項
崩
壊

'119臼占"r,9, 

叉

＇
〖
叩

5、c
J

i
 品”わ

燐
，

ふ
リ

町
へ

く

"i
り
本霜9

g
 

〗
一

"• 
滋
笠

9
讚た＂

つ
畏

ゥ嘉`益品出＂＂＂ 
没
l

面

らる，＇ 塁

）
3
 

〗
威
引

ぷ

猛

II

砂

，
k

▲
 

-

[

 

第 1節新聞に見る長野県西部地裳

..,,9/16(1)面

繹瞬鵬疇9
翌：：：笑祖席云ば益忠

琵芸裟蹂店如茫翌禁人

9
ー
·
'
ー
＇
Q
む
絨
札

L
~
.
t

9
,
．
`
g
E柑
2赳面

~

.,~ 

゜
~
’
~
 6

.

 

/

-，
 

A

-
尼翌兵t翌な言品Z心虹叩

28 

．
 

•
"
界

a
ぷ
a
由
料
に
た
け
る
た
勺
，
＂
f

わ
せ
マ
ダ
1
i
9
r
と
"
,
f
士
”
そ
い
＾
、
｀
•
←
わ
な
ヽ

て
ほ
．
月
句
冶
"
'
,
9
,
・
0
ー
よ
2
8
x
g
夕
切

i
"
巾
で
、
五
小
臼
心
“
-
L
且
て
怜
'
)

“
化
に
9
.
，
．
`
＇
•
1
[
”
戸
“

~
一
段
落
し
て
い
た
群
発
地
震

"
a
E
P
a
'
由
"
m
"
i
'
名
4
•
4
,
,
9
ナ
，
h

『
大
揺
れ
な
し
』
と
判
断
尉
扇
ぞ
罰

[H'ぃ
且
翡
出
国
賃

]
 

て
い
た
扇
以
窃
r
忍
＂
ぷ
i
‘
g

を
代
”
”
i
a
C
,
l
,
．
'
,
＂

'J喜
ト
，
臼
g
u
,

＂土

"qo．
ら
位
r
'
象
且
梵
、
t
m
gパ
五
絹
a
g
g
t
g
月
終
た
り
t
:
＇
ァ
品
り
r
g
E
-

洛
5,'，，1ら'4gなが自涅H8hが
y

ス
以
”
べ
そ
資
一
濾

＂
ぅ
｀
＂
占
ツ
社
且
g
年
に
か
玲
g
§

公
音
ぃ
g
,
＂
g
"
＇
と
と
そ
"
:
g
§
位
、

3
日
g
"
9忍
3
1
？
ぷ
汽
り
苫
巴
仔
塁
に
な
E
g
g

目
"
g
悶

•
さ
た
r
C
u
g
g
u
^
a
g
t
山
携
協

m
"

＂
,
閲
●
k
9
6
"
3
"
-
9
-
s
"
"
'
り
E
,
I
l
S
を
g
名
な
＊
、
岳
靡
9
さ
な
森
吝
紐
p
s
§
も
い
を

＾
芹
8
行
＂
名
目
ぷ
鍼
が
●
C
て
い
卜
が
，
苫
R
日
月

3
ぃ
ド
に
戻
g
g
-
慧
ふ
猜
り
i
"
‘
リ
a
・
g
銭
合
し
て
”
g
a
9
I
"
＂
が
、
い
茎
汎
t
h
名

-
g
伝
J
っ
て
不
双
＂
月
っ
れ
ま
っ
含
9
妥
な

T
は
＂
姐
打
打
h
天
心
り
・
g
9

賛
4
6
”
R
S
の
｛
閃
応
き
が
あ
9
~
'
．
’
i
j
ー
・
H
t
"
t

唇

g
烹
目
が
0

ク
苔
負
羹

*‘,,^ 
i
m
¢
忍
g
｀
ぃ

c
.与
い
て
目
紅
出
｀
面

嘉

g
9
1
'
t
,
"
n
f
"
a
a石
E
5
g
)

,
9
,
 

畠
巳
員
s
h
t
,
i
'
9
E
C
翡
野
5

2

-
9
i
g
芦
P

開
は
弁

b,aG5／ 

9r_699.0の兌n論なかヽ
4沼“虫得＂巧，’

g
ぃ
9
"
ば
磁
火
協
g
e
つ
い
て
…
そ
t曹

5,

で
竺
閃
g
日
＂
日
日

"q位
な
り
を
▲

閃mで、東＂品'“.d29'，名

A

S
滋
畠
岡
m
t
I
j
4
"
有
屯
片
•
"
"
"
生
ら
＂
人
窃
か
っ

撃
＄
れ
な
n
”
'

•• 
9
．
9
ー
•
`
が
H
れ
ば
、
＂
芸
げ
c
f
念
3
汰
ハ
ば
唄
人
峨
食
"

i
"

、
＂

4
~磁

I
h

い
必
ャ
咽
｝

S
四
畠
"
"

i
 

.n'甘
＇
コ
＂
＾
と
に
▼
c
`

ヵ

/
9
x
乳

g
"
ら
り
芦
日
・
名
に
隻

K
Aい32月5名＂＂召

濫
差
霞
藍
隣
薗
閂
~
祖

i
"

しf99;̀
＂裟

e

新国賣
た訓りに夕〖｀序｝~

a !且g,i
9: 9 k 小籾品 9!

5鳳工 王

人印：
囁滝
土目 村

） 

砂 ilil住
明尉n民
塁因uu』i850 
不生甘｀ 5 、人

贔＂，吼［ i』!［ I [が
渭！『け避
ご` j,屡託

涵かい」ばあ，'ゃん，；溢窃忠；年、需忠 i戸 合誓りじ i
： ［ ！ i [難

•一＿，999'9俎9回砥四酪ネ叩』浅99で ""g,. 

1疇畠［［早尉閻薗鸞間信戸
の 9 匹名94^9”:』朝！［t岬叫鬱It!i ；祖ぶ＂

刷釦壮閑〗乳i告 麻ヽ0~g 象［喝闘汀"'’"'滋で王A91 ご“'＂’’‘‘•9
9, 1ig,i呵訓ま 8哨い心n□□□ミ` ｀＇．『~鼠量馴尉 晴吋謡砂記狂・
袢飩閃［！丑競月刊§§ ... ．ト'，f9’；？のそ印代9£ ヤ誓唇肘骨二三誓已
直間闘 M町旱贔罰

• }，9月 r }伶"tんi/i 賞〗月世〗§i g合喜l i { 

：心旦且杖ぃgり甘月 6.4闘且汀言i霞鸞胃暑でi 玉〗[〗[i尻" g "/ 9 f‘’腐 a
＂吋 b月R＆と［

間髯摯闊習汀攣i!i叩叩叩心
り＇間叫髯れ島
叫釦^ U[ふ" -？暉甘＇1,応勺訊＂＇只

I歪Ii [ l 月言［疇翌~芸［譴謬蒻 i！言言霞蚤~~'
真 賃 恥9月咋村蒻 1車両；阻i！舟n打月 i > ; ;ti且i , 

？准§月·，．~ド！旦新舟§忍危 6 名 r と f 茫
m t 再:材m2年副

蒻俎 ki困贔[t: 〗 ii［詞［厄 ~i閻叫
ii~且！閏包胃 i[ [ i 〗 l』
喝月，ii!い

し

和

乃，涅
t々}§豆ふヽし羹

麟閉bm咄t............................................................................................................~ 

29 



第 2章 昭和59年 9月14日

か
蓋

9↓
.
h
に
よ
っ
川
i
い
品
悶

て
臼
困
し
を
も
只
へ
．
E
g⇔

g
,

”
;
"
5
m
揖
品
屡
臼
た
没
叫
｀
吼
屈
閤

晨
”
 

"
＾
n
g
l
l
屈
g
g
g
g
g
・

頂

ー

轡

罰

贔

膚↓
f
り
組
自
甘
ぺ
合
ャ
森
善
名
｀
・
[
]
、

§5.＂想の磁月かり届苫＂れ`
n悶む目尻かけていな臼卜“,H''’9,＇い土

な
’
'
ふ
＂
．
名
さ
苫
t
-
g
'
g
n
§
“

歪
翡
且
戟
い
鰭
5

月

．＂ふへの月1・・1;＂各一

X

柑ぷれク召”3さる」．tぁ
a
"
P•• 

,
hせ

g
名
r
令
が
ぺ
t
r
'
ょ
2
ぷ
な
辺
ケ
ー
~
が
名
，

マダ・そ，＂名90

土＂N
岱"”atA公塁9gバ綺＂のEほ4,

．．
 
す

，

g

i

i

i

そ

4

9

2

」

日

さ

い

ぎ

J

"

は

り

か

ら

q

言
開
閻
不
意
打
ち
ク
A
靱
内
陸
型
麟
閏
閂
間
叩
聞

々
云
＂
り
？
，
瓜
度
＂
釘
0
品
姜
R
t
-
g
.
a
芯
9
日
”
，
閑
t
仕
士
n
i
i
g
-
＂
且
●
名
を
b
r
,
＇
h
,
.
i
1
,
9
,
"
R
i
4

ヤ
u忍
ほ
い
合
＂
：

m
月
臼
9
は
、
＂
な
ら
扇
r
n
a
ょ
n
苫
ぼ
t
a
に
よ
っ
i
g
,
’
a
5
g
g
、
一
磁
‘
g
r
ク
I
r
x
＄
算
貨
召
R
こ
a
g
•
3
お
＂
，
t
る
力
匁
孟
i
i
h
"
悶
点
を
そ
k
‘
9
な
い
．
B
”
俎
磁
へ
令
ヽ

ぶ
•
分
念
男
て
い
？
＃
り
房
R
a
k
”
芯
匂
翼
｀
閃
且
芦
§
目
ク
~
月
閉
r
｀
こ
に
よ
っ
§
ぎ
B
9
点
哀
，
＂
g
＂
g
滋
酪
穂
“
俗
"
t
そ
い
倍
ぅ
．

:
3
巳
や
£
2
月
9
g
ぷ
伍
沿
乱
＂
に
”
貨
点
"
t
!
r
九
大
合
悶
棗
g
近
い
g
、
E
、
'
，
"
”
,
h
5
笛
ビ
サ
岱
f
が
弓
幻
買
鑓
虞
忠
ン
ー
・
ポ
ン
ポ
屈
応
h
つ
に
．
’

スクン，＇し噂H""八

合
姦
•
阻
｀

J

良名ぷ3Ef月5硲に使望チぶLL,6tり！ー、tmし)pn'●`
そ'-年月示ーロてg9119ュ'““"多ふ士1い
A

＇ギi屯ぃ）が、悶ぺでは、四鉗m"Fし躙"gK3a必りtigtずみ

月そJン翠滋り<naっog閉ぼ苫E汽以駁J
小

5aa綱＂江、0ゃE、イm8以バ芦d?n沼スと§i由員も、t孟m"1TAn、““さ月．扇以9日か，＂ャが’t次れているrg

ゎ
R

箸
・
不
叩
る
。
”
月
以
凩
潤
臼
＞
下
潤
"

,
5
ク
ー
‘
"
•
g
f
し
、

と
生
存
確
認
者
悲
ミ
を
汽
J
胃

r

p

と

U
祖
目
t
て
も
し
ャ
，
t
＇
‘
i
｀
い
、
i
,
人
、
＂
ズ
岳
倍
餞

Ji
マ
り
が
目
に
2
.
g
f
'
＂
f
;
3
9
品
そ
祖
が
十
て
い
n
、
●
バ
念
1
め
て
も
ト
か

g
g
B
且
ぞ
a
§
§
ぇ

I
吼
で
ヱ
月
5
フ
、
日
2
月
月
9
で
“
年
点
え
ら
f
料
牛
、
“
0
,
a
:
3
名
村
笞
“
度
§
も
｝
・

G
gヵ
"t"

Iie梵
＂
因
が
¢
。
g
.
i
P
r
潤

f、9,9,tも

閑
賢
磁
ぺ
r
~
t
,
,
＂

N
A
-
3
9
-
3
B
S

問
lk99店ゑり<99ぶ99h'又”

霞

ggx"↑り・ネg
gm)．

l

松町月0ふ1-̂
8

,ピ
t
妥
"
”
m悶

村
り
だ
岳
関
g
.
9
[毘

*]ol"＂必
閉
門

g

g
g
H
`
岳
ぇ
g
r
k
q
E
公
月
9
ぷ
町
出
r
"舟

滝
召
3
勺
夕
｀
門
と
が
あ
さ
X

々
と
1
っ
屯

i
8割
が
空
き
家
に

，
＇
ム
t
9
9
6
＆
長
＂
＇
t
"
;
唸
^
v
c
門
•
t
t
_
，
＇z閉
巾

]

逍

路

は

寸

断

、

ヘ

リ

輸

送

も

王

含

素

品

＂

訊

鉦

討

肘

肥

悶

拙

唸

岱出口

に
見
買

rr、F
コ

召
R
?
H
、
8禎
L
-
N
、
"
妥
“
i
"
S
1
月
品
9
d
g
-
8
'

E
[
玉
足

i
g
:
"
i
r
i
f
J
"
d
g
閉
岱
‘
目
へ
＂
苓
月
ぷ
L
｀
日
サ
打
鵞
店
ぎ
忍
州
堕
芦
八
、
合
面
~
岱
身

立

9
峠

4
月
!It、
文
人
が
益
江
ド
｀
昇
r
“
t
"
屈
＂
れ
微
n
g
.. 匁●追

Ii目i
ャe

れ内maa"gl,

．m員”
)
っ
も
n
m會
小

m
ぷ
月
C

0
"
c
“
ゴ
と
▽
名
甜
”
員
●
●
訂
畠

し
仔
じ
g
a
n夜
g
"
8
且
合
i
,
8
,
2
な
っ
C
r
1
'
＂
i
m
扶
●
唸
を
磁
っ
た
“

E
渇
"
g
i
~
•
4
§
r
§
[
-
i
i
た
も

，
＿
絡
＂
“
が
＂
g
史
"
§
F
-
s
"
，
ノ
し
~
ヤ

4

し
~
'
、
"
8
-
g
i

賢

•
5
r
l
i
`
5

a
t
v
ぷ
g
i
’
刃
＂
m
問
崎
m9'ュi、巾

n
貸
＇
ん
月
日
岱
E
-
o
r
g
g
”

礫

柊

た

め

十

g"す
＂

!
'
！
史
＂
孔
訂
り
占
地
形
が
変
わ
っ
た
:
俎
忍
直
―
;
i

甚
泊
迅

,
u
~

状
？

§
§
~
5

勺

l
"

小
ー
竺
"
、
µ
累
t
"
"
c

1
ピ紗

t↓
.
i
g
さ
弓
セ
ン
ク
＇
に

屑
乱
昇
§
月
屈
＂
と
9
4

印
胆
且
翡

5

話
翡
韓
請

倒
れ
る
樹
木
、
泊
え
た
家

5

開
郎
紐
牝
紐
悶
闘
笠
罪
到
咋

たユ・沿れ、臣ニバがぶ5なりーi,以5位もへ

抒
み
が
1
1
t
"
f
0
名
g
＆
吋
＂
＂
月

忍
見
を
な
っ
た
よ
"
-
下
t
”
s
,駅
t't,

"、＂"中蒻＇やャggn"＇9月ロ・≪‘扇

岳

舟

應
o"‘

:羽
l
-
g
§
g
'
号
'
P
E
3
f
g
g
;
g
t
b
l
l
府
、
翌

U
魯

-．i大
ほ
g
t
人
営
＃
g
a
g函

g
g
慰
腐
月
か
｀
は
、
翌
‘
i
i
g
-
苗
せ
g
屯
い
L
`
S
月
3
恩
日
・
象
貨
訊

v
i
な
り
a
ぃ
ー
凸
賛
斑
ぼ
・
n
§
＇
麻

§
l窯

F
i
:
s房‘
"
計
・
咀
裔
§
忍
名
9
m
g
、
J
i
g
"

ダ[〇[皇

0
0
0
0
0
-
0
0

-
0
0
i
0
9
0
i
o
e
9
9
0
 

皇
0「

O
曼
摩
嚢

0
0
i

[
i
~
喜
！
震
閃
日
咤
，
＂
骨
｀
§
g
,
9
岱
い
荘
應
3
.
g
“

え
ら
な
“
•
'
i
,
＇
，
＇
が
臼
寧
§
6
悶
廿
t
~
こ
ト
｀
も
、
日
a
伝
っ
五
ら
R
i
g
，
た
合
g
B
g
‘
た

"9‘S、さreとr合りな付い，，92,2月ゃクぶr＄仝合讀gが艮斥ー・

3ぶ
。
＾
が
月
芯
屯
怠

K
i
白
岳
乃
塁
1
内
汀
ま
’
月
3
月
日
り
‘
a
そ
蒼
＇
；
足
柑
燦
み
R
汝
虔
6-24ふh且

閤
伐
灼
田
名
へ
C
E
9
9
'
裏
々
ト
議
円
C
"
悶
匂
な
見
閃

栂
と
の
同
居
も
う
夢
ー

骨
さ
ん
裔
迫
体
と
悲
し
み
の
対
面

り
;
4
さ
各
人
ほ
月
こ
r
"
ー
．
f
"
p
え
な
"
g
a
各
ュ
た
な
出

屯
い
勺
r
え
も
『
吋
潟
な
と
＾
a
史
な
C
．
ふ
3
r

潤が日t入なりや条＂．、・、記って“-,''""八"9”りぼ

g

ぽ
"
n
'
·
k
)
・
氏
と
ぶ
．
＂
．
9
9
•
J
-
9
3
3
『
•
9
,
．

”がi・み6ぶ社と硲浅んか2,£い9.mr"＇片＂＇にゞ

じっン員§”knh1みちょxはぷ＂

忍
f
h
r

t
元
が
且
ぶ
か

註
狂
鱈
註
芯
船
鯰
雑
駁
紐
訊
狂
闘

ら
っ
し
ゃ
い
i
9
g
H
ぃ
で
因
i
g
'
M
”
り
翠
て
因
避
但
仕
召
ぶ
i

奇

0"ミ
り
を
さ
さ
か
を
f出
g

K

叫
悶
海
か
ら
生
還

蹟
這
空
腹
と
寒
さ
に
耐
え

► 9/16(19) 面

30 

直叩内
l i>il稔i9 i ! ! 
詞庫駈

則〗！扇罰［ ニmi房』 ii ! [ i i 
刀 g

函

i l i危
，日
←虎

豆そ＝ 気
無＂ ？ h 〗噂 t→

髯姜残HI吋刊得盃 よ叫い噂器姿
叫釘戸団安見胄—〗Igi 圃〗苫
鼠曾[l罰i羞b/

鳳〗：［［］［［隠9人；I｝
零［雲攀〗ら祠茎；［ Iiii 〗 ti] 参零壽［室 iii ぢ履 rum

白りti叫＇＂悶邸 い
.，‘悶K~ 

間国；恥汀喜油牒羞｛暉i
片竃札肖！芦ii茎晏i言｝負！［舟屈;[t}身忍 ；身 8〗蚤〗〗 t そ
温裏亀]liili丸［賓萎翌］迄登璽：I塁霞塁 ；；贋Iii匡虐塁雪

i i謳"雲il i [ i i雲曇翌翌！］ ［ l i露畜笞辰囁藷屠ょ 紅ふ在山炉浮む.． 

第 1節 新聞に見る長野県西部地震

~上~

◄ 9/16(18)面

31 



第2章 昭 和59年 9月14日 第1節新聞に見る長野県西部地裳

切
リ
さ
か
れ
た
地
肌

ー
と
っ
て
困
円
禎
＾
貸
・

且
念
を
慰
翠
因

e，ぺ
’
月
し

.f'-r",＂れる

＂い存

"g,4g

もい．＂
5
t
f
4になっ

『
生
き
る
道
は
…
＇
』

て
い
｝
と
数
ぶ

2
、器

e-“, 

翌
廷
紐
頭
を
抱
え
る
王
滝
村

m

霜
孤
輯
刊

も

2
月
自
＂
＂
月
註

f’9ヽ
凡ぃ
9
,
I
t

がい，

g
＂'',..-E,9,

-
i
n
g総目；＇片店§ヽ

¢
L且
＂
屠
｀
？
裔
崎
な
房
，

5
5煕

i
門

3
名甚．ィ

患
乱
乱
て

•
g

忍

g

点
？

n
g

閂
＋
E
．
笈
も
て
い
卜
，
＂
灰

r
'
-
9ば＇
燐

身
欠
れ
、
六
類
裟
〇

止
メ
＇
ジ
タ
多
が
な
な
と
●

山
．
『
キ
＇
ざ
1→
[
｛fa
J
3
滋

B
~
~
,
a

巾
＂

E
樟
泣
セ
匂

¥g,

,.
,•1JF 

9
.
'

た
滋
3
点
ポ
月
へ

'
9、•
F
J
岳
＂
年
躙
沿
~
1
,

＇

t
ノ
心

9
”
ー
～
人
ロ
ふ
ペ
ア
パ9り
も

r'1i

・9
g
i
"磁

n用
苔
八
各
椅
尻
q
m
品

月

食

で

い

急

ス

地

狙

被

古

，

は

28億
円

存

r"n切
卒

"
2
き
万
人
念
X
5笛
団
こ

"§'9．だ
”r̀

月，＇‘，
t
5
日
＄
r
t
q
芍
ば
μ
羞
日
苔

x-¢
占忍`

9
E
u
t
¥

•n 

日の

f9か
な
い
・
日
弓
楼
心
た
祠
翌
ス
悶
杭
唇
ゼ
;
易
R
芍類以、＂国・

図
も
勺
委
且

§
9忍
苓
メ
包
訂
崩
含
悶
ダ

9
:
g
n閤
翡

i-，＇哀せ
"“?g-
へ?＇，

g
.
g

'
代
い
五
．
a
＂
p
•
9
i
$
B

日
月
‘
よ
そ

C
這
i
1

へ
月
“
と
痣
忍
そ
一
切
＄
’
：
R
i
‘
i

且
患

8
E

ゃ
9
J

盆
也

[
O
l
l
t
t
'

-＂ 
ゃ
f
R戻
蓼
」
岳

n
i

閤

n
g
t
-

，

'
‘
Lった9
C

位
、
，

F
1届
ふ

食．

Fig-

ギ
~
；
：
~
＂
き

3
上
”

を

£ig.

字：問： 9t:豆名：遺:::四J i圃晴呻
詞昌註窃品以＇四辛盟‘=:J虞胃

↓悶gそ合

蹂芦：：： ii 攣琴人＂＂こ四〖料
h [〗 i 岳 9 互 i

‘§ 磁悶仕行，易国せ目 1 
ニA t l i l i i l 

ふ叫，ふ： g・：栞栞と翌席掌心如岱巫

罪璽｝且且苓詈云心R<

［ ?>?§ !夏[! i iiし

II：饗二;11i1i:̀［冒
貰 1，囁間囁咀轟の間＂［ぎ癸！訓
鼠〗［間闘寝い悶傾胄喜 I~ 孟 1 璽白

り牧尾ダム安全確認旦；罰開闇胃祖『濯胄き向叩° "” 
吋 I l日t?［順讐t1抄遠・囀叫 i怠 且，1！［ざ，？ 9, ＂霊臼
酋 囀 土が削れた程度 I t #』国出髯噂[H翡ド ｀ 1、M6.9。'．i梵喜［言噌置：青〗！［三碍員胃肩喜〗! i i i [ [ ［ il 〗乱 lI s[＇I『[I I [ i ; i i : [ ［ ［ i i i [ I ; ［ i [ i i [ ［ [ ； ［ i [ i i [ ［ I [ i I l li i l i i i [ I匂ii l [ 
nす；!~!~得 ！紅ぷ 盟;t寄郎蹂:;；；• 〗羞〗〗〗 ti? 『 it 〗苔 t 〗歪迄〗嚢君虚言 SS $iiさを匿這藝章謳翌重讐！ ！登！！！〗屈 {l〗室 i 9>i[

◄9/16(2) 面

...9/16(3)面

32 33 



第2章 昭和59年 9月14日 第 1節 新聞に見る長野県西部地震

冒 ｀
t g,；靡り t た・〗 罰囁〗
噴加叩

ヒ飲酎しり胃］り璽望奎八璽丘璽戸璽厨籍直鰐

“［詞冒間髯喜 ~i 間叫罰軟弱な地質が災い訳罰
9 :：：字裟話芦 攣冠蒻；で・ •, I 
: t冷いでげ唸'’哀',・

峠：出 i峠LI〗 i 虚磁［屑間鬱 まだある1il域の危険個所 i翡畠

眉凰訊胄羅冒鳳書屑は：言購冒；［翡郁欝研鳴開
扇 記叫

; §>:i i怠[[ l i 
月〗[! i § i ！〗り虐

A9/16(9)面

｀
こ彎

t
g

伽
藷
妹
門
翡
甘

9}炉

柔
註
猜
甘
討
翡
砂
か
jr不
唸

芦

5
粋
諄
蒻
廿
訊
詰
0
k

l'l-翫

ft
．
ふ
参

兵
衣
日
丘
紐
鑓
紅
ね
斡
闘
絆
丑
闘
雑
肛

語
＂.,"し

m八

”
f吐
x,
＂t.I'g庄ー

かへ

ng"“
い
わ
芯
や
涵
を
良
い
ー'’
9『

1_kP
れ
、
魂
訊
廿
．
，
．
．
．
．
り
J

＇ 品
の
に

mた
た
め
≫
●

ur
ト
ウ
ッ
ク
に
バ
屡

r'ナ
の
霞
出
は
素
、
月

"
g

．
が
緊
2,9
「
じ
↓
ン
に
い
，

i嘉
紋
百
裟
名
”
を
は

2
H
益―}を

9’

，＇9
．
g月
・
立
ユ
｀

R

．,．
99,
ぷ

5
・
パ
う
ポ
ツ

gれ
な
か
っ
ト

か

5
"す
ご
い
ャ

y9ほ
‘aく

ら

”e

りにバ＂て`
＂を"

い
く
の
が
大
な
外
災
蛉
●
、
●
衷
な
く
な
で

“Ii由

ぃr
私
"
/
~
t
.
k
p
r
"し
ャ
滋
蘭
日

E
彦

f

ら
れ
t
f
2
に
ゴ
ロ
ゴ
ロ

t
テム忍ぷ＂を

...9/17(11)面

必
幼
藤
村
学
公

糾3

紐
り
1
で
中
止

森

9t-
．L

9
ぶ
3

六
岳

n
g
n

合
戻

n
B塁
日
凸

gk"目
か
苔

号てドが、日・＂

a
^
•ー
~
~
：
生

介、

¥
n
息」

i

,＂笈＂阻

g.

た・

t,．g奢とゑ＿

磁
j

な
ぐ
3
g

ぃ＂＂勺ロ綱し
4
いた、

芦
r

ニエ
1
"

「．,

"
”
屯
が

A't:,、

"
に
ば
；
ナ

I
f
i
'

，＂ぃ：＇い｝

3

．ti
;
"

／：［［：り瓢一〗胃n叩叫間閂冑馴 1！賛月 22 月 i罰唱訓し
話け

！鼠叫鼠呻噌璽訓璽心園訓岬声
11~間卿順薗訓：且甕仇屈
11;［詞讐門い詞囁叶！〗：孔鳳言！！

:］［:9]  

≫9/7(3)面 g齊』ゃ曇―-IeIII霞心7(2)面

］ 
34 35 



第2章昭和59年 9月14日

i甘
§
R
會
ゑ
且
且
宍
U

｀
り
“
さ
柊
ー
，
9
,
＇
’
ヽ
苔
片
9
g
目
名
月
，
店
窟
局
g
r
`
g
在
べ
詈
名
ー
ほ
そ

y
占
い
令
ぢ
息
"
g
"
0
"
n
H堡

"
,
3
必
紅
約
伍
｝
＜
沢
で
、
名
1
"
C
,
g
'
3
9
rエ
蝦
磁
菜
整
云

S̀
e"

『
声
沼
ょ
止
丞
“
々
f
i
t
`
＾
,
＂
r
3
k
々
亡
し
、
宣
f
ぶ
，
J
'
葬
い
9
C
,
＂
門
団
"
o
g

度
t
t
図
月
苔
葵
し
も
5
を
‘
且
父
g葵

苔

g
遭
り
竺
E
‘
1切
届

9
虚
な
い
，
t
ぃ
｝
と
d
r
,
f
c
(
．
つ
も
位
な
い
さ
k
g
ぃ
屈
｀
t
，
m
↑
叶
ぅ
，
9
,
i
二
が
な
●
、
F
t

っ
て
"
”
2
"
g
,
＇
＂
＂
t
1
.
,
H
音
r
i
ぇ
上
9
4
.
,
•
:
'
s

•• 

tー"9月ふf
咲
A
で
●
G
&
）が、ニ

i
こ
名
な
r
ょ
‘
s
§
t

ヽ

'
,
i
,
m
"
．
こ
れ
か
り
E
m
•
名
で
．
芦
，
9
．
9
.
，
＇
？
9
,
'
，
わ
い
g
s
'
叫
扇
目

r
,
＇‘ 

巴
々
＂
月
＂
て
n
'
,
・
廿
目
名
ネ
・
し
い
，
＂
氣
g
A
f
て
な
い
．
ど

K
い名・3、9.,＂rofi.

沿
内
i
t
い
打
や
一
仔
'
.
.
1
社
森
含
K
合
り
い
名
れ
且
，
’
・
ド
、
＄
名
咎
も
な

親
類
頼
っ
て
村
外
へ
訓
罰
罰
酎□
訂
〗
ト
ロ
盟
翌
悶
闇

悶
弔
h
B
'
后
g
n
’
月
を
g団
苫

"
g
g
f
"
l
"怒
h
り
9
月
§
ぃ
，

訊
救
援
活
動
の
父
ら
残
し
嗜
ぎ
骨
見
身
i
g
は
、
孔
礼
仇
忍
i
“
a
・
ヘ

変
わ
り
果
て
た
遣
体

”"た＂＂パ"i,"
辺

g
?
9災
5,g‘

マ
濱
”
互
i
i
“
月
i
"
：
＇
i
,

広
号
を

A鴫

9:9Cた3て笑いン`
ー，；¥`

確
認
の
肉
親
、
涙
の
対
面

索
gst固”の人合a悶悶’,9,9fに3

閉
悶
'
i

r
s
i
れ
み
を
な
い
i
り
g
と
い
9足
'

と
．
＇
は
そ
上

,
t
 

”咀
').,,ng"．
匡
溢
し
た
＊

芸
月
ば
裔
徳
目
叶
且
倍

〖
四
ふ
｀
畠
＼
羹
宝
紐
闘
噌
，
叶
料
甘

茄

t
6
3
各
a
だ
い
＂
閃
、
り
え
3
3
3

し

丙
ヽ
睾
）
、
内
蛭
訃
翡
闘
負
社

2
 

mご
臼
“
分
因
只
〇
い
h
u
g
gガ
g

百

贔--/い[`
[

し
｀
閤
戸
店
t
た
り
"
g
ー
応
令
＂
＂
得
§
o
g
を
そ
し
8
O
C
,
g
"

崖
”r̀
-i"

＂
和
見
孔
は
各

P
り
ふ
占
氏
卜
｀
u
t
ャ
れ
忍
但
且
n
ほ
が
閃
‘
ー
，
＇
i
｀
」
．
g
a
,
"
m
界
心
，
？
ぷ
"
g
r
勾区令

5

"
g
関
且
＂
と
分
平
，
ぃ
↓
’
£
"
月
も
も
、

0"＂
り
＂
ふ
a
ふ
令
品
竺
＂
麿
急
ぃ
，
a
＂
奇
な
m
i
g
翡
っ
茂
苔
面
"
"
g
号
・

＂
ヵ
只
人
刃
'
g
'
d
g
た
目
肉
'
9
9
日
，
＂
ば
＇
ぽ
＂
名
い
只
沼
“
m
"
'
A
4
『
し
め
悶
泣
'
a
"
h

沢
“
r
"屯

3
閲
虎
＂
培
が
ょ
迄
へ
と
た
~
(
g

一
面
の
土
砂
に
息
の
む
↑
鍔
呼
四
戸
虹
戸
闘
粋
汀
好
認
闘
託
む
註

い
夕
g
た
い
j
々
¢
g
,
＂
v
E
F
玲
“
ぶ
竺
ん
E
F
"

司
＼
＆

F
e
P
蕊
”
包
し
は
t
1
r
"
g
ふ
ひ
名
、
え
な
＇
を
い
と

目
悶
ヘ
リ
で
現
地
上
空
へ

{
A
U
2〗
A
"

へ
芝
1
r
と
、
N
小
川
↓
r
s

康

N
r
a
滋
と
い
4
a
も
芦
＇
人
は
[
g
怯
吋
た
ば
｝
と
~
が
っ
く
り
L
り
厄

且"fAE"t、開＇竺のク切ぷfさん

で“ん埒そぃAg乱巾

"
t
d
"
m
“
名
ハ
9
m
o
A
r
在
手
ふ
'
、
a
"
"
閲
社
へ
＂

tin”K人＂芯""-h'2,＂吋打氾籍g円公たい
J

レ，5し^
べ＂川14名＇か5"
よ

3▲

芦
且
屈
詞
g
“
礼
翡
磨
”
人
"
I
i
g
"
て
い
卜
9
-
a
.
t
§
q
"
"

I
H
,
A
"
t
-
g
一
ー
サ
＂
悶
§
f
t
i
"
＂
り
占
ほ
＂
て
い
え

"11令，＂＂
T

悶“へ＂苫iらい叫な人贔ぶ"rg'o,＇巧れ几忠iIn'＂"2ぶ5

笞

"9,9Fi

"F,＂hmにな’てい99ぶん、紅名K
仕
m、「m"3なもg,＂2ふ内r,＂、＂
8
,

『9n

且
り
付
応
’
^
，
一
り
、
合
＂
＂
閃
＂
門
怠
9
店
を
？
―
[
葱
ぃ
l
l
g
,

"q£
沙
や

V
J
な
芦
鉛
＂
＂
り
川
こ
＂
い
且
図
点
C
に
日
ぶ
"
f
,
a
6

み
:
O
I
J
、
こ
の
"
i
i
i
~沢す
j

余震におびえる王滝村民

第 1節 新聞に見る長野県西部地裳

霞
匂
代
は
玄
へ
●
れ

な
い
仕
貨
し
か
K貧

閾

．
 

危
況
信
角
麿
片

く

史

包

ん

も

2

、

多

か

っ

．

たjと斐たちが白合に

巧
危
月
入
“
ぃ
．

が

、

内

i

i

t

r

d

g

§
3
5
・
月
ー
ズ
の
恐
と
、
交
n
出
5
p
g
t
2
Bお
葛

gn”‘
ャ
:

’

5

・

・

5

霞
―

，
又
く
じ

胄
国
攣
翫
攣
髯
国
祖
祖
尉
m

,
．
”
g今

R
忍
文
っ
を
見
角
査
令
点
情
沼
に
．
iか
祖
r
ー
・

足
外
へ
也
、
9
？
立
、
も
翌
は
ー
・
団
、
生
且
忍
環
賃
苔
t
片
笈

苔
乏
ビ
n
を
勺
ぶ

互
翡
h
屯

fモ
科
貪
肴
t
u
り
そ
こ
、
F
は
、
鯰
じ
月
．
；
＇
公

勘
翡
韮
罰
山
村
に
猛
威
、
土
砂
の
波
勘
情

i
ヤ
因
音
｀
g
痣
月
’
ー
・
＇
ー
，
9
い
し
5
"
裟
‘
ば
、
符
1

危
い
g
そ
忍
塩
い
の
で
あ
り
・
れ
な

訊
を
そ
'
"
5
.
g

ぃ
i
£
g
g
む
も
い
．
k
h
5
礼
丘
、
H
丑
、
＂
＇
ふ
翡
ぃ
て
歪
i
g
g

ー
匂
ほ
け
｀
ふ
、
R
g
"
a
g

貸

ぃ

一

閤

iぃ
．
g
ぃ
な
い
・
g
?ゃ
g
i
g
虐
，
6
?
ぼ

与

“j笈`II入
出
9
B
L
"
"
m
悶
し
か
し
、
も
を
も

恥
讐
胃
閉
員
讐
置
璽
胃
胃
＇
ぇ
h
密

g
i
g

、99、、9,‘、9
.. 999.99ヽ
9、‘.•• 

SX,．,．＜ 

i

t

¥

い]皇日一

、'‘,'9、,'‘
.. 
,9 

,
 

•. 
、
‘
、
●
●
、
3
,
9
・
'
•
‘

9

&

n
息
路
g
悶公

9

も

ゥ
｀
ケ
●
●
h
h
n
ハ
＿
・
社
，
ii

土
石
流
、
川
を
遮
断
こ
ら

｀
ロ
ニ
□

9
9
9
9
,
:
'
‘
,
~
、
へ
9
,
l
5
、
9
,
'
ヽ
＇
~
ヽ
‘
<
^
‘
S
、
，
く
、
，

三
口
〗
冒

►中嶋＇

◄ 9/17(20)面

36 37 



第2章 昭和59年 9月14日

土ひが9口＜績もっこ加モ霊芸蹂9.T叩・立りで

► 9/17(1)面

38 

“宮霊『出;';;;『hrg g月ii因且余戸月 1長野県西部地震 I

慮疇[mi震叫
凰II訓誌皿的。

写――ふ静『札
i 

忍蘭不死

噌i』鼠へ贔I喜胃
麟;!mi.........!』＇
瓢屑屑］h村

且懸
且『［命，必；叫!〗i］屡i[ の

罰因呵宣I
胃iII望i!![[I雲

川救

! : ! i ! ！「i〖:：： [ 
鳳l冑控[III璽鳳麗
屑［髯見嬰［鼠阿訓閂
翡［罰ム間伽［i；贔
国叩9噴§! ；鼠
！岬i〗 ,1 !•罪悶髯{文〖長〗な；ーrni礼孟 ｝俎〗
{i i 冒〗呈芯箋翠 t巽 t点＂忍室琴 i 司巽芦
§ g i羞りしg月！心g'iしえf臭；
屡ii 杖〈 i 屈〗！i i [ i i ~[ t 

第 1節新聞に見る長野県西部地震

罰罰甘暉附頃翡i呵Ii屈

由I[；I鼠璽l蚕：嘔璽謳璽『鼠譴諏！窒霞言 捜

進旦訊：あ索
労ぬ

Iク！2 

乏｛す復

疲ま ii山は lH

§塁直詞i：氣機活 I~尉 gt 光＜
晨動！
且

笈 9̀’ii (! ！ ［嘉 I
で＝ニ・ら Iii薗Iも

庸開詞！！叫翡り］Ii順罰「開 i『i見
芦塞言II鼠川璽III:III "［間駈贔羹
l l i』!［＇： l l 

し込券

I 支芦鼠肩翡罰闘罰!I i 麟［〗
>;l i ! i, ! i ！月｛i色ii i [>?!>§ l l i ; I >mm1 ij1を既

[月＇叩平叫叫日 n
腐応向 i 囁翡翡噌II〗眉渭鳳胃鼠苔げ罪胄揖胃i i ik 1 [i囁l旺鴫出且〗っー，9 れ●つヽ~I噂 疇 訓 詞 金岳蘭 §gi魯；紘n庫叫厄覇 印 gg姉

醗 K'亨叫『直｀〗平成 i !!〗 i りI~賞乳巴『［潟！翻[i §得，［月ii : ！闘鰭ぎ＂ふ［［畠翡も IPI甘旦II~ となわ 9い綸攣書鼠翫i灼＇鼠璽謳［い〗［>

i『i！皐i~凰罪囁§畔攣胃詞I!［璽罰吋繕特
冑薗！璽贔伽翡飩畠行喩

叶 i
9点』韮〗〖庫
髯国国這む／18(11)面

39 



第2章 昭和59年 9月14日

m
：

賛

2Siら

1"じ^
貪

も
fりに塁内p`
召日百引3,fr.

g

＿

日

荘

乱

又

9

g

g

甘
g
.る

—
負
3`

｀
品
危
り
u
k
"
m
"

―― 

只ぢ苔“い奇，n店
A
`

～g,＇：’糞4

王
滝
村
国
土
庁
長
官
が
視
察
式
彗
闘
肛
応
註
炉
吋
註

-｝ 
雹
イ

ぷ
打
、
や

4
ネ
せ
窟
閲

g
•
町
お
g
u

.，
 •

r
自
月
は
品
茎
・
は
含
“
i
g
、
日
乱
魯
勾
一
[
r
腐
名
じ
令
＂
屯
g

亙

0
.序

t
,
；
リ
’
1
'
ぼ
§
羞

二.
f
g
g
o
i
旦
名
月
靡
符
蘭
"
g笛
g
n
d
g
心

g
苫
負
f
l
g
苦
ぶ
g
g
a
g
F
,
"
§
履
｀
ェ

喜
国
剛
雷
厨
患
鬱
胃
隕
畠
屯
良
い
胃
鼠
~

＂
奇
“
g
g
‘
呵
月
岳
含
¥
g
g
醤
汎
日
ぷ
窟
9
付
袴
餞
｀
且
員
n
柑
f
g
a
“
n
"
り
は
斧

！
！
｀

t
i．
蘭

J

日
且
a
g
名
目
”
＿
且
店
f
i
9
9
9
1
R
名
磁
t
f
,
'
駁
年
・
i
g
世
柑
月
で
開
占
~

m
E
-
n
n
←
誓
干
•
し
い
2
月
2
t
p
い
か
，
哀

'
i
t
?

g
 

●
”
見
g
苔
＂
月

M

ト
，
＇
ク
益
＂
貪
角
o
n
a
g
g

弓

'
i
g

月

~
;
g
L
i
を

叶
趾
肛
恥
い
鱈
詞
韓
[

5
註
船
紐
月
“
‘
翡
g
g
且
罪
韮
観
註
月
蹂
与

『
激
甚
』
指
定
に
前
向
き

匹噴火磁綺の渇"'●夫むと王却'"上方）と●紐
点．笞ケ村＂ウ見事な研がぷいた一 99に9099

叶gil翡粋虚翡り”竺月べmたれよ

i 月〗 Ii i n 〗眉n〗〗!［ ［ I I l 
i [> i i 月〗序屈 'i 〗 [ [>mil

A9/18(3)面

疇

し
るぇ

麟

麟ニロ昌
―-gぶ、かtヒ括“

美

王

喜

g
渕

三
〗

／
 

土
砂
に
梢
え
た
梢
沌
訳
諒
悶
冴
姜

し

rmR卜
れ
"

ょ
"mり
甘
｀
二
廿

糀
な
観
光
貸
な
く
す

｀
沿
肉
が
＂
え
仁
ー
・
'
a
屈
い
店
を
t
a
且
素
；
；
’

，
 

て
｀
m
l
l
1
杯
乳
ふ
~
名
3
が
，
m
p
3
i
'
4
て
た
か
ょ
？
臼
い
木

nn,9'，99Hgrぷ，な
A

えのた＂

巾芦累ら、"ga朽
2,＂"99i,＇’"B‘を令's"4
滋

芸
5

，
賛
尻
在
‘
り
見
怠
s
g
翠

象
i,i“,

ra,たTCE”z,“rたほは，ない沼＂に臼去

0
"いは`
9かばU0k

認
i

"

"

＇
け
れ
屈
砂
丘
れ
、
＂
肴
咽
活
国
他
、
悶

K

ら8
渇
な
た
▲
な
か
2
r
n
な
"
t
h
と
い
ガ
ケ
に
名
を
¥'L,
＂

"
t
i蘭ば、愕0け＂ばさ．

t

，1Eいはバを袋しrp"で“く、

消
た
潰

磁""”m山“令t‘n

C

山に信し
2p

＂尽の力、，
1
,

が2t“

岱なll,＂，＂ぷ
5
h
,

nり
h99,9資・ら＂気E3.

ず召．↑a2

な"、9点"“が＂が店な

廿
H"-0委
2

，ー
・

も
？
K

ぷ"“日をパス

f孔
ぎ
~
い

9叶
a
L
1」

4，五，＂磁パれか＂な

ったぶ日に＂▲9,＇9,．
◄ 9/18(2)面

第 1節 新聞に見る長野県西部地震

§告籍籠昇翡〗 ク

言如罰罰ダ

讐`且芦零門賛四 tぎ険闊 i〗！賃鴫〗ぜ少
謬閲が罰且且詞んな

匹叩進疇中ま tヽ
叫戸ず
直戸じ

胃罰潤呻i 〗 i 〗『:[ ！ ! l l : i [>
◄9/18(1) 面

40 41 



第 2章 昭和59年 9月14El

9‘、5へ、｝

i
,
t
h見

c;99,agog

h、9位，らt，.̀
'克“呉べかけ苫gnシ

,
9
1、

E

n

、
歴
尻
危
竺
""g“府翌れ、
0
忍

．

に

汀

彗

闘

禰

打

け

峠

註

二

昇

汀

口

付

註

訊

彗

i

3
r
‘
，
沼
‘
r
弓
＂
を
見
月
g
r
る
”

・
一
五
甘
且
且
汀
鰭
二

1，
落
‘
併
令
＂
見
屑
＇
ッ
五
0
"

ぎ

i
~
ビ”
6
、
ー
g
‘

]
翌
↓
闘
廿
峙
丘
翡
蒻

髯
犀
翡
叫
闘
罰

言
星
苓
匡
位
暑
甚
号
豆

貯
水
池
も
埋
め
る
土
砂
乳
開
且
且
汀
蒻
い
g
i
~
ー

一
日
廿
、
、
，
乱
月
？
斜
喜

Ii丸“内
翌
g
m
d
姜

心
細
げ
放
牧
地
に
牛

1
頭

託

恥

籍

昇

且

饉

門

謡

闘

託

一
校
へ
汎
奇
慮
、
て
い
た
、
合
弓
多
ク
'
r
4
9
て

＜
•
[
い
f
r
g
豆
屈
＂
令
g
g
i
「
'
虚
月
ー
；
岱
箆
母
て
い
歪
ー
忍
乱

恣
翠
名
房
臼
息
“
月
、
蒻
r
k
彦
ん
、
'
g
g
"
芯
喜
＂
貞
っ
て
い
さ
芯
品

．
し
合
委
苔
ぽ
4
.
1
,•• 
s

以
汽
魚
た
念
且
ij
ヽ
ー
。
?
:
i
苓
且

l
i

令
い
i
,
i
'
f
i
t
g
g
.
i
d
&
と
g
i
i
g
骨
”
杭
盟
ハ
g
g
g
頃
ぃ
亙
が
ん
”
I
'紐

且
g
”
a
、
卜
1
a
名
'
,
g
、
賃
“
-
g
"
F
'
含
gビ

n
g
そ
い
日
、
言
乳
そ
い
た
虎

,9
年

了

界

＂

尻

苫

沢

三
言
讐
璽
璽
麗
胃
^

g

翡

甘

四

＂
汽
甚
裔
忍

冦

3
、
月
i
t
i
念
覇
ヤ
ば
り
ド
｀
；
’
た
‘
s
i
“
怜
i
g
‘
r
五
ぶ
t
,
•

？
＂
書
！
＇
i
t
,

翠

"§rていたC贔
9
n
忍
さ
‘
'
悶
§
!

9
-

肉
、
な
屁
悶
＂
且
哀
ふ
閉
ふ
の
い
大
な
ふ
0
次

§
"
r
i
m
R

,
'
羞

怠
「
乱
足
"
,
'
し
t
"
t
“
ば
「
や
9
1
1
五

ゾ

g月かなを召い｝

R
"
芭
“
ぶ
”
梵
伍
が
、
虚
屈
＂
息
．

“

9

月

且

薗

註

炉

竺

人

る

乳

蒻

は

ぎ

含

i

t

；

周

芸

意

:

U
ぶぶ
g、
i
'
i
化＂
t
姜
貪
．

い
祠
＇
っ
ち
．
g
g
r
A
せ
n
且
な
＃
泊
昌
ぃ
五
J
g
‘
f
g
a
見
g
,
t
"
文
れ
"
g
"
吼
笈
'
}

拿

E
§
"ぅ

tcnmじ
乞
‘

1

.
虫

“

`

□
□
”二口，

9

m

笞

江

ピ

責

点

・

に
使
＆
o-
名
屈

な
い
よ
g
n
,
i
"

翡
も
り
塁

8
 

,1'9、.．
a
o
t
慕

Cし角；’；`

，
 

さ
ら
に

2
人
追
体
で

O
t尋

i

三麟闘

A
 

暑
死
者

8
、
不
明2
1人
に
月
n
g
岱
~
且
一
裔
狐
f
~
:
i
i

全
3
」
ず
い
ン
プ
£
緊
諄
”
l
m
が

E比
匹t
”
a
し
れ
5傘g
民
を
け
、
蔚
g
g
~
に
は
、
n
g
"
a
g
へ
＂
が
存
r
,
＂
＂
岱
且
g
一
涵

P
が
羨
っ
た
ぷ
ば
、
t
R
屑
・
｝
人
紅
m
や
ぷ
ナ
“
"
を
各
だ
し
＇

ー
大
孔
悶
9
4↓

Y

｀
念
悶
し
な
、
図
か
＂
は
3
`
＋
九
＂
か
誠
甘
乱

闘

甘

肘

丘

籠

蒻

＿

闘

聾

註

韮

翡

雑

叶

補

給

路

確

保

に

全

力

む
岱
閉
裔
み
を
て
い
名
‘
に
9
g
‘
^
＾
"
吼
某
一
人
＂
目
名
岨
＂
＂
s
月
＊

ん
'’F唸ば，乱

閉
し
身
乳
＂
有
感
磐
習
＂
な

m柊
3
書
す
べ
て
一
発
せ
苔
姜
i
水
野
建
設
相
、
視
察
し
皿
叩
る

＂たよぷggam翌CM§

蒻
g"と

ttt'＂

f
区
で
に
は
1
"
名
位
か
っ
る
”
紹
且
か
な
り
句
合
[
‘
以
1
'
t
t
'
大
な
は
、
＂
月
＇
孟
厄

良
ー
身
は
ぷ
、
g
g
L
:
2昂
倍

r
，
も
ら
昇
慧
n
、
0
"直
り
“
日
・
、
け
原
乳
畜
a
g
a
パ

t

架
印
鰭
滑
ー
が
紅
＂
月
~
乳
什
且
叶
且
籠
翡
口
韮
罪
翡
一

e

．
に
’
こ
し
‘
.
~
t

躙
五
且
茫
翡
乳
韮
且
翡
門
~
麿
危
闘
蒻
闘
且
且
胚
甘
且
蒻

9
,
t
i
名
竺
R
"
R肉
“
m
か
ら
3
1
”
i
r
t
9
ー
，
各
9
．
ふ
た
忍
し
，
令
”
晏
t
臼
っ
C滋

mm●災X"E磁mめなrーな羞2た，

9̂9999999999999言

: l̂l節

炉
＊
名
b
R

奇
"
,
`
〗
言
一

辛
i

れ且且＂閃俎悶

号＂負
3

店
2

とがい．悶且”よえと、がれふ．

月
ぶ
招
亙
5t、D
閉
5
.

＂且
tl

賛
"

C
 
.. g

u

罰

匂

刃

沿

J

n

g

i

g

"

“

m

吝

含g且．円
yが．“且＂人なか”h[
｛

乎

d
r
m
ら
を
各
令
'

而
m
貸
必
、
小
、
じ
只
珀
を
£
4
t
`
[
悶
”
m哀
i
ー
名
9
R
2
ぷ
含
怜
じ
5
サ
目
、
恐
べ
と
窟
＂
年
9
で
な
'
,
斎
“
は
"
=

”ドぃCい9grJ．只界

五

m
臼
•
I
§
g
g

,
•
9
9
,
．
且
焚
・
災
い
つ
わ
日
を
t
を
追
因
g
y
ぶ
廿
'
1
i
1
m
似
”
は
応
訊
る
甕
印
臼
計
屑

0
"

店“珀閃紺り歪，自

定・
旱
め
；
ー
＂
を

n
拉
月
苫
＂
民
、
を
名
羽
g
"
p
$
い
バ
g
.
べ
z
i
i
-
g
r
:

閤
g't合
3rた‘,

尉

喜

「

突

発

」

に

訓

練

役

立

た

ず

傾

且

且

鼠
胃
且
雙
刊
見
乳
且
翡
蒻
臼
罰

l
i
i

面
開
訓
fl¥い由に

r,

B

ぎ
え
唸
”
自
似
月
む
息
卒
'
7
9
"
t之

?
.
1
1
9
だ
が
．
ふ
¢
花
g
ふ
虞
會
誓
培
"
t
9
k
”
ほ

rり＂言．，り

．．
 
土

ag広い・そ31'

g
p
n
g
悶
，
＇
p
[

賓
硲
岱
篇
玲
鯰
し
、
エ
f
¢
且
紺
9
.
g
g
な
せ
房
J
と
い
よ
蘭
閃
h
g
i
3

苫
合
3
k
な
り
行
忍
g
g
J
~
m
'
m

班
杞
'
9
3
バ
綱
も
う
"
g
r

岳

h
苔
つ
け
、
r
”
1

全
“
f
ト
印
釘
ぶ
h
ば
い
い
．
だ
ぽ
呂
．
＂
ぼ
"
0
月
か
名
翠
想
g
o
a
2
"
”
i

む〉でがci丸
マ
ガ
腐

れ店、、い切＂．

月
ら
り
滋
い
月
生
怜
且
磁
．
＂
f
＄
糾
醤
且
、
K
?
砂
け
心
f
月
恣
n
g
岱
五
閲
髯
名
忍
＂
蓼
希
0
月
g
"
<
g
斉
員
が
取
か
ず
笈
"
h
忍
ば

p

品
"“.gil

g
g
く
わ
れ
た
J
A
r
m
反
息
・
g
が
な
g
gュ↓
r
る
9
か
っ
て
い
芍
g
｀
苔
匁
目
目
h
q
3
g
r
g
-
g
K
a
刃
緊
月
4
!
,
.
“
E
a
"
m
g
g
酋
わ
れ
て
い

世
・
月
岳
泊
？
．
＂
q
r
,
r
オ
な
し
こ
苔
"
g
g
.
＂
が
＂
・
ビ
命
な
且
屁
点
月
g
¥
,
•
け
g
,
＂
'
粁
．
'
,
ー
＇
，
＇
、
；
＂

9
五
ジ
、
，
＇
‘
ぐ
ら
さ
ぐ
ぢ
泌
予
〗
ぶ
，
弩
し
こ
げ
ぶ
、
‘
,
＇
‘
む
且
‘
パ
．
9
月
翌
喜
、
パ
ど

丸り＂孔＇↑38、

gじ葬幻約幻羞月佐且裕翌げs

-占

1月九
U

夕
｀
む
云
い
"
m
E
R
た
整
臼
て
且
9
沢
し
r
'
B
田
員
印
,
o
ふ
”

I
”
ご
困
し
噌
言
響

ぶ
恣
ぶ
り
人
本
社
が
見
算
金
h
と
ヽ
名
は
し
い
子
ド
属
「
g
"
A
じ
活
ば

j

が、図やaなど3匂玲々
g""ド`

＂＂畠4社はヤじい`
n

前
兆
や
狐
変
の
謡
酋
が
続
々
L
g
．
含
忍

っ

な

r

忽
g
苔
r
g
n
t
i
i
g
g

C
J
9
函
っ
た
、
が
し
N.
、内＂の"3ro.

日月月tE"”s

“勺．＇」が

一
9
.
1
-
g
s
云
g
H
’
沼
哭
も
含
？
包
箆
っ
見
い
"
p
岱
h匁
S

か

y

"

2

花沢久、""“度介

朽＂（ぷ磁＂刃
8

にけそた
j

れ、g..’しrてい企

-
n
1
紀
奴
g
I
i
g
t
H

済
'
!
•
『
P

月
名
な
“
;
F
け
い
C
n
g
る
＾
i
0
た
磁
9
`
見
:K,

”`fもよA

吼

5紐欧
"g""

Eg”mggのgang"＂”"XI.

、Aaへりで'ttt”‘

杓閉た伶hui‘-nの；ヵHJつい石“田

只
見
せ
‘
h
替
界
月
位
c
a
一
，
．
2
-
は
斎
名
合
§
哀
，
ず
札
房
§
“

＂ぶ”m冬れ、nぶ廿m
き

999,＂弓がハ

とk"＂g"”7

ぶ
悶
み
¢
a
1
"
、
行
必
P
せ

っ

て

い

っ

？

玄ぶ""ici"ぷ

裕
兄

g
娑

a

r

,

H

"

1
平

ngi岱で芦ぷ芹沿ぶ
P

名翠

n
れ
た
d
i
t
i
"
”
”
s
9
合
い
●
＂
q
目
名
届
閑
5
ぷ
位
£
’
.
g
“
?
h
"
れ
雇
，
＂
，
＂
i
．
H
'
召
且

..... 
”せついて；i？‘.9q

i序

[
~
-
.
j

る
＾
ゞ
A
汲
＂
令
”
"
g
.
n
"
;
9
9
＂
け
念
を
は
1

弓ふf3ー＇，Ii"0沼、足ハさ"‘む5Sぼ和え
p

四

5"潟
"15凩
C，ム

ぇ屈

r'互＂令’,＇.＂
1

、.ぶ芍にな`
Eumに残’A閲

り付"・,,99g
在

fnな

2

々
n
月
5
9
、
g
．
目
酪
屈
’
釘
¢
ぼ
ど
目
名
乍
"
”
"
い
合
訂
が
い
つ
～
“
込
・
サ
“
p
g
n
g
"
g
屯
窃
汀
咽
此
岱
＃
る

►下鴫

新聞に見る長野県西部地裳

◄ 9/18(18) 面

え今•..．．· •』・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．＾＾ ^．．．．．．．^ ＾ ^．．．．一争一．．．．^．．．．．` ● ●争•”^.．.．..．．．^ .^．.．̂ ^  ^...．．̂ ^”̂ ・ ・ ・ * ＊“* ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊．．.．．．.．.．．・ • * • * ＊ ・ • ・ • * • * ＊ ・ •............ • --• ● ^ ^ ．.．．． 

42 43 



第 2章 昭 和59年 9月14日 第 1節 新聞に見る長野県西部地露
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第2章 昭和59年 9月14日 第 1節 新聞に見る長野県西部地震
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第 2章昭和59年 9月14日 第 1節 新聞に見る長野県西部地震
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第 1節新聞に見る長野県西部地霞

rz 

定
期
バ
ス
が
述
行
再
開
記
国
攣
：
ヘ
ー
胃
鳳

g
係
羞
ぃ
0
•
松
令
ポ
‘
ィ
¢
↓
f
a
.
，
ば
＇
上
甘
乳
悶

g
定
”
F
.
4
g
g
g
公
•
m
心
貸
“
は
1
に
{
g
3
5
k
'

且
暑
、
通
学
者
ニ
ッ
コ
リ

F
,
1
5
p
i
§
ぷ
髯
3
・
、
＄
片
H
が
沿
＂
奇
心

貨
§
り
点
i
g
b
4
い
よ
う
に
5
g
1
伝
舟
度
i
g
n
易
ス
芍
て
い
合
翌
い
U
反

マ
イ
ク
ロ

2
台喜
〗
言
ロ

ェ
ニ
冑
[

さ
ら
に

1
追
体
発
見
蒻
か

隷
闘
月
＂
翡
韓
籍
い
涸

”
冒
冒
[

i
t
i
‘
ー
4
今
・
、

1

、
9
9
•
9
9
・

澤
ん
だ
J
し
~
"
r
p
r
~
心
p
3
均
’
←
,
4
、
.

9,99,1『5

ん
だ
も
ぶ
応
a
屹
し
"
t
;
？
，
9
’
¢
'
へ
濃
饂

合
く
な
9
た
賓
唸
考
え
レ
ぃ
嘉
．
g
囚
そ
”

g
“
•
1
r
"
伝
1
f
'
,
5
が
翌
そ
ん
苫
沼

,
l
`
'
1
9
令
＂
；
＂
悶
る
る
餌
弓
践
往
ゾ

り、．`
を，＂

そ
＂
m
せ
＇
り
、
閃
.
"
ム
が
u
m
4
点
＂
ぼ
＂
る
i
る
i
g
n
a
a
"
-

月
9
●
翡
●
＂
日
で
占
E
―
り
'
"
,
i
'
ー
，
見

tiぃ．

... 

0
,
n
.
"
8
へ
＂
品
給
行
名
さ
'
"
"
應
固
定
光
視
の
＇

川

4

`

内

n

"

翡

＂

、

も

，

気

r

下

と

ん

房
9
A
、
,
i
'
'：
K
が
苔
い
が
伶
均

"rvlな
ど
佳
肌

\
2

月
月
”
肴
且
な
か
ぶ
象
危
句
ぷ
n
'
~
u
i

.
n
t
g
k
g
図
ず
．
因
r笛
9
面
贔
資
省

ー

a
`
.
ょ
,
々
ぎ
が
、
閏
は
問
n
g
“
紅
心
慧
閲
i
t
d

.
“
、
,
h封

ぶ
3
甘
委
，
｀
阻
ぢ
閻
ぶ
g
i
'

ヽ

§
且
"
c
"
t
滋
匁
月
，
＇
，
，
＂
＂
，
＂
9
，
i
9
月
栓

l
 

し
し
、
員
月
忽
も
い
．
烹
”
ー
且
塁
m
g
"
s
歴
閃
＂
ャ
，
，
9
3
9
3
3
g
"
↑
磁

緬

国

国

鸞

胄

喜

屑

四

Hn

油

摩

鼠

り

闘

言

鼠

量

n
9
9
,
．
，
甘
＂
＂
に
門
ぼ
忍
磁
＄
a
へ
吟
し
に
笈
芝
た
．
＂
＂
塁
"
g
g

t
・
屈
怜
b
g
g
1
s
k
と
り
社
、
R
月
傷
h
"
i

蔚
互
ウ

n
な
奈
胃
公
9
,
i
9
9
ク
ぼ
口
悶
R
悶
災
沼
伝
閉
g
u
月
g
n
、
n
"
'
i
d

2
日
舟
頂
け
に
”
貝
悶

E"名{””murg.が3日、"',"“

芦

“
,
“
註
「
柘
閲
肉
筍
が
な
コ
§
r
f
'
，
合
っ
閲
ふ
閃
員
＆
，
悶
卜
｀
＂
＂
g
"
目
が
＂
ハ
た
た

ぃ
、
買
い
R
'
§
た
~
皮
｀
＂
で
“
宜
緊
紺
9
9

摩

"
i
a
'
-
5
.

比

で1g手ぶ、H芍且潟＂畠角r名qnたいヽ
・9,',’.9,＇、i．や蝦、さど"”綱‘-＂‘昂“

巾
，

3

｛
盟
"
"
"
9
‘
9
r
;
＇
，
：
.
心
g
r
·
9
·
i
9
,
，
t
'
s
~
つ
;
,
"
g
9
m
ク
以
g
<
g
”
よ
っ

且月む一

g(11小

ヒ

»
.
,
9
め
ふ
9
た
慧
を
＂
届
”
¢
、
住
g
g
a
以
｀
・
，C
~

奴
"
$
“

菖
Is}

＂狂

.
-
.
f
ヽ
を
t
日
、
小
盈
な
e
k
目
名
3
ふ
ヽ
t
I
S
4

急
生
活
相
談
所
を
開
設

,{，が事
喜
：

躙
蒻
陶
奎
麗
闊
醇
響
〗

．
 

需
ス
キ
ー
場
は
葬
ら
し
の
柱

―
王
滝
杖
今
冬
営
業
へ

一
災
寄
に
め
げ
ず
呂
卜
点
且
査

F
じ
'
n
"
｝
0
"
ぶ
と
っ
て
．
ー
叫
L
も

n
n
-
I
T
,
E門
92ス．＇,＇.↑k
ゥ
gぶ

目英内な昇全父”‘りは．R臼してい3••• 

，．ぃ

シ
ー
ズ
ン
？
7
<
紋
全
内
且
以
り
．
＂
た
、

hていr'"r、¢良9キ日べ9... ，＇1'．註

山
の
"
”
"
t
5
9
ー
し
a
召
碍
R
紅
バ
＂

・
な
組
t
'
こ
の
い
縦
、
苔
“
‘
月
・
11汀
’d

g
●
り
‘
_
＂
g
尻
⑲
屯
い
り
、
’
;
3
9
,
i

a
↑
"
て
の
．
負
玄
i
;
＂
、
出
ぶ
で
も
§

＂
ス
手
1
n
中
”
に
~
ふ
4
1
g員

．．
 
ャ．f`
｝3}`
ふ5"‘"s心たr{

芸
，
t
，
．
ず
9
い
名
t
ス
↑
舟
店
一

”"は、＂。中mが公キ＂が．＇＇し

．．
 

＇し1、4ぶた頑

9
日
ゃ
｀
り
1
!
9
-
＂
‘
笥
h
フ
？
烹
困
t
'
C
＂
,
＇
.
t
臼
・

か
｀
・
＂
し
を
払
セ
い
K

〗
一さ

こ
の
た
g
『
全
i
磁
の
沼
は
自
卜
9
ク
が
a
.
＇
’
ー
'
9
.
'
3
;
＾
ふ

ョ
他
る
も
｀
＂
」
月
’
i
.
9
~
な
出
昂
礼
・
，
'
•
L
9

AI0/3(22)面 ..,012(14)面

ど
し
ゃ
ぷ
り
の
あ
と
グ
ラ
リ

問
い
合
わ
せ
殺
到

譴
全
国
の
信
者
イ
ラ
イ
ラ

V9/30(7)面

i
以於
0
名
さ
菟
＿

め
．
n
t
t
る
に
J
i

n
貸

t,
＇

9̀い
i

ぞれの

I
んg,いる．

も＇：粁g”Bu5-

,
t
t
.
V各
gdr"i

1-9.9ー子ャ．t霞mざ

,,99
．．哀の
"g

に
1
1
な
お
寅
も
~

E
と
い
，
9
i咀
9
2
か
じ
そ
象
呈

匂
t瑣＂へ来たいといぅ“杞いる

n臼も姜いが、r炉やi員が

,．4・ヽ
9.｝と呉＂＇弓ャ

ぃ
る
千
な
r
て
5
g

醤ゴ
翠g

ヵ
尼
芯

F'．．．＇に1川"9.

・ニ
3需

ハ
9

月・蛾
"if

-
g
，
悶
ら
り
・
1屈"-

ず
費
り
r
h
人
が
g
`
9
ら
ハ
n

人i,．ir月trk3

か忍つ●甲＂し．悶"p"""0月t

蔚が．＂＂＂は、いせ

だ●q
H
 

.9と“袷凩ぃるため、名と

.

！

し

f
 

R吉り貨蘭．戒“いよ

碑
体
ほ
と
ん
ど
倒
れ
る
，
呼
炉
峠
が
紅

8
g
:
、
9
9
9
i

，＇
'iiじ
．
g翔
t
9
て
惰
た
い
名
E
い
n
が
見
h
¥
'
’
p
t
}
,
h
n
t
9
9
'
,
＂
E

9
ぼ
り
か
う
の
愕
ー
ー
"
”
．
~
饂
．
，
＇
，
E
い
で
い
る
の
F
ぶ
．
肉
『

碍
註
甘
一
打
甘
了
ー

"
p
g
`
t
"
負

•
g
.
9
3
.
L
,
＇
’
＂
許
a
山
＂
か
り
八
名
(
U
"
"
｝

6"§
ご
旦
亙
"u'“"『
B
か

な，ている”に．gん？達令勺"0月てほと^
J

灯
i
i
2
屑
負
岱
閉
9
-

慣

若

さ

な

g

§

E

_
-
r
i
,
2
,
g
g
蕊
え
蓄
ぶ
悶
悶

轟
に
恐
怖
再
び
開
団

国

'
B
a
n

禎
a
已
．
＂
＆
E
苔
悶
＂
食
g
i
~
3
汰
＇
裂
•
-
5
・
モ
閉
も
悶

§
“
災
ぬ
・
互
n
g
-
E
ば
、
盟

＂
臼
梵
9

片
n
g
舌
、
よ
う
召
伍
危
ぃ
F
`
q
u
庄
り
へ
9
出
ー
,
C
5
,
9
9

カ、

ゃ
，
’
ぃ
．
＇
，
＂
“
俎
u
g
デ
，
t
．
9
が
3
,
＇
、
'
ト
，
p
~
で
は
、
1
切
円
沿
月
卜
｀
A
日
月

Z
券

K柑
一
H
只
ら
せ
久
面
が
げ
忌
裔
双
川
2
‘
i
-
3
1
名
・
"
"
t
"
只
苔
房
厖

奇
む
苔
．
9乱
忍
g
名
ぷ
や
、
●
令
1
9
ゑ
り
隕
g
ヽ
u
m
'
-
;
7
9
A
9
:
H
a
u

＇
，
g
迄
片
芍
が
1
n
a
令
ふ
扇
？
～
レ
ぷ
門
社
r
l
"
“

，

公

t

忍

U句”14.`
さへ
6

沃ハ籍＂で3
砂

9ゥ
2--E、りを5}J“

•
g
g
i
g
り
ヲ
1
J
名
9
占
日
な
ど
が
“
n
る
g
災
り
、
＂
弁
＇
，
ぉ
・
,
K
I
I
れ

J
 

k
 

>9.4・
伐
R
住
屯
に
引
3
a
，
然
U
さ
と
槌
f
l
l
2
J
め
勺
N
召
a
g
「
小
石

素

ぃ

g

-

9

り

且

k

り

各

弓

月

房

"

g

a

新
た
に
1
遺
体

[
g
z
k
g
n
g
g
翡
q
9
g
-
t
g

"々岳

雙

a
a
"
鍬
公
且
り
｀
口
が
日
℃
L
,
9
レ
寧
閏
象
f
i

烹
鷺
“竺

＞
滋
梵
9
,
.
1
公
ハ
，
9
4笛
q
密
髯
ぼ
で
い
，
＇
t
t
臼
_
B
u
～
百
科
●

弓
＂
園
t
衰
扇
凩
r
6
怠
下
沿
苔
は
且
哭
m
a
臼
＂
り
ギ
，
＇
ぃ
"
,
"
`

．
 

ー・宅
｝
臼
序
も
一
き
滋
ふ
0
複
弓
た
閑
i
g
m
名
＆
n
の
り
怠
＂
か

い
な
｀
ば
そ
人
梵
U
;
5
1
行
｀
祖
ぶ
ぉ
閏
g
“
応
益
rR.&f磁らgリ・'.、m"＂

往紐-
a
p
翡
'
?
,
＂
皇
U
<
*
g
g
”
あ
っ
た
•
K
名
貨
良
反
そ
ぃ
名
’
あ
責
1
n

蛾
租

象
廿
名
不
H
打

J

」

t̀
,`＂、.'9.と

V、＂.うぃ．h

勺4なってい4・
b

”#’."”Rぃ
j

と
g
"
1
"
9
,
j
沼
べ
｝
ん

1
i
 

日
が
つ
か
っ
て
、
了

かりばつかめす．＂＂危

m1,9,＂a"o •• 
．．
 

“
 

っ-n,、.＇．

1
，＂ご心

一
交
羅

於ー',
.. ，L．絡茎

図
‘
.
9
&
4

事が塁った．rr‘●

翌
d
訂
弓
K
'
．
．
．
,

g
翡
が
ほ
●
月
為

ば
、
打
9
,
9
0
ー
，
＂
’
•
お

んF'it99す9,、，．

a
.
,
~
,
げ
た·
t
u

？
名
舟
宮
“

”
の
訴
絹
訂
か
ら
も

i
l
i
.，
；
ぢ
汲
け
姜
の
全
r
n
g
g
モ
9
g
A
t
P
9
F
'

ヽ
ー
，
っ
た
芍
＂
”
名
”
塁
、
噴
3
ょ
今
干
界
の
9
日
翡
i
5
片

5
 

ー

凸

日

欠

月

日

篇

名

5

令

！

＇

，

，

公

自目

E
5
;
,
1名

鰈
籟
一
U

千
百
万
円

(
•
“
r
i
,
.
`
C
が
一
忍
こ
：
9
9
.
3

9
名
ば
お
碕
g
姜
人
日
を
乃
i
斎
令
臼
．． 

＂
l
-
丙
天
＂
．
＊
旦
冷
譴

t
．
一
霞
臼
"
t
'
＋
月
・
一
り
，
≪
霞
“
二
穴
＂
・
す
．
＂
g
n
"

介
ヤ

m
、
各

2
 

／
 

C
2
n
合
ぽ
0
"
‘
9
.
.
.
’
は
日
5
`
弓
n
t
I
ア
ィ
も
多
5
3
太
ー
・
免
g
．
良
食
名
全
●
っ

＜
疇
ト
っ
て
＂
わ
れ
て
い
'
.
t
!
’
上
，
，
打
届
”
,
f
i
t
l
干
た
~
ー
カ
、
●
尽
臼
＂
児
m
の
＂

駅
、
さ
3
干
m
u
ャ
'
人
n
"
名
F
5
り
，
z
．
"
-
．
・
リ
キ
n
,
e
.
下

+
u
a
~
F
1
’
‘
,
a
人
は
;
a
u

'
f
H
食
畠
っ
た
，
・
翠
た
っ
た
．

眉
召

ト
ポ
ン
互
い

H

g

i

間
印
開
應
胃
紺

ぷ
p
:
,
9
9
i

,'r'~99ai', 

．．
 i~ 

9終
t
'
f
P
H
A
n
.
＂
磁
在
‘
9
＂
．
1
'
f
i
_
*
”
沼
召
’
,
9
・
ー
！
畠
公

"",,., ．．
 
し
ず
る
た
い
肉
x
”
I
U
F
.
＇
3
“
"

ェ
ッ
ト
ボ
ン
ブ
1
．
，
＇
'
.
K
~
g
*
r
,
＇
:
9
,
9
り
が
“
t
a
、
ね
ギ
＂
立
水
●
●
＾
”

r
9
た
H
K
公
れ
、
約
勺
V
9
9
つ
5
、
ー
，
9
9
1
,
口
”
ッ
糾
、
m
”

忍
れ
ぞ
れ
叙
っ
た
~
月
臼
蒻
、
太
0
日
，
＊

ょ

閑ン召;'，，以m紗

塁

を

羞

し

祖

い

え

、

●

3

"-；’；なっ999ばくつ

れ・9,＇',99,―

さ
ら
に

1
逍
体
発
見
品

[
．
頃
'
8
8
"
g
m
!
名
3
た
“

§
襟
"
q
g
-
棺
存
胃
閉
る

"
a
"
S
・
日
[
R
"
-
f峯
"t99ふ

盲
出
は
打
翠
K
界
も
1
五
＂
者
笙
g
た
一

"
5
、
月
n
'
，
"
U
、
パ
且
g
.
円
£
そ
＂

g
g
n
i
且
i
i
困
埜
一

-
T

忍
屈
氏
ふ
U
t
h
貧
？
注
っ
卜
、
品
切
0
ぶ

勺
こ
ぷ
汎
目
店
衿
4
"
"
•
”
'
K
貨
き
ぶ

月且霞蒻：戸闘i'i琴i甘室i奎；藝琵堕り霞且『”[”"1立奎羹匿湿ふk：触れた地震被炭地紬李重翡{[ii且
凸訓叫叫加『胚廷ぷl 9 

芦裔 i 且 n 〗息*'ii苔翡ii i月〗！り甘攣；直月甘闘吼！『『
g ti i t [、- ！ ［ とそ蕊n芸§ [gi:忍Ot;廷片霞よ霙嘘i疇急軍［霙念 i[し

AI0/3(15)面

► 9/30(22)面
◄ 10/4(22)面

56 57 



第 2章 昭和59年 9月14日 第 1節 新聞に見る長野県西部地震
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第2章 昭和59年 9月14日

家高 浅原

第 2節

1) 

修二さん

その時村人は

家庭では

この章の， この節以降は，

県西部地裳を体験した人々からの聞き書き

である。

村民，凡そ100人以上の人々から“その時"

の印象を聞いたのだが，

いへんな地震」 とは思っても，

滝村が震源地だ」

外を除いて， 誰もいない。

その理由の一端は，

る， この村で二番目の長寿者，

んと，

二人はともに明治28年生れ，

同級生どうしである。

霙災だけだな。

と思って，

とっただけで，

奇妙なことに

あの時は，

の人もそういってたし，

70 

ゑつさん

実際に， 長野

即座に

と悟った人は，

「た

「王

一人の例

まず最初にご紹介す

家高修二さ

浅原ゑつさんの話からうかがえる。

王滝小学校の

「これまで地裳で知っとるのは， 関東大

東京がつぶれた

東京へ見に行った。丸の内残っ

ほかみんないたんどった。

王滝は地震がない所だってことでした。 昔

実際なかったわけ

※
註
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だ」 と家高さん。

浅原さんも「あれは 9月のついたちだか

な， 2日かな，

入れてあってさ，

るいたり，

蚕飼う最中のことで，

火鉢に， それを取ってあ

さげ出したりするうちにすんだ

ゎ。東京の地裳だったな。物が倒れたって

こともなかったし。 これより大
裕

きい地震があったこと話に聞いた。

たが，

その時に，

は男衆が山から戻ってきたちって，

おらが生まれる前だ。御嶽山の噴火

のときも，なんともなかったな，

灰も降らなんだくらいだって，

ヘ吹いていった。王滝で生まれて，

このうちで生まれて，

いたことはない。

きりのことで，

同じで，

その中で 9月14日，

起こった。

ここで，

火が

その時

そいっ

こっちは。

あっちの方

おれは

どこへも動

ただ百姓しで畑つついた

この地震がなきゃ，

ないことはなかったな」

何も危

といっている。

少なくとも話をしてくれた人は，

王滝は安全だと信じきっていた。

午前 8時48分，

みんな

地震は

家高さんは中越地区浅原さんは上島地区



つまり役場，公民館，学校などがある村の

中心部に住んでいるが，二人の“その時"

は，こうだった。

家高さんは，家族とは別棟の隠居部屋で

寝ていた。「物は相当落ちたが」じっとその

ままでいたという。

浅原さんは「畑へでも出てこうかなあと

思って，隣のおばあちゃんも来ておって，

二人で」いろりのそばに「座っておった。

そしたら地裳がきて，二人でそーれと飛び

出いた。ところが，下駄箱から障子から，

戸から，庭へみなひっくり返っとって，履

物がみつからんわけよ」となかなか冷静だ

った。ともかく外へ飛ぴ出して「まああか

んと思ったなあ，いよいよと思ってあきら

めたよ。年が年だで仕方がないと思って，

あきらめた。そやって，若い者，生まれた

ばっかのような子供からみんな死ぬよな，

と，そう思ったものなあ」と地裳の激しさ

を表現した。

この災害は，“内陸性直下型地裳による火

第2節その時村人は

濁川と王滝川の合流点柳ヶ瀬

山体の崩落災害”(「長野県西部地震の記

録」）と説明されているが，“崩落＂は，伝

上川上流，松越地区，御岳高原，滝越地区

で起こっている。

その規模の最も大きかったのは伝上川上

流のもので，大誠の土砂，土石が，濁川を

流れ下り，柳ケ瀬地区をのみこみ約10km下

流の王滝川流域の氷ケ瀬地区に達し， 15人

の人々の命を奪った。

被害が目立つのは松越地区の崩壊で，大

又川と松草川の合流点の右岸側が，東側に

開く馬蹄形に崩壊し，家屋一軒とともに崩

落土は森林組合の作業所と東区公民館をま

きこみ，さらに，その下部にあった生コン

プラントをのみこみ合流点を横切り左岸に

乗り上げ，プラントを川底から50m上の対

岸段丘の上に押し上げた。その時，木工作

業所にいた 4人，プラントいた 5人，そこ

に立ち寄った 3人の命を奪うとともに，段

丘上から流れ下った崩壊土によって，たま

たま，県道御岳黒沢線を通行していた 1人，

合計13人の犠牲を出した。
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第 2章 昭和59年 9月14日

大目義弘さん

滝越地区では，集落北方の尾根の一部が

崩落，土砂は家屋3軒を押し流し， 1人が

家屋の下敷きになって死亡，関西電力滝越

ダムを一瞬の間に埋めつくした。

御岳高原では，人的被害はなかったが，

民宿に崩壊土が流れこんだり，清滝の山荘

が押し流された。さらに道路が寸断され，

御嶽信者が身を清める清滝蓋場をも呑み込

んだ。

さて，王滝）IIで土石の流動を目撃体験し

た人がいる。王滝営林署の大目義弘さんだ。

この日， 8トントラックで，餓鬼ケ咽トン

ネルを東から西へ抜け，出た所の車輛退避

所で，後からきたジープを一台やりすごし，

続いて発進して間もなくのことだ。

「その瞬間，突風かと思った。左手に雑

木林があって，その木がザアーツと寝たん

です。とたんに，前が見えんようになった。

ドシャ降りの雨がたたきつけてきたみたい

な気がしましたが，揺れていたんですね。

思わず窓を開けてみたら，上の方から， 1 

72 

大目さんは左側の山をかけのぼった この付近では
堆石土砂が30m以上に達した（披災前の餓鬼ヶ咽トンネル）

mくらいある大きな石が落ちて来て，それ

で，こりゃ地康だと思って……。石がどん

どん落ちてくるもんだから，前もいけず，

パックもできず， ともかく助手席側に移っ

て，ヘルメットをかぶり直して，ェンジン

を止めて，ラジオをかけました。ちょっと

して放送があって， 8時48分に地震があっ

て，甲府で震度 4という放送だった。時計

をみたら 8時5印子でした。前のジープには
深

田中さんが乗ってましたが，石が落ちてき

た時，いったん止まり，また発進していき

ました。私の後にはトラックが2台いまし

たが，それから人が2人降りてきて，えら

い地震だなあと話していたら，ジープが向

きを変えて戻ってきた。で田中さんが車か

ら降りた時に，山のほうからゴオーと音が

した。［逃げろッ』とさけんだんですが，そ

の時， 2 kmほど先にある滝越のダムが抜け

たと思ってたんです。右手のちょっとした

石垣にとびついて坂を上がったわけです。

ひょいと見ると、昔営林署で苗畑にしてお

ったJII原のところへ濁った水が流れこんで



第2節 その時村人は

至
仰
ケ
瀬

三二□ ；g号：
戸
閲電送水路

磁注

中津川市在住建設会社社長。

大規模な土石の流動を目撃した

もう一人の人。

土石の流動が土石流によるも

のか粉体流によるものかが論争

になった時，土石の流動の様相

を大目さんとともに証言。それ

が土石流説のひとつの決め手と

なった。

大目さん、田中さんの避難路略図（推定）

きた。ふだん水の上ってくるところじゃな

いんですね。と思うと，バリパリと音がし

て土砂が， トンネルの方から木をなぎ倒し

ながら，たまってきた」。王滝川は，餓鬼ケ

咽トンネルの横で，両岸からせり出したニ

つの尾根で流れの幅だけを残してせき止め

られたようになっている。崩落の動きと地

形から考えると，柳ケ瀬の方から流れ下っ

てきた土砂流が陰路でせき止められ，逆流

したと思われる。「夢中で上へあがっていっ

て，ちょっと傾斜がゆるくなったところま

できたら，後が割合静かになったもんで，

見たら， もうトラックもなにもない。何か

こう，土砂に追っかけられるように坂を登

っていったんだが，またふりかえってみる

と，川を濁流が， しぶきを上げてものすご

い勢いで流れてる。その時まで気がつかな

かったんだが，後からあとの人もついて上

ってきよるとばっか思っとったけどねえ，

見たところが誰もおらん。びっくりしちゃ

って。とにかく夢中で岩場に出た。石の落

ちた後があるし，またゆすってくるし，太

い木，太い木をめざして，その根元を通る

ようにして登っていった。その先が造林さ

れていて，枝打ちがしてあるので，上の方

が割合よく見える。これでは三浦のダムも

抜けるかも知れんと思ったんで，高さをか

せがないかんと思って上っていって尾根に

ついた。ちょうど柳ケ瀬の上あたりだな。

尾根を上ってさえいけば濁川に出ることは

知っていたんで，いく日かかってもいいで

上へ上へ行こうと思ってねえ。で逃げ出し

て2時間くらいで，林道に出た。濁川には

営林署の宿舎があるもんで，そこへ行って

連絡しなきゃいかんと思って，行ってみた

ところが誰もいない。電話機を取ってみた

がウンともスンともいわない。車があった

んでキーを探して， もうひとつの宿舎のほ

うへいった。見るとバスがあるんで，あ，

これはみんなおるなとやっと安心しまし

た」。その時が11時だというから， 2時間以

上，山の中を逃げていたことになる。大目

さんが着いてしばらくして田中さんも無事

な姿を現したが，大目さんのいう後の 2台
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の車のひとたち，つまり，吉川建設作業貝

2人と，王滝林業作業員 3人は，すでに土

砂に巻き込まれ，行方不明になっていた。

そしてさらに上流の伝上川と濁川の合流点

下方にあった濁川温泉では，旅館が流され

家族 4人が，柳ケ瀬では家屋と中にいた 1

人が土石流に呑み込まれ，場所・状況はわ

からないが，濁川付近に釣りかきのこ取り

に来ていた名古屋市交通局職貝など 5人が

行方不明になっていた。

東地区は，新聞報道で“松越”として扱

われたことから，崩壊地一帯を松越といい

ならわすようになったが，行政上は“東地

区＂であり，大又川の右岸が松越，左岸が

ごうかけである。

本書では以後この地区を東地区と表記す

る。

東地区は県道御岳黒沢線 (256号線），つ

まり御嶽山の登山道に沿っている。人家や，

森林組合の作業所，生コンのプラントは，

この東地区にあった。
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“ふー滝重則さん（宮司）

御嶽神社里宮も東地区にあるが，宮司の滝

重則さんは，上島の滝旅館の主人でもある。

「この旅館の方に神前があるんです。そ

の日は八海山社務所の地鎮祭が10時からあ

るので，神前で，誦宜二人といっしょに，

三方はどうだ，装束はどうだ，お供え物は

といったように準備してたんです。そこへ

ドスンと来て，あんまりよく党えとりませ

んが，額なんかが落ちてきて，ホコリが一

面にたったことを覚えています。瞬間地裳

だと思ったが，『でかいぞ，これは祭どころ

じゃない，即中止だ』と考えました。が，

さて，それを12人いる氏子総代に連絡をし

なきゃと思ったが，これだけ大きいと，王

滝中，わざわざ連絡とって，中止だなんて

いう必要がなかろうと思ったくらいでし

た。とにかく危ないんで外に出た。旅館の

方じゃ敬老会の準備で赤飯炊いたりなんか

しとったんで，『火をとめろ』『すぐ出ろ』

とどなりましてね……。で，ここでこれだ

けのものが来たというのは，東海地裳じゃ

ないか，震源地は静岡の方じゃないかと思



生コンプラントの残がい（ごうかけ）

った。その日は旅館にお客さんがありまし

たから，その方々の履物をかかえましてね。

というのはサッシも何も倒れてるんでガラ

スが飛びちってはだしじゃ歩けない。部屋

にいくとわりあいお客は平気な顔をして，

部屋の隅でタバコを吸っている」。御嶽山登

拝のシーズンであれば収拾のつかない混乱

となっていただろうが， 9月14日はシーズ

ン・オフ，村外からの来訪者が少なかった

のは王滝村にとって，不幸中の幸いだった。

この滝旅館から直線距離でものの500m

と離れていない場所で，その時，想像を絶

する情景がくりひろげられていた。

上松さん一家＿主人の二郎さん，奥さ

んのしげ子さん，長男の雅夫さんの三人は，

県道ぞいに住み，県道からの小道が隣のエ

藤さんの裏側を通り，上松さんの家の横を

抜けて，下にくだり，森林組合の作業所に

続いている。上松さんの住まいから見れば，

やや左，目の下に作業所が見えていた。上

松さんは，板金業を自営しており，この日

は雨だったので，仕事は休みいつもより遅

第 2節その時村人は

上松さん一家

く起き，たまたま近くの大久保さんが来て

いたので，朝食もとらず，夫妻で話相手を

していた。

二階で寝ていた雅夫さんは， しげ子さん

の「ご飯だよ」という声で目覚め， まだ半

分夢うつつで立ち上がったとたんに，部屋

中の家具が「飛ぴ上がった」。バタバタと落

ちてくる物を避けながら，思わず窓から外

を見ると森林組合の作業所が動き出してい

た。「風景が，いつもとまるで変っちゃって，

目の下にあった小道の舗装がなくなって，

一面ドロ沼みたいに見えました。その泥の

中に作業所が建って，建ったままの姿で泥

といっしょに下へ流されてる。それ， しば

らく行くとどんどん沈んでいくんだよね，

泥の中に。あっという間にボワーッとなっ

て何も見えなくなった。もう，びっくりし

て焦ったけども体が動かない」。

一階では二郎さん夫妻が大久保さんと話

をしていたが「地震だ，これはちょっと大

きいぞちっただけであと声が出なんだ。ゆ

すっちゃってね。しばらくして，外へ出ろ
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ありし日の森林組合作業所

っていって，大久保のじいさまに『早く逃

げてくれ』ちって，外に追い出した。あの

時はちょっと寒かったもんでストープたい

とったんですよ，『おかあ，ストープ切って

くれ』ちて，こらガスも止めにゃだめだっ

て外に出たら，元栓がねえんだ。下を見た

ら作業所がない。向うを見たらごうかけが

なくなって，棒だけが立っている。プラン

トが棒だけになっとる。思わず『おっかあ，

下がないぞ，早く逃げろ，出てこい』とい

ったんだが…••」と二郎さん。その声は確

かにしげ子さんの耳に入ったが「何のこと

いっとるかわからないもんねえ。下がくん

だとか，ごうかけがないとか，ここもくん

できたから困るで早よ出てこいだとかちっ

とも意味がねえ。出てみて，ほんとにもう

びっくりしちやってねえ」。近くにあったは

ずの大木もない。「気なしでおったら，大久

保のじいさま出てって， うちへ帰ろうと思

ったら道が欠けちやって行けんもんで『上

松さん，すまんけどうちへ電話してくれん

か』。そうかそうかって，ダイヤル回し始め
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崩壊地上部 右隅上松さん宅と工藤さんの家
左森本さんの家

たら，電柱がねえじゃねえか。考えてみた

ら，下，飛んじやって何もないんだもんな」

という二郎さんも，すぐ隣で，といっても，

その時すでに「道が欠けた」その向うで，

つまり，崩落で大きな谷が口をあけた対岸

でもっとすごいことが起こっていたことに

は気づいていなかった。

上松さん宅の南に約lOOm，これも県道ぞ

いに森本博さんの経営する民宿「もりもと」

があった。

森本さんは「トイレにおってですねえ，

出ようと思って身仕度をして，後のドアに

向った瞬間，ダーンときたの。壁に両手つ

っぱったまま動けない。とたんに頭の上で

バーンと音がした。あとで分かったんです

が屋根の上に張ってあった電話のケープル

が落ちていった電柱に引っぱられて屋根を

たたいたんでねえ。ほいから，ちょっと静

かになったからトイレから出たんです。出

たところに， 目の前と左手にドアがあるん

だが，両方ともあかないわけ。でもこのま

まだったら死んでしまうと思ってトイレに



森本博さん夫婦

引き返して，小窓をつかまえて飛び出いた。

よく出られたと思うけどもね。ぐるっと家

を回って調理場の方へ出たら目の前がスカ

ッとなって，向うがあけすけになってい

る」。一部だけを残して，建物は，崩土とと

もに流れ去っていたわけである。「いったい

どういうことになったかなと思って大声で

これ（奥さん）を呼んだんですな。まあ，

おりっこない。まわりでゴーツ，ザーッと

いう音がひっきりなしで。玄関のあたりで，

家の前の道路が切れて，えぐられて全部落

ちている。この端っこへ来て，下を見たん

です， lOOmくらい下だと思うんですよ，四

つんばいになって黒く見えるわけ」。それ
みせ

が，森本さんの奥さん美世さんだった。建

物といっしょに流れていたのである。

美世さんは「ごはんがすんであと片づけ

をしようと思ったら，電話がかかったんで

す。昔の小学校の先生が伊那から，同級会

でもやらないかって。つい長話になって，

10分くらいしたのかな，電話を切って，ぃ

や，切ったのかどうか覚えがないんです。

第 2節 その時村人は

家の半分がなくなった森本さんの家

後で先生から聞いたら，ガーガーッていう

ものすごい音が聞こえたって。いきなりカ

ーテンが落ちるやら柱が倒れるやら，物が

飛ぴ散るやら，体にガチャガチャ当たって

くるんです，全くわけがわからない， もう

おっかなくってね，ほっと見たら，家が半

分かしいで，その時初めて地震だと思った

のね。階段のところにピアノがあったので，

何とか下にもぐろうと思ったんだけど動け

ない。ぐぐっと斜めになって，ガッチャン，

バッタンとサッシが倒れて来て， 目の前に

柱が倒れてきて，天井が落ちるやら，身体

が，ガチャガチャの中に埋まったようにな

って，そこまでしか覚えていない。はっと

気がついたら，ズルズル自分が動いている。

あらおかしいな，どこに私いるんだろう，

家の中にさっきおったのに，空が見えるし，

何かに埋まっとったのに，何もないし，私

ひとりが浮き上がったような感じなのね。

上見たら，ワングリとまっ赤になって土が

えぐり取られているし，その時かな呼んで

くれたのは」状況も理由も分からない。し
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下出 昌ーさん夫婦

かし，結果として，家ははるか下に流れ，

その本流からはじき出されるようにして，

美世さんが，がけの途中で止まっていたの

である。

博さんは黒く見える人影に「オイオイと

大声で呼ばったら，ひょっとこう上を向い

たもんだから，あ，こいつは生きているな

と思って，聞こえたかどうか知らんが，む

こうへ行け，むこうへ行けってね。桧の植

林がくずれて，木がぽつんぼつんと残って

いるあたりを教えた。で，私も林の中おり

ていったんだけども，木の中から，血だら

けで，座ぶとんひとつかかえて自分で上っ

てきた」「どういう拍子か，目の前に座ぶと

んがあったんです。まわりはまだ揺れてい

るし，そのたんぴにザーツ，ザーッって土

の落ちる音がするし，頭にかぶろうと思っ

て座ぶとんもって，何しろ木の根っ子のあ

るところへ行かなきゃって」。

この崩落を，夫婦別々に体験した人がい

る。上松さんの北隣の，下出昌一，よし夫

妻だ。よしさんは家におり，昌ーさんは，
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県道から右 奥まった一角が下出さんの家

早くから仕事に出，松越が真正面に見える

対岸の田島にいた。

まず，よしさんだが，昌ーさんを送り出

し，朝食の後片づけも終わり，朝のテレビ

ドラマが終わり，「今日は雨だで，野良仕事

もないし，好きな木彫りでもしようかなと

思って，仕度をして，居間兼お勝手の飯台

の前にいたの。ドッカーン，びっくりした。

思わずうっぷして……気がつくと，背中に

なんか生温いものがあるなと思って……息

子が私をかばっとるの。目の前見たら 1尺

ほどのところに，電子レンジがころがっと

るし，整理だんすがひっくり返ってる，神

棚が落ちてる，まるで，物のすき間にいる

みたいだった。こんなことしちゃいられん，

早く外へ出ようって，はやもう火は全部消

したでね。このまま逃げても大丈夫って，

はいずって出たの。これは天変地異だ，お

山が噴火したんだと思ってね。地震だとは

全然知らない。外へ出たら土煙がもうもう

と立っている。向こうを見ると森本さんの

家もなくなってるし，道に口がバーンとあ



田島地区からみた崩壊地

いているし……下みると作業所がない。お

ばあちゃんも出てきて，私は年よりだでね，

これでおしまいでもいいでって。いや逃げ

なダメだって，おし合いしながら，後ろに

逃げたの」。

昌ーさんは営林署の職貝で，この日は仕

事の段取りの上で，いつもより早く 7時ご

ろ家を出，地震が起きた時には，田島にあ

る営林署の機械工場にいた。「工場の中に入

っとったが立っとれんし外へ飛び出した。
づら

思わず山面見たら，ごうかけへね，土だか

砂だか何だか水だかわからんようなのが上

って山が見えんようになった。瞬間，山津

波だって思って，ごうかけが完全にやられ

たと思った。とまたそれが下って， とにか

くすごい音だったね。森本さんの家の方か

ら抜けたのと，大又川の方から来たのがぶ

っつかったように思えたねえ。」

田島の昌ーさんが見ていた場所からは，

自宅がどうなったのかは山かげになってい

て見えなかった。当然，家族のことが心配

であっただろうが，昌ーさんの取った行動

第2節 その時村人は

は，自分の職務に忠実なものだった。それ

は無線通信の確保で，いっしょにいた同僚

の人をうながして，署にある無線機のため

の発電機を工場から持ち出し，すぐに署に

向かった。

我を捨て，全体をおもんばかる―この

時の昌ーさんの心の動きだったが，これは

村の多くの人々が，それぞれの立場で見せ

た心の動きと共通している。それは，今回

の取材を通じて極めて印象的であった。

個々については，後に紹介してゆく。

無線通信用発電機の燃料も補給し，セッ

トを終えた昌ーさんは，署のみんなが心配

して見にゆくようすすめてくれたので，同

僚の車に乗せてもらって， 自宅へ向かう。

先にいった森本さんの民宿の前までいった

が，県道は崩落してしまっている。大声で

呼んだが，答えはない。森本さん宅から見

て対岸になってしまった，下出さん，上松

さんその他，崩壊地に最も近い所に住んで

いた人々は，みんなで，里宮の入口，鳥居

のあたりで，途方にくれていたのである。

79 



第 2章 昭 和59年 9月14日

道路がなくなって下出さんの家は対岸になった

昌ーさんは，崩落現場の上の山肌を迂回し

て対岸にたどりつく。そして里宮の烏居の

あたりにいた人々の中によしさんを発見す

る。「その時はじめて，人間らしくなった，

我にかえった感じ」。余震は来るわ，若い奥

さんたちは泣くわで「生き地獄でした」と

よしさんはいうが，夢中とはいえ，崩壊地

のすぐ上を通って渡った昌ーさんも「あん

な気持の悪いことはなかった」といってい

る。

滝越地区には，その日 19世帯42人の人々

が住んでいたが，この地区に通じる林道28

号線，同25号線および林道王滝線が，いず

れも崩壊土で分断され，一瞬にして孤立状

態になっていた。

災害以前でも，村の中心上島から，ここ

に来るには，車で20分近くかかっていた。

その20分の道を王滝川ぞいにやってきて，

滝越に入るとばっと目の前が開け，あの

“桃源郷＂という言葉がふさわしいような，

そんなのんぴりおだやかな空気がただよう
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水の枯れた水交園の水路（滝越）

集落だった。その立地条件を生かし集落内

に水路を開き，その水路が流れ下る低地の

広場に水交園という休憩施設を作り，この

集落で獲れるソバや，水路と園の池で育つ

イワナを提供し，観光客を喜ばせよう，と

いう計画が軌道に乗り始めていた矢先のこ

とであった。

三浦源太郎さんは，その日，その水交園

の池で，イワナを上げようとしていた。突

然「水が立ち上がり， 2mくらいの高さに

なった。池が6つあるんだけれども，それ

ぞれの周囲にものすごい波が立って……。

5 mばかり横に大きなモミの木がありまし

たが， ともかくそこへ走って，木に手をつ

いてその様子を見ていた」。

営林署勤務の三浦雪雄さんは，署の滝越

の事務所で 8時から事務を執っていた。「地

裳がきて，思わず立ち上がった。机につか

まっているのに立っていられない感じ。後

ろから物がドスドス落ちてくるのでこりや

危険だとすぐ机の下にもぐりこんだ。少し

して，出てきて，保安帽をかぶって外を見



崩壊した山から滝越地区を望む

たら，左手の尾根の高いあたりから，立木

がだあーっと流れ出して，向うの岸へぶつ

かって返ってくる」のが見えた。

湯川高一さんも営林署貝で，その時は，

作業小屋にいた。集落の中心から南に 1km 

ぐらい離れた所にある。「雨で現場へ出られ

なくて 7人ばかりいっしょでした。どうか

なってしまうなというようなゆれで， うま

く表現できないけれど， ものすごかった。

ちょうどおれのそばに電気のコンセントが

あったので，それをターツと引き抜いて，

表へばっと飛ぴ出した。と目の前で山がわ

あっと持ち上がって，木が立ったまま持ち

上がってぐーっと落ちるところ」だった。

山が盛り上がったのは，同じく営林署づ

とめの新井啓三郎さんも見ている。「その

後，ゴオーツと，ジェット音みたいな音が

したもんで，こりゃ噴火ではないかと思っ

て・・・・・・」

三浦なみさんは一人ぐらしで「朝食すま

してテレビ見ていたんだわ。突然きてねえ。

ふつうなら，ゴオッとか何とかいって， ＜ 

第 2節 その時村人は

るなってわかるんだけど，何の沙汰もなし

に突然……。ともかく外へって，あわてて

立って 5• 6歩あるいたら，ガラガラと音

がするのでひょいと見たら，山の木が落ち

てくるの。それであわてて衷へ回ってガス

の元栓しめて，こりゃ東海地裳だと， うち

の子供夫婦がみんな愛知県の春日井におる

もんでね，あっ全滅しちゃったなあと思っ

て電話しようと思ったら， もうだめでしょ

う」。この時点では，通信も半ば不能になっ

ていたのだった。

三浦和子さんは，この日名古屋にいた。

名古屋でも相当のゆれで「食事すませて，

洗いものをしていたら，えらい揺れで，流

しにつかまっていないと立っていられなか

った。あとでテレビ見ていたら，関東地方

が裳源地だといっていたんですよね。だか

ら，名古屋も王滝も大丈夫と思っていたら

親せきから電話がきて……」。

三浦たまゑさんは，三浦ダムの管理所で

まかないをやっていた。滝越の中心部から

ダムまでは 8kmばかり離れている。その日
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三浦ダムと堰堤（空撮）

は，朝の早い男子職貝に食事をさせ，自分

たちも朝食を終え相棒のまかない婦さんと

二人で，テレビを見ていた。「窓の上にかか

っていた額がバタバタ落ちだし， もう一人

の人が，窓ぎわだったので外へ出られるよ

うにサーツと窓あけてねえ，私は，立てか

けてあったちゃぶ台がよろけてこんように

一生けんめい押さえてね」。あとで知ったこ

とだが，三浦ダムのすぐ下流に住む滝越の

人々は堰堤は大丈夫かと心配していたが

「その堰堤のすぐ腰下におったんですが，

テレビも台の上でちょっとずれたぐらいで

堰堤が崩れるなんてことは，さらさら心配

ないんで，平然と」していたという。

二人の三浦さん，湯川さん，新井さんは，

振動が収まると同時に，それぞれに，事態

への対応を機敏に始める。

三浦源太郎さんは，「地裳というより御嶽

山が噴火したと感じて，三浦ダムが切れた

ら，すぐ部落の人が逃げなくちゃいけない，

まず年寄衆を避難させなきゃと水交園から

飛んで帰った」。
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新井さんも年寄のことが気になった。「区

長に当たってたんで，まず家へ帰って，窓

から飛びこんで部落の貯金通帳とカセット

ラジオをつかんで出てきたら，ちょうど源

太郎さんに会った。年寄りだけは避難させ

にやあかんということで， じゃおれは，こ

こから下は一軒一軒家の中にいるのを引っ

ぱり出そうということで，回っていった」。

三浦雪雄さんも「余震があるといかんの

で，避難させなあかんと思って，年寄りが

集まってくるのを待って車を出して……」

この車は，営林署のもので，避難先もまた

営林署の宿泊施設が利用された。そんな関

係もあって，営林署職貝の湯川さんは，施

設を避難のため有効に利用できるよう，い

ろいろお膳立てするのに忙しかった。

とりあえず，営林署の宿泊小屋に避難は

したものの，行方不明になった人がいるの

かいないのか，その確認がなかなか困難だ

った。この崩落で亡くなった望月みさとさ

んについても，最初は「朝バスに乗って下

（上島）の方へ出かけた」「いや今いた」な



土砂でつぶされた家（滝越）

どはっきりしない。三浦源太郎さんや新井

さんなどが皆の記憶をよびさまし，つき合

わせて，やはり遭難したにちがいないとい

う結論になった。そして，崩落土にまき込

まれた望月さんの家を中心に，新井さん，

両三浦さん，湯川さんなどが探しにかかっ

た。そしてやがて見つかるのだが，誰も正

確にその時間を覚えていない。

新井さんの頭にあったのは， とにかく外

部へ連絡をとらねば， という思いだった。

電話と有線放送は全く不通だったので，集

落の消防車に取りつけられた無線を使うこ

とを思い出し，車庫から引き出した。ちょ

うどその時，役場からの連絡であろうか，

村の中心部では学校に避難を始めているの

で，滝越でも避難するようにという情報が

得られた。どうやら10時ごろらしい。この

時点でようやく，滝越ばかりではなく，王

滝のあちこちで大きな被害が出ていること

がわかってきたが，役場の方でも，滝越の

消防車の方でも，受発信をする人の動きが

めまぐるしく，思うように状況はわからな

第 2節 その時村人は

自衛隊のヘリで滝越から避難する（田島）

い。早い話が，役場からは，行方不明者を

問い合わせてくるが，それを受信した三浦

幸二さんが，「はいこちら三浦幸二」といっ

たとたんに通信が途絶え，役場では，かな

りの間，滝越での行方不明者は三浦幸二さ

んということになっていた。

集落の無線設備が機能を回復し， まず何

とか普通に外部との連絡がとれだしたのは

夜の10時をすぎていた。その夜，新井さん

は朝まで回復した無線のそばで過ごした。

そしてあくる15日， 自衛隊のヘリコプター

が，救出にやってくるまで，集落の人々，

営林署や関西電力の関係者，工事その他の

業者の人々合計124人が孤立したままで一

夜を過ごしたのであった。

2) 職場では

9月14日9時37分といえば，地震発生後

49分，そんな時間に，王滝村では，王滝村

が裳源地となった大地震だということは，

誰も気づいていなかった。第一節の冒頭で

「一人の例外を除いて」と書いたが，その
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老野輝登さん

ただ一人の人は，水資源開発公団，愛知用

水総合事業所牧尾管理所，つまり牧尾ダム

の所長，老野輝登さんであった。

老野さんは，出勤のため車で管理所構内

に入り，管理棟への通路を走っている時，

地展に襲われた。目の前の舗装が波打つの

が見え「大海に小舟が浮いている感じ」だ

ったが，アクセルをふかして走った。管理

棟の前庭に，三人の所貝が飛び出していた

が，すぐ余展が来たので，ヘルメットを冠

るよう指示し，老野さんは，無線通信で名

古屋への連絡をとった。その内容は「この

近辺に地裳が発生した」というものだった。

この時“この近辺＂というのは，老野さん

の“予測＂だった。

事情はこうだ。昭和51年，王滝付近では

群発地裳があったが，名古屋大学地裳予知

観測地域センターは，牧尾ダムに地裳計を

置き臨時観測点として，この時期から観測

を開始していた。 9月14日に先立つ一週間

前から，それまで続いていた微小な震動を

地裳計は全く記録しなくなっていた。群発
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牧尾ダム管理所にある地震計の記録

地裳があって，ぴたりとやみ，その後で大

型の地震というのが，この観測点でのパタ

ーンで老野さんは，この記録から，いつか

はあることを予測していたのである。そし

て事実，地震計がとらえた波形も，裳源が

近いことを示していた。

老野さんが，第一報を無線連絡したのが

8時50分，次いで，三岳村の防災無線に連

絡を取ったのが56分であった。ただし，村

の応答はなかった。さらに58分，長野県木

曽建設事務所に電話連絡が行われた。

当日，水位は低かったが，何しろダムの

ことなので，破堤すればたちまち下流に被

害が及ぶ。即座にダムのチェックが手分け

して行われた。巡視の結果堤体，非常バル

プに異常はなく，漏水もおこっていないこ

とがわかった。

9時2分， もうひとつの名古屋大学の観

測点である高山の観測結果を確認した。こ

の時点で，裳源地はまさしく王滝村である

ことがほぼ確かだと思われた。さらにあと

ひとつの観測点，付知でのデータとつけあ



わせ「マグニチュード6.9,震源地は王滝村

役場付近，深度は 2km」と確かめられたの

は9時37分だった。

この時点で，気象庁は飯田，甲府，諏訪，

舞鶴は裳度 4と発表していたが，王滝村が

裳源地であることは報道されていなかっ

た。

マスコミからの最も早い問い合わせは 9

時10分にあった。 SBC・信越放送からで

ある。電話で「裳源は不明であるが，牧尾

ダムの方はどんな状況ですか」とたずねて

きた。

続いて三岳村の駐在所からも問い合わせ

があった。答えはいずれも「王滝村あたり

が震源と思われる」というものだった。

10時に，老野さんと親しい三岳中学校の

斉藤校長からダムに電話が入った。村の方

がパニックになっているので，ダムの状況

を教えてほしいというものだった。この時，

観測データからの判断はすでに明確であっ

たし，堤体の目視調査も終っていたので「震

源地は王滝村役場付近，牧尾ダムの破堤の

第 2節 その時村人は

ありし日の作業風景（森林組合作業所）

心配はない」旨を伝えた。しかしこの時王

滝村では，まだ事態不明であった。

林業関係の人々の朝は早い。松越の崩落

に呑み込まれた森林組合の木工作業所は，

地震が発生した時刻には，すでに作業が始

まっていた。その時間工場にいたのは，児

野ユミさん，正沢方司さん，樋孝義さん，

泉和視さんの四人だった。

木工作業所に関しては，少々説明を加え

ておきたい。歴史的にも今日的にも村のあ

り方と，相当なかかわりを持っているから

である。木工作業所は，もとは村の高齢者

の生きがい対策として，若干の木工機械を

入れ開設された工場である。しかし福祉的

な発想からのスタートであったため，経営

的に成り立たず，森林組合に移管された。

組合では，木工機械を充実させ，名古屋の

神具問屋の指迎を受け，そのかわり製品は

引き取ってもらうという条件で，神棚をこ

の工場で作ることにした。ところがこれも

生産最も伸ぴ，作業員も慎れ，上がりもよ
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作巣中の故泉和視さん 細尾達司さん

くなってきたが，取引条件が不利で，採算 後，静養中で，体調のよい日は，つとめて

が取れない状態であった。そこで，直売方 組合に顔を出すことにしていた。さあ出か

式に転換して，御嶽神社里宮の前の百草店 けようという矢先に，営林署から電話が入

に森林組合直売店の看板を出し，製品の神 り「 9時からの会議に出席してほしい」と

棚を売ることにした。あわせて新しい機械 いう要請があった。今すぐ自宅を出ても間

を開発して，八足の机，三方など神具に関 に合わない，と思って，細尾さんは，役場

連した製品を作ることにも力を入れた。そ にある組合の事務所に連絡して，職貝の稗

の結果，御嶽信者を中心に，それなりの売 田範雄さんに代理で出てくれるよう頼み，

上げも出，直売所を拡張しようという気運 電話を切って，自室に戻った。地裳が起っ

も生まれてきた。これに力を得て，組合で たのはその時だった。細尾さんがさっきま

は作業所に製材機を入れ，組合貝の持山か で寝ていたふとんの上に，洋服ダンスが倒

ら出る木材の製材も始めた。それらの事業 れ込んだ。

は軌道に乗りはじめていた。従って，この お勝手に奥さんとお孫さんがいたが，台

作業所を発展させ，組合の事業を育てるた 所中食器棚が倒れこんで近づけない。声を

めに，若い後継者が求められた。泉さんは， かけ合って無事を確認したが，「ここでこん

被災当時24歳，村には賞重な若者で，しか なだから，裳源地はさぞ大変だろう」と考

も全く真面目な好青年，組合と村の期待が えていた。ともかく出入ができるようにと，

かかっていたといえる。 玄関を片づけ始めた時，稗田さんが顔をひ

さて，組合長の細尾達司さんは，前日， きつらせて飛び込んできた。「組合長，工場

体調が良かったので，この日の朝，久しぶ が大変です」。

りに，木工作業所に顔を出す予定でいた。 細尾さんは現場に急いだ。道中，作業所

細尾さんは春に胸部切開手術を受け，退院 が軽慨鉄骨のプレハブ造りであることを思
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泥の中ではじめられた捜索（大又川河口）

い出していた。建物がつぶれた程度と予想

しながら現場についた細尾さんを驚かせた

のは，東地区の崩壊であった。作業所は影も

形もない。施設はともかく，職貝や作業貝

はどうしたんだろう。第一，この作業所に

今日は何人いたのか……山に入ったのは何

人か……まず確かめることが先決だった。

稗田さんが頼りだった。造林と伐採の二

手に別れた作業班が山に入っているはずだ

った。この人々の消息をつかむために，山

に走ってもらった。

細尾さん自身は，作業所の 4人が，果し

て4人ともいたのかどうかを確かめる必要

があった。 3人は間違いなく出勤していた

ことがわかった。泉和視さんは，その父親

の話では「大型自動車の運転免許をとるた

め松本へいったはず」ということだった。

そうであってくれればと思いつつ，松本の

自動車学校に連絡をした。行っていない。

まじめさが，この際気がかりだった。泉さ

んの松本での予定は15時からだった，午前

中まじめに作業所にいたかも知れない。い

第2節その時村人は

発見された泉さんの車（大又川河口）

ずれにせよ，本人の姿は確認できない。

夕方近〈になって，山に入った人々が無

事であったことが確認された。

泉さんのことがはっきりしたのは， 1月

以上後の10月18日のことだった。遣体が，

大又川と大滝川の合流点の下方30mの左岸

で発見された。別に，泉さんの使っていた

自動車も見つかり，この中には，松本へ着

てゆくための着替え一式が残されていた。

泉さんは作業服だったのである。作業所に

いた，ほかの 3人の遺体はすでに確認さて

いた。組合は 4人の犠牲者を出した。この

4人を含めて， 13人の行方不明者の捜索が

自衛隊，警察，消防団によってその日から

行われたが，組合の職貝，作業貝は手分け

して，連日これに参加した。

8時25分。郵便局は平常，体操から一日

が始まる。この日は雨，体操は中止になり，

30分からミーティングが行われた。局員の

一人中原保さんは，木曽福島での会議が予

定されていたので， ミーティングが終った

43分，席を立ちパス停に向かった。バスは
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ー＾
皆戸忠夫さん 被災直後の郵便局窓口

45分に発車する。王滝郵便局は，下条，つ 話局につながった。しかし，村内の様子も

まり，上島地区の東にあり，パス停は局の よくわからず，外の状況もよくわからない。

すぐ隣である。 中原さんの乗ったバスも消息不明で，連絡

局長の皆戸忠夫さんは，中原さんが出る の手だてもなさそうだ。局には貯金や保険

のを見て，席に戻り，書類を手にした。 3 といった関係で重要な書類も多い。その日

枚ばかりめくった時，ガタンと来た。建具 いた 3人の職貝といっしょに，書類の整理

がふっ飛び，キャビネット類が倒れ，重い に取りかかった。

金庫も引っくり返った。傾いた床を椅子が 中原さんが，局に姿を現したのは， 10時

走る。思わず机の下にもぐった。 を過ぎたころだった。乗ったバスは定刻に

ゆれが収まって，外に出た皆戸さんは， 発車した。バスは局の前を通り大きく左へ

むかいの駐在所の屋根の瓦が全部ひっくり カープして坂を下り，王滝川を上辺にして

返って波うっており，局のすぐわきの電柱 Uの字を描き， Uの底部の大又橋を渡って

が傾いて，その根本が， ぐいぐいゆすった 右折し，坂を上り王滝川にぶつかって左へ

あとのように， 5cmばかりのすき間を作っ 曲がる。大又橋を渡ったバスが坂を上りは

ているのを見た。えらいことだとは思った じめた時，後から役場の車が追いついて来，

が，皆戸さんも，親からも聞き，学校でも バスを追い抜いていった。その瞬間パスが

教わって「王滝は地盤が固くて大丈夫」と 大きくゆれた。「無茶な追い越しをかけたの

思い込んでいたので，やはり，「よそはえら かな」と思ったが，それが地震であった。

かったろう」と考えていた。 中原さんは崩落の様子を見ていないから，

局中の電話機を集め片っぱしから試して バスがU字部を抜け出し，左へ曲がりこん

みたがうまくつながらない。しかし時につ だあたりにいたのであったと思われる。崩

ながる気配があり，一本は，松本の電報電 落の直撃をうけたごうかけを通りすぎて，
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中原保さん

ほんのわずかな位置である。中原さんは戻

るに戻れない状態になっていた。県道の走

る王滝川左岸に対し，右岸には，牧尾ダム

から田島へ向って村道 1号がある。おそら

く，中原さんは，県道は不通だが，村道を

使えば，王滝村にゆけるという事実を，最

も早く体験した一人であったにちがいな

vヽ
゜
後から考えれば，中原さんは奇跡的に生

還したことになるが，被害のすごさがわか

っていない局では，皆戸さんはじめ，中原

さんの顔をみてほっとした。

むしろ，そのあと，皆戸さんは身をもっ

て，被害の大きさに直面することになる。

その時から10日間，皆戸さんは家へ帰って

いない。帰れなかったのである。自宅の状

況は「玄関の戸が動かない」と知らせに局

へ来た奥さんから聞いた。

驚くべきことだが，郵便物の配達は，そ

の日に始めている。局員が配達に出たおか

げで，おいおい，被害の状況がわかってき

た。道が通行不能で配達できない先がある。

第2節 その時村人は

局の背後，つまり西側が学校である。人々

は，おいおい，避難のため学校と，それに

続く保育園に集まりはじめた。

局舎はほとんどいたんでいなかったが建

具のガラスは全部割れ，まるで戸外同然で

あった。皆戸さんは局を明けるわけにいか

ない。局員も翌15日の日曜，全員出勤であ

る。 16日には，局舎の応急修理が終り， 17

日には業務が平常どおり再開されていた。

予期せぬ事態がふたつ生じた。ひとつは

郵便貯金に関してである。普通，災害時に

は預金の引出しがふえる。ふだんから局に

対し郵政省からは，それにそなえて現金を

多く用意するよう指導が行われている。ま

た，通帳を失った人でも，引出しができる

よう特別の法的処置が取られる。皆戸さん

も，その点での繁忙を覚悟した。しかし，

村人の避難が続いていた間，貯金を引き出

しに来た人は全〈いなかった。お金があっ

ても物が買える状態ではなかったのも事実

だが，何よりも，救援がスピーディでゆき

届いていた点に，負うのだろう。
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-
鬱・郵便車で運ぴこまれた救援物資 亀子宗平さん

局の予期をはるかに超えたのは， 15, 16 

日に殺到した速達郵便物と電報の最と， 17

日からの郵便小包で送られて来た救援物資

の山である。

速達，電報合わせて15日に313通， 16日に

332通あった。そのうち配達不能は15日10

通， 16日110通だった。 14日， 15日は，村人

は自宅にはいなくても，村内の避難所にい

たが， 16日には，村外へ避難した人が激増

したことを物語っている。

17日になると，救援物資が殺到しはじめ

た。この日から，郵政省や，木曽谷の各郵

便局から，毎日 4人以上の応援要貝が派遣

されてきたが，それでもさばき切れず，ふ

つうは郵袋につめ局に着く小包だが，せめ

て郵袋を扱う時間を節約したいということ

から，郵袋を使わずバラで運び込んでもら

ったが，それでも，役場が指定する場所に

運びとどけるのがやっと， という有様であ

った。皆戸さんの記憶では，小包は総計 3

万8000個に及んだ。
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亀子宗平さんは，この村でたった一人の

医師である。村の診療所は，中越にあり，

9時に開く。先生は出勤直前で自宅の書斎

にいた。その瞬間「東海地震が予知なく来

た」と感じた。書斎から玄関にむかって出

てゆくと，洗面所で水が流れるような音が

した。調べてみると，灯油のタンクから屋

内への配管がずれ，灯油がふき出している。

ボロ切れをあてがい止めようとしたが止ま

らない。奥さんが近くのガソリンスタンド

の若主人大家考助さんを引っぱって来て，

さすがに本職でピタリと止めた。後でわか

ったことだが，それより少し前，ガソリン

スタンドを出て自宅に向っていた彼の父親

大家謙治さんは，大又橋に向かって，スタ

ンドからlOOmたらずの付近で，崩落に呑み

込まれていたようである。

診療所から電話がかかり，「鹿協の女子職

貝が金庫の下敷きになって大けがをした」

という。電話が切れると同時くらいに，農

協の職貝が車で迎えに来た。診療所へ着く

と中は，足の踏み場もない。患者は外の駐



車場の車の中にいた。直ちに応急手当。金

庫の下敷きというにしては傷は軽い。しか

し鎖骨は折れていた。痛み止めや安定剤を

投与したり注射したりしているところへ，

森本美世さんが，博さんに連れられてやっ

て来た。これも，崩落といっしょに流され

たにしては軽傷である。処置をしていると

ころへ，役場からの連絡が入り，救急体制

を整えて，公民館に来てほしいというもの

だった。足の踏み場こそなくなっているが，

調べて見ると，医療器具，薬品は，ほとん

ど損なわれていないのがわかった。二人の

患者と，器具，薬品を救急車に乗せ公民館

に向う。夕刻 4時ごろ，保育園の一室が，

臨時診療所として用意されるまで，公民館

の前庭の救急車が診療所になった。午後 3

時，村道 1号をふさいでいた石，その他が

取り除かれ，車が通れるようになった。女

子職員の鈴木厚子さんと森本さんは，木曽

福島の木曽病院へ送られた。

ふだん診療所には 1日30人前後の人々が

やってくる。 14日，来診の患者は14人だっ

第2節 その時村人は

：日ら

保育園の一室に開いた仮設診療所

た。「その日はけがどころじゃなかったんで

しょう。今晩どうしよう，身内が心配だと

いったことで，少々のけがでは診療に来る

気にはならなかったんでしょう」と先生は

見ている。そのうち外科的患者は 4人，あ

とは，心臓の動悸が止まらない，夜眠れな

い，頭が痛い，のどが痛いといった人々だ

った。 15日には49人。この日もけが人は 7

人，他はふだんから血圧の高い人，膝の痛

みを訴える人，ジンマシンの人といったふ

だんかかりつけの人が多く，その大多数は，

地震で家具が倒れ，いつもの薬がどこへい

ったかわからなくなったため薬をもらいに

来た人々であった。結局，直接地震でけが

をしたのは，木曽福島へ送られた二人だけ，

ということになる。

全〈，不思議なことと思えるが，地震が

原因の疾患は少ない。 14日から10日間，亀

子先生はじめ診療所のスタッフは，保育園

で泊りこみの日が続き，その間の患者はの

べ274人に及んだが，この人数はむしろ，平

常時を下回るものだし，緊張と不安から精
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散乱した歯科治療室（診療所）

神の安定を欠く人が4人出たのが目立った

くらいであった。食中毒や感染症といった

パニックにつきものの疫病は全く見られな

¥,、

゜
「王滝に大被害」の情報が伝わるにつれ，

木曽福島の木曽病院や開業医，三岳村の診

療所，長野県医師会などから，医師を派遣

しようという申し出があり，医療機器薬品

の業者から，機器，薬剤提供の好意が示さ

れたが，医師に来てもらっても寝泊りして

もらう場所がないし，機器，薬剤は診療所

の手持ちで十分やれる見通しがあったの

で，いずれも感謝しながら辞退した。

先生を忙しくさせたのは， 15日から始ま

った検屍であった。行方不明者の捜索が進

むにつれ， 15日2体 (14日発見の 1体をふ

くむ）， 16日4体， 18日2体， 24日， 29日，

30日が各 1体，さらに10月に入って， 3日，

13日， 18日と遺体が発見され，その都度，

先生が立ち会った。

遺体が法要を受けたのは，鳳泉寺である。
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原正胤さん

鳳泉寺は役場の近く上島の高みにある。住

職は原正胤さん。保育所の副園長と村役場

の住民課嘱託を兼ねる。

地震の時，原さんは村役場で助役と敬老

会の打合わせをしていた。立場が立場だけ

に，地震発生と同時に，身も心も，めまぐ

るしく動いた。

まず園児の安全の確認。すぐ役場から園

に走り，二人を除いて，全員登園しており

無事であることが確かめられた。二人のう

ち一人はその時まだ自宅に居り，一人は途

上であったこともわかった。いずれも無事

であった。

14日の昼前後から村人たちの避難生活が

始まるが，原さんが，最も心を痛めたのが

子供たちと高齢者，それに身重の母親たち

や身体障害者だった。 14日は．起こったこ

とに対処するのがせい一杯で，村の対策本

部でも，この面での細やかな配慮に手が回

りかねていた。断続的な余震が続く中で，

学校，保育園の固い床に寝ている人々を，

一部のマスコミ関係者は，ライトとカメラ



避難する老人をヘリポートヘ誘導する（保育園の庭）

を持ちこみ，取材した。眠るどころのさわ

ぎではなく，特に高齢者は，心身ともに疲

れていた。若い娘さんにおぶさって泣く老

人を見て，何はともあれ，弱い人々を避難

させなくてはと思った原さんは， 15日，村

長，村会議長に進言するとともに，自ら自

衛隊の指揮官に協力を要請した。自衛隊の

了解と行動はすばやく，護送すべき80歳以

上の高齢者と身体障害者と妊婦の名簿を作

ったり，ヘリポートヘの送り迎えの手配，

避難施設の確保といった準備が間に合いか

ねるほどだった。 15日13時10分， 65人の避

難の人々を乗せた自衛隊の大型ヘリが木曽

福島町をめざして飛びたった。そしてその

夜，東地区崩落の犠牲者の中で最も早く発

見された児野ユミさんの通夜が鳳泉寺で行

われた。

少なかったとはいえ，当日，村に来てい

た村外の人々はいた。 13日夜から14日朝に

かけて，名古屋市民休暇村にいた17人，国

民宿舎おんたけ荘の24人，旅館，民宿に若

第2節その時村人は

加藤隆さん

干名，さらに伝上川で行方不明になった 5

人である。

休暇村総支配人加藤隆さんは，王滝村の

上条に住んでいるが， 13日は休暇村に泊ま

っていた。地震の時， 17人の宿泊客は「チ

ェックアウトが10時なので，朝食をとって

コーヒー飲んでいる人もみえたでしょう

し，部屋へ帰って帰り支度をしている方も

あったろうし」という状態だった。「太さ 1

m以上もあるミズナラの大木が柳の枝のよ

うに揺れる」のを目にした瞬間，加藤さん

の頭をよぎったのは， 17人の安全のことだ

った。当直の職員 5人に即座に確認に当た

らせた。全員無事だった。 17人は皆，名古

屋から来ていた。無事であることを名古屋

に通報しなければならない。が電話は通じ

ない。休暇村は，御嶽山の 4合目，御岳高

原にある。麓へ下りれば，使える電話があ

るだろうと 9時，職貝をジープで送り出し

た。この時加藤さんは，道中がズタズタに

なっていようなどとは夢にも思っていなか

った。元来加藤さんは名古屋市の職貝で災

93 



第 2章昭 和59年 9月14日

御岳高原にある名古屋市民休暇村

害対策の責任者の体験もあった。状況はわ

からないが，何はともあれライフ・ライン

を確保する必要が感じられた。ガス・水道・

電気を点検する。水は出ない。後でわかっ

たことだが，給水タンクのジョイントがは

ずれ，貯えられていた20トンの水が流れ出

していた。もちろん停電，プロバンガスの

元栓をいち早くしめた。ジープで出かけた

職員が道が通れず引返してくる。加藤さん

は歩いてでも行けと，ハッパをかける。職

貝は出ていったきり連絡がなかったが， 11

時ころ，ラジオで「名古屋の宿泊客は無事」

というニュースを聞いた。麓まで下りてい

ってようやく使える電話を見つけた結果だ

った。

ふだんなら，地裳のあった時間，出勤の

職員を乗せたマイクロバスが，上松から福

島を経て，休暇村に着く。全く偶然のこと

だったが，その日は，便乗する職員の一人

の都合でバスはふだんより遅れて出発して

いた。バスは 6人の職員を乗せ松越の崩壊

現場にさしかかる手前まで来ていた。王滝
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辻薫さん

村が裳源地であるらしいことは， 11時ころ，

ラジオでわかった。午後になって， 6合目

あたりで，乗客を乗せた観光バスが立往生

していることがわかった。木曽福島を出て

田の原を目ざしていた京都観光のバスであ

る。乗務員を含めて21人。職貝に迎えに行

かせた。バスは16時ころ休暇村についた。

このころになると，宿泊客のことを心配し

た休暇村の職貝が，それぞれに徒歩で，全

貝集まってきていた。通勤バスの 6人も着

いていた。村から消防団貝と救護班貝が4

人やってきた。近くの村人 8人も休暇村に
．． 
避難してきていた。総勢で66人。使えるの

はプロパンガスだけだったが，宿泊施設の

ことだから食料品はあった。自家発電で明

かりはついたし，テレビも見ることができ

た。客室はめちゃめちゃだったから，大広

間でざこ寝であった。 15日10時，職貝を含

めた80人が，ヘリコプターで救出された。

おんたけ荘には24人の宿泊客があり， う

ち2人は幼児だった。地誤の時，そのうち

11人がすでにチェックアウトして出発して



テニスコートと国民宿舎おんたけ荘（空撮）

おり，残りがそれぞれ部屋にいた。支配人

の辻蕉さんは，状況を知るためと，宿舎の

様子を知らせるため，地晨の直後，車で役

場へ走った。「しかししっちゃかめっちゃか

で，話を聞いてくれたんだかどうだか」と

いう状態で，すぐ引返した。出発した11人

が心配だった。しかし確かめる方法がない。

残っていた宿泊客も，動くに動けない。取

りあえず，せめて居場所を作ろうというこ

とで，床に飛ぴちり，倒れた物を片づける

ことにした。それを宿泊客も手伝った。昼

近くに，村道が通れそうだということで，

宿泊客は14時ころには引き上げていった。

それに代わって， 15時ころ，役場から伝令

が来て，おんたけ荘の下方にある野口と九

蔵の両地区の村人を避難収容するよう要請

があった。土砂でせき止めた王滝川が上流

で氾濫するおそれがあったからである。 14

日の夜，この地区の約200人が，おんたけ荘

の 1階と前のテニスコートに用意されたテ

ントの中で過ごした。

朝早く出発した11人については，宿帳を

第2節 その時村人は

作文集 「地の底からの叫ぴ」

頼りに辻さんは一人一人葉書を出した。全

員の無事が確認されたのは， 1週間後のこ

とだった。

3) 学校では

昭和60年 3月に発刊された「地の底から

の叫び」という本がある。編集は長野県木

曽郡王滝小・中学校。長野県西部地展を体

験した子供たちの作文集である。子供たち

の心の動きを生々しく伝えている。

ここでは，当日，子供たちと行動をとも

にした王滝小・中学校の先生方の目を通し

て，子供たちの動きを追ってみる。

話をしていただいたのは，次の方々であ

る。担当は当時のものである。

中学校教頭・浅井志郎先生，中 3担当・

三浦英彦先生，中 2担当・竹中礼甫先生・

大久保稔先生，中 1担当・小松功先生，中

学治療教室担当・萩原正美先生，小 5担当・

手塚俊尚先生，小 4担当・小坂今朝雄先生，

小 2担当・加藤孝志先生，小 1担当・長瀬

和子先生，小学治療教室担当•佐藤朝美先
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座談会に出席した王滝小・中学校の先生方

生，栄養士の長谷川里恵さん。

中学生は 8時30分，小学生は 8時35分に

それぞれ第一校時が始まる。学年ごとに，

それぞれの教室で授業が始まっていたが，

全学年のうち小学 5・ 6年は運動会の種目

練習のため体育館に集まり説明を受けてい

た。

地震の瞬間を前掲「地の底からの叫び」

はこう記録している (205頁）。

「何の前触れもなく全く突然，耳をつん

ざく轟音，校舎が大きく揺れ始めた。見る

見る書架やロッカーの戸が開き，中の物が

飛ぴ散りながら倒れていく。教室の大戸は

大揺れのためか自然に開き，廊下はシック

イ壁からもうもうと出る土ほこりで煙って

いる」。以下，座談会の形で，先生方の談話

をご紹介する。

―その瞬間どこで，どうなさいました

か？

長瀬小学 1年の教室で，運動会の歌の練

習をしていました。蛍光灯の揺れが激しい

もので，まず第一に机の下にもぐらなきゃ
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いけないと思って「もぐれ」っていいまし

た。

小松 1時間目はあき時間で，次の時間の

授業の準備のため職貝室で複写を取ってい

ました。ものすごい揺れで，動きがとれず，

複写機にしがみついていました。物がどん

どん落ちるばっかりじゃなくて，部屋中の

机が，みんなまん中にかたまっちゃった

……頭の中では 2階の子供のところへ行か

ないけないというんですが，足もとに動く

すき間がない。申し訳ないが，先生方の机

の上をスリッパでババババッと……

手塚体育館で表現運動の練習を始めたと

ころでした。たまたま前の日に授業研究会

があって，それに使った机が端の方に寄せ

てありましたが，子供たちは，いっせいに

その下にとぴ込みました。僕がなにもいわ

ない前にはいったんです。それを確認した

のだけは覚えています。

竹中 中学 3年の教室で国語の授業をして

いました。北原白秋の「からまつ」を全貝

で朗読していました。女の子がいっせいに



小・中学校の先生方

キャアッと……中 3だからもっと冷静だと

思っていたんですが……後で聞いたんです

が，教室のテレビとスピーカーが，私の頭

の上に落ちてくるように見えたらしいんで

す。立ったまま「机にもぐれ」っていった

んですが，何人かはもぐらずにいる。こり

ゃ自分でやってみせないといかんかなあと

思って入りましたら，みんな入ってきた。

キャッといったのは，この子たちだったん

です。

大久保 中学 1年の教室で数学の授業をや

っていました。揺れが激しくこれはただご

とじゃないと思って，自分で落ちつけとい

いきかせて，生徒たちに「机の下にもぐれ

っ」て指示しましたら， 3分の 1くらいが

さっと入って，あと，私といっしょに残り

も入りました。

三浦職貝室にいましたが，何をしていた

のか……。腰かけにすわっていたのが立ち

上がったもんですから，机の下にもぐれな

くなって，逃げるに逃げられず……。教頭

先生が「放送，放送」ちゅうのが聞こえて

第2節 その時村人は

倒れた本棚（小学校図書室）

……結局放送もせずに外へとび出しで…••

いやおはずかしい……。

佐藤 特殊学級の教室にひとりでいまし

た。何が何だかわからなくて， とっさに机

にもぐりました。

萩原 職員室にいましたので，教頭先生た

ちと行動を共にしていれば大丈夫とたいヘ

んこころ強い気持でおりました。

長谷川 給食室で，給食のおばさん 3人と

打合わせの最中でした。畳の四畳半で，机

に向っていましたので，せまくって身動き

ができず，机にしがみついていました。

浅井 職貝室で立っていましたね。とっさ

に「放送」って叫びました。

小坂 ドカンとまるで爆弾が投下されたよ

うな感じでしたが，揺れだしはじめて地震

とわかって「もぐれっ」てわけです。さっ

とみんなでもぐったんですが， 1人だけあ

わてて腰かけをひっくり返しで…..。全貝

がもぐるのを確めて，立っていましたら，

女の子が「先生もぐれ」ていい，もう 1人

の女の子も続けて「もぐれ」って。でも，
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夕

200キロの金庫がおり重なって倒れた（職員室）

私がもぐったんじゃ指示ができないので，

机につかまって立っていました。いつ避難

させようかと考えながらね。

一子供の文集に，「先生が机の下にもぐれ

とおっしやったので，もぐりこんでみると

先生はじっと立っていらっしゃる，ぼくた

ちのことを心配して見ていてくださると思

って，大いに尊敬した」という内容のもの

があり，感激したんですが，あれは小坂先

生でしたか……。

加藤翌日，敬老会の催しがあって，‘＇海を

あげるよ＂という劇の練習をしてたんです。

で，机を教室のまわりに並べてあったんで

す，揺れた時，自分からさっと机の下に入

った子もおれば，私が机の下に入れといっ

て入った子もいた， という状況でしたね。

校舎がきしむような感じで壁がバラバラ落

ちてきて白い煙になっているので子供たち

は余計びっくりしたんでしょうね。

ー一地震のばあい，机の下にもぐるという

訓練は普段からなすっていたんですか。

浅井 ええ，毎年，春秋にやってます。指
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倒れたロッカーが廊下をふさぐ（中学校 1階）

示を与えればもちろん，与えなくってもも

ぐるっていう訓練はしてあります。

―さて，揺れが収まって，どうなさいま

したか？

浅井 子供たちを避難させることです。放

送ってどなりはしましたが，すぐ電気が切

れていてダメということがわかりました。

その時恐らく，上で校長先生が避難命令を

出されたんでしょう。ともかくも私が一番

先に校庭に出にゃいかんと思って，飛び出

しました。校庭の中央に立っていると，三

浦先生が本部の旗をもってきてくれまし

た。で旗をもって生徒が集まってくるのを

待ちました。全員が集まり終わったのは 8

時55分でした。

小坂机の下にもぐらしたのはいいが，さ

て，次の行動をいかにするか，いつ避難す

るか，その判断に困りました。と，校長先

生の「外へ出ろ」という指示があって，外

に出しました。幸い，昇降口の下駄箱など，

支柱で固定されていてひとつも倒れていな

くて，訓練どおり，みごとにさあっと出ま



校内視察をする国・県関係者と）11合校長（先頭）

したc

浅井 後での反省ですが，避難命令出す時

に，ただ出ろ，だけではダメで，どこから

出ろ，どこへ出ろ， という具体的な指示が

大切だと思いました。

長瀬 子供をもぐらせてしばらくしたら，

教室の後の水槽がピチャンと割れました。

中の金魚やメダカがかわいそうというので

2, 3人の子供が泣き出しました。それを

がまんさせていると，教頭先生が「すぐ避

難してください」。ちょっと揺れが収まった

ので，すぐ校庭へ．．．．．．3

小松 まず子供のいる 2階へいきました。

しかし，この時はもう，一人も教室にはい

なかった。で私自身，いつも決められてい

る避難経路を通って校庭に出ました。

加藤 何度か揺れたようでしたが，その間

ずっと机のしたにもぐらせておいて，収ま

ったころ，教頭先生か「大丈夫か？」と回

ってこられました。全員の無事を確認して，

校庭に避難させました。 2年の教室は入口

に近いものですから，スムーズに出ました。

第 2節その時村人は

本棚が倒れ資料が散乱する中学校図書室

手塚 大きい揺れが一段落ついて，いつ外

へ出そうかと考えていましたら，校長先生

と教頭先生がこられて，すぐ外へ出そうと

……。「校庭へ避難しろ」と指示をしたら子

供たちはバッと集まって，ムダロをきく

もいないし，押しあいへしあいもなく，ご

く冷静に出ましたね。

竹中 机の下で，次の指示をどうしようか

と思いながら子供の顔を見ていたんですが

……。男の子は冷静のようでしたが，女の

子は，こう涙をためていましtふ男の子で

廊下側の子供は，足を伸ばして，半開きに

なっている教室の入口を開けているんで

す。そこへ，あき時間の先生の「外へ出ろ」

という声が聞こえまして…… だけ

「階段に気をつけろ」と声をかけ，外に出

しました。幸い 2か所の階段もスムーズに

降り，私が一番最後からついていきました。

大久保 子供達に．落ちつけ，大丈夫だ，

静かにしてろって声をかけていましたら，

校長先生が回ってこられて，子供達を外へ

出しました。
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学校座談会に出席された先生方

佐藤 1人でしたから，廊下へ出て，子供

をださなくちゃと思って，隣の小 3の部屋

をのぞいたら，先生といっしょに子供たち

が出てきましたから， 2年生のところもの

ぞいて，職貝室へ入ったら誰もいませんで

した。で出ようとしたんですが，雨が降っ

て寒かったので，戻って上着と帽子と軍手

をもって出ました。そして傘をひろって，

上バキを下バキにはきかえて…（笑い）。

番遅く出たんだと思います。とすぐ引っか

えして， トイレに逃げ遅れた子供がいない

か見てこいという指示で，見回りに••…•ト

イレに入ったとたん余裳で……あわてまし

たが・・・・・。

長谷川 ガス止めなきゃ，といったら，入

ロの一番近くにいたおばさんが栓を止めて

くれたので，職貝室に連絡しようと出てい

ったら，教頭先生の「避難しろ」という声

が聞こえましたので，おばさんたちにも出

るようにいって50kgのガスポンベ 4本の元

栓をしめて出ました。

了供たちが校庭にでました……。その
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学校の象徴ペスタロッチ像も転倒

後は・・・・・・。

浅井 安全の確認です。クラスごとに点呼

して，一人も欠けていないことがわかりま

した。その日は雨が降っていましたので，

中学の担当の先生方に，傘を持ち出しても

らいました。それから，先生方の乗用車を

校庭に 1台もってきてもらって，体の弱い

子，病人をその中に避難させました。そう

こうしていると，校長先生が私に役場の対

策本部へ飛べと……。いろんな情報がマチ

マチに入ってくるんで，確かな情報をキャ

ッチしろということで•…••。

—いろんな情報というのはどこから？

佐藤 外部の情報源はラジオだけでした

が，これも飯田がどうだとか，甲府がどう

だとかいって，どうもはっきりしない。そ

こへ11時ころになると，村の人々が学校へ

避難に集まりだして，三浦のダムが危ない

とか，役場の裏山が崩れそうだとか，いろ

んなことをいいますが，確かなことはわか

らない。

浅井 ともかく，どんどんやってくる村の



人を雨の中に立たせてもおけないので，先

生方と，それに中 3が手伝って，校庭にテ

ントを張りました。そうしておいて，先生

方の職貝住宅があるんですが，それを確認

するため若い先生に走ってもらいました。

と同時に，家庭科室や，調理室，理科準備

室といった，薬品や測薬のおいてあるとこ

ろの安全を点検してもらいました。

―子供たちは動揺していませんでした

か？

浅井 私が昼前に本部から帰ってきたころ

子供たちは保育園の方に場所を移してお

り，校庭には父兄の方々の顔がそろってく

るにつれて，落ちついてきました。それま

では王滝が震源地とわかったり，三浦ダム

がくずれるという誤報があったりで，だい

ぶ動揺していたようてすが。

一父兄がこられて，どんどん引きとられ

たのですか？

浅井 いいえ，午後 3時までは，先生方と

いっしょで，たまたまお父さんお母さんを

見かけても，ああ無事だと安心するだけで

第 2節 その時村人は

サッカーゴールのテントに入った子供たち

゜
三浦安心はするんですが，いっぽうで，

不正確な情報も子供の耳に入って，落ちつ

きを失うものですから，子供達を保育園に

移したという面もありました。

小坂冷静さを保たせるために，腰をおろ

せって……。

三浦 まあ，落ちついて，よくやってくれ

ましたよ。中 3と中 2でテントはったり，

サッカーのゴールを横だおしにしてシート

をかけ，低学年の子をその中へ誘迎したり

と・・・・・・。

大久保 男の子はともかく，中 2でも女の

子は涙うかべましてね，おかあさん，おば

あちゃんどうしてるんだろうって，オロオ

ロする子もいた。

長瀬 1年の子たちもテントに入ってから

は落ちついてましたね。中には疲れたとい

う感じで，ねちやった子もいました。

浅井 3時にパンと牛乳をもらって……。

村の商店が手持の商品を寄附してくれたん

です。でやっと息をついたっていうか…。
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集団登校する児童たち

それで，父兄もだいぶ集まっていましたの

で，職員会を開いて校長先生と相談して，

父兄を集めて対策を考えようじゃないか

と。で，校庭で子供を父兄に返そうじゃな

いかと……。父兄に話しましたらよろしい

でしょうということで， 1人1人親の顔を

見て引き渡したんです。最後の生徒が帰っ

たのが5時35分でした。

小学校の体育館は14日15時以降，対策本

部によって村民の避難所に指定された。後

に全国から届いた救援物資の保管場所とし

て使われることになるが，その期間も含め

て， 11月5日まで，対策本部による管轄が

続く。

14日夜から一部の教室は来村した自衛隊

松本駐屯部隊150名の宿泊所に提供されたb

15日，校長は22日まで臨時休校と決定。

以後， 21日まで，校内の整理・清掃，児童・

生徒の動向把握，被害の調査などが先生方

によって続けられる。少なくも，校長，教

頭は， 25日授業再開まで，学校での泊りこ
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みが続いた。他の先生方も交替で泊りこん

だ。小学校94人，中学校49人の在校生のう

ち41人を除いた生徒たちは，村外の親せき

緑者のもとに疎開した。

23日日曜， 24日振替休日のあと25日，生

徒の登校が始まった。子供たちは地区ごと

に集まり，それぞれの集合場所に，先生が

迎えにゆき，集団登校が行われた。 25日，

生徒と生徒，生徒と先生の再会は，まこと

に心うれしいものであったという。そして

集団登校を通じて従来にない「対話の深ま

り」があったという，一人の先生のことば

が印象的だった。

4) 保育所で

園児47人，職員 6人が王滝村保育所の在

籍者であった。その日園児のうち10人が欠

席し， 4人が登園途上にいた。

3オ児は年少組でもも組とよばれ，担任

は，樋美智代さん。年中組， 4オ児はほし

組，木村久美子さんが担当。年長組， 5オ

児はばら組，相馬祐子（当時古牧姓）さん



が担当していた。給食貝は松原よしみさん。

園舎は，東から一列に給食室，ばら組，

ほし組，職員室（教材室・保健室を含む），

倉庫， トイレ， もも組， リズム室と西へ連

なっている。

8時48分，相馬さんは「45分に職貝室を

出て，ひとりの女の子とばら組の部屋まで

話しながら歩いていたんです」。年長組の他

の子供たちは，ばら組からいちばん離れた

西のはしのリズム室でイスや積木を使って

家を作っていた。

ばら組の隣のほし組の部屋では，子供た

ちがプロックや粘土で遊んでおり，部屋の

前の水場で木村さんが2人の子供といっし

ょに花を花びんにいけていた。

もも組の部屋はリズム室の東隣だが，そ

こでは樋さんが「 7, 8人の子供とまる＜

なって，鬼ごっこの鬼をきめるために指を

にぎりあって『ちんぷんかんぷん』と声を

合わせて」いたところだった。

松原さんは給食室で，次の週の給食メニ

ューの材料をリストアップしていた。

第2節 その時村人は

保母さんたち

その瞬間，相馬さんは「いっしょにいた

子を保母用の大きな机の中につっこんだん

ですが，その子が，私の手をひっぱって『先

生も』って。私もしゃがんだんですけど，

ほかの子供たちが心配で『リズム室までい

かなくちゃ』と思いながら動けなかった」。

木村さんは「いけた花をひとりの子に部

屋に持ってってって頼んだんです。でその

子は花びんを持って部屋に入り，私も花び

んを持って， もうひとりの子にも持たせて

部屋に入ろうとしたんです。その時揺れた

んですけど，先に中に入った子は花を机に

置いたら揺れ，すぐ机の下にもぐり込みま

した。私といた子は，その場で花壕を落し

て動けなくなって，私といっしょにその場

にヘタヘタ」となってしまった。

樋さんは「瞬間，子供といっしょに体を

小さくして床にしがみつきました。揺れが

ちょっと収まった時に机の下にかくれ」た。

松原さんは「ヘタヘタとなって全く歩け

る状態じゃなかったけど，必死で飛ぴ出し

て，ばら組の部屋をみたら机の下に子供が
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体験文集 〔地震と子ども〕

ひとりいたので，ほし組につれていき，机

の下にいるようにいいつけました。ひょい

と外を見ると学校の生徒が外に避難しはじ

めたもんですから大呼ばりして『先生，先

生，向うもみんな出るよ』と必死で」叫ん

だ。

相馬さんは，揺れが収まると同時に，い

っしょにいた子に動かないようにいい， リ

ズム室にかけつけていた。

松原さんが大声で叫んだのは，保母たち

が「子供たちを外へ出して安全なのか，そ

れとも中にいた方が安全なのか，一瞬判断

がつかず，もも組に集まって」相談してい

た時だった。その声にはじかれるように，

保母たちは，それぞれの組の園児たちを園

庭に誘迎した。幸い，少し前の改造工事で，

従来は 1つだった出入口が 3つにふやさ

れ，それぞれのクラスの部屋の前にあった。

「外は小雨，庭もぐちゃぐちゃ。一瞬ク

ツをはいていない子供などは，外に出るの

をとまどったようでしたが保母の真剣な目

つき，態度をみて我慢して出ました。保母
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も， もてるだけのカサやクツを運ぴ，ない

子にはかせたり， 1つのカサに友だちと入

るようにいいました」と，樋さんは「地裳

と子ども」（昭和60年 6月刊，王滝村保育

園・三岳村保育園）に書いている。

庭に出た子供たちは，おぴえる様子もな

＜元気な様子だった。そこへ「登園途中だ

った，こうへいくんと，せいかんくんが転

んでお尻やひざをまっ黒にさせて園庭に来

ました」（相馬さん・「地震と子ども」）。

登園中の子供を心配した親や，園の近く

に住む親たちがおいおい園にやって来た。

学校の先生たちは，テントの中に園児を入

れてくれ，村内の商店からのパンと牛乳が

届けられ，子供たちに生気がよみがえる。

そして，不安感もなくなって遊ぴはじめる。

少々手間どりはしたが，園児は全員無事だ

ったことが確かめられた。が悲報が入る。

樋さんの父親，樋孝義さんが，勤務先の森

林組合木工所で遭難した知らせであった。

1人 2人と子供たちは迎えに来た親に引

き取られてゆき，道が通れず迎えの遅くな



被災直後役場の前の状態 (9時半頃）

った最後の子供が帰っていったのは 6時近

くのことだった。

翌15日，相馬さんと木村さんは，木曽福

島に避難する老人たちに付きそって，ヘリ

コプターに乗り，いこいの家で，役場から

派遣されたホームヘルパー，保健婦たちと

いっしょに泊り込み老人たちの世話をする

ことになる。

5) 王滝村地震対策本部

「長野県西部地裳の記録」によれば，村

役場に対策本部が置かれたのは，午前 9時

00分となっている。同書では「災害の状況」

として「地震発生時，役場庁舎内には約45

名の職貝がおり，村長は出張のため不在で

あり，各課にもやはり数名の不在者があっ

た。強い猿動で停電，庁舎の破損，机上の

書類の散乱，書庫等の倒れがあり，また，

壁のはげ落ちたほこりであたりの見通しが

悪くしばらくの間は身動きができない状態

で，ようやく机の下からはい出して皆々が

茫然としており，実際に諸行動にうつるの

第2節 その時村人は

ヽ，ダ9-” 怠 l
設置直後の対策本部の状況（役場）

は5分経過ぐらいであった。

この大きな地震でかなりの被害が出たこ

とは推測されたが，だれしもこの地が裳源

とは考えず他町村で起ったであろう大被害

を想像した。余震のあい間を見て全職員が

一時屋外に出て対策を話し合い（助役・議

長，前消防団長•他），この時点で前消防団

長の森潔さんから東地区で大崩壊が発生

し，かなりの人的被害が出た旨の情報を得

た。

村ではこの時点で救助救出，情報の伝達，

収集及び被害調査にのりだすことになり，

長野県，警察， 自衛隊に連絡する班と，村

内の情報収集班とに別れて行動を開始し

た」と述べられている。どうやら「 9時00

分」は，二つの班が行動を開始した「この

時点」を指すらしい。

公式にはそのとおりだと思われるが，実

際には「あとから考えればそのころになる」

という時刻らしい。役場に残された文書，

メモの類も 15日以降のものはあるが， 14日

のものはない。「メモどころのさわぎではな
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中込栄一さん 小瀬川秀次さん

い」のが実態であった。

王滝村助役の中込栄一さんは，役場の自

分の席で鳳泉寺の原さんと話していた時，

地震が起こった。横の 2段重ねのロッカー

がすべって飛び，電話機をひっかけて，隣

の席の総務課長の背後に落ちかかるのを見

て，思わず「もぐれ」と声をかけ自分も机

の下に身をひそめた。揺れが収まるのを待

ちヘルメットをかぶって玄関を出たが，余

震が来るごとに屋根瓦がバラバラ落ちてく

る。庁内の職員たち20数人が集まってくる。

そこへ小型トラックがやってきて運転者が

「今ラジオが甲府で震度 4だといってい

た」と話す。関東か，伊豆沖か，東海地方

かそれぞれ勝手な想像をしていた。

人によって記憶のズレがあり，はっきり

したことはわからないが，この時庁舎の前

には，中込さんのほか，総務課長の清水一

さん，収入役の田中安芳さん，教育長の小

瀬川秀次さん，企業課長小林正美さん，議

会事務局長の三浦清吉さんなどがいたよう
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被災後10時50分 役場 2階振興課の状況

だ。

「一体これは何だ」，事実を把握すること

が先だと思われた。三浦さんは庁内の有線

放送室に引返す。機械を入れたロッカーが

倒れ，パッテリーが飛び出し，液がこぼれ

てジュウジュウと音を立てている。使えな

いことが一目でわかった。小林さんは，電

電公社（現NTT)に直接つながっている

無線の非常電話に飛びついた。震源をたず

ねると「甲府が震度4」という答だった。

「それにしては王滝の揺れがひどすぎる」

と逆に話したが，要領を得ない。「とにかく

歩ける範囲で村内各所の状況をしらべよ

う」という中込さんの指示で，清水さんは

居合わせた職貝を 2人ずつに分け，大又，

田島，崩越，二子持，野口，九蔵に向かわ

せた。三浦さんは大又，小瀬川さんと小林

さんは田島に向かう。それぞれ携帯用無線

通信機を持って出た。“松越”までやってきた

三浦さんは「腰が抜けるくらい」びっくり

する。同行していた職員の松越勝人さんが

「三浦さんプラントが山へ上っとる」とい
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第2節 その時村人は

清水ーさん

；、

被災直後の状況（役場）

う。「そんなバカな」，といったものの，民 通れないといって引き返してくる。ようや

宿「もりもと」まできたら，はっきり事情 く滝越に設置されていた固定無線が通じ，

がのみ込めた。無線で，道路を断ち切りバ そちらでも行方不明者が出ていることがわ

ックリと口をあけている崩壊の状況を報告 かる。消防団長（当時）の滝正昭さんがか

する。手がわななき声がふるえていた。こ けつけてきた。滝さんは田島にある製材工

の無線連絡はしかし，役場に通じた気配は 場，大雄木材の工場長で，対岸から“松越＂の

ない。 崩落を目撃していた。役場について，その

小瀬川さんと小林さんは，ちょうどこの 状況を助役に伝え，消防団員の招集を決め

ころ，“松越＂の対岸田島から，この惨状を見 たが，停電でサイレンが使えない。たまた

ていた。以前はなかった青い鉄骨が山の上 まそこにを通りかかった役場の職員で消防

にあるのが異様であった。そこへ役場から 団員の細尾正さんを呼びとめ半鐘を打つよ

無線連絡が入る。王滝川の水が止まってお ぅに指示する。細尾さんは火の見櫓に登っ

り，あるいはダムの決潰で鉄砲水が出るか て半鐘を鳴らそうとするが，余裳がひっき

も知れないので，すぐ役場に引き返すよう， りなしに襲って来て， ぐらぐら揺れて打つ

というものだった。 ことができない。それでも必死の思いで 5

その間，中込さん，田中さん，清水さん 回ばかり打ち，身の危険を感じて降りてき

ほか残った職員は，滝越その他役場から離 た。消防団員の中で，この半鐘を意識した

れた地区との電話連絡・無線による被害の 人はいなかった。しかし団貝の多くが，自

報告依頼，地方事務所や木曽警察への展源 主的に集まり，昼前後には40-50人程度に

地問い合わせなど，手をつくすが，すべて なった。全団貝が120人，そのうち40人は役

全く通じない。 場職貝で，役場職貝はすでにそれぞれの部

野口，九蔵方面に出た職貝たちも，道が 署で事態に当っていたから，つごう 3分の
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西村敏夫さん 小林正美さん

2は集まったことになる。

村会議長の西村敏夫さんは， 7時30分ご

ろ，御嶽山 3合目で経営している大又山荘

から車で下りて来て，松越の森本博さんの

家の前を通りかかった。森本さんは副議長

でこの月の定例議会の打ち合わせをする必

要があり，西村さんは立寄るつもりだった。

窓から森本さんの後姿が見えた。朝食中ら

しい。じゃまをしてはと思って通りすぎ，

役場の西の土木会社の社長宅に向かった。

西村さんはそこで地震にあう。何はともあ

れ役場へとトラックで走る。道には段差が

でき思うように走れない。風景もすっかり

変っていた。

村会議長，助役，収入役，教育長，消防

団長およぴ副団長，総務課長，住民課長が

「一同協議して助役を本部長代行として

『王滝村地裳災害対策本部』を設置」と清

水さんは「情報と防災」に後に寄稿してい

るが，そうだとすれば，かりに本裳が 1分

ていどで収まったとしても「 9時00分」ま

でには11分しかない。少なくとも滝さんが
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ごったがえす役場の前の道路

田島から役場にかけつけるには不十分な時

間だし，小瀬川さんが協議に加わったとし

たら，田島を往復する時間が必要で，これ

また「 9時00分」は現実的ではない。

助役が「本部長代理」となったのは，村

長，家高卓郎さんが，対策本部を設置した

ころあいにく不在だったからである。家高

さんは，その日長野市で開かれる町村長会

議に出席するため，木曽福島 8時30分発の

特急列車に乗っていた。同じ列車に、木曽

福島町長，三岳村村長，開田村村長が乗り

合わせていた。 8時48分，走行中の列車が

止まる。「地裳」の車内放送があり車掌が点

検し，動きだして楢川村の贄川駅で再び停

車した。ここで30-40分停まり，その後鈍

行同然の走行で塩尻へ着いた。町村長 4人

はいっしょに降り， とりあえず引返そうと

話し合っていると，町長を迎えるために木

曽福島町の車がやってきた。町長が贄川駅

から連絡したためだった。これ幸いと便乗

して帰路についたが，車中，運転手が「ど

うも王滝がずい分ひどいらしい，診療所も



村道 1号線に落ちた大石（神島付近）

つぶれたそうだ」という話をする。一瞬ぎ

くりとした家高さんは，車に急いでもらう。

木曽福島で，家高さん以外は車から降りた

が家高さんはそのまま王滝まで送ってもら

うことになる。県道は通れない。村道 1号

を走る。大きな石がころがっており，いた

るところで道がいたんでいた。田島で“松

越＂の崩壊が目に入る。中越で診療所の横

を通った。外から見たぶんにはまずまずで

ある。役場に入ったのは12時か12時半だと

家高さんはいうが，文書では15時になって

いる。同じ文書で「13:40 村道第 1号線

崩越～田島間大河道路にて土砂崩落除去に

より村外への唯一の迂回路として開通す

る」とあるので， これが正しければ「村長

帰村」はそれ以後ということになる。

昼前後の時刻について，記憶が特にバラ

バラなのは，ほとんどの人が昼食をとって

いないためである。何しろ対策本部が“組

織として＂機能しはじめたのは，清水さん

の記憶では16時ごろである。それまでは，

「昼めし食わんもんだで，いつが昼すぎか

第 2節 その時村人は

時間の経過っていうのがわからない」（清水

さん）状態だった。

さて，対策本部が設置されたころあいに

話はもどる。

小瀬川さんが田島から引き返してくると

役場では，一階の事務室に'‘災害対策本部＂

の標示をつくり出しはじめていた。手順は

あらかじめ用意してあった「防災計画書」

に示されている。「恥ずかしい話だが，計画

書にあっても頭に入ってはいない」（中込さ

ん）「計画書開いて，対策本部はどうだった，

なんで…..組織図を選挙のポスターの襄に

書いてはり出した。それをみて『おい建設

課長は出張でおらんぞ』と誰かがいい出す。

『じゃ企業課長，防災計画では直接行政で

やることがないから，建設課長が帰ってく

るまで臨時でやってくれ』」「松越で行方不

明になったのは誰だろう……指おり数えて

みると，森林組合と生コンプラントで10人

近くはいるはずだ……早いこと掘り出さな

くては…土砂も多すぎる範囲も広すぎる。
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報道陣の応対におわれる本部

とても消防団だけでは手が足りない……自

衛隊に応援を求めよう，木曽地方事務所へ

連絡しろ。ちょうどそこに前消防主任の田

中君がいた。あんたは知っとるだろう，県

との連絡を専門にやってくれ，孤立防止用

防災無線を使えといったようなことで」，

（清水さん）。と 10時30分台近くまでてんや

わんやの努力が続いた。

そのへんの対策本部の動きを整理する

と， 9時10分（または30分）ごろ住民に避

難勧告を発令，同時に避難誘導及び伝達，

15分県地方事務所に最初の被害報告， 37分

同じく人的被害の報告， 10時10分公民館に

仮設診療所設置， 22分地方事務所へ自衛隊

の派遣要請， ということになる。ただし，

これらの時刻も，人により資料によりまち

まちである。

この頃になると，新聞社，放送局など報

道機関からの問い合わせが殺到しはじめ

る。だだでさえ，事態への対応に手が回り

かねている中で，数少ない生きた電話回線

をふさがれ，その応対に時間をとられ，清
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村内の状況が刻々黒板に書かれていった（対策本部）

水さんはイライラし，冷静でいる自信をな

くしかける。

災害救助法の適用申請が行われたのは13

時10分だった。滝越で家屋とともに行方不

明になっていた望月みさとさんの死亡が確

認された匝後であった。このあたりから，

時刻の記憶，記録にバラッキが少な〈なっ

てくる。総務課が，災害対策本部の事務局

として機能しはじめる。事務局の管掌事項

ば情報収集，関係機関との連絡・調整，避

難勧告・指示，各対策部の措置すべき事項

の指示などである。

被害の全ぼうを知るために，ヘリコプタ

ーがほしい。中込さんはふたつの手を打っ

た，ひとつはスキー場のリフト建設を請負

っていた日本ケーブルという会社に連絡を

取り，同社のヘリに偵察を要請した。その

一方で，自衛隊にもヘリの出動を依頼した。

ヘリについては，清水さんに次々と問い

合わせが続いた。まず中部電力松本営業所

が，応急復旧工事の資材を運ぴたいので，

着陸地点を指示してほしいといってきた。



学校校庭に描かれたヘリポートのマーク

学校の校庭を指定したが，ヘリポートの標

識が必要だ。住民課の課長に学校に走って

もらい石灰で⑪のマークを校庭に描かせ

た。続いて電電公社（現NTT)，同様な要

請。これにはゲートボール場をあて，やは

り⑪マークのために住民課職員を走らせ

る。さらに自衛隊からヘリポートの要請，

これも学校と決める。

その中へ，報道陣が飛び込んできた。ど

の社だか清水さんには記憶がない。いった

ん東地区に来，引きかえして牧尾ダム堰堤

を通って村道 1号を回り，崩越で落石のた

め道をふさがれ，そこから歩いて来た記者

だった。状況を聞かれるが答えようもない。

そばに森林組合の職員瀬戸巌さんがいた。

瀬戸さんは大又橋を通り抜けた直後松越の

崩落が県道を押し流し，王滝川に流れ込む

のを見た。危う＜難を逃れて，二子持，村

道 1号を通って帰ってきたばかりだった。

その現場の様子をたずねても，間一髪だっ

た自分の危機に興奮していて，自分のこと

しかしゃべれない。

第2節 その時村人は

胡排沢靖絋さん

そこへ，県の建設事務所から「王滝まで

車が入れるようになった」と連絡が入る。

最初に通ってきたのは新聞社の自動車だっ

た。村の中は報道陣でごった返しはじめる。

14時30分，長野県知事がヘリコプターで，

学校校庭に降り立つ， しばらくは，学校で

避難の人々の世話を焼いていた村の職員た

ちも知事に気がつかない。

50分，自衛隊松本駐屯地隊貝115名が車

両18台で到着，ヘリも校庭に着いた。その

ヘリに待機していた振興課国土調査係長の

胡桃沢靖絋さんが，地理案内のために乗り

込んで飛び立つ。

知事が役場へ入るのと，村長が帰ってき

たのは，ほぼ同じような時間だった。

ヘリで村の上空を一廻りした胡桃沢さん

は被害の大きさに改めて驚いた。報道関係

のヘリを除いて，災害の全ぽうを最初に目

にしたのは恐ら〈胡桃沢さんであろう。そ

して胡桃沢さんの報告が16時，村役場の議

会室で開かれた最初の対策会議で行われた

時点が，災害の全ぼうが公式に把握された
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対策本部会議の状況

最初の時となった。

この対策会議を経て，村，県，県警， 自

衛隊，が有機的に関連しあい，村対策本部

は“組織として＂機能しはじめた。

対策本部がまとめたその日の状況，つま

り「15日午前 0時現在概況」は次のように

メモされている。（原文のまま）

「地震による行方不明者（明細は別紙名

簿のとおり）

東区森林組合木工作業所作業員 4名

おんたけ生コン 作業員 8名

個人 1名

濁川温泉 1戸 4名

国有林内作業関係 王滝林業 8名

関西電力関係 塗装屋 2名

合計28名

死者

滝越地区 1名望月みさと（女） 65オ

住民の避難所および避難者数

おうたき保育所

東 区 64名
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王滝小中学校

下条区 110名 上条区 108名

学校職貝 12名 計230名

国民宿舎おんたけ荘

小川 45名 上条区 1名

九蔵区 13名 営林署 12名

野口区 149名 計220名

王滝営林署白川事業所

滝越区民及ぴ営林関係者並びにその他

計117名

救援活動

自衛隊 113名 ヘリコプター

長野県警 80名

王滝消防団 団長以下70名

他町村から応援車輛

給水車木曽福島町 1台 (2t) 

南木曽町 1台 (2t) 

食糧 9/14 

三岳村から580食

木曽福島町から1800食

木曽鹿協パン・牛乳」



念のためつけ加えておくならば，行方不

明28人（死亡が確認された望月さんを含む）

のうち， 5人の王滝林業作業員は15日午前

8時30分ごろ無事が確認されたが，一方で

5人の名古屋市職員が14日に濁川ぞいにキ

ノコ採りに入ったまま帰っていないこと

が，家族の届け出でわかった。避難先へは

日本赤十字からの毛布100枚，日用品セット

100人分が届いており，電気は田の原地区50

戸を除いて17時58分には送電が回復してお

り，電話は王滝管内70％が復旧していた。

消防団の記録では， 14日の余震471回，有

感 9回となっている。団貝は夜を徹して警

戒に当たった。女子職員を含めて，多くの

役場職員が，その夜を庁舎で過ごした。

第 3節 あの山この河

たとえば，災害前氷ケ瀬は，子供たちが

遠足に出かけ，美しい風景を楽しみ，水と

たわむれた“名所＂ともいえる場所だった。

事実，木曽地方でのかくれた名所で，古く

第3節 あの山この河

から，歌にもよまれ愛されてきた。王滝で

は御嶽山と並ぶ， といっていい名勝であっ

た。今，美しい景観は土砂の下に沈んでい

る。災害で失われた，村人が親しみ愛した

数々の景観も，村が蒙った痛手のひとつと

いえるだろう。

今はなき，あの山この河のありし日を偲

んで，この節を写真で構成する。

その前に置いた，俳句と短歌は，村人の

ありし日の山河への惜別の辞である。

なお，俳句は村の俳句会“星林句会＂の

メンバーによる作品の中から，短歌は同じ

＜“王滝歌会＂の例会の作品の中から，地

震に関連するものを，絹集委貝会が適宜選

んだものであることをおことわりしてお

く。

地震後，再ぴ句会，歌会がもたれたのは

5か月後の昭和60年 1月であった。

113 



第 2章 昭和59年 9月14日

発
句
金
鹿
幸
生
、
伝
音
、
踏
青
、
）

（

ひ

ろ

子

、

万

三

四

震
災
で
貰
い
し
セ
ー
タ
ー
の
こ
こ
ろ
着
る

く
ん
ざ
川
の
流
れ
親
し
も
兄
の
画
き
し

岩
魚
と
り
こ
し
絵
の
残
り
い
て

一池
本
和
生
亀
子
宗
平
小
瀬
川
久
夫
一

小
谷
か
や
後
藤
初
男
浦
水
幸
雄

田

島

重

助

長

瀬

和

子

原

清

子

傾
き
し
納
屋
に
今
年
の
つ
る
し
柿

お

お

な

い

大
地
震
の
諸
き
爪
跡
し
め
ら
せ
て

み
ぞ
れ
降
る
な
り
王
滝
村
に

―
つ
峠
越
え
て
見
渡
す
杉
木
立

土
砂
に
埋
も
れ
て
跡
形
も
な
し

泥
水
の
ダ
ム
の
岸
辺
に
桜
咲
き

地
裳
の
村
も
春
と
な
り
た
り

傷
痕
の
森
を
渡
れ
り
祭
笛

崩
落
の
崖
の
ぞ
き
こ
む
山
桜

震
災
の
復
興
の
音
繁
け
れ
ば

新
緑
の
森
に
鳥
の
声
無
し

か

ぐ

ら

磐
座
の
壊
れ
し
社
よ
り
神
輿
発
つ

ダ
ム
と
な
り
又
激
裳
に
お
そ
わ
れ
し

わ
が
里
は
古
き
影
も
見
え
ざ
り

大
地
霰
に
裂
か
れ
し
傷
を
癒
せ
と
や

コ
ン
ク
リ
ー
ト
擁
壁
白
く
延
び
ゆ
く

な

い

泥
川
に
精
霊
送
る
地
裳
の
村

凍
て
つ
き
て
吹
雷
け
る
山
を
揺
る
が
し
て

震
災
復
旧
の
重
機
鳴
り
孵
＜

供
花
の
色
添
え
て
秋
ら
し
く
ず
れ
谷

パ
ラ
匂
う
季
節
め
ぐ
り
て
わ
が
惜
し
む

災
害
に
失
い
し
庭
の
黒
パ
ラ

供
華
の
水
涸
れ
秋
の
蜻
蛉
生
き
て
い
る

つ

:

亡
妻
と
共
に
植
え
し
杉
並
木
倒
さ
れ
て

防
災
の
砦
築
く
音
高
し

魂
の
宿
と
崇
め
し
霊
場
の

震
災
復
旧
に
は
げ
む
信
者
等

に
入
る
清
き
流
れ
も
戻
る
な
く

震
災
後
擁
壁
ふ
え
ゆ
く
む
ら
い
に
は

明
媚
誇
り
し
山
河
最
早
な
し

幼
き
日
裸
の
ま
ま
で
水
浴
び
し

ふ
る
さ
と
の
川
は
二
度
と
も
ど
ら
ず

御
嶽
の
大
地
震
跡
や
寒
の
月

春
光
の
村
を
蛇
行
の
川
澄
ま
ず

人
を
埋
み
黒
く
濁
り
て
流
れ
い
る

王
滝
川
は
い
つ
の
日
癒
え
む

俳

句

短

歌

お
わ

見
守
り
て
在
す
か
に
御
嶽
は
雪
晴
れ
て

家
下
に
護
岸
の
工
事
始
ま
る

114 



▲御嶽山（噴火後）濁川水系



▲伝上川・濁川合流点（中心に王滝営林署濁川造林宿舎）



し

▲同じアングルから見た災害後の同地点

◄ ▼左隅が氷ヶ瀬渓谷 中央下鍼川

（破線・導水管のあった位置）



左上に森林組合作業所、東地区公民館、大又

川左岸におんたけ生コンのプラントがある。

手前が牧尾ダム湖、写真左に村中心部がある。

（写真上）被災当日牧尾ダムの水は枯水してい

た。（写真右）



◄ ▼空から見た滝越地区と関西電カダム湖

（ダムの堰堤のある方向が下流）

◄ ▲水交園より見た裏山の被災前後対比（滝越）



第 3章 災害から学ぶ （監修：奥田節夫）

第 1節概論

京都大学防災研究所

奥 田 節 夫

1) まえがき

昭和59年 9月14日8時48分に長野県木曽

郡王滝村御岳山南麓を震源としてマグニチ

ュード6.8の内陸部としてはかなり大きな

地震が発生した。この地裳のために御岳山

の山腹およびその周辺にわたって大規模な

斜面崩壊，岩屑なだれや土石流が発生し，

29名の人命が失われ，地震の直接的な作用

と崩壊によって，河川，道路，住宅などに

多大の被害がもたらされた。この地裳によ

る被害発生は，王滝村を中心にした比較的

狭い地域範囲に限られたが，被害の様相は

多岐にわたり，また人命，構築物に対する

被害は意外に大きく，山岳地帯における内

陸型地霰のもたらす災害について，従来の

科学的常識を改めさせるような問題が提起

された。

このような事態にかんがみ，文部省突発

災害調査研究班（研究代表者 愛知工業大

学教授 飯田汲事）をはじめとして，各省

庁の各種機関より多くの調査，研究グルー

プが現地に派遣され，それぞれの目的に応

じて科学的また行政的な立場からの調査，

研究が行われた。

これらのグループによる調査，研究の成

果は，すでに数多くの報告書としてまとめ

られ，関係者の間に配布されているが，そ

れらの報告書はいずれも，それぞれの目的

に応じた専門的立場で編集されたものであ

る。したがって被災された住民の方々にと

ってまずその入手が困難であり，また入手

されたとしても災害の発生，拡大の経過の

全容を理解し，今後の同じような災害の発

生に対する教訓として活かされようとして

もすぐ役に立つような内容，表現を期待さ

れることはできない。

このような実状にもとづいて，王滝村で

はこの未曽有の地震災害について後世にそ

の実態を伝え，同様な災害を未然に防止す

るための科学的教訓を残すことを念願さ

れ，とくに村民をふくめて専門家でない
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第3章災害から学ぶ

人々を対象にして，今回の災害の発生，被

害の拡大の経過，および今後の防災に対す

る注意，心構えなどについて科学的な記録，

解説，警告をまとめた一章の編集を企図さ

れた。

そこで災害発生時に村を訪れて現地調査

に従事し，村の方々にお世話になり，また

接触の機会の多かった科学者の有志が相は

かり， きわめて多岐にわたる調査，研究の

対象項目を分類，整理して重点的対象をし

ぼり，下記のような重点項目と執筆分担者

をえらばせていただいた。

第 1節概論

京都大学防災研究所奥田節夫

第2節 王滝村周辺の地形・地質と災害

富山大学教養部小林武彦

第3節地震

名古屋大学理学部青木治三

第4節地裳動と被害

岐阜大学教育学部村松郁栄

第5節崩壊災害

京都大学防災研究所奥西一夫

第6節 災害時の情報伝達

東京大学新聞研究所 池田謙一

もとより多分野，多岐にわたる自然現象，

被災過程また災害時の人間行動を少数の項

目にわけて少数の専門家によって記述する

ことの困難さ，無謀さは充分承知している
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が，いま求めれているのは百科事典式の知

識の羅列ではなく，最新の災害科学の水準

からみた災害の認識とこれに対応した人間

行動のあり方である。

本章の執筆に際して，本書は単に王滝村

のみでなく，広く類似の地霰災害に対する

認識を深め，将来同じような災害の防止に

役立つような内容を目指しているので，今

回の地震災害に関連の深い内外の災害例に

ついても必要と思われる場合には紹介する

こととした。

また地球科学，防災科学の発達の段階か

らみて現象の完全な把握にはほど遠くまた

有効な防災対策の確立されていない事柄も

数多くあり，現在専門の研究者の間で一致

した結論に達していない問題もあるが，当

面の現象の理解と防災の警告に役立つと考

えられる事項についてはあえて記載するこ

とにした。

以上述べたような編集方針のもとで上述

の執筆分担にしたがって，それぞれの専門

の立場から本章第 2節以下の内容がまとめ

られているが，本節ではとくに災害の発生

経過の全容の大局的理解を助け，将来の同

様な災害の防止に役立つような問題を強調

するために，あえて各節の概要を以下に簡

単に紹介することとした。



2) 災害の経過と防災の問題点の概要

a 地形・地質と災害の発生

斜面崩壊の発生は地形・地質と深い関連

があり，斜面崩壊によってもたらされる災

害を防ぐためには，地形・地質に対する科

学的認識が重要である。

斜面崩壊の第一の素因は地形的にみて斜

面の勾配の大きいことであり，急峻な斜面

に地震や集中豪雨のような誘因が作用する

と崩壊が発生しやすい。そこでこの地方に

おける急峻な斜面の起源についてまず考察

する。

第四紀初頭の木曽地方は現在よりもずっ

と低所にあり，またもっと平坦であった。

多分海抜数百メートルで地表の起伏は小さ

く，御岳山はまだ存在していなかった。と

ころが，その頃から日本列島に新たな地殻

運動が始まり，木曽地方にも阿寺断層など

の活動とともに急速な隆起が始まった。

隆起の進行は河川の侵食力を再ぴ高め，

隆起した山の斜面に深い谷を刻みこんで現

在のような木曽山地を造り出した。そして

隆起前の平坦地は，一定の高さの尾根にな

り，現在の河床との間に急峻な斜面が形成

された。その後やがて活動を始めた御岳火

山の噴出物による堆積層も周辺からどんど

ん侵食されて急峻な斜面が形成され，崩壊

しやすい素因をつくり出した。

斜面崩壊の第二の素因は， ＜ずれやすい

地質であるが，一般に岩石の風化が進むと

第 1節概論

岩石の構成が変化して粘土化が起り，その

本来の摩擦力や粘着力が大幅に減少してく

ずれやすくなってくる。岩石の風化による

粘土化の進化の度合いは，岩石の固有の性

質岩石生成時とその後の環境，および地

質構造に大きく支配される。このような観

点からみると，今回の地震による比較的規

模の大きい崩壊は，御岳火山の特定の時期

の噴出物を鍵として発生した。すなわち，

崩壊のすべり面で滑剤として作用したの

は，過去 8万年ほど前に始まって数万年に

わたって続いた御岳火山活動期に，大景に

降下した軽石，火山灰の層でとくに粘土化

の進んだ部分である。

なおもっと小規模な斜面の崩落は，御岳

火山の華盤に当る，中・古生層で生じてい

るが， とくに堆積時の大規模な海底地辻り

によって複雑な地質構造を生じた地域に集

中している。

このように斜面崩壊の発生は，御岳山及

ぴその周辺の地形・地質にその素因を求め

ることができるので，今後の同じような災

害を未然に防ぐ見地からすると，次のよう

な調査，対策が望まれる。

(1) 空中写真などを利用した広域的な崩壊

地形調査，例えば国土地理院が行なった

ような斜面崩壊に的をしぽった調査を実

施する。

(2) 過去の崩壊跡の地形（崩壊谷地形や沖

積錐など）を調査し，その形成機構を検
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討する。

(3) 崩壊の可能性の高い，厚い軽石層の分

布を調べる。

(4) 上述のような調査資料を公表し，住民

がそれを防災に有効に利用できるような

教育，広報活動を行なう。

b 地震

地裳についてはまず内陸地震と断層の一

般的な関係について分り易く説明されてい

る。現在の知識では，ほとんどの地震は地

殻の古傷ともいうべき断層に沿って，地塊

がぎくしゃくと動く運動そのものと考えら

れている。しかし断層が現在活動を続けて

いる活断層かどうかの判定はなかなか難し

く，また活動をくり返す時間間隔がどのく

らいかの推定も難しい。とくに御岳山の周

辺のように厚い火山噴出物で覆われている

ようなところでは，断層の活動を示唆する

ような徴候を地表に見つけることはほとん

ど不可能である。しかし中部地方にはすで

に知られているだけでもきわめて多数の断

層があるから，その一つ一つの活動の時間

間隔は長〈ても，中部内陸としてはかなり

頻繁に地痕が発生する可能性がある。

つぎに王滝村の地下で何が起ったかにつ

いて地裳前から，本震の発生，余裳域の拡

大，およぴ余裳の減衰までの時間的経過が

各地の地震計の記録にもとづいて追跡され

ており， と〈に本裳と余震について，その

発生と断層活動の状態が断層の主破壊とそ
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のあとの別な場所への破壊の移動の状態や

応力の集中，緩和の過程を追って説明され

ている。とくに今回の地震に関連して王滝

村の地下でどのような断層現象が起ったか

については，模式図（第 3節図 6) によっ

て一目で分るように示されている。

つぎに今後の地裳活動の危険度が高まる

かどうかについては次の二つの問題が指摘

されている。

その一つは今回の地裳の原因となった活

断層はその一部が動いただけかどうかとい

う点であり，もう一つはこの地裳をきっか

けに周辺の応力が高まってきて別の断層を

活性化するかどうかという点である。

第一の点については，今回の地震にとも

なう三種類の断層（前述図 6)の相互的関係

や余震群発地震の発生状況から，今後の

断層活動の範囲は今回の初期の余震発生域

を大幅にこえることはないと推定される。

第二の点については周囲の活断層の分布

自体がよく分らないために簡単な検討はで

きないが，従来から御岳山周辺で火山地帯

特有の群発地裳の頻発していた状態が， と

くに今回の地裳後余り変化がなく，別の断

層の活性化のきざしは見出されていない。

さらに御岳山周辺における群発地震の活

動についてその変化を経年的に追跡してみ

ると，発生状況の地域的な差異が今回の地

裳の主断層を境にして現れていることが新

しく見出された。



また群発地裳や噴火と大地震の発生の関

連性については，多くの住民の懸念すると

ころであるが，御岳山周辺での地下におけ

る応力の集中の結果が，群発地裳，噴火や

大地裳の形をとって現われたものであり，

群発地震や噴火がただちに大地震発生の徴

候であったとは云い難いとの見解が述べら

れている。

C 地震動と被害

「地震動」とは地裳のときの地面の動き

を意味する言葉であるが，地裳動と被害発

生の関係がよく説明されている。とくに王

滝村で初めて確認された異常な大速度，大

加速度の地裳動については，その値の推定

の根拠が具体的に示されており，このよう

な異常な地裳動と被害発生の関係また将来

の地裳対策についても述べられている。

まず震度分布については王滝村では震度

6の地裳動が生じ，家屋の全壊，半壊はほ

とんど王滝村内に限られていた。

とくにヘリコプターからの観察と地表踏

査によって，道路の亀裂や山腹の表層滑落

の甚だしい場所がある範囲に集中している

ことが示されたが（第 4節図 6)，この地域

での地表にみられる各種の徴候は右ずれの

断層活動を示していた。またこの激しい地

霙動のあった地域では，地下に埋れた石が

地表に跳び出したり，倒木がもとの木の位

置から著しく離れたりしている例が数多く

見出された。京都大学理学部附属阿武山地
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震観測所の現地調査グループはとくにこの

ような現象に着目して岩石塊や倒木のジャ

ンプ状態を測鍼によって推定し，さらに室

内実験を行なって物体の飛朔状態を復元し

て地面の振動の強さを推定することをここ

ろみた。その結果地震の最中に地表面で

200-300 cm/sの大速度，数gから10g近い

大加速度 (lg=980 cm/ sりが出現した可能

性が示された。大地裳の際にこのような大

速度，大加速度が瞬間的に発生する可能性

は物体の異常な移動からある程度想像はさ

れていたが，客観的な計測と実験によって

確かめられたのは今回が初めてであろう。

このグループはさらに王滝村で数多く生

じた墓石の転倒にも着目し，剛体運動とし

ての力学的解析をこころみて，速度 200cm/ 

s，加速度 1g程度の水平運動が起ったこと

を推定した。ただしこのように激しい地裳

動があったにもかかわらず直接に地裳動で

倒壊した家屋が一軒もなかったことについ

ては，継続時間の短かい地震動に対して木

造家屋は粘り強さを発揮するものと解釈し

ている。

つぎに本裳時における現地の地裳動を再

現するために余震観測を行ない，適当な霙

源モデルを用いて本裳を合成する作業が行

われ，その結果牧尾における本裳では速度

最大値60-90cm/s,加速度最大値 1500

-2000 cm/s2と推定された。

また震源地に近い地域から沢山の記録が
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集められ，これによって従来裳源に近づく

につれて地震動の大きさの増え方が頭打ち

になる傾向があると云われていたが，必ず

しもそうとはいえないことが示された。

最後に，今回の地震で裳源から200km離れ

た東京新宿の超高層ビル群が異常なゆれを

起し，エレベーターの事故が続発した例が

示されている。長野県西部地震はそんなに

特別な地震とは思われないが，裳源付近で

は予想外の大加速度や大速度を起し，また

遠く離れたところでも予想外の大変位を起

したようであり，われわれの地裳に対する

知識がまだまだ乏しいことを知らされた。

d 崩壊災害

今回の災害で人命の損失をもたらしたの

はすべて斜面の崩壊および大規模な土石の

流動によるものであって，これは山麓にお

ける地震災害の被害拡大機構の特徴と云え

よう。この特徴を具体的に説明するために

まず斜面崩壊と土石の流動現象をつぎのよ

うに区分して，それぞれについてその発生

状況と規模，運動態 および被害をもたら

した経過を説明している。すなわち (a)大

規模な斜面崩壊（伝上川源流，松越，滝越

の崩壊） （b）風化軽石層からのすべり出し

（御岳高原の崩壊） （d）盛土や道路の崩壊

(e)大規模な岩屑なだれ および(f)土石流に

区分して説明している。

このうち(a)と(e)については，京都大学防

災研究所による現地調査と富山大学小林助
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教授による地質・地形調査（本章第 2節）

の結果にもとづいてやや詳しく説明されて

いる。大規模崩壊については，火山噴出物

の特殊な堆積構造と堆積形態が地下水の集

中と相まってひき起されたことを示してい

る。

またその崩壊土石の流動性については，

流動コースの始点と終点の高度差と水平距

離の比で表わした等価摩擦係数の値

0.11-0.12は他の類似の崩壊流動例にくら

べてやや低いことを指摘し，流動土石塊の

下層に水が飽和状態で含まれていて流動し

やすくしたものと解釈している。とくに伝

上川源流における斜面崩壊の結果，大規模

な岩屑なだれが発生したが，その流動過程

については，土石の堆積状況の観察，下流

での目撃者の証言あるいは他の類似の土

石流動例などにもとづいて，できるだけ具

体的に流動状況の復元に努めている。しか

し崩壊源の出発地点から10キロメートルも

下流の堆積域に到達するまでに，流動形態，

流動物組成にかなりの変化が生じており，

その変遷過程の全貌の把握は難しい。

つぎに崩壊土石の流下に関する今後の危

険度と危険防止については，調査結果にも

とづいて次のような見解を述べている。

まず山体の崩壊については，今回の崩壊

箇所の二次的な崩壊は充分予想されるが，

崩壊の規模は小さく，適当な対策工事によ

って被害の抑制は可能である。また今回の



崩壊斜面以外の大規模な山体崩壊について

は，一般的には山頂に近い尾根で地下に埋

積谷構造をもつところが危険度が高いが，

地下構造の調査をしない限り，危険度の具

体的な評価はできない。しかしとくに山頂

部に直接源を発する沢沿いに人の集まる施

設を計画する場合には，その上流斜面での

地下探査を行なって危険度のチェックを行

なうことをすすめている。なお他の種類の

崩壊に対する危険度の点検や防災上の注意

も指摘されている。

とくに今回の地震で生じた斜面の亀裂に

ついては，定期的に物尺で測ってその拡大

の有無をチェックすることをすすめてい

る。

また岩屑なだれや土石流が発生した渓流

については，今後地痕がなくても豪雨によ

って崩壊や堆積土石の急激な再移動が生じ

る可能性があるので，豪雨時における流況

変化のモニターや下流の住民，通行者に対

する警報システムの重要性が指摘されてい

る。

e 災害時の情報伝達

この問題はいままでに紹介された自然科

学的な調査，研究と全く異なり，災害時の

人間，社会の対応行動について調べられた

ものである。

災害のような異常事態に遭遇したときの

人間行動については，防災科学上きわめて

重要な問題にもかかわらず従来はあまり研
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究の対象となっていなかったが，最近はそ

の重要性が認識され，災害科学の総合的研

究の一環として，この分野の研究活動が活

発になっている。しかしながら人間の行動

全体についてはあまりにも範囲が広いの

で，今回はとくに王滝村で現地調査に従事

された東京大学新聞研究所のグループによ

る災害時の情報伝達の問題に限定して執筆

をお願いした。

まず行政当局や電話局の災害への対応に

ついて災害発生直後から災害復旧までの過

程を通じて「有線放送」や「行政無線」の

被災状況，利用状態が刻明に追跡されてい

る。

とくに被害の実態を外に伝えて救援を依

頼するために必要な王滝村と外部との緊急

連絡については，孤立防止用無線電話，警

察電話の有用性が認識されたが，普通電話

回線は通話が殺到して肝心の情報の伝達に

はあまり役に立たなかった。

今後の留意すべき点としては，情報伝達

網の複線化，行政用無線の整備，あるいは

別組織（たとえば営林署など）の行政機関

との緊急時相互情報交換の促進などがあげ

られている。

つぎにマスコミの災害への対応について

は，ラジオ，テレビの放送局や新聞社によ

る災害発生後の取材開始と放送，報道の経

過が具体的に報告されている。マスコミの

情報の収集，連絡や取材上の問題点に関し
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ては，まず取材のために一せいに公的機関

に電話をかけて通話線を輻較させ，行政上

必要な情報伝達を著しく阻害する面があっ

た。

また別々の取材者による同じ質問のくり

返しや，被災家族に対する思いやりのたり

ない取材姿勢が非難され「マスコミ公害」

といわれるような状態も一時的に出現し

た。

一方マスコミは全国に被害情況を伝える

ほかに，被災した人々に役立つ情報を提供

すべき使命を有しているが，この面では家

族などの安全を心配する人に「安否情報」

を伝えたり，水道・電気の復旧予定や救援

物資の到着を知らせるなどいわゆる「生活

関連情報」の伝達を通して貢献があった。

とくに災害時の住民にとって最も必要な

のは，二次災害の発生のおそれとそれへの

備えに関する情報であるが，調査によると

王滝村では本裳および大崩壊の生じたあ

と，大きな余震やダム決壊に対して不安を

抱いた人が7~ 8割にも達していた。この

ような状態で 9月17日に自然ダム決壊のお

それにもとづく「避難準備の指示」が一部

で「避難指示」と間違えられかなりの混乱

が生じた。このようなときに恐慌状態に陥

るのを防ぐためには，何よりも正確な情報

を迅速に伝達しなければならないが， とく

に有効な防災対策のためには，単に情報伝

達システムの整備のみでなく，情報を受け
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とった場合の具体的行動のあり方につい

て，平素の訓練等を通じて住民に徹底させ

ておくこと力憎狂れる。

3) 災害から何を学ぶ力‘

以上述べたように今回の地裳災害に関す

る調査，研究によってそれぞれの専門分野

で多くの新しい知見が得られた。

地震の前後に王滝村の地下にどのような

異変が起ったか，村内のある特定の地域に

いかに激しい地裳動が生じたか，またどの

ような地形・地質の場所でどのような崩壊

が起こり，どのような形で土石塊がどこま

で流れ得たか，などについて，従来ば憶測

の段階にとどまっていた現象に関するデー

タがかなりはっきり得られた。

このような成果は広く地球科学あるいは

防災科学の進歩に寄与するとともに，同じ

ような山麓での地裳災害に対する防災計画

の碁本的資料として有効に利用されるであ

ろう。

しかし一方住民のなかには，地裳の最中

にもっともほしい防災上の判断，情報が得

られず，またその後も将来の生活の不安を

解消するような指針となる発表がないこと

に対して，現代の科学，技術のあり方に不

信感失望感をもたれた方も少くないであ

ろう。たしかにいまの科学で同じような直

下型の地震の有効な予知を行うことは不可

能であり，また崩壊の危険のある斜面を正



ご：

確に指摘することはきわめて困難である c

しかしそのことは防災対策が全くたたない

ということではないのである。

災害はいうまでもなく異常な自然現象の

発生によるものであるが，現象の発生がそ

のまま災害になるのではなく，その結果と

して人間の生活，生産の場が被害を受けて

初めて災害となるのである。したがって異

常な自然現象が完全に解明されなくても，

ある程度の情報にもとづいて人間の生活，

生産の場を守ることができれば，それなり

に被災の程度は大幅に減ずることができ

る。例えば地震の予知が完全にできなくて

も，ある程度この地方ではどのくらいの地

震があるかが経験的に分れば，その地霞に

耐える程度の家屋，道路，橋梁などを作っ

ておくことによって地震被害を大幅に減じ

ることができる。

このような意味で今回の災害は，地裳お

よぴ崩壊という異常な自然現象が村の生

為生産の場を襲った手口を刻明に残して

おり，そこから人々は今後の自衛の手段を

数多く学ぶことがでぎるはずである。学術

的に調ぺられた個々の被害発生の経過とそ

の対策については，この章のなかで諸所に

述べられているが，今回の災害はそれ以外

にも実に多くの経験的教訓を村内のいたる

ところ，家のなかにまたその周辺の土地に

深〈刻みこんで残している。そのような教

訓を立派に生かしてゆくためには，個人，
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家族，集落，村などのさまざまなレベルを

通してのきめの細かい反省，検討と専門家

からの助言，協力が必要であり，さらに行

政機関を通しての行政的，財政的協力が必

要なことはいうまでもない。

このような教訓を生かした今後の防災対

策については，当面，村当局がその計画と

実現に最善の努力をつくしていられること

と思うが， とくに防災科学の観点からみる

と，土木，施設の面で対策工事を中心にし

たハードな手法と監視，誉報，避難など人

間行動を中心にした面でのソフトな手法と

の調和性，相補性が肝要である。

そして最終的には「村の災害を防ぐのは

今回の災害の教訓をもっとも身近に感じと

った村民自身の力である」という防災意識

の高揚が防災対策の成功の鍵であるといえ

よう。
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第 2節王滝村周辺の地形・地

質と災害

富山大学教養部

なり，南縁から王滝川にむかって全体とし

ては北斜面をしめす。南緑から王滝川まで

平均的な水平距離 5-6 kmにたいし

700-800mほどの高度差がある。

小林 武彦 したがって，大局的にみた王滝村の地形

この節では，はじめに王滝村とその周辺

地域の地形・地質の生い立ちを概観し，そ

れから長野県西部地震による斜面崩壊の地

形・地質要因を具体的に検討する。また，

防災のために今後必要と考えられる調査・

対策にふれる。

1) 王滝村周辺の地形発達

王滝村は，木曽川上流部にあたる木曽山

地の西端に位置している。村の中央を東西

に横切る木曽川の支流王滝川は村を 2分し

ているが，この川を境にして南と北で地

形・地質が異なっている。

村の北半部は，主に溶岩や火砕岩がつく

る御嶽火山の火山体の南斜面で，斜面の開

析がすすんではいるがおおむね王滝川に向

って高度を下げる。村の最高点は北緑にあ

る御嶽山頂上の剣ヶ峰(3063m)で，剣ヶ峰

から真南の王滝川まで水平距離約10kmで約

2 kmの高度差がある。

村の南半，すなわち王滝川右岸は主に中

生代末～第三紀初めの濃飛流紋岩類ででき

た山地で，村の南緑には小秀山 (1982mlを

最高点として標高2000-1600mの峰が連
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は王滝川を底として西から東へ傾く広い樋

のような形をしている。もちろんこの樋の

壁は決して平滑ではなく，谷底から尾根ま

での比高が500-600mにものぼる深い谷

が刻まれた山地である。しかし，山地の尾

根や頂部に比較的平坦な所が広く認められ

る。村の北半部では火山斜面が侵食によっ

て台地や尾根状になった平坦地が広く存在

する。村の南半部でも海抜1600-1300mの

尾根部に緩傾斜地があったり，やせ尾根で

あってもほぼ同じ高さを持つ尾根が面的に

ひろがっていて，この地方がかつてはずっ

と平坦であったことを示している。

急斜面の存在は斜面崩壊の第一の前提で

ある。深い峡谷に刻まれた木曽の山地はい

つ頃どの様に形成されたのだろうか。

山地の形成は大地の生い立ちのなかでは

ごく新しい事件であり，第四紀も後半の最

近約50万年間のことである（表 1)。

今から300-200万年前，第四紀初頭ころ

の日本列島は，それまでの長い緩慢な隆起

の結果として全体的に高度が低く起伏も小

さい侵食準平原的な地形であったと推定さ

れている。木曽地方も海抜高度が低くずっ

と平坦であったらしい。過去の広い平坦面
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隆起・侵食

生
ユ

ラ
紀

＇ 美i農帯

代 柑：
中・古生附

（海成の砂岩・泥岩・
紀 チャート）

23000 

古

生 岱

代
紀

表 1 木曽地方の地形・地質
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図1 木曽川上流部の接峰面図（岡山俊雄、 1930)
地名と高度は第者が加えた。等翡線は100m

間隔。縮尺は図 2と同じ。

をあらわすために木曽地方の接峰面図（図

1) を掲げた。

接峰面図と言うのは，古い時代の地形を

考えるためにしばしば用いられる地図の一

種である。図 1に掲げたものは 5万分の 1

地形図を均ーなマス目で割り，それぞれの

マス目の最高点の座標（位置と高さ）を用

いて等高線を描き直したものである。こう

して描かれた等高線はちょうど食卓に並ぶ

食器にかけた覆いが示す凸凹に似て，細か

い凹地を消去してもっぱら地形の高いとこ

ろの様子を示したものとなる。したがって，
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匿地蔵峠火9lliHii

□ I狐19t• 9●飛流紋岩煩

巳中・古耀

一 99節～9JtI暉（し（：岐砂礫層~地磁即畔｝

図2 御嶽山周辺の地質図（桑原徹、 1973)

A-A'は図 4の位骰を示す

木曽地方のように尾根の上などにかつての

平坦面の断片と見られる地形が残る場合，

接峰面図は過去のまだ侵食が始まっていな

かった時代の地形に近似した形をあらわ

し，地形の生い立ちを考える手がかりを与

えてくれるのである。

図 1では御嶽山の周囲に海抜1600-1400

mの平坦面と， 1300-llOOmの平坦面が認

められる。これらの面は，現在南西を阿寺

断層に断たれているが， もともと南方の美

濃準平原（海抜900-600m)や三河準平原

（海抜800-200m) と続いていて，
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1600-1400m平坦面は第三紀末に生じて

いた準平原と見られており，木曽で地蔵嶺

面と呼ばれる1300-llOOm面は更新世前

期の100万年前ころに出来た幅広く浅い谷

をつくる平坦面であると考えられている。

つまり，約100万年前ころまでの木曽は非常

に平坦だった事をしめしている。

ところが，約50万年くらい前から日本列

島の山地は全体に激しい隆起を始めた。木

曽地方もまた， 日本アルプスなどと共に隆

起をはじめた。その運動は現在も続いてい

るが，東西方向の圧縮力による地殻運動と

して阿寺断層などの水平ずれ断層の運動と

ともに進行した。飛騨山脈から近畿にいた

る糸魚川一静岡線の西側の地域における隆

起は一般に東ほど隆起量が大きかった。阿

寺断層の両側で，隆起準平原が示す約

700-800mの高度差もその大部分はこの

ような差別的隆起の結果である。

急激な隆起の進行は河川の侵食力を再び

高め，河川は隆起最に見合った下刻をおこ

なった。木曽川とその支流は深い谷を刻み

急峻な木曽の山地を作り出した。かつての

平坦面にあたる定高性尾根や平頂峰などと

図3 木曽川の河岸段丘一岐阜県坂下町一
（翡木信行、 1980)

河床との間には500-600mもの高度差を

もつ急な谷壁が形成された。王滝村の南に

あたる大桑村で「ゴーヤ」地と呼ぶ急斜面

が阿寺川流域に広くみられる。法政大・山

川克己氏 (1986) によれば，この地形は急

な谷壁の岩盤が崩壊して作った地形であ

り，崩壊の直接原因は地裳ではないかとい

う。木曽地方南部におこる斜面災害には，

このような比高の大きい谷地形に関係した

ものが多い。

地盤の隆起と河川の侵食で木曽地方の起

伏が増しつつあった30-20万年前ころ御嶽

火山の活動が開始された。御嶽火山のよう

な成層火山の活動はほぼ同じ位置で噴火を
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; : !A'' 

I :;f戸―よ

図4 王滝川流域（中流部）の地質断面図（浪飛流紋岩団体研究グループ、 1973)

lE□アダメロ斑岩 2．思恩！新期流紋岩類 3.巨三瀬戸川溶結凝灰岩層

4.匿璽黒沢角礫岩層 5.巨目白川層 6.E且］ウグイ川溶結凝灰岩屈

7 四真弓峠溶結凝灰岩附 8•E三］高樽l容桔凝灰岩府 9 璽冒古生府

繰り返し，火口の周りに噴出物を積み重ね

ていくので，活動それ自体が急斜面の形成

過程である。御嶽火山の場合，成層火山体

の形成という斜面形成と同時に周辺から激

しい下刻がなされ，地形の起伏は増し構造

も複雑化した。

一方，約10万年前から 6万年前にかけて，

木曽川のほぼ全流域で木曽谷層と呼ぶ砂礫

層の堆積が起こった。その堆積は木曽川沿

いに広く段丘面を残し松源地面と呼ばれて

いる（図 3)。木曽谷層は主に非火山性の砂

礫で構成され，上部に御嶽火山起源の火山

性砕屑物に富む層準を挟んでいる。王滝村

でも「松越」崩壊を起こした段丘や，滝越

の崩壊尾根には木曽谷層が露出している。

木曽地方の隆起や阿寺断層の活動は木曽

谷層の堆積と関わりな〈続いた。木曽川中

流の岐阜県坂下町では， 4段の河岸段丘が

阿寺断層によって切られ，垂直にも水平に

もずれ（変位）を起こしているのが観察で

きる。断層による段丘の変位は古い地形面

ほど大きく，新しいほど小さいので変位が

時間とともに累積してきたと見なされる。
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つまり，山地の隆起とともに断層運動も現

在まで一貫して続いていることになる。

2) 王滝村とその周辺の地質

長野県西部地震による崩壊は，地質と深

い関係をもって発生した。とりわけ，大規

模な崩壊は御嶽火山の特定の時期の噴出物

に関係して生じた。崩壊と地質の関係を考

えるため，王滝村とその周辺地域の地質を

概観しよう。

a 御嶽火山の基盤の地質

御嶽山周辺には美濃帯中・古生層と呼ば

れる海成堆積岩と濃飛流紋岩類と呼ばれる

中生代末～新生代初めの莫大な火山噴出物

層が広く露出し，その他に花岡岩・花商斑

岩などの貫入岩や更新世前期の地蔵峠火山

岩類と玄武岩がみられる（図 2)。美濃帯

中・古生層と濃飛流紋岩類はちょうど御嶽

山頂の下を通る北北西ー南南東の境界で接

し，東側に美濃帯中・古生層，西側に濃飛

流紋岩類が分布する。両者の境界付近には

花尚岩や花岡斑岩の貫入岩体がみられる

（図 2, 4)。地蔵峠火山岩類およぴ玄武岩
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sl,sl 

N•.. j 芯稔号，t：
畠彎

攣□麟｀｀〗戸図5 池ノ越北方の王滝川河床（左岸）にみられる“火道角礫岩＂のスケッチ

ss：砂岩 sl：干枚岩質粘板岩 ssl：砂岩と干枚岩質粘板岩の互層 fss：細粒砂岩

ft£：細粒凝灰岩 s£s：粗粒凝灰質砂岩 Gp：花岡1欠］緑斑岩 wt：溶結1疑灰岩

Br：主として花岡閃緑斑岩礫からなる角礫岩 br：主として古生層岩片からなる角礫岩

（濃飛流紋岩団体研究グループ、 1973):—池ノ越の位骰は図 6 参照

は地蔵嶺面に分布する。

美濃帯中・古生層はこの地方に露出する

最も古い岩石で，灰色～灰褐色の砂岩•黒

色の泥岩（粘板岩）・淡灰色のチャートなど

からなる。この地層はかつて，古生層と呼

ばれていたが，微化石の研究などによって

中生代層の分布が相当広いことがわかった

ため最近は中・古生層と呼ばれるようにな

った。この地層の地質構造は複雑であるが，

一般的な走向はNE-SWで北西に急斜す

ることが多い。御嶽南麓の鈴ヶ沢周辺から

濁川にかけての地域では，この地層が堆積

した時の大規模な海底地すべりによって生

じた複雑なしゅう曲構造や細かい割れ目が

発達している（地質調査所山田直利氏の御

教示による）。そのため全体に岩石は脆くな

っており長野県西部地裳により沢山の小規

模崩壊をおこした。

濃飛流紋岩類は一般に淡灰色～青灰色の

緻密で固い岩石であるが，大部分が火砕流

堆積物と呼ばれる火山噴出物である。火砕

流堆積物とは，噴火時にマグマが泡立った

高温の滴ないし破片（つまり，可塑性の大

きい軽石・火山灰等）の状態でガスととも

に噴出され，高速で流動してできた堆積物

である。熱いままで堆稽するため熱と自重

により再ぴ融けあって固結することも多

く，その様にしてできた岩石は溶結凝灰岩

と呼ばれる。濃飛流紋岩類も大部分は溶結

凝灰岩であるが，堆積後さらに熱変成をう

けて一層堅く緻密な岩石になっている。

その噴出は，今から約7000-6000万年前，

すなわち中生代白亜紀末～第三紀初めころ

長期にわたって断続的におこったもので，

噴出源は現在の阿寺断層付近に生じた延長

数10kmに達する巨大な割れ目であった。こ

の岩石の分布は御嶽山の南西側半分を含み

美濃ー飛騨の広い地域にわたっており，現

存する面積は約4000km凡噴出総最は10000

km3に達する。大景の火砕流堆積物の噴出は

広域に陥没をおこし，その陥没盆地にはひ

き続き噴出した濃飛流紋岩類が厚く堆積し

て埋め立てた。

王滝村の南部～西部には濃飛流紋岩類の
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上半部が分布し，積算した層厚は約2500m

に達する。その構造は一般に北東にゆる＜

傾く同斜構造であるが，東緑部約 4-5 km 

の範囲では盆状構造を示す（図 4)。王滝村

池ノ越の王滝川岸には，最末期の濃飛流紋

岩類を噴出したと見られる噴火割れ目が，

噴火時に火道内で生じる火道角礫岩に充堰

されて露出している（図 5)。

花岡斑岩・花尚岩類は浪飛流紋岩類の活

動の末期に緑辺部に貫入した。王滝村南部

のウグイ川上流では角閃石黒雲母花商閃緑

岩が濃飛流紋岩類を貫いて接触変成作用を

与えている。濃飛流紋岩類にみられる広域

な熱変成は地下に広く貫入したこの様な岩

体が起こしたものと考えられている。

地蔵峠火山岩類は，木曽地方がまだ平坦

であった地蔵嶺面形成期におもに北方から

流れてきた安山岩質の火砕流堆積物・土石

En テ7ラ層
年 代 年代活動史
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表2 御嶽火山の活動史（かっこでくくり表に
いれた !~N期という名称は小林他、
197]などで使用してきた活動史区分）

流堆積物で構成されて，北部では安山岩溶 えられる。なお，信州大学・酒井潤ー氏ら

岩が含まれ， また一部には小規模な玄武岩 (1985)は，御嶽火山の古い時期の噴出物

体も見られる。地蔵嶺面の開析で現在は分 中に大町テフラ層 A-Pm軽石層の最上層

布が分断され，尾根の最上部のみに残るに (39.SXlがF.T．年 BP)が挟まれると報告

いたっている。この火山岩類の生成時期は， をしているが詳細は未公表である。

阿寺断層上に噴出した上野玄武岩とほぼ同 火山活動の経過は主に噴出物の状態から

時期で約100万年前と考えられる。 読み取られる。御嶽火山の活動は，長い時

b 御嶽火山の活動史と地質 間尺度でみても短い時間のなかでも活動的

この火山の活動開始時期を正確に判断す な時期と，活動が比較的静かな時期が繰り

るためのよい資料はまだ得られていない 返されたらしい。たとえば，それぞれ数万

が， 10万年よりもずっと前であることは確 年程度の期間を持つ 2回の活動期と 2回の

かで，ざっと20-30万年くらい前の事と考 静穏期が交互に繰り返して現在に至ってい
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図7 新期御嶽テフラ層のおもな軽石層の分布

（竹本・百瀬•平林・小林， 1996による）
奈川軽石層はPm-III'軽石累／屑に属す

る一つの降下単位府である。

王滝軽石府・伊那軽石府・潟町軽石

府はそれぞれが一つの降下単位府で

Pm-II'軽石累層に属する。

西部・東南部・北部などに広く残っている。

山体の外緑は河谷に深く侵食・開析されて，

溶岩の急崖に緑どられた馬の背状台地とな

ってのこっている。倉越原または鞍越（断

崖の上の緩傾斜地の意味），幕岩（幕を張り

巡らせたように続く岩壁の意），千間樽（幅

の広い滝の意）など地形に由来する地名は

そのような台地に付けられたものである。

残存している古期御嶽火山体の構造はおも

に溶岩と土石流堆積物で作られており，少

最の火砕流堆積物・降下火砕岩層を伴って

いる。

古期御嶽の末期～静穏期には山体のどこ
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かで大規模崩壊が起こり，和村泥流と呼ぶ

岩屑流堆積物を木曽川沿いに流下させた。

その堆積物は木曽川沿いに約80km下流の岐

阜県中津川市まで追跡され，赤土平面と呼

ばれる古い段丘で分布が認められている。

古期御嶽活動期後の静穏期の活動状況は

ほとんど分かっていない。この時期に火山

体の侵食が進み深い放射状谷力咳りまれた。

永い静穏期ののち，約 8万年前に始まっ

た新期御嶽の火山活動は，冒頭に大景の降

下軽石を噴出して火山中央に角張った形の

カルデラを形成し，その後約 5万年間の活

動をカルデラ盆地の中で行なった。噴出物

はカルデラを埋めて新期御嶽の火山体，す

なわち現在の御嶽山を築き上げた。また，

この活動期には大飛のテフラを噴出し，太

平洋から日本海まで本州中部に広く堆積さ

せた時期でもある（図 7, 8)。

新期御嶽活動期の前期と後期は時間的に

はほとんど連続していたが，噴出物は鮮明

に変化した。前期には流紋岩～デイサイト

質マグマ (Si0266-70%）の噴出を行い，

後期には安山岩質マグマ（SiO,52-64%) 

を噴出した。

前期の活動は，流紋岩質軽石の激しい噴

出とカルデラ形成で始まった。莫大な

Pm-I軽石累層とその前後の Pm-I' 

軽石累層 •Pm-II軽石累層などの噴出で

火山中央部は破壊され，三角形に近い形の

カルデラを生じた。三笠山・小三笠山・上
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図10 木曽川泥流堆積物の分布
（藤井登美夫、 1976)

俵山などはカルデラ壁の一部である。ひき

続く活動はデーサイト質の噴出物を生産

し，溶岩円頂丘ないし厚い溶岩流，火砕流

堆積物などでカルデラを埋め立て約2900m

の高度を持つ新たな火山体（継母岳， 2867

mなど）を作ると同時に， Pm-II'軽石累

層， Pm-III'軽石累層， Pm-III軽石累層な

どのテフラを噴出・堆積させた（図 7)。こ

の時期のテフラ層を新期御嶽下部テフラ層

と呼ぶが，王滝村にも厚く堆積しており風

化して軽石は白色～黄色，火山灰は灰色

1 0 

z~ 

2.0 
km 

～灰褐色を呈している。御岳高原黒石原（図

9)では新期御嶽下部テフラ層が長野県西

部地裳で崩壊を起こし，「松越」崩壊では軽

石層が主な発生要因となった。なお，木曽

川流域にはテフラと共に岩屑流，土石流堆

積物などの形で火山性の砕屑物が多罷に供

給された。木曽川下流の濃尾平野一帯や名

古屋港の海底にも，御嶽の火山性砕屑物に

富む砂礫層が知られている。

後期の安山岩質マグマの活動は，約 6万

年前にはじまり，姶良 Tn火山灰層 (2.3万
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年前）の堆梢以前に終った。この時期には

安山岩質の溶岩や火砕岩の噴出が，火口の

小刻みな移動をともないつつ繰り返して，

御嶽山中央部に複合成層火山を作った。こ

の時期のテフラを新期御嶽上部テフラ層と

呼ぶ。山頂部や山腹の複雑な起伏は主にこ

の時期に生じたもので，山腹の狭い谷に流

れ込んだ溶岩や火砕流は長距離を流下して

谷の中に平坦面を作った。濁川右岸の台地

もその例で平坦面の延長は王滝川右岸の赤

棚や滝越東の長野県西部地震で崩壊した尾

根にも及んでいる。

新期御嶽上部テフラ層はスコリア・火山

灰など安山岩質火砕物で構成されており，

本来の色は黒色であったが風化によって現

在は赤褐色～黄褐色を呈している。このテ

フラ層の下部には千本松軽石層 (S-Pm),

三岳軽石層 (M-Pm:伊那では Pm-IV,

Sc-Iと呼ぶ）など初期に噴出され遠方ま

で広がって堆積した厚いスコリア層が挟ま

れる。しかし，上部テフラ層のスコリアは

各々の噴火による堆積層（降下単位層）は

最がすくなく，分布面積も狭いが，噴火の

頻度は高かったらし〈単位層の数は非常に

多い。

千本松軽石層 (S-Pm)は，富士山の宝

永軽石 (1707年）と同様に 1つの降下軽石

層のなかで下部と中～上部の間に色や組成

の変化がある。下部は白色ないし明るいだ

いだい色で斜長石・紫蘇輝石・角閃石の斑

第2節 王滝村周辺の地形・地質と災害

珈 J9は泉

& a m紐 ・ 溢 泉 0 kll 
へて 1ぼ1・t；脈

-’’'げ和？，
第11図御嶽火山山頂部の火口群と

過去の大規模崩壊

N 

崩壊地のおもな地質：
a舟暉1御狐前期I,l’t出物（流紋岩～デサイト質）

b-i/i，期御狐後期lll't出物（安山岩質）

晶をもち比較的珪長質なのに対し，中～上

部は暗褐色～暗赤褐色を呈し斑晶が斜長

石・普通輝石・紫蘇輝石・かんらん石でや

や苦鉄質である。長野県西部地震で伝上川

源頭部に生じた大崩壊（通称で御嶽崩れ）

の谷底にはこの軽石層の下部にあたる黄色

の軽石が広〈露出しており崩壊発生のおも

な要因の一つだったとされている。

後期活動の中頃に火山の一部で巨大な岩

屑流が発生し，山頂から約200km流下した

（図10)。その堆積物は木曽川泥流堆積物と

よばれ，現在も御嶽山北東麓の開田村から

木曽川下流の岐阜県犬山市や各務原市まで
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分布が認められる。その体積は長野県西部

地誕による伝上崩壊の岩屑流堆積物に比べ

て100倍以上もあったであろう。

現在の山頂部には大規模崩壊の地形が認

められる（図11)。それらの崩壊の一部は新

期御嶽後期の活動中に生じたことが明らか

である。崩壊地形の発生位置は新期御嶽の

前期および後期の前半に生じた山体に限ら

れ，後期活動の後半に生じたーノ池，三ノ

池，四ノ池など火口地形の残る成層火山群

には認められない。

新期御嶽の活動期は姶良 Tn火山灰

(AT)の降灰（約2.3万年 BP)以前に終り，

最近約 3万年間は静穏期にあたっている。

静穏期の火山活動としては温泉・噴気など

恒常的な熱放出活動の他に間欠的な水蒸気

爆発（マグマが直接噴出せず，地下の水が熱

せられ水蒸気化しておこる爆発）をおこな

ってきた。山頂南の地獄谷頭部やニノ池か

らサイノ河原にいたる斜面には水蒸気燥発

による小火口地形が認められる。また，山

腹の泥炭層には水蒸気爆発によるテフラ層

が見いだされ，最近約6000年間（アカホヤ

火山灰以降）に少なくとも 5回の水蒸気爆

発が起こった事がわかる。最も新しい燥発

は1979年にあった。

静穏期にも大規模崩壊が起こったのであ

ろうがあまりよく分かっていない。岐阜県

小坂町，濁河温泉奥の硫黄沢では1932年に

豪雨にともなう崩壊が起こった。また，王

144 

滝村濁川上流の白川では1952年の地震によ

る崩落が知られている。

なお，御嶽火山の今後の活動はどうだろ

うか。当分は静穏期の状態にあると考えて

よいが，ずっと先には再びマグマの噴出が

起こり活動期が始まると想定せざるをえな

い。しかし，それが何時起こるかについて，

現時点では誰も明瞭な根拠をもって予測す

ることは出来ないであろう。

3) 長野県西部地震により生じた斜面崩

壊の地形・地質要因

a 火山噴出物に関係した崩壊

この地震で発生した大規模な崩壊はいず

れも新期御嶽火山噴出物， とくにテフラ層

と深い関係が認められる。各崩壊は，それ

ぞれ特定のテフラ層ないしテフラ由来層を

江り面として上位層が「層江り」型の崩壊

を起こした。

一般にテフラは細かく発泡した火山ガラ

スでできているため常温でも不安定で，水

分の存在により容易に粘土化する。粘土化

が進むとテフラ層は物性的に軟弱になっ

て，軽石や火山灰の気泡自体が消失したり，

上位層の加重により空隙が押しつぶされた

りして難透水性の地層に変わってい〈。こ

のような難透水層をはさむ地質にたいし水

分が多最に供給されると，難透水層上位の

地下水位は上がり不安定になる。そこに地

裳動が働けば上位層との境界面が「江り面」
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太線は崩壊後の地形をあらわす。

となって崩壊が起こる。江り面が急傾斜な

ほど崩壊を発生しやすくなる。これがテフ

ラ層を江り面として崩壊が発生する一般的

な理由であろう。

長野県西部地裳の場合も， 1週間前から

の約200mmの降雨は地下水位を上げ，江り面

の生成をうながしたものと思われる。伝上

崩壊のように江り面となった軽石層が埋没

谷地形を被って堆積していた所では，テフ

ラ層の上面に沿って水が埋没谷の底部に出

来やすい状態が準備されたであろう。

長野県西部地裳による崩壊地における江

なく，地震による崩壊はヒり面の傾斜が緩

くても発生する危険性があることを示して

いる。また，滝越や黒石原の崩壊部直下に

おける土砂の移動は，流体の運動というよ

り，破片の集合物の崩れ落ちを思わせる運

動であったことが堆積物の分布からうかが

える。これも地震による崩壊の特徴かもし

れない。

黒石原や鞍越など厚いテフラ層内でおこ

った崩壊では，崩壊区域のどこかにテフラ

層が人工・自然の切断をうけた箇所があり，

それが崩壊を起きやすくした疑いがある。

テフラ層のように未固結の地層においても

地層の切断や撹乱が地層本来の安定性を低

下させるのかもしれない。

なお，崩壊発生に直接関係した断層・割

れ目の存在についてもいろいろ検討された

が，地表では発見されなかった。

①伝上崩壊（通称御嶽崩れ）

この崩壊は新期御嶽後期の成層火山の一

っ，奥の院火山の山腹で起こった。山腹は

約25゚ の傾斜の平滑な尾根を作っていたが，

尾根の基部を横切る伝上川の深い侵食が尾

根の下部を不安定化してきていた。また，

崩壊した尾根の地下には新期御嶽前期の火

山体に生じた谷地形が，後期の成層火山の
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図14 滝越崩壊地の模式的地質断面図

破線は崩壊前の地形をホす，

噴出物に埋没されて隠れており，谷地形を

埋めた物質の最下位には千本松軽石層下部

の黄色軽石が挟まれていた（図12)。この軽

石層は著しく粘土化しているので，地誤前

の降雨の浸透水を埋没谷の底に集めて上位

の脆弱な火砕岩層を不安定化させ崩壊発生

の条件を作ったのであろう。崩壊地の頭部

には崩壊した尾根の断面（図13)か露出し，

その付近に複数のスコリア丘が千本松軽石

層を裂っていたことが解ふたぷん，千本

松軽石層を薄く被ったかつての谷には，風

上に生じたスコリア丘の噴出物が吹き寄せ

られて厚〈堆積し，埋め立てがなされたの

であろう。なお，この崩壊の発生にたいす

る断層や割れ目の関与も議論されたが令地

表調査では見つかっていない。

②滝越崩壊

この崩壊は，滝越盆地の北東にある尾根

の北西斜面に発生した。崩壊地には直線的

な急崖とその前面に緩傾斜の台地が残っ

た。急崖の主要部は新期御嶽後期の安山岩

で，上位には薄いシルト・粘土層と礫層が，

下位には一部で木曽谷層の礫まじり粗砂層
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、soom 、 0m 9 99 :0、、⑱

図15 王滝村中心部～御岳高原の長野県西部地震による斜面崩壊

凡例 実線：地裳による小規模崩壊（又は崩落）
格子：地誕による崩壊及ぴ移動土砂
打点部：古期御狐溶岩（倉越原洛岩）の露出
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図16 黒石原崩壊地の模式的地質断面図

破線は崩壊前の地形とテフラ屑の
状態を示す。

が露出する（図14)。安山岩は柱状節理の発

達した中心部と上・下の厚い角礫部からな

り，岩石は新鮮で堅いが安山岩層全体に節

理・割れ目が発達し脆弱であったと思われ

る。台地部には木曽谷層が露出する。木曽

谷層は新期御嶽前期のデーサイト質火砕岩

起源の灰色砂～シルトおよび火山礫からな

り一部に軽石礫 (Pm-IIIなど）を含んでい

る。シルト分に富むいくつかの層準付近か

らは湧水がみられ不透水層となっているよ

うにみられた。したがって， ここでは木曽

谷層の上面ないし上部の帯水部が辻り面と

して振舞い，おもに脆弱な安山岩からなる

上位層が崩壊したと考えられる。崩壊崖の

直線性からその方向が断層や割れ目を示す

ものではないかという見解もあるが直接的

証拠はまだ知られていない。

③御岳高原黒石原および鞍越・三岳村倉越

原大烏居の崩壊

黒石原と鞍越では，古期御嶽火山麓の丘

陵を被う新期御嶽テフラ層が，特定の層準

を江り面として崩壊した。丘陵の上の傾斜

はあまり急でない場所で，黒石原では 5ヶ

所で，鞍越では 2ヶ所で崩壊が起こった（図

15)。江り面の傾斜は 5~15゚ で決して急で

はなかった。黒石原では Pm-I軽石累層

の基底に辻り面を生じた（図16)。黒石原付

近の Pm-I軽石累層は厚さが 3~4m 

あり，軽石粒は粒径が3-10cm前後の発泡

の良い白色～黄色の軽石で，粒間にも空隙

が多く透水性はたかい。一方，その下位の

淡灰褐色火山灰層 (Pm-I'軽石累層の上

部にあたる）は著しく粘土化しており不透

水層となりうる。したがって，その上面を

江り面として崩壊が起こったと見なされ

る。崩壊の結果， Pm-I軽石累層以上の厚

さ10m前後のテフラ層が 150-50mの幅

ではぎ取られた。

黒石原の 5ヶ所の崩壊のうち， 3ヶ所で

は崩壊地の下端に車道が作られ， 1ヶ所は

崩壊の上限に車道が通っていた。残る 1ヶ

所は斜面の基部が沢の侵食を受けていたと

思われる。また，鞍越でも 2ヶ所とも崩壊

地の下端に道路がついていた。このように，

崩壊地におけるテフラ層の撹乱または切断

が地層の安定性をそこない崩壊が起きやす

くなったとみられる。

なお，崩壊地の周囲には過去の崩壊谷ら

しい地形が残っており，同様の崩壊が以前

にもあった事を示している。

三岳村倉越原の御嶽登山自動車道4合目

下の大鳥居わき崩壊は古期御嶽火山体を侵
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E
 

太い実線は崩壊地の谷底の地形を
示す。

食した谷の北向きの急斜面に起こった。崩

壊の上端は尾根の頂部に作られた道路であ

った。崩壊の幅は約50m,土砂は谷に沿い約

500m流れた。ここでは古期御嶽火山噴出

物とその崖錐が作る約35゚ の斜面に，火山灰

層を下位において弱風化の千本松軽石層

（厚さ約 4m)などが堆積していた。崩壊

は千本松軽石層と下位の火山灰層の境界面

を「江り面」としておこった。ここでも「ヒ

り面」が浅い埋没谷地形をつくっていた。

④「松越」崩壊

崩壊がおこった大又川右岸の河岸段丘は

木曽谷層最上部の粗粒な河成礫層の堆稼面

（松源地面）に崖錐性岩屑層および新期御

嶽上部テフラ層の一部が乗っていて，表面

は東へやや傾斜している。崩壊地では，美

濃帯中・古生層の泥岩・チャートと古期御

嶽活動期の礫層からなる急斜面に沿って新

期御嶽下部テフラ層の軽石層・火山灰層

(Pm-II~Pm-III)が風成で堆積し，低

所ではうすい亜角～亜円礫層を挟んでい

た。崩壊は，傾斜したテフラ層の表面にも

たれ掛かる（アバットする）ように堆積し

ていた木曽谷層におこった（図16)。つまり，

風化した黄色の軽石層上面を「江り面」と

して大礫～中礫の亜角礫ないし亜円礫から

なる木曽谷層が崩壊した。この段丘には，

崩壊地の約100m南に並んで今回の崩壊谷

と規模・形の似た谷地形があり，過去にも

類似の崩壊が起こったらしい。

⑤節理の発達する火山岩における崩壊

柱状節理の発達した溶岩や火砕流堆積物

には，小規模な崩壊（または崩落）が多数

発生した（図15)。この型の崩壊は天然・人

工の急崖に生じた上に，それぞれの崩壊岩

屑の最も少なく，移動も単純な落下に近か

ったので直接的被害はあまりなかった。し

かし，崩壊による道路の不通などを起こす

恐れはあり，事情によっては大きな影聾を

受ける危険性もあった。

b 基盤岩類の崩壊

地裳による基盤岩類の崩壊は，主に中・

古生層におこり濃飛流紋岩類では少なかっ

た。

中・古生層では，王滝村鈴ヶ沢右岸の濁

川林道周辺に崩壊が集中したが，この地域

が特に急傾斜地であることに加え中・古生

層に複雑なしゅう曲構造や細かい割れ目が

発達していたこと，この地域が裳源城（余

震域）にあたることに関係しているとみら
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れる。また，明らかに道路に沿って崩壊は

多く発生した。

濃飛流紋岩類にかかわる崩壊は比較的軽

微であったが，濁川林道の準平原面にちか

い山地頂部など緩傾斜地ではマサ化した濃

飛流紋岩類の小規模な崩壊がおこり，急崖

では節理にそう崩壊が見られた。大桑村阿

寺川流域の「ゴーヤ」地の例にも示されて

いるように，濃飛流紋岩類だからといって

崩壊がおこらないと考えることは出来な

い。

基盤岩の崩壊は急傾斜地の道路災害や鈴

ヶ沢におこった 2次的土石流災害などを除

くと直接的に大きな被害に結ぴ付くものは

多くなかった。しかし，崩壊の要因の如何

や条件によって，例えば地震であれば震源

の位置などによっても異なった起こり方が

想定さる。

4) 斜面崩壊による災害を防ぐために

長野県西部地裳による斜面崩壊の発生

は，王滝村周辺の地形・地質にきわめて密

接な関係をもっており幾つかの明瞭な素因

を求めることができる。そのような見地か

ら，今後の斜面崩壊による災害を防ぐため

に，一般的な地形・地質の調査のほかに次

のような調査，対策力噌釦tれる。

(1)空中写真判読などによる広域的な

崩壊地形の概査

長野県西部地裳による崩壊地の周辺には

150 

過去の崩壊跡とみられる類似した崩壊地形

が見いだされる。つまり，我々にとって長

野県西部地裳による斜面災害は希有な体験

であったが，類似の斜面崩壊は決して稀な

現象ではない事を示している。

晩年まで木曽谷の地質を研究された故島

田安太郎氏は，その著書「木曽谷の地質」

(1970) で木曽谷のデブリという章をもう

け斜面災害への注意を喚起している。それ

によると，木曽ではいろいろな地質条件の

所で山崩れや蛇抜けなど斜面崩壊が多く発

生しそれらによって出来た沖積錐が多い。

しかし，言伝えなどでも沖積錐は住宅地と

して利用してはならない所とされ，斜面崩

壊は繰り返して発生するという経験則が古

くから知られていたらしいという。沖積錐

に限らず，斜面崩壊はかならず一定の地形

変化を伴うので，崩壊地形の研究は危険度

を知るための重要な基礎資料を提供する。

その第一段階として，たとえば国土地理院

が地震後に王滝村周辺について行った崩壊

調査（国土地理院技術資料， D.1 -Nn260「長

野県西部地震調査資料」， 1985)のように，

主に空中写真などを用いて比較的広域に崩

壊地形の調査を行いその地域の斜面崩壊の

起こり方を把握する。

(2)崩壊が多発している地域や居住地

域付近の，過去の崩壊地形（崩壊谷地形や

沖積錐など）の現地調査や住民の災害経験

を調査して，各々の地点毎に可能な限り斜



面崩壊の起こり方を判定する。

(3)地霰による主な崩壊が風化したテ

フラ層に関係して発生しているので，崩壊

を起こしそうなテフラ層の分布を把握する

とともに，テフラ層の土質力学的特性と江

り面形成との関係を明らかにする必要があ

る。また，この地方において河岸段丘は重

要な生活の場であるが，御嶽山周辺の松源

地面には「松越」崩壊の素因になった河岸

段丘の地質構造がしばしば認められる。す

なわち，「江り面」となりうる傾斜したテフ

ラ層にもたれ掛かって堆積（アバット）し

た砂礫層がしばしば認められる。この様な

崩壊の素因を持つ段丘の調査を行い，必要

があれば土地利用計画の再検討を行う。

(4)上述のような調査資料を速やかに

公表し，住民がそれを防災に有効に利用で

きるような教育，広報活動を行う。

なお，本稿では，御嶽火山の火山活動に

直接関係した自然災害にはほとんどふれる

ことが出来なかったが，火山は静穏期にお

いても水蒸気爆発やそれに付随した地形変

化の危険性はあり，温泉・噴気活動による

岩石の変質も起こっている。それらの要因

による斜面崩壊の危険性に付いても検討が

必要である。また，かならずしも差し迫っ

た課題ではないと思われるが，火山活動期

の再来は甚大な自然災害をもたらす危険性

がある。火山活動度の変化を予察するため

には，静穏時の御嶽火山についての火山

第2節 王滝村周辺の地形・地質と災害

学・地球化学・地球物理学的資料が必要で

あり，定期的に試料採取や調査を実施する

べきであろう。また，火山活動の再開時を

考慮した一定の配慮も将来計画立案などの

さいには必要であろう。
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を下さった。記して甜意をあらわす。）
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名古屋大学理学部地設予知観測地域センター

青木治三

l) 活断層と地震

内陸最大といわれる濃尾地震は，明治24

年10月28日岐阜県根尾村に端を発し一瞬に

して建物全壊14万余戸，半壊 8万余戸，山

崩れ 1万余個所，死者7273人の大災害を引

き起こした。このとき地表に露出した断層

は，霰源地の根尾村から北西および南東方

向に点々と続き，総延長70-SOkm,最大の

水平ずれは根尾村で 8mもあった。

断層とは，地殻を構成する岩盤の大規模

なひび割れである。しかしこのときの断層

は，無傷の岩盤が割れたのではない。濃尾

活断層系といわれる古傷の一部が再活動し

たものである。根尾谷での地形学的な調査

によると，この断層の水平ずれは濃尾地裳

のときと同じ方向へ 3-5 kmもずれている

とのことである。もし断層の動きが地震活

動のみによって生じたならば，大地震 1回

で8m としても5000m-:-8 m=625回の地

霙が発生した勘定になる。なかには地裳に

ならず，ずるずる動いた部分もかなりある

には違いないが，根尾谷が何回も何回も大

地震にみまわれてきたことは想像に難くな

い。もっとも，こんな大災害を引き起こし

たのは，根尾谷に人が住みついてからは 1
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回だけ，その前の大地裳は約千年まえに 1

回あったかどうか， という大昔の話ではあ

る。

飛騨の山中に跡津川断層がある。方向は

ほぼ東西，長さ約60-70km, 周囲の地形か

らみると，この断層は今もなお活動してい

るらしい。こういう断層を活断層といい，

過去何千万年も前の地質断層とは区別して

いる。何万年もいや何十万年もかけて積り

つもった断層の水平ずれは数100mと推定

された。地震観測の結果をみると，微小な

無感地震が断層上に密集していて，今でも

断層が生きていることがはっきり判る。事

実1858年マグニチュード 7クラスの地震が

断層沿いに発生し大災害をもたらした。そ

のときの水平ずれは明らかでないが，マグ

ニチュードからして 1~ 2 m程度のもの

であろう。何百回かの大地震がなければ，

数100mものくい違いを生ずる筈がない。

もう一つ有名な例を挙げよう。昭和49年

5月9日，伊豆半島の南端にマグニチュー

ド6.9の地震が発生した。石廊崎の灯台は倒

壊寸前の状態になり，北西に延びる谷沿い

の部落では民家の一部が断層でひきちぎら

れるなどの被害が続出した。地表における

岩盤のくい違いは数10cm程度のものであっ

たが，地震学的な調査から地下深部のくい

違いは約 1mと推定されている。マグニチ

ュード，断層の長さ， くい違いの批， とも

に長野県西部地霰とほぽ同じ規模であっ



た。この地裳が活断層の仕業であることは

明らかである。航空写真をみると，尾根や

谷すじの〈い違いが素人でも判る程はっき

りと読みとれる。その長さはなんと200m

以上もあるのだ。地衷後この活断層は石廊

崎断層と名付けられた。マグニチュード 7

クラスの地震だけで，これだけのくい違い

ができたとすれば，伊豆半島南端は少な〈

とも200回以上の地震にみまわれたことに

なる。そのたびに尾根は崩れ，それが積り

つもって断層沿いの谷地形を作ってきた。

谷には土砂がたまり，人が住みやすくなる。

部落ができる。そして次の地裳がきたので

ある。

現在の知識では，無傷の地殻が破壊する

のは稀なことで，多くは昔からの古傷が何

千年に 1回かの割合でぎくしゃく動く，そ

の運動そのものが地裳である， と考えてい

る。なかにはずるずると動いて，大きな地

霰にはならない場合もある。地震があって

も， くい違いの盤に比べて，地裳動が予想

以上に小さい例も少なくない。だから活断

層があるからといって，必ずしも大地霰が

あるというわけではないが，確率的には，

活断層が大地裳の巣になり易いといえよ

う。大地震のときの断層は長い。だから大

きな活断層程大きな地震を発生する可能性

が大きい。逆に活断層が短ければ大地霰は

起きない。断層地形がはっきりしていると

いうことは，地裳発生の頻度が高いことを

第3節地震

意味する。もし地震の起きる率が極端に小

さければ，断層地形はたちまち風雨に削ら

れ，どこに断層があったかも判らなくなっ

てしまうからである。

東海沖の海底には，プレート境界がある。

フィリッピン海プレートが日本列島の下に

潜り込む所であるが，これはれっきとした

巨大活断層である。ここでは，平均して百

年に一度巨大地震が発生し，過去何回も太

平洋岸に大災害をもたらしてきた。最近の

例は昭和19年の東南海地裳， 2年後の南海

道地震である。その前は1854年の安政地裳，

さらにその前は1707年の宝永地震である。

何れもマグニチュード 8クラスの巨大地震

であった。しかし内陸では，大地震が再ぴ

同じ場所におこる時間間隔は海に比べては

るかに長い。千数百年の歴史では繰り返し

の資料はみつからないが，地質学的な証拠

から，地震は繰り返し同じ場所に起こるこ

とが判っている。いろいろな証拠から繰り

返しの時間は短くて数百年，長ければ数千

年あるいは一万年を越すらしい。いま各地

で活断層を堀りおこし，過去の地震がいつ

発生したのか，調査を進めているので，い

ずれ詳し〈判ってくるだろう。一つ一つの

活断層では，大地震が繰り返す時間間隔は

非常に長いのであるが，内陸の活断層はと

にかく，大変な数にのぼる。図 1は中部地

方の活断層の分布図である。大小の丸印は

被害地震の震央分布である（長野県西部地
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図 1 活断層と被害地震の分布

丸印は地震、数字は発生年（西暦）、星印は長野県西部地媒、

欄外のM6、M7等はマグニチュードを示す。
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裳は星印）。これらの線で示された活断層は

この地域の活断層の総てではない。活断層

と判定された顕著なものだけである。御岳

山麓のように厚い火山噴出物で覆われた場

所，堆稜層に覆われた平野部，地震の繰り

返し時間が長すぎて断層地形がはっきりし

ないものなどを考慮すると，これで何割把

握しているのかはなはだ心もとない。何れ

にしても最小限これだけの数はある。した

がって個々の活断層の活動は稀であって

も， 日本全体では被害を与えるような内陸

地裳の数は決して少なくない。内陸では地

震の裳源が15km以下と浅いのが普通であ

り，いたるところ人の住まない地域はない

ので，マグニチュード 6でも被害がでる。

マグニチュード 7ともなれば大災害とな

る。昭和に入ってから，死者行方不明ので

た地裳は23回あった。最大の被害は昭和23

年の福井地裳（マグニチュード7.3,死者

3895人），次は昭和 2年の北丹後地震（マグ

ニチュード7.5, 死者2925人）， 10人以上の

犠牲者のでた地裳だけでも 8回はある。昭

和以来の内陸地裳の犠牲者総数は，一万人

を超え，プレート境界の巨大地震の犠牲者

数約2500人の 4倍にもなる。内陸地震のマ

グニチュードは小さくても，場合によって

はいかに恐ろしい災害を招くか，如実に語

る数字である。

長野県西部地裳はこのような内陸直下型

の地震の一つであった。しかも地表には活

第 3節地震

断層を示唆する何物も無い地域で，予想も

していなかった所に起きた大地裳であっ

た。次に，昭和59年 9月14日早朝，王滝村

の地下で何事が起こったのか，そしてどう

なっていったのか，順を追って述べてみよ

つ。

2) 王滝村の地下で何が起こったか？

9月14日，牧尾ダムの堰堤にある名古屋

大学の高感度地猿計はこの日もまた微弱な

地霰動を記録紙に描き続けていた。午前01

時00分08秒，遠地の地誤でかすかに記録計

のペンがふれだした。振動は一分半程で収

まりまたもとの静寂にもどる。前日に引続

き異常に静かである。朝05時12分20秒ダム

から数kmの所に極微小地裳がひとつ。地動

はごみのような記録を残して 3秒で終わっ

た。間もなく 5時半頃から対岸の道路に車

が通りはじめ，その振動が微かに記録され

ていく。昨日と同じ村の朝である。これだ

けだった。少なくとも 8時40分までは，前

裳らしき動きは何一つ記録されていない。

もしかしたら直前に何かあったかもしれ

ないが，牧尾ダムの地裳計は08時48分50.7

秒突如として激しく振れだした。インクを

飛ぴ散らせ，いままで記録していた部分の

08時40分以前を除いて真黒に塗りつぶして

しまった。 09時30分迄は何も読み取ること

はできない。 9時半すぎても，余震に次ぐ

余震で記録紙は白地より黒塗りの部分が多
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い。絶え間なく地裳動は続き，余震と余震

の切れ目が判らない。地震と同時に高山観

測所を飛び出した中村所員が牧尾ダムにつ

いて，余震ひとつひとつが計測できるよう

に記録器の調整を終えたのは午後 1時に近

かった。現地にいなかった私には，地震動

がいかに激しかったかは知るよしもない。

被害の大きさと地震の記録を見て想像する

以外にはない。王滝村の地下で何が起こり，

そしてあの山腹崩壊を引き起した強烈な地

霰動がどのようにして発生したのか，牧尾

ダムの記録や地展予知の観測網，名古屋大

学，東北大学，東京大学，京都大学等の余

裳臨時観測や気象庁の強霰記録などを多く

の研究者が詳細に調査した。国土地理院に

よる精密測最も実施された。それらをまと

めると次のような地震像が浮かぴ上がって

くる。

第 1段階：本震の発生

9月14日午前 8時48分49.5秒，王滝村役

場の北西 2kmの山中地下約 5kmの岩盤にひ

び割れができた。これがマグニチュード6.8

の地震の始まりである。この地域は群発地

震の巣である。いつもだったら，このひび

割れの進行は直ぐ停止して，地表に精々展

度III程度のショックを与えて終わるところ

であった。しかし今度のひび割れは違って

いた。ずっと以前から地中に働いていた西

北西一東南東方向の強大な圧縮力に耐えて

いた部分が終に壊れたらしい。ひぴ割れは
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岩盤内の古傷である活断層にそって東と西

そして上下に伝播し，みるみる破壊面は拡

大していった。岩盤の破壊によって，断層

の北側は東へ，南側はそれとは逆に西へず

れる。破壊の進行速度は平均毎秒2.5kmと推

定されている。しかしその進行は決してス

ムースではない。凹凸のある破壊面は互い

に衝突を繰り返して，そのたびに地震動を

引き起こす。岩盤内に不均質な強弱の分布

があれば，破壊は加速されたり阻止されそ

うになるが，その度に新しい地霰波を発生

する。破壊が広がると，それに比例して地

震波の発生源は増加する。それらが重合し

て強烈な地裳波となり，四方八方に伝播す

る。やがて破壊は大きな障害に突き当たっ

て進行が妨げられ，激しい振動は終息に向

かう。この間僅か 3~ 4秒。後は発生した

地裳動の反靱と主破壊によってひどい歪を

受けた岩盤の 2次破壊（余霰）の頻発にと

って代わられる。

このときまでに広がった主破壊（断層運

動）の西端は濁川，東端はゴルフ場まで全

長約12kmであった。破壊面はほぼ垂直，方

向は東北東一西南西，深さは西側で12km,

東側で少し浅くなって 7-8 kmまで，上部

は何処まで割れたか定かではないが，西で

深く東で浅い。しかし地表迄は達していな

い。断層のずれは約 lmに達したと推定さ

れている。そのずれを引き起こした応力は

32kg/c而以上と予想され，主断層を長さ12
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図2 本震から約24時間の余震 東西約12kmに分布した

km，幅 8kmとすれば全体で300億トンものカ

になる。マグニチュードからもとめた振動

のエネルギーは25万トンのTNT火薬を数

秒間で器発させた規模に相当するだろう。

第2段階：余震域の拡大

地震が発生するとそれまで岩盤内にたま

っていた歪が解放される。次に歪が蓄積さ

れるまでは大地震は起きない， と理解され

ているが，この表現は震源域全体の歪エネ

ルギーの収支決算の結果であって，断層の

中央部の歪は解放されるが，断層の端では

逆に歪が増加する。そこでは破壊を進行さ

せようとする力と，進行を阻止しようとす

る力が競合し，岩盤に大変な無理がかかっ

ている。ひびの入ったガラスが割れ易いの

と同じ理屈で，断層の端の部分に僅かな力

を加えても，次の破壊につながり易い。断

層の端やその周辺では，局所的ではあるが

複雑な応力の集中が生じ，新しい地震活動

の場になりうる。断層末端部だけではない。

不規則な破壊が発生した場所では同様なこ

とになるであろう。余震活動をみていると

この事情がよくわかる。余震とはこの複雑

な応力の集中が次第に緩和されていく過程

そのものなのである。

本震直後約 1時間は記録の判読に苦労す

るが，余裳は西側に集中していた。東側で

の発生はその後である。本震の震央の周り

ではかえって余震活動が低い。その理由は

上に述べた通りである。大型の余裳も西に

多かった。 14日昼のマグニチュード5.0,翌

日の最大余震マグニチュード6.2，その直後

のマグニチュード5.6,はすべて西側で発生

した。この事実は本震の断層運動が西側で

停止したとき，周囲，例えば滝越の地下に

新たな応力の集中を招き地震発生の確率を

高めたことを意味する。断層の東端の牧尾

ダム周辺でも応力の集中と言う点では同じ

ことである。まず西側での余震域の拡大に

ついて述べる。
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図3 最大余震から24時間の余震 最大余震の余震（だ円内）は南北に並んだ

本震の翌日 9月15日早朝，余裳は多いと

言うものの，数は順調に減少しつつあった。

しかし 7時14分，松越の崩壊現場にいた私

達は突然激しい振動にみまわれた。身の危

険を感じ逸早く引き下がったが，激しい揺

れは 5秒間ぐらいか，とっさのことでよく

判らない。あとにゆっくりした揺れが残っ

ていた。今回の最大余裳である。マグニチ

ュードは6.2,この程度の余震になると，余

裳の余裳がでてくる。あとでその分布を地

図にプロットしてみると，驚いたことに，

余裳の余震はそれまでの余霰域とは明らか

に離れて，西の滝越あたりに， しかも余震

の配列とは直角の南北方向 4-5 kmの帯状

に分布した。こういう地展を余震と称して

よいかどうか，多少疑問は残るが慣例に従

って余展域の拡大ということにしておく。

二つの余霰の分布，ひいては二つの断層

が互いに直角になる例は皆無ではない。昭

和53年の伊豆大島近海地震（マグニチュー

ドは7.0)では海底の東西の断層が伊豆半島

に入ると北西に向きを変え，さらに半島の

中央部で南西に向きをかえたことがある。

これは伊豆半島内の互いに直角な活断層

が本震に刺激され活性化されたものと判断

された。昭和 2年の北丹後地震（前出）で

は北北西一南南東に走る長さ 18kmの郷村断

層とその南端から 5km離れて郷村断層とは

直角の山田断層（長さ 7km)が出現した。

断層が直角方向に配列すること自体にはカ

学的な矛盾はない。東西方向に圧縮力が働

いて水平横ずれの断層ができる場合，その

方向は圧縮力の方向と45度の角をなす。北

東一南西，北西一南東のどちらでもよい。

地誕波動の研究から中部地方では，東西方

向の圧縮力が卓越していることが知られて

いる。したがってこの 2種類の断層が多い

筈である。図 1をそのような目でみるとよ

く理解できるであろう。地質学者はむしろ

逆に図 1の活断層の配列をみて，地域ごと

の地殻内応力を推測している。地震学は地

震の波を使って，現在の応力を，地質学で
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は活断層を使って，ここ400万年間の平均の

応力をみているわけである。いまのところ

両者の結論は一致している。このことは中

部山岳ができあがるころから今まで，同じ

ような力が地殻に働き，同じように地震が

続いていた， ということを我々に教えてく

れるのである。

長野県西部地震の余震の配列は，最大余

震まで含めて，活断層である北方の跡津川

断層，西の阿寺断層北部や，さらにその西

の岐阜県中部地裳の断層等，に平行あるい

は垂直であって，今回の地裳の主断層が周

囲の活断層と同じく，この地域にずっと働

き続けている広域の応力場によって生じた

ことは明らかである。決して今回特別の応

力が発生したわけではない。

余康の減衰は順調である。気象庁によれ

ば飯田で観測できた余震回数は 9月14日

646回， 15日600回とあるが， 10日目には50

回と経過日数に反比例して減少していっ

た。 9月の末には 1日20回程度に収まって

いる。牧尾ダムで記録される余裳回数はこ

れよりはるかに多いが，名古屋大学で震源

の計算できる余震の回数は，飯田の約 2倍

である。現地で有感になる地震は場所によ

り異なるが，名大センター観測のほぼ10%

内外と推定された。一般に余震のマグニチ

ュードは，最大でも本震にくらべて 1以上

小さいのが普通であるが，今回の最大余震

はその差が0.6しかなく，かなり大きかっ
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図4 牧尾ダムにおける群発地震と余震の回数
本震の 5か月前群発の集中があり 本震
直前活動が一時とだえた

た。この点でも主破壊の西側に生じた応力

の集中は注目すべき現象であった。

主断層西端の南西13kmには，活断層とし

て有名な阿寺断層がある。もしそれが活性

化すると，大きな内陸地震の発生につなが

る可能性があるので，余裳域の拡大につい

ては特に注意をはらって観測を続けた。一

例をあげれば次のような事件もあった。 9

月20日，前日から余裳の回数は多く， 1日

で232回をかぞえた。その殆どは本震および

最大余霙の余裳域の中にあるが，この日大

粒の余霰ひとつを含む 4個の裳央が南西方

向にとびだした。場所は，滝越から南東の

白巣峠に抜ける直線上，阿寺断層につなが

る活断層上である。一時緊張の場面もあっ

たが， しかしそれ以上のことはなく翌日か

らは全体の余震回数も半滅して平常値に戻

り，ー安心ということになった。しかし西

側で地震発生の確率が高まったことは否定
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図5 10月1日～10月3日の余震はだ円の中に密集した 最大マグニチュードは5.3

できない。ずっと遅れて今まで地裳発生の

知られていなかった三浦貯水池の南方に新

しい群発地裳の発生をみることになるので

ある。

西側に10日あまりも遅れて東側にも余震

域拡大の兆しがみえてきた。 9月25日から

27日にかけて，三岳村西洞に地裳が集中す

るようになった。活動は群発的で震央は非

常に狭い範囲である。震源は極浅くて現地

で有感が多かった。

余震域の明らかな拡大は10月2日午後 8

時，牧尾ダムすぐ東の二子持の地下ではじ

まった。それまでは全く地震のなかった所

である。翌朝までに数多くの地震が観測さ

れた。震源が決ったものだけでも20個にも

なる。別の幾つかは二子持の東さらに 3km 

に発生した。異常な活動である。現地の話

では朝から地鳴りがしていたとのことであ

る。これは実はその直後， 10月3日午前 9

時12分17.5秒，牧尾ダムを直撃したマグニ

チュード5.3の余霰の前裳であった（同じよ
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うな前裳活動は 9月15日の最大余震の前に

もあって，そのときの方がより典型的な前

裳活動であった）。

マグニチュード5.3の裳源は，牧尾ダム堰

堤から東北東僅か1.3km，深さ 2kmの極浅発

地震である。そこに端を発した地下の断層

がどの程度までダムに接近したかはわから

ないが，ダムとその周辺は強烈な地裳動に

みまわれた (3章 4節参照）。

その余裳活動は東西に伸ぴていて，一見

本裳の断層面が少し向きを変えて東に伸ぴ

たような印象を与えたが，実は全く別の断

層面を形成していたことが余震の臨時観測

から判明した。当時名古屋大学と東北大学

は，地霙活動の東進に備えて牧尾ダムに観

測の拠点を置き，無線・電話線を駆使した

協同集中臨時観測を実施していた。予想は

的中した。その綿密な調査によると，断層

面は垂直ではな〈，北西方向に32度傾いて

いる。この断層を生じた地殻応力は本震と

同じであるが，断層のタイプは逆断層とい



図 6 断層の模式図

A:主誕 9月14日 B:最大余設 9月15日

C: 10月3日朝の地震

われるもので，御岳側の岩盤が僅かではあ

るが隆起した筈である。このタイプは近く

の群発地震の中にも時々発見されたことが

あり，その意味ではそれほど特異な事件で

はない。しかし本震，最大余裳そしてこの

マグニチュード5.3がそれぞれ異なる断層

面を示すことは，地下にあるに違いない活

断層の姿を探るうえで，おおいに役立つも

のである。

第3段階：長野県西部地震の終息

ある活断層に地震が起きて，断層全面に

わたり地変や顕著な余震活動があれば，壊

れるべきところが壊れたと考え，地震活動

は一応終息，次の地裳まで長い静穏が続く

と予想できよう。もし断層の一部だけが動

いたとしたらどうだろうか。実際にはこの

ケースのほうが多い。 トルコのアナトリア

断層では地震が東から西へ西へと移動し，

その度に災害を引き起こした例がある。海

第3節地裳

溝沿いの巨大地震でも同様である。地震の

発生しなかったところを埋めるように巨大

地震は発生してきた。断層の一部が活動し

た場合，横への波及の恐れなしとしない。

長野県西部地震は長い目でみて一段落した

のか，あるいは今回の断層の延長線上で，

地震の危険が増大しているのかどうかは，

未だに決着がついていない。問題は二つあ

る。一つは，長野県西部地震の原因となっ

た活断層は，一部が動いただけかどうかと

いう点，もう一つは，周辺の応力が高まり，

別の活断層を活性化するかどうか， という

点である。

まず第一の点について考査する。地表に

は地下活断層の存在を示唆する証拠はなに

もない。ここでは地震活動だけが手掛りで

ある。図 6にいままで議論した三つの地震

の断層を模式的に描いてある。 Aが本震，

Bが最大余裳， Cが10月3日のマグニチュ

ード5.3の断層である。それぞれの断層面に

ついて，地震時の地動の方向を矢印で示し

た。活断層Aは西に延長すると断層Bと交

差する位置にある。もし本当に交差してい

るとすると，地震の時断層はどう動くだろ

うか。どちらかの断層は断ち切られ，その

後地裳が繰り返すたぴに， くい違いは大き

くなる筈である。二本の活断層の交差は長

続きし得ない。それを観測できる確率は小

さいだろう。したがって断層AがBを越え

て西に伸ぴているとは考えにくい。最近の

161 



第3章災害から学ぶ

・；←△ . ..,_  

図7

'0 10km地震から48日
L __...—•一ー」 余震域の拡大は

震央分布をみても Aの延長上に束西方向の

分布はなく，むしろ Bに平行な群発地震の

活動が優勢である。

東側では西側程明確ではない。本震東側

の裳源は，面的にも深さ方向にも広がりと

ても一枚の断層面上の活動とは考えられな

い。 10月3日の地裳は逆断層型で， CはA

の延長ではありえない。さきに述べた三岳

村西洞の群発活動はその後も引き続き活発

であるが，東西には並ばない。群発にしろ，

余震にしろ，震央分布から断層Aの東への

張り出しを読み取るのは難しい。東への張

り出しは，北部の群発活動と，僅かではあ

るがその 5km南にある東西の並びだけであ

る。したがって本展の原因となった活断層

は，東への伸びは全くないか，あるいは，

あるにしても，活性化される可能性は少な

いと判断される。ではこの活断層の活動度

はどうだろうか。もし阿寺や跡津川のよう

にA級の活断層ならば，たとえ火山噴出物

に覆われていても，ある程度は地形から何
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か読み取れる筈である。特に御岳から離れ

た東側で，地質・地形学的証拠がでないの

はおかしい。故に御岳の下に隠れている活

断層，あるいは断層の活動的な部分は，今

回の初期の余震域の範囲12kmを大幅に超え

るものとは考えにくい。

第二の点，すなわち周囲での活断層への

影梱の有無は簡単ではない。まず周囲の活

断層とは何処にあるか，が問題である。地

震前に今度の活断層は知られていなかった

し，またたとえ在ると判っていても，地裳

が起きなければその位置も判らなかったで

あろう。地裳が起きてしまった今でも事情

は何も変わっていない。同種の活断層を探

すすべは相変わらずないのである。ひとつ

の方法は，周囲の岩盤内で地震が起き易く

なったかどうか，を調査することであろう。

理論的には，地裳が起こると断層末端部に

応力の集中があることは前に述べた通りで

ある。事実，西側ではマグニチュード6.2が

発生し，東ではマグニチュード5.3が発生し



た。いずれも単なる余霰ではなく本震の活

断層とは直接のつながりの無い断層の活動

であった。それで終了したかどうかは，地

裳前後の地殻活動の変化を見る必要があ

る。御岳の周辺では火山地帯特有の群発地

震が頻発していた。いまでも活動している。

その真中に起きたのが今度の地震である。

もし新しい活動が現れているならば，地震

発生の確率は増大しているものと考えざる

を得ない。次の項で群発地震の消長につい

て解説するが，答は西側，東側とも局部的

に新しい活動はあるが，地域全体の群発地

裳の活動にそれ程の変化はないということ

である。

3) 御岳群発地震の活動

中部地方の浅い地震は図 1の被害地震の

分布とよく似ている。長野県北部や岐阜県

を含む中部北西部に多く，南東部の長野県

南部や愛知県東部に少ない。御岳は丁度こ

の境界にあたる。御岳の北から西にかけて

は群発地震の巣が散在しているが，南東部

には地霙が少なかった。南東の山麓では 1

年以上殆ど地震のない状態が続いていたの

であるが，昭和51年 8月12日，ついに微小

地震の活動が始まった。御岳山頂から 9km 

のごく狭い範囲である。高山地裳観測所は

急きょ 3点の臨時観測点を増設し特別な観

測体制にはいった。牧尾ダムの観測点はそ

のとき以来のものである。

第 3節地震

地震回数は日増に増大し， 8月半ばには

30km離れた定点観測点でも一日200回を数

えた。これをピークに活動は徐々に鎮まり，

8月末には一日50回， 9月半ば20回程度に

減衰したが，最大マグニチュード4.2は群発

のピークに遅れること一月あまり， 9月21

日に発生した。地裳活動はそこだけでなく，

御岳山西北西15kmの飛騨小坂にも，数は少

ないが群発的な活動があり，最大マグニチ

ュード4.6が発生している。これらの活動

は， 11月には消えてしまったとはいえ，ぁ

とに続く御岳周辺地域の地殻活動の先駆け

となったものである。

次の活動は昭和53年，御岳噴火の一年前

である。前回に隣接した地域，南東側と北

東側に地震が頻発し始めた。最大は10月7

日南東側のマグニチュード5.3である。活動

を二つにわけ，前者を南側，後者を北側の

活動と呼ぶことにする。南側のマグニチュ

ード5.3の余震を除けば，群発地裳は北側に

やや多く南側で少ない。両者とも活動は長

期にわたり，御岳噴火でもさしたる活動の

変化は認められなかった。強いて北側活動

の特徴をあげれば，噴火 2年後の夏から翌

年の夏にかけて，群発の東への拡大と数の

増加， 10月から約半年間の静穏期，そして

翌年 4月のマグニチュード 4を含む短時間

の活動である。最後の活動は今度の地震の

断層東端にあたる点で発生した。もしこの

時点で長野県西部地震が発生していたなら
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ば，この静穏期は空白域と見なされ，短時

間の活動は前震活動と見なされたかもしれ

ない。南側の活動はマグニチュード5.3の余

震が大半を占め，残りは地震発生まで定常

な活動であった。

南側の一群と北側の一群とは隣接しては

いるが，深さが異なる。北側は 2-lOkmと

浅く，南側は 7-14kmとやや深く分布する。

上から見ると北側は東へずれ，南側は西に

ずれている（図 8上）。このずれは主断層の

ずれと同じ向きである。また，この境が長

野県西部地裳の断層となったのである。し

かもその断層の西端は最初の群発地震の西

端で止まり，東端は北側の活動の東端で止

まった。すなわち断層は昭和51年から始ま

った一連の群発活動域を一気に両断したこ

とになる。北側と南側の地震の分布の差異

は明白であり，地下構造に断裂があるか，

岩盤の性質に南北で差があるか何等かの不

連続を示唆するものである。今回の地裳の

発生機構に関連あるものと考えられる。

地霙が発生してしまった後はどうなった

であろうか。マグニチュード6.8のエネルギ

ーは群発地裳の総エネルギーの100-200倍

にもなる。これで群発地震が消滅したか否

かは，地殻エネルギーの地震としての放出

機構を知るうえで貴重な手掛りとなるであ

ろう。確かな答えを得るには余震活動の終

息が必要であるが，凡その見当はついてき

た。第 8図上は本霙発生前の群発地裳4年
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間の分布である。昭和51年の活動の中心は

図のAが中心であったが，この期間ではす

でに消えている。下の図は昭和60年から 9

月までの震央分布である。大部分は余震で

ある。この余震域の外側に目をつけよう。

地裳数の多少は期間の長短があって，比較

にはまだまだデータの蓄積が不足である

が，群発の発生場所は地震前後であまり変

わっていない。できたら上下ふたつの図を

重ねて見るとよい。地裳前に群発のあった

ところは，地裳後も群発が発生している。

北側では殆ど変化がなかったとみてよい。

変化したところといえば，西の県境の一群

と東の余裳域からやや東に離れた一群があ

る。これらは新しい群発である。活動が減

少したのは，本震の南～南東と本裳から北

西に帯状の部分だけである。群発地震は死

んではいなかったのである。マグニチュー

ド6.8の周囲に与えた影靱は意外に小さい。

今回の地裳によって歪が解放されたのは，

主断層の極近傍だけで東西の端では，むし

ろ歪が増加したのではないかと考えられ

る。これからも周辺の地裳活動に十分注意

を払う必要があろう。

4) まとめ

長野県西部地震は，歴史的にみても被害

地震の少ない地域の真中に発生した。もし

活断層が地表に露出していたならば，群発

地震の拡大のとき対応が違っていたであろ
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本震後の余震と群発地震
（昭和60年 1月～ 9月）

届ぃ六角形は上と同じ。
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う。見えない活断層の調査にどのような方

法があるか，今度の地裳で一つの答えがで

たような気がする。少なくとも活断層と群

発地裳との間に，ある種の類似性を見つけ

ることができた。主断層の位置と南北群発

域の境界の一致，両者の広がりの一致，断

層運動の方向と南北群発域のずれの向きの

一致である。活動時期の一致だけではなか

ったのである。このような類似性は，両者

が地下構造や地殻運動を通して，間接的で

はあるが互いに関連のあることを示唆す

る。群発地裳が発生するか否かは岩盤の性

質によるものであって，群発地震専用の特

別な地殻応力があるわけではない。同一の

応力でも不均質な岩盤では群発が発生し易

〈，均質な岩盤では群発は少ない。大型の

地裳の発生は群発の有無とは関係が薄い。

御岳周辺では何らかの理由で応力の集中が

始まい場の性質に応じて群発となり，た

またま大地裳となり，あるいは噴火に形を

変えて地表に現れた。しかし群発地震が大

型地震の原因となり，噴火を引き起こす，

あるいはその逆といった因果関係について

は，少なくとも御岳周辺ではその証拠は見

つからない。群発地震や噴火は応力集中の

サインであったとは言えるが，大地震発生

のサインであったとはいい難いのである。

いま言えることは，群発，噴火，地震，こ

れらの根は一つであったということだけで

ある。今回の調査で群発地震や余震活動か
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ら隠れた活断層の情報が得られたのは，今

後の地裳予知研究にとって大きな収穫であ

った。
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第 4節地震動と被害

岐阜大学教育学部

村 松郁 栄

1) まえがき

地震のときの地面の動きを「地裳動」と

いう。地震という言葉は「長野県西部地裳」，

「日本海中部地裳」というように震源を指

す場合が多いので，地面の動きのことを述

べる場合には，専門用語として地震動とい

う言葉が使われる。地裳動は被害と直接関

係しているので，崖くずれ，住家の倒壊な

どの被害の原因を調べる場合や，今後の地

裳被害軽減対策，例えば建物の耐震設計を

行う上で重要である。

「1984年長野県西部地裳 (M6.8）」は従

来の多くの地裳にくらべて特別変った地展

ではなさそうであるが，この地裳の惹き起

した諸現象から特別に教えられたことがい

くつかある。第 1は御岳の大崩壊が起った

こと（第 5節），第 2は裳源の様子が今まで

になく詳しく分かったこと（第 3節），第 3

は今まで考えられなかったような大加速

度，大速度の地裳動の存在が確められたこ

と，第 4は遠く離れた超高層ビルに予想外

の被害を発生させたことである。第 4節で

は主としてこの大加速度，大速度の地裳動

のことを述べてみたい。その理由の第 1は，

この地裳動が御岳の崩壊を始めとした王滝

第 4節地震動と被害

村の諸被害の誘因であり，村民の直接体験

したものだからである。理由の第 2は，こ

のような大加速度，大速度の証拠を残して

おくことが他の地域の地震対策にとっても

参考となるからである。

2) 震度分布

今回の地裳に関して気象庁観測網（各県

の地方気象台および測候所）で定められた

震度分布は図 1のようになる。

王滝村の地震動は栖めて激しいものであ

り，裳度は 6になる。王滝村の周辺には被

害を出した町村があり，それらは裳度 5に

入る。図 1に裳度 5以上の地域が現れてい

ないのはこの地域に気象庁の観測点がなか

ったからである。図 1の区の範囲，すなわ

ち，裳源域付近の被害程度とそれから求め

た霰度のコンターを画けば図 2のようにな

る（多賀ほか， 1985)。図 2の中の砂地の柱

（点々をふくむ矩形枠）と数字は一部破損

の家屋数，斜線は半壊，黒塗りは全壊の家

屋数であり，半壊，全壊は王滝村だけに集

中した。

気象庁の震度は地裳動の強さを階級分け

したものであり，表 1を基準にして定めら

れている。

表 1の震度階級をさらに簡単に表現すれ

ば，敏感な人だけに感ずる程度の地裳動は

裳度 1，すべての人が感ずる程度は震度 2'

建物が相当ゆれたのは震度 3, びっくりし
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て飛ぴ出すほどのゆれだったら震度 4'

害があちこちで現れたら震度 5,

住家が生じたり，

たら晨度 6'

•• of NAGANO EARTHQUAKE 
(1984 SEP. 14, M,6.81 

図 1

被

倒壊する

地面に大きな亀裂が現れ

沢山の住家が倒壊し，

回破拍家屋数

亀裂，

山崩れなどもすさまじい地震動は震度 7

で， これを最大級とする。

人間の感覚は大体地震動の加速度に対応

しており，

'. • 
Rは震源、固は図 2の範囲

気象庁発表による各地の震度
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図2 長野県西部、岐阜県東部地域の被害状況

と震度分布（多賀直恒、 1985)

四半壊家屋数 1111全壊家屋数

1 cm/s2前後で感じはじめるの

表 1 気象庁震度階級

階級 説 明

無感、人体に感じないで地設計に記

゜
録される程度。

(0.8ガル以下）

微設、 1'Ii止している人や、特に地裳

I 
に注慈深い人だけに感ずる程度の地
9屈,19。

(0.8~2.5) 

軽媒、大ぜいの人に感ずる程度のも

II 
ので、戸障子がわずかに動くのがわ

かる程度の地設。

(2.5~8.0) 

弱設、家屋がゆれ、戸隙子がガタガ

タと嗚動し、地灯のようなつり下げ

Ill 物は相当ゆれ、器内の水面の動くの

がわかる程度の地裳。

(8.0~25) 

中裳、家屋の動揺が激しく、すわり

の悪い花ぴんなどは例れ、器内の水

N 
はあふれ出る。また、歩いている人

にも感じられ、多くの人々は戸外に

飛ぴ出す程度の地設。

(25-80) 

強媒、壁に割れ目が入り、 11苫石•石

v 
どうろうが倒れたり、煙突・石垣な

どが破損する程度の地設。

(80-250) 

烈媒、家屈の倒壊は30％以下で、山

くずれが起き、地割れを生じ、多く

VI の人々が立っていることができない

程度の地設。

(250~400) 

激設、家屋の倒壊が30％以上に及ぴ、

VII 
山くずれ、地割れ、断附などを生じ

る。

(400以上）

1ガル＝ Icm/S'（加速度の単位）
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で，これを震度 1の下限と定めた。加速度

が10倍になると裳度は 2階級高くなって震

度3,100倍になると 4階級高くなって裳度

5と定められる。裳度4までは人体感覚が

判断の基準となるが，霰度 5以上は被害程

度が基準になるので対象物の性質が影響

し，被害は必ずしも地動の加速度と対応し

ない。この点が時々問題になる所であり，

あとで超高層ビルのことに触れるが，震害

経験の豊富な対象物については表 1に示し

た裳度と加速度との関係は大体当てはま

る。

加速度型強震計は全国に1500ケ所ほど設

置されているが，完全な記録の得られたの

は図 3のようであり，すべて震源から35km

以遠であった。震源に近い所の加速度の値

は重要であるが，なかなか得られないので

多くの研究者によっていろいろな推定曲線

が提案されており，この図にもその例が2

つ示されている。震源から 6kmにあるAの

値は筆者の求めた牧尾ダム付近における合

成波の値であり，詳しいことは第 4節5に

述べられている。

3) 震源域の諸現象

a 余震分布

この地震は内陸の浅い地震であったた

め，震源域をとり囲んだ詳しい観測が名古

屋大学の微小地震観測網によって行われ

（大井田ほか， 1985)，地下の断層面が今ま
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でになくよく分かった（第 3章第 2節参照）

余裳の発生した所は大体地下の断層面を表

わすから，余裳域は震源域と呼ばれる。図

4はこの震源城付近の諸現象を示した図で

あり，中央に近い⑭と印した所が本震の裳

源（狭い意味の裳源で，地下で破壊の始ま

った所を示す。したがって， これは点であ

り，地震波の出発点であるから，その位置

は周りの観測点によって正確に求められ

る。）であり，〇は第 4節5に示す合成波の

出発点である。西の②と印した所は翌日起

った最大余裳 (M6.2)の震源である。本裳

から翌日の最大余震までの間に起った余霰

の分布域は中央の砂地模様のところであ

り，これが本裳時に生じた地下の断層面を
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王沌川 丁 D'| °’1  2 3 km 
~ 137.60'E 

137.45 137.S-E 137.55 

図4 1984年長野県西部地震の余震分布と激震域（大井田ほか1985、伊藤ほか1985、黒磯ほか1985)

砂地；余裳域，鎖線；図 5の余媒の深さ分布を画いた範囲，太破線；埋石の動きから加速度が Ig又は
それを越えたと考えられる地城，斜線域：埋石・倒木のはねとんだ現象の見られる地域，黒旅り城；埋
石・倒木のはねとんだ所
Ao.:筆者の強設計による余震観測地点（牧尾ダム管理事務所内岩盤上），⑱は本媒の誤央，①は合成波の
破壊出発点，②最大余設(9月15日， M=6.2)の誤央，③10月3日(M=5.3)の余媒の震央，④およぴ⑤
牧尾の合成波に用いた余裳(9月17日， M=4.3)および(9月24日， M=4.2)

示すと考えられる。西側の南北に長い砂地

は最大余裳 (M6.2)の余裳であり，最大余

裳の断層面と見なされる。

東側の③と印した所は第 2の規模の余震

であり， 10月3日に起った。その囲りの砂

地模様はその余震域である。余展の深さ分

布は図 5に示されたようにほとんど垂直で

あり，深さ 0kmから10kmに亘っている。左

側は図 4の D-D'と記した短冊状の地域の

直下の余震であり，右側は E-E'と記した
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範囲の直下に起った余裳である。震源決定

の精度がよいにも拘らず，分布がばらつい

ているので，この地裳の断層面は一枚の面

ではなかったと考えた方がよさそうであ

る。

周りの観測点の地康計記録初動の方向か

ら断層面の動きが求められ，それは走向N

70゚E,傾斜80゚ 北落ちの右ずれ断層と定め

られた。

図 4のコの字形の太破線で囲った地域は
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の地域の直下を西側から見たもの。
（名大による）

加速度が 1gを越えたと思われる現象の生

じた所，馬蹄形の太実線内は石のとびや亀

裂の集中から最も激しい地裳動を生じたと

見られる地域であり，詳しいことは次の b)

およびc)で述べる。

b 地変

地盤の強さに無関係に亀裂や崩壊がほと

んど直線状に続いている場合には，これは

地下の断層面の現われと解釈される。京都

大学阿武山地裳観測所の研究者グループが

主となって，ヘリコプターから写した写真

と王滝村を歩き回った調査からまとめた道

路の亀裂，山腹の崩壊の甚だしい所は図 6

のようになる。それは図 4の余裳域（中央

部砂地）に接してその南側に 1kmほどの幅

をもって役場の襄山から柳ケ瀬の付近まで

続いている。この中の激しい所は図 4の馬

蹄形の実線で囲った地域であり，この範囲

図6 地変線の存在 黒丸印；山くずれ，黒短
冊；道路に亀裂の集中した所，ほぼ束西の
細長い矩形ワク；推定地変線，太実線；亀
裂のとくに集中している範囲。（黒磯ほか、
1985) 

N
j
I
 

O 100m 
1. ．．.  I 

図7 地変集中域の 1例（黒磯ほか、 1985)

に含まれる各尾根の上では埋石や倒木がは

ねとんでおり（次項参照），谷すじでは道路

の亀裂が目立った。この谷すじの 1例を図

7に示し，以下に黒磯ほか (1985)の報告

を紹介する。『これは野口から鈴ケ沢に行く

道路であるが，高圧線の下に位置する付近

に割れ目が集中しており，ほとんどが右ず

れを示していた。民宿「やまめ荘」の玄関

の約 3cmのほぞのついた柱が石の土台から
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抜けて15~20cm移動し，庭石も動いていた。

地震のとき，この民宿の主人 (55オ前後）

は戸外の道路上にいたが，その話によると，

“一瞬，脳貧血を起したかと思ったが，目

の前の道路に 2条の亀裂が走り，前方（北

側）の山腹が大音靱とともに崖くずれを起

したので地震と分かった。……家の中は障

子・ふすまは言うに及ばず家具のほとんど

が飛び，足の踏み場もないほどであった。＂

この付近の道路沿いの道路から少し高くな

った平地に100-300kgの石があったが，そ

のほとんどが元の穴からずり上るか，穴が

石の動きで大きくなっていた。

「やまめ荘」の北の橋のたもとの記念碑

はN50"Wの方向にとばされており，数lOm

南の墓地ではすべての墓石が東に転倒し

た。道路上の亀裂の集中している範囲は直

線距離にして約300mの幅の中に収まって

おり，その南方およぴ北方では急に少なく

なっている。』

c 埋石および倒木の飛んだ現象

9月26日，筆者は地元の瀬林勉氏（水

資源公団牧尾ダム管理事務所に勤めて居ら

れた地元出身の方）に案内して頂いて役場

の衷山に登った。衷山に大きな亀裂が入っ

ており，住民が心配していると聞いたから

である。途中の側溝にもぐらが5~ 6匹集

団入水していた。急峻な山腹では大きな石

が沢山崩れ落ちていた。ところが，尾根の

平らな所にも50kgくらいの石が地表に転が

172 

図8 I地区のとぴ上った石
(』ii幾ほか、 1985)

A
 ----、、9‘¥

,'+ : 

図9 図8の石の寸法
A;上から見た図と
B;横から見た図（黒磯ほか、 1985)

っており，傍には元あった穴が空いていた。

これは一体何事かと話しながら，よく見る

と次々にこのような石が見つかり，倒木も

沢山はねとんでいた。埋石も倒木も実に例

外なくとんでおり， 1つ見つけた例外の埋

石は木の根に押えられていた。尾根には亀

裂も続いていた。この話を10月の地霰学会

で京都大学阿武山観測所の人達にした所，

大変関心を持たれ，組織的な調査が行れる



ことになった。この詳しい報告は伊藤ほか

(1985)および黒磯ほか (1985)によって

なされているが，以下にその概略を述べる。

われわれの歩いたルートは王滝村のほとん

ど全域にわたり，王滝川の南にも足をのば

した。道のない尾根すじも手分けして，必

要な所は洩れなく歩いた。その結果，石の

とんだ所は図 4のC, F, Iと記した黒く

塗った範囲であることを確かめた。この東

側の尾根にも西側の尾根にもこのような現

象は現れていなかった。また，図 4の黒塗

り部の北側にも尾根が続いているが，埋

石・倒木のとびも亀裂も実にすっぱりと消

えている。図 4の実線は埋石・倒木のとん

だ範囲を囲ったものであり，破線は石の浮

き上ったことなどから 1g (980cm/sりを超

える最大加速度があったと推定された範囲

であるが，北側は飛ばされた所から全く動

きもしなかった所へと急に変っており， 1 

つの断層線の存在を暗示する。

図8に埋石のとび上った例を示す。場所

は図 4の Iである。とぴ上った石の寸法お

よび位置を示したのが図 9であり， Aは上

から見た図， Bは横から見た図である。こ

の石は斜面の上方にとび上っている。重さ

は約40kgと推定される。

図10およぴ図12には図 4のC地域の埋石

および倒木のとんだ例を示した。図10の埋

石は傍の木の30cmほどの所に生々しい倦跡

をつけており，とんだ水平距離は約160cmで

第4節地震動と被害

図10 C地区の埋石のとんだ例
（梅田康弘によるスケッチ）

P, 

↑ }l 

i° ↓ 応
160 ←40-

図11 図10の石のとんだ軌跡
P1、応の値から Hが求まる

図12 倒木のとんだ例
カラマツにぶつかって 2本に折れた
（梅田康弘によるスケッチ）
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図13 石をとばす実験をビデオで撮った ゆっくりとばすには熟練を要する
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時19Il,

板の上下方向の運動と石のとぶ条件

石の離れた時刻

石の離れた瞬間の板の高さ

石の離れた瞬間の上向きの板の速度であり、
石の上向きの初速度と考えてよい

板の上向きの加速度最大値であり、この値
が重力加速度 gを越えることが石が板から
離れるための条件である

d
 

したがって，

ように求められ，

められる。 これは石の地面を離れたときの

速度であり， 地裳動にそのような速度のあ

ったことを示している。地面と石の衝突係

数はゼロに近いと考えてよい。

図12は倒木がとび出してカラマツの幹に

ぶつかり折れた図であり，

位置とぶつかったカラマツの幹の傷跡とが

残っていた。飛んだ石の寸法，

験を行ってみた。

度計を取り付け，

この石の軌跡が図11の

それより石の初速度が求

埋っていた元の

石をのせて，

方向， 距離

等を調査したものは約80ケに及んでいる。

石をとばす実験

現地で石のとんだ軌跡が分かるので， そ

れから逆に地面の動きを推定するための実

図13はその実験の様子で

ある。板の上にロケットに使う小型の加速

人間がこれ

を斜め上に適当な速さで動かすと，

る所で板から離れてとんでゆく。

石があ

つまり，
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図15 石をとばした板の加速度記録 No63:ゆっくり大きくとばしたとき
No.65:普通にとばしたとき
No75:板を下から叩いたとき

表 2 各実験から求めた板の速度の計算値と測定値

No63 

to a to 
テ
: 上： 0.5sec 2 g 0.13s ec 
夕

"'ヽ'，・ ： 0.6sec 1.5g 0.1sec 

ビデオ ： H =60cm L =160cm H =40cm 

Vc=346cm/S Uc=226 V c=283 

Vo=490 Uo=441 Vo=223 

板は地面に相当する。板と石とがすべらな

いように板にスポンジを貼ってその上に石

をのせた。加速度計は上下動と水平動の 2

成分を測定できるようにした。石のとんだ

軌跡は背景の壁にタテ・ヨコのマスメを画

いた紙を貼り，ビデオで撮影することによ

って記録された。

図13において，板は地面に相当するので，

その動き始めの石の位置を座標の原点にと

り，前方を x,上方を yとし，時刻を t=o

No.65 N<>75 

a to a 

3.Sg 0.02sec 35g 

3.Sg 0.004sec 14g 

L =160cm H =80cm L = 10cm 

U c=277 V c=400 Uc=12 

Uo=771 Vo=343 Uo=23 

とする。石はいずれ地面（板）と別行動をす

るのだから，石の離れた瞬間の時刻を t=t。

とし，その位置を原点として石のとんだ距

離(L)と高さ (H)を測る。

いま，板の上向きの動き y(t)の時間変化

を画けば図14の上段のようになり，上向き

の速度沢t)は中段のようになり，上向きの

加速度沢t)は下段のようになる。恥は石の

離れた時刻， Aは石が離れたときの板の高

さ， Vは石が離れた瞬間の板の上向きの速
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度であり，石の上向きの初速度と考えてよ

い。 aは板の上向きの加速度最大値であり，

この値が重力加速度g(=980cm/sりを超

えることが石の板から離れるための条件で

ある。

実験例

図15に板のはやさを変えた 3種類の実験

例を示す。左側の図は出来るだけゆっくり

と板を動かした場合，中は普通に動かした

場合，右側の図は手にグロープを付けて板

を下から叩いた場合である。下から叩いた

場合には最初に逆向きの動きが現れている

が，これは加速度計の振子の固有周期より

短いショックの影靱が現れたのであろう。

ここで問題とするのはすべて上向きの力と

前向きの力である。 No.63というのは63回目

の実験という意味であり， t。の値を大きく

すること (0.5秒程度まで実現），すなわち，

ゅっくりと石を離してやり， しかも lm以

上とばすことはなかなかむつかしく，沢山

の実験によって色々と工夫を重ねたことを

物語っている。

人の手による板の動きが後に述べる余震

記録および本裳地霙動合成波の 1波ゆらっ

とした長周期成分によく似ている所は興味

深い。

表 2に記入したHはビデオから求めた石

のとんだ高さであり， Lは距離である。こ

れより計算された石の初速度の上向きの値

をVe,前向きの値を Ucと記す。一方，記
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録された加速度波形から求めた板の上向き

速度の最大値を V。，前向き速度の最大値

をU。と記すと，各実験番号に対して表 2

のような結果が得られた。

粗いよみとりを行ったので誤差も相当含

まれているが，石のとんだ軌跡から計算さ

れる初速度は大体地面の動きの最大速度を

示していると考えてよいようである。

現地の例

図10に示した C地区の石の軌跡図11から

飛んだ高さ Hは40cm,距離Lは160cmとなる

ので，地面の上向き速度(V)はV＝汎困i

=280 cm/s, 前向き速度 (U) は U=L•g/2V

=280 cm/sと求められる。

この例ではたまたま上方と横方向とが同

じ値となったが，他の場合は横方向がこれ

より小さい場合が多い。したがって，大ま

かに言って，埋石や倒木をはねとばした地

震動は 200cm/ s-300 cm/ sの最大速度をも

っていたと考えてよい。

200 cm/s-300 cm/sという値は地裳動の

極値と考えられる。岩盤中のある 1点の動

く速度 (V)と横波の伝わる速度 (fJ)との

比はそこでの歪（,s)に近い値であり，歪の

値が1炉程度になると岩盤はすべり破壊，

すなわち地震を起すと考えられる。 fJの値

は地殻では 3.5km/sであるから

V=s炉 10→X3.5km/s=35 cm/s 

となる。今までに調べられた多くの被害地

震についての断層面のすべり速度は太平洋



側の大地震では 30cm/s,日本海側および内

陸の地震では 60-100cm/sとなると言わ

れている。これらは断層面内の平均すべり

速度であるから，局部的にはこれより大き

い速度が発生してもよいが， 100cm/sを著

し〈超えることは困難であろう。埋石・倒

木のとんだ現象のある所では尾根に例外な

＜亀裂が発生したことも地動速度と歪の限

界値との対応を示している。

ところで，このような現象がこれまでに

報告されたことがなかったのであろうか？

1891年（明治24年）の濃尾大地裳のとき，

愛知県西春日井郡小田井村において，数10

本の竹藪が 1間ばかりの小川を超えて対岸

に移ってしまった様子の写真（宮下欽撮影，

写真集・濃尾地震と根尾谷断層，市原， 1978)

があり，別の人（大木重右エ門）の報告（濃

尾地震（明治24年）当時のアンケート調査

報告，村松， 1977) もある。

リヒター (1958)は1897年インドのアッ

サム地震 (MS.7)についてのオルダムの報

告を紹介しているが，「地面の小石がまるで

太鼓の腹の上におかれた豆のように燦ぜと

び，巨礫は元の穴の角を傷つけることなく

飛ぴ出していた」と記され，そのスケッチ

も載せられている。 1971年アメリカのサン

フェルナンド地裳 (M6.6)では震源域に寝

ていた消防署員がベッドから床にはね落さ

れ，彼の上にベッドが落ちて来たとの報告

がある。

第 4節地震動と被害

▽ 幻/JiI I I I 

.-Q 

¥ l ̀ I / 

図16 C地区に見られた幅約 2m 長さ約10m
の大亀裂の中に石が川原のようになってい
た（梅田によるスケッチ）

このように，われわれの観察した現象と

似た現象はいくつか見られていたが，大勢

の研究者によって組織的に事実が確かめら

れたのは初めてのようである。

e ふるい分け現象（粒度偏析）

図10に示した石の近くに幅約 2m，長さ

約10mの大きな亀裂が走っており，そこで

は人頭大またはそれより大きい石がゴロゴ

ロしていた。そのスケッチを図16に示す。

これは「ふるい分け」と言われる現象であ

り，土石流の先頭に大きな石が集るのもそ

の1つで，激しい運動によって大きな石と

小さな石とがふるい分けられるのであり，

専門用語で「粒度偏析」と呼ばれている。

諏訪ほか (1984)の実験によると
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(i) 粒度偏析の発生条件は振動の加速度

が1gを超えること。

(ii) 振動加速度を 1gから次第に増大し

てゆくと，偏析の進行速度は急激に増大

する。

(iii) 振動の継続時間が長いと偏析が進行

する。振動加速度10gのとき，継続時間

は2秒くらいで明瞭な偏析が生ずる。

と言うことである。それで翌年 5月雪融け

を待って諏訪氏とともに十数名のグループ

で調査に出かけ，その近くを掘ってみた。

1m立方くらい堀り，石の大きさの分布を

調べた処，人頭大より大きいものからコブ

シ大くらいまでの石が土の中にほぼ均等に

ぱらぱらと散在しており，亀裂の中の石は

やはり大きな石が比較的密集していること

が分かった。ふるい分けの程度には地裳動

の加速度の大きさと震動継続時間とが効い

ているので，加速度の値を一義的に決める

ことはできないが，後に述べる余誕記録お

よび合成波の結果から本震の激しい地震動

はせいぜい 2秒間くらいと考えられるの

で，加速度の最大値も10g近くに達した可

能性がある。

4) 震源域における諸被害と地震動

王滝村では家具の散乱が甚だしく，タン

スに押されて机の下に押しこめられたと言

う話も聞いた。激裳域ではほとんどの墓石

が転倒し，勢よくすべって飛んだと思われ

るものもあった。これらの現象から地面の

加速度および速度の最大値がどの程度であ

ったかを推定することができる。これらの

中には 1gを超える上下動又は水平動がい

くつか推定されたが，地誕動による家屋の

倒壊はなかった。以下に，これらの現象に

ついて考えてみる。

a 物体の転倒する条件と地震動

墓石が単純な形をしており，至る所に分

布しているので，まずその転倒する条件を

求め，地震動の値を推定する。

突然バスが前に動いたとき，立っている

人は後に倒れようとするように，地面が東

にaという加速度で動くとき，墓石の重心

にmaという大きさの西向きの力が働く。

これを慣性力と呼んでおり， mは墓石の質

最である。この様子を図17に示す。重心に

自重が下向きに働いており，慣性力と自重

の合力の作用線が墓石の底面の外に出たと

き築石は浮き上がる。加速度 aの作用する

時間が短いときは元に戻ってしまうが，あ

る程度長ければ墓石は転倒する。

"'" 1G' 

T
|
h
l
 

[
 

L
 

~ a 

ワし

図17 物体の転倒する条件と地震動
（接触面が粗い場合）
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幕石の浮き上がる条件（又は動いた形跡

のあるとき）は aは墓石の幅 bと高さ hの

比で決まり

a;;;;gb/h ・・・・・・(l) 

となる。王滝村で最も安定した墓石の寸法

比は b/h=31.5cm/78 cm=0.4であり， a;,;

400 cm/s2と求められる。さらに，転倒して

いる場合には，その条件は重心が支点の真

上を越えたことになる。つまり，加速度と

時間の租で初速度が決り，それによる運動

エネルギーが重心を支点の真上まで持ち上

げる仕事を行うという条件で表わされる。

これを式で表わせば

Vツ2;,;gl(l-cosO), V=a△t ……(2) 

墓石の転倒条件として普通(1)式が用いら

R~mg 

a 

図18 物体のすぺり落ちる条件と地震動
（接触面が比較的滑らかな場合）

777 

岩塊

'' 

'，；，--~ 
mg'、

- 9 グ

図19 摩擦系数を求める実験

床

れているが，実は(1)式で決められる加速度 押している力を Rとし，静摩擦係数を μS9

が(2)式で決められる時間△t以上継続しな 動摩擦係数を μdとすると，すべり始める条

いと墓石は倒れない。後で示す牧尾におけ 件は

る地震動記録の中の周期0.1秒程度又はそ FこμsR ……(3) 

れより短いショック性の波は墓石を動かし と表され，すべりの止まる条件は

はするが転倒とは無関係であり，ゆらっと F;:i;μdR ……(4) 

1波ゆれている周期の長い波が転倒に効い と表される。（これらの関係式は地震断層面

ていると考えられる。 のすべり始める条件にも用いられる）。

b 物体のすぺる条件と地震動 墓石の静摩擦係数と動摩擦係数を野外で

墓石が勢よくすべって台石から落下した 直接求める代りに，室内で図19のような実

場合の加速度および速度を求めてみよう。 験を行ってみた。滑らかに磨いた面と磨い

前と同じく，図18のように墓石に水平の慣 てない面とを持った大理石の板の上にかこ

性力が作用するとき，接触面が比較的滑ら う岩と濃飛流紋岩の小塊を載せて板を次第

かであればすべりが発生する。 に傾け，すべり始めたときの角度 (0s) と

物体に働く横方向の力を F, 物体が台を そのすべりが一定速度になる角度 (0d) と
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ヽ
ヽ

ロ
ヽ (μd=0.4~0.5)

I =30cm 
H =80cm ← L ----j L =80cm 

図20 すべりとんだ墓石
値は現地でiIIIIった寸法

を求めれば， μsおよぴμdは

μs =tanos ・・・・・・(5)

μd =tan0d ・・・・・・(6)

と計算される。板と小塊とが共に滑かな場

合にはμ占0.5,μ占0.4となり，共に粗い場

合にはμ占0.7,μ占0.5となった。

図20は野口より鈴ケ沢へゆく途中の墓石

で，対角線の方向にすべりとんでいた状態

を示す。これは相当に勢よくすべった証拠

であり，水平加速度 aは動き始める値μsg

をはるかに超えたはずである。このときの

すべる加速度（f) は

f=a-μdg ••••••(7) 

で与えられる。すべり落ちる瞬間の速度V

は，墓石のすべった距離を 1とすると

V'/2=fl ・・・・・・(8)

180 

で与えられる。 Vはすべり落ちるときの初

速度でもあるから， とんだ距離（L)およ

び高さ (H) から

V'=L'g/2H ……(9) 

と求められる。

これらの式に現地で測定した値（図20に

記入されている値）を入れると，（9）より

V=198cm/sを得る。これを(8)に入れると

f=Vツ21=650cm/s2となり，これを(7)に入

れると a=f+(0.4-0. 5) g= 1040-1050 

cm/s2となり，約 200cm/sの速度と lg(980

cm/sりを超える水平加速度が求められた。

タンスに押された話はこの場合に似た現

象であろう。

c 家屋の倒壊する条件と地震動

地震動も被害状況も松代地震とよく似て

いるようであった。松代群発地霰 (1964-

1966) による最大の地震動は継続時間 2

~ 3秒のショック性の動きであり，墓石が

倒れ石造の大鳥居が切断され，テレビが落

ち，屋根や壁が落ちたが，姦動によって倒

壊した家は一軒もなかった。倒壊した家は

すべて斜面の崩壊によるものであった。

1984年長野県西部地震の王滝村における現

象も上記とよく似ており，継続時間の短い

地震動に対して木造家屋は粘り強さを発揮

した。

新築して間もない民宿「田中屋」は激震

域に比較的近かったが，電灯の笠が壊れた

他は全く無被害であった。壁はすべてボー



ドであり，トイレ壁もタイルではなかった。

したがって，たとえ加速度が大きくとも，

短周期かつ継続時間の短い地裳動の場合に

は壊れようがなかったのであろう。「田中

屋」に見られたこのような構造は寒冷地に

おける保温効果を考えたものであったが，

地震にも役立ったわけである。近くの国民

宿舎「御岳荘」の別棟は河岸段丘の崖の近

くであったためにひどい被害を受けた。こ

のように，斜面や崖に近い所では地盤の移

動があり，そのために被害を受けた建物が

多かった。

to 

I O 

Mill lXl lMRKIOJ 1984-10 
T=O,Ol•\275 0.¥78 H.0,F 

k l n o 

-1 0 

(Kine=cn/s) 

ぃ
9 Sec 

• 1 9 

Ml 11 I Yl 

5) 震源域の地震動

a 余震観測

長野県西部地震の翌日 9月15日に筆者ら

は牧尾ダム管理事務所内の岩盤上に速度型

広帯域の強震計を設置して余震観測を行っ

た。同じ型の強震計を岐阜（岐阜大学地裳

観測室），高山（測候所）および飯田（測候

所）に設置して観測を続けたが， 9月15日

の最大余震以後大した余霰もなく 9月が終

った。しかし，この地裳の規模から見て，

余震活動がこのまま収まるはずがないの

で，ある程度大きなものが来ることに備え

Ml I l IXJ 
ACCELERAT I CTN 

9• l 
1 9 9 9 
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図21 牧尾における 10月3日の余震記録 右微分波形
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て岐阜，高山，牧尾と計器の点検と調整を

行い，飯田に向って牧尾を出発した直後に

10月3日9時12分 (M5.3)の余裳に出会っ

た。丁度，王滝村を出て桑原（？）辺りを

通っていたときである。突然目の前の道路

上を 2条の紫色の光が走った。そして山腹

から大きな石が転げ落ちて来た。幸い石は

防護柵にひっかかって止ったので命拾いを

したような心地であった。「大地裳の心得」

には“余霙を恐れるな＂と記されている。

一般にはこれでよいが，山間の浅い地震で

は余震も怖い存在であり，注意されねばな

らないであろう。山間道路の防護柵はこの

ような場合，まことに重要な存在である。

筆者は前に木曽福島駅からタクシーで王

滝村に入ったとき，女性運転手から丁度こ

の付近で“道路上に紫色の 2条の光が走る

のを見た＂と聞かされた。そのときは半信

半疑だったか，今度は自分が見ることにな

った。同行の学生も見ていた。想うに，雨

上りで道路上の 2条の轍跡のくぼみに水が

溜っており，それが激しい地裳動ではね上

げられたのであろう。時間は 1秒くらいで

あった。

このときの牧尾における地裳計記録を図

21に示す。上下動の低感度成分はケーブル

のゆれによる事故で記録できなかったた

め，高感度成分の振り切れた記録しか得ら

れなかったが，水平動 2成分は最大動をも

完全に記録した。この地裳動の速度最大値
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は13cm/sとなり，加速度最大値は800cm/s2

になった。このような大加速度が記録され

たのはおそらく日本では初めてであろう。

1965年の松代地裳のとき， M=;5.0の直下の

地震によって500cm/s2が記録されたことが

ある。

b 本震時の地震動の合成

筆者らが余霙観測を行った目的は，その

記録を用いて本裳時の地霰動を再現するこ

とにあった（村松ほか， 1985)。余震記録に

は観測点の地盤の影牌や裳源までの地下構

造の影靱が含まれているからである。その

ために，本裳記録の得られている観測点の

中で最も震源に近い高山測候所およぴ飯田

測候所においても余震観測を行い，それら

の余震記録と適当な裳源モデルとを用いて

Q 

三—

D
 --L 

図22 本震断層面と余震断層面との関係および
断層面と観測点(Q)との関係

Po：本裳の裳源（主破壊の出発点）， Pe：合成に使用
した余震の裳源、 Pi：本震断層面を本震／余猿
の寸法比で区分した小部分の i番目の所。
L、W、D;本誕断府の長さ、幅、くいちがい椛。
Le、We、De;余震Pe断府の長さ、幅、くいちがいiit。
ro、re、ri；断附面上の各位骰から観測点 Qまでの距離。
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高山測候所TKYおよび飯田測候所11Dの
本震記録と合成波（ヨコ軸（時問）タテ
軸（変位）の目盛りはすぺて等しくしてあ
る）

＊左：本裳記録，上 2つ高山，下 2つ飯田
中： sy~tl;. 1は震源モデル 1による合成波
右： synth.2は誕源モデル2による合成波

本震時の地裳動を計算によって合成する。

図23

-2 

• 2 

そして，そのときの最も適当な震源モデル

を牧尾における合成にも使用する。

震源モデルは真実に近いものほどよいに

相違ないが，われわれの知識は限られてい

るので適当にモデル化する。今まで最もよ

く用いられている震源モデルはハスケルモ

デルと呼ばれるもので，断層の長さ (L),

幅 (W)，平均すべり最(D)，立ち上り時間

（すべりが始ってから終るまでの時間T)

および破壊が断層面を拡がってゆく速さ

3
 

。

M3フ lXJ 1984-9-1フ 12:22 
Tal?00•0.01,oc 0.1?8 H 

(Kloo=cm/s) 
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゜
2 6抄
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゜ ふ二
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゜
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図24 牧尾における 9月17日の余震④の記録

(V) の 5つのパラメーターで表わされる。

L, W, Dの梢に剛性率をかけたものは

地震モーメントと呼ばれ，地裳の規模を表

わし，その地震によって解放される歪エネ

ルギーに比例する。又，大小多くの地震に

ついて， Lex （比例の意味） WcxDcxTと

いう相似法則も成立っている。ここでの合

成法は，このような関係を用いて小さな地

霰（余裳，図22ではこれに脚符eを付けた）

の記録から大きな地裳（本震）の地震動を

再現しようとするものである。具体的には
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SM I DX I MAK IO J RANDOM 
ELEMENT M37X 
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゜
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゜
100 

JOO. 

゜
100 

図゚25

賣屈二

DOWN 

Kine 
100 

本裳断層の破壊過程に従ったお〈れ時間を

つけて余震記録を加え合わせる。加算数は

本震と余震（脚符e)の寸法比n (＝L/Le 

=W/we=D/oe)の3乗であり，これは本震

と余霰のエネルギー比に等しくなる。

本裳と 10月 3日の余震の寸法比nの値は

5と4の間に求まるけれども確定しがたか

ったため，両極端の場合を求めた。すなわ

ち，加算数が少なければ，断層面積を狭く

することによって地震動の短周期成分を稼

ごうというモデルである。計算してみると，

n=5ならばL=12km （裳源モデル（1)) が

よく， n ＝ 4ならばL=4km（裳源モデル

184 

゜
-100 

100 

。
-100 

100 

。
-JOO 

S30E 

S60W 

DOWN 

l l 

2 4 6 8 10 0 2 6 8 10 
秒 秒

牧尾における長野県西部地震の合成地震動 (synthl)震源モデ叫1)による合成波，

(synth2)裳源モデル(2)による合成波 (Kine=cm/s)

(2)) とせねばならない。このように裳源モ

デルが大きく変るにも拘らず，高山におい

ても飯田においても，図23に示したように，

どちらのモデルを用いても本震記録に相当

よく一致する合成波が得られた。

牧尾では， 10月3日の余震は観測点に近

すぎるため計算エラーが大きくなることお

よび上下動成分が欠けているため，本震の

震源に近い図 4の④， 9月17日(M4.3)の

余誕記録（図24) を用い，震源モデル(1)お

よぴ(2)による 2種類の合成波を求め，これ

らを図25の左側と右側に示した。これを微

分すれば加速度波形となる。高山およぴ飯
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図26 異った余震記録による合成波

(a)観測点から遠い所の余震（図 4の⑤）
の記録。

(b) (a)の記録を用いた合成波。姦源モ
デルは図25の(2)と同じが短周期成分
はカットされている。

田の場合と同じ〈，震源モデルの著しい相

違にも拘らず，図25(1)および(2)の合成波は

余り相違していない。したがって，これを

真相に近いものと考えると，牧尾における

本震の地裳動は速度最大値60cm/s-90cm/

s,加速度最大値1500cm/S2 -2000cm/ s2とな

る。

牧尾のように断層面の端にある観測点で

は，断層面の遠い所から来た波と近い所か

ら来た波とに大きなちがいがあるかも知れ

ない。それ故，余霙域の西側に発生した 1つ

の余震（図 4の⑤，9月24日16km 16m,M= 

4.2)の記録を図 26aに示し，これを用いた

合成波を図26bに示した。実際の波形は図

26bと図25の中間であり，おそら〈図26b

より図25に近いものであろう。

C 震源過程

名大の高感度地裳計観測網で得られた長

野県西部地震の震源は図 4の⑭の位置（深

さ3km)である。しかし，高山および飯田

測候所の本震記録の最大振幅から主破壊の

出発点は①の位置（深さ 4km)に求まる。

⑭にすると高山の合成波がドプラー効果に

よって大きくなりすぎ，飯田の合成波が小

さくなりすぎるのである。

梅田康弘 (1985)の震源核モデルによれ

ば，最初の破壊点からある程度離れた所で

すべり破壊が爆発的に進行し，立体的に何

枚かの断層面が形成される。このモデルに

よれば，前に述べた余裳分布も埋石・倒木

のとんだ激裳域の存在もまた合成に仮定し

た極端に狭い主破壊域のモデルもうまく説

明される。

一方，断層の長さ12kmの震源モデルも捨

てがた＜，御岳の崩壊はこの断層が東から

走って来て柳ヶ瀬付近で止ったときに発生

した強い地震動によるという考え方もでき

る。

いずれにせよ，この地震は裳源について

の豊富な情報を提供してくれており，今後

研究すべきことが多い。

d 合成波の検討

① 余震記録との比較

牧尾における本裳 (M6.8)地裳動の合成

波（図25), 10月3日の余震記録 (M5.3,

図21)およぴ9月17日の余震記録 (M4.3,

図24)の波形を比べてみると，すべて単純

なほとんど 1波しかない長い波とそれに重
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(a) 1979年インペリアルパレー地設の断府

とエルセントロ群列観測点
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図27 1979年インペリアルパレー地震のエルセントロ群列観測点の記録と牧尾の合成波の比較

なる周期0.1秒くらいの短周期成分とから

成っており，単純な長い波の振幅および周

期はそれぞれM （マグニチュード）に対応

して大きくなっている。

② 他所の記録との比較

震源付近の地震動の長周期成分がこのよ

うに単純な形となることは松代地震の場合

にも見られたが， 1979年米国のインペリア

ルバレー地震のときに断層を横切って直線

上に設置されていた13ヶ所の強震計（この

強衷計群をエルセントロ群列と呼んでい

る）の記録に見事に現れている。図27にこ

れらの記録（加速度記録を速度記録に直し

たもの）とわれわれの求めた合成波とを示

す。この地震の規模はML=6.5と報告され

ているが，これはおおよそ日本の気象庁マ

グニチュードの6.7-6.8に相当し，生じた

断層の規模も長野県西部地裳と同程度のよ

うである。これらの単純な波形は断層モデ

ルの妥当性を示すものと考えてよいであろ

つ。

6) 地震動の振幅と距離との関係

裳源域の近くに強裳計が配置されている

ことは滅多にない。 1979年インペリアルバ

レー地裳のエルセントロ群列記録は実に貴
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図28 地霙動の速度最大値と主破壊域からの地
表距離との関係 (1979年エルセントロ群列
地設の△印だけ別） IIII線はMをパラメー
タにとった地動速度と距離の関係

重な例である。また， 日本では松代地震は

被害を生ずるような地震が2年以上も特定

の地域に発生した珍らしく大きい群発地裳

であり，霙源の近くに強誤計を設置して記

録をとることができた。アメリカの核実験

ではその近くに配置された地震計の記録が

ある。（この19Ktonは広島に落されたもの

と同程度の規模である）。それで，これらの

地裳動の速度最大値をタテ軸に，観測点の

震央距離をヨコ軸にとり，両対数グラフと

して図28に画いてみた。 1979年インペリア

第 4節地震動と被害

ル地震では辰央の北西約20kmの所にとくに

くいちがい量の大きな主破壊域があること

が (Hartzellほか， 1982)確められている

ので，エルセントロ群列点の震央距離をそ

の主破壊域から測った場合を黒丸印●，最

寄りの断層線から測った場合を三角印△で

示した。図の中の①は長野県西部地震の地

裳動であり，③は10月3日の余震の地霙動

である。観測点は遠い方から岐阜気象台，

高山測候所，飯田測候所，牧尾ダム管理事

務所であり，このうち①は合成波である。

曲線は籠者が昔(1964年），気象庁観測網の

記録に火薬爆破のような人工地震の観測結

果を加えて画いた近距離における地裳動速

度最大値と裳央距離との関係式である。

裳源に近づくと共に地霙動はどのように

増大するか？長野県西部地裳のような内陸

の地裳の場合にも加速度型強裳計は奈川渡

ダムの35km, 気象庁観測網の飯田測候所の

43kmが最も霰央に近く，他の地裳の場合も

近距離のデータがほとんどないので，多く

の研究者によっていろいろな曲線が提案さ

れているが，この中で，震源に近づくとと

もに地震動の最大値の増し方がゆるやかに

なり，頭うちになるであろうと’いう考え方

が有力である。これは“裳源距離は最寄り

の断層面からの距離とすべきである”とい

う考え方であり，図28の1979年インペリア

ルバレー地展の三角印に注目した見方であ

ると言える。しかし，大きな地霰断層には
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一般に主破壊域（又は晨源核）があるらし

い。とすれば，黒丸印のように主破壊域か

らの距離を考えることが重要となる。長野

県西部地震の場合も地震動速度又は加速度

の最大値と震源距離との関係は主破壊域を

採用した方がよさそうである。

なお，Rは1940年エルセントロ地震動と

呼ばれ，わが国の耐震設計（超高層ビルな

どの）に用いられている有名な地震動であ

り，Rは1971年サンフェルナンド地震の断

層面直上にあったパコイマダムの地震動で

あり，はじめて 1gを超えた記録である。

その後，R(1976年ガズリ地裳のカラキー

ル観測点，ソ連）および1979年エルセント

ロ群列No.7の記録が 1gを超えた。その他

の印も被害地震動の完全な記録であるから

歴史的に重要であるが，説明は省略する。

7) 超高層ピルのゆれ

裳源から200km離れた新宿の超高層ビル

群は長野県西部地裳によって大きくゆれ

た。東京の裳度は 3であり，気象庁の地裳

計 (1倍強裳計）の最大振幅は図29に見ら

れるように 1cmていどであったが，超高層

ビルの最上階に設罹された地震計は図30に

見られるように最大15.5cmの振幅を描い

た。周期 5秒，振幅10cm余の実にゆっくり

した大ゆれが 1分間ほど続いたのである。

このために，ほとんどの超高層ビルでエレ

ベーターの管制ケープルが大ゆれし，上下
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するカウンターウエートに絡って切断され

るという事故を発生した。

長野県西部地裳は震源域では大加速度，

大速度を現したが，大きな変位成分も含ん

でおり，東京の地層はそれに共振して周期

5秒前後の地震動が2~ 3分続いた。図29

に見られるように東京はその周囲の観測点

に比べて明らかに大きくゆれている。図29

の東京の地震動と図30の超高層ビル最上階

のゆれとを詳しく比べてみると，超高層ビ

ルの記録は 8時50分少し前の地震動（図29

より S波の到来であることが分る）でスタ

ートし， 51分少しすぎ（図30,観測後72-88

秒に対応）の地震動で最大に達した。すな

わち，固有振動周期 5秒の超高層ビルは 8

時51分前後の振幅約 1cm, 周期6~4秒の

1分間くらい続いた地裳動に共振して最上

階では10cm以上の振幅となり，そこから吊

り下っているエレベーターの管制ケープル

はさらに共振して 3~4mの大ゆれとなっ

たらしい。以上の経過は容易に計算される

ことであるが，事故が起るまでは気付かれ

なかった。しかし，実は日本海中部地震(M

7. 7)のとき，東京は裳源から500km以上離

れており，震度はゼロであったにも拘らず，

ある超高層ビルのエレベーターに事故があ

り，その原因を明らかにするためビルの地

下室と最上階とにおいて図30に示されたよ

うなしっかりした地震観測が行れていたの

である。その結果，上記のように極めて明
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49m 50m 
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図29 1984年長野県西部地震(9月14日8時 M=6.8)の気象庁観測網 1倍強震計の記録
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図30 1984年長野県西部地震による東京のある超高層ビル最上階（実線）と地下室（点線）の
地震計記録水平動（単位mm)
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瞭にその原因が分り，適切な対策も考えら

れるようになった。その対策の 1つは危険

を察知してエレベーターを自動的に止める

ことである。この場合，危険察知の仕方が

要点となるが，それは今まで述べたように，

対象物の被害条件と地裳動の性質とで決め

られる。こうして新たな危険度判定のもの

さしとそれに基づく装置が開発されたが，15)

その効果はやはり今後の地裳で試されるで

あろう。

ともあれ，「映画『日本沈没』の東京大地

展においてさえ，東京の夜空に超高層のシ

ルエットだけが残っていた」という神話に

意外な落とし穴があったのである。そして，

エレベーターが運悪くそこに落ちた話をし

たが，まだまだどこかにいろいろな落とし

穴が潜んでいるであろう。われわれは自然

の大実験にもっとよく学ばなければならな

いようである。
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第 5節崩壊災害

京都大学防災研究所

奥西一夫

1) 長野県西部地震による斜面崩壊および

土砂移動現象

長野県西部地震は王滝村に激甚な斜面崩

壊と土石流動をもたらした。その状況は第

2章第 3節に見られる通りであるが，災害

科学的な観点からこれらの現象を分類・整

理すると次のようになる。

a 大規模な斜面崩壊（伝上川上流，松越，

滝越の崩壊）

斜面崩壊の規模についての分類のしかた

は研究者によって異なるが，上記の斜面崩

壊は土木工学的な意味では大規模であり，

火山学などで取扱われる山体崩壊の中では

中・小規模であると言える。内陸や近海で

起る大地震はしばしば非常に大きな斜面崩

壊を引き起こしており，その中で伝上川上

流の斜面崩壊（崩壊土最3,400万mりは50年

~100年に一度，日本のどこかで起る程度の

頻度のものと考えられる 1）。この程度の斜

面崩壊については我国の歴史資料の中に多

くの記述が見られる2)が，詳細な観察記録

はほとんどない。

伝上川上流の斜面崩壊の地質・地形条件

については本章第 2節に述べられている

が，地形的には尾根状を呈しているものの，
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地下構造的には水を通し難い千本松軽石層

が埋没谷の形を成していた。そのため，地

表から浸透してその表面に到達した雨水

は，その埋没谷の中心に集中した地下水と

して貯留され， また出口が狭いために容易

には排水されない状況になっていたものと

考えられる。さらに 9月 1日から13日まで

の間の176mmの降雨はこの地下水の量をふ

だんよりも増加させ，尾根状の地形は地震

による振動を増加させる効果があったもの

と考えられる。類似の状況は地震による斜

面崩壊についてしばしば報告されている。

松越の崩壊地は，地表形態は尾根状を呈

していなかったが，地下構造的にはやはり

埋没した谷地形であり，崖錐性の堆積物が

古い谷地形を埋めて段丘を形成していたも

のである。崩壊後も崖錐性堆積物の底部か

ら顕著な地下水の湧出が見られた。

滝越の崩壊地は軽石などの火山噴出物を

含む堆積物の上に安山岩質の溶岩がのって

いたものが，地震によってすべり出したも

のである丸崩壊ブロックは，最初は北西方

向にすべり出し，一部は，尾根を越えて隣

の沢に流入したが，主要部は最大傾斜の方

向（南西）に向きを変えて斜面下の人家を

製った。

これら 3つの斜面崩壊では，崩壊地から

押出された土塊は顕著な流動性を示し，そ

のために災害を拡大した。崩土の流動性は

崩土自身の物性に依存するが，今回の場合，
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風化し，水を含んだ軽石層の存在が崩土の

流動性を高め岩屑流を引き起こした。崩土

の流動性は流動したコースの高度差 (H)と

水平距離 (L)の比 (H/L)で表現される（図

1)が，その値は等価摩擦係数 (μe)と呼ば

れる。伝上川上流の崩壊の場合は μeの値は

約0.13で，この値は世界的な大規模崩壊の

値にくらべてもかなり小さい値である。松

越の崩壊は μeの値は0.11ぐらいであった

が，流動土砂が対岸にのり上げ，その一部

離

図 1 土石流動のH/L比（奥田ほか内こよる）

は再ぴ崩壊斜面側の岸に打上げるなど，顕

著な流動性を示した。滝越の崩壊では μeは

0.12ぐらいであり崩土は斜面下の平坦地を

600mほど突走っている。

b 風化軽石層からのすべり出しによる斜

面崩壊（御岳高原の諸崩壊）

伝上川上流や滝越の斜面崩壊もこの範ち

ゅうに入れることができるが，御岳高原の

斜面崩壊は緩い斜面が崩壊した点で注目さ

れる。残されたすべり面は風化軽石層の中
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図2 御岳くずれの崩壊源
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図4 回転型のすべりの模式図

図3 平行移動的なすぺりの模式図

にあって平面的であり，全体的にはこの層

をすべり台として，上に堆積していた火山

灰層が平行移動的にすべり出したものであ

る（図 3)。但し目撃者によると最初は斜面

の中腹が盛上がったらしいので，実際の動

きはもっと複雑で，最初には回転的なすべ

り （スランプ）が起った可能性がある（図

4)。これらの斜面崩壊は直接的には地震に

起因しているが，道路に沿って発生してい

ることから，道路建設に伴う斜面の切取り

図5 御岳高原の斜面崩壊

が斜面の不安定さを増大させていた可能性

が大きい。

c 急斜面の表層崩壊

長野県西部地裳は，上述の比較的大規模

な斜面崩壊の他に急斜面の表層崩壊を多数

引き起した。田中・大倉叫こよると，新規崩

壊が591個所，既存の崩壊の拡大ないし再発

が156個所，既存の崩壊で今回は無事であっ

たものが631個所ある。図 6に新規崩壊の分

布を示す。この図の崩壊番号 1~4につい

ては上述したが，その他のものは規模が小

さく，人家に近いものが少なかったので，
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図 6 新規崩壊の分布（宇根叫こよる）

顕著な災害には至らなかったが，落石を伴

うものが多く，道路や河川に大きな損害を

与えた。宇根5)はこれらの崩壊を地質，傾斜

および集水面稽で整理した（図 7）。これに

よると，基盤岩（秩父古生層，濃飛流紋岩）

が露出する地域では，急傾斜の斜面で表層

崩壊が多発している。また，林道が建設さ

れている区域で特に崩壊が多い。溶岩台地

の緑辺部の急崖では落石・崩落タイプの崩

壊が多く発生した。濁沢上流の旧崩壊地の

緑辺部ではこのタイプの崩壊が多く発生し

た。降下火山噴出物（軽石が多い）が風化

している地域では，前述のように，かなり

緩傾斜の斜面が崩壊している。

d 道路や盛土の被災

本村のような山地の道路はおおむね急斜

面を横断する形を取り，片側は斜面を切取

り，他の側はその土を盛って造成されてい

ることが多い。力学的に不安定な部分はよ

第5節崩壊災害

う壁などで補強されているが，ふつう地裳

時の安定性は考慮されていないので，地震

時に道路が決壊したり，地割れができたり

することはほとんど避けられない。同様の

原因で盛土によって造成された宅地などで

も多くの地割れが発生した。地割れは切土

部分と盛土部分の境界にできやすく，その

ような部分をまたいでいる建築物にはひび

割れや狂いが生じやすいことが指摘されて

いるが，今回の地裳においても同様であっ

た6)。

e 伝上川，濁川，王滝川の大規模岩屑な

だれ

上述の伝上川上流の大崩壊から発した物

質（便宜的に岩屑と呼ぶが，岩石塊から礫

や土，植物の破片までを含む）は岩屑なだ

れとなって伝上川・濁川を経て王滝川を氷

ヶ瀬付近まで流下した。その流下速度は平

均時速80km（秒速23m)程度と見稽もられて

いる 1)が，当然場所によってはこれよりも

速かったり遅かったりしたものと考えられ

る。

岩屑は伝上川を埋め，一部は三笠山と小

三笠山の間の平坦面を越えて鈴ケ沢に流入

したが，大部分は岩屑なだれとなって伝上

川を流下した（図 8)。途中で両岸の熔岩台

地に溢れ，右岸へ溢流したものは分水界を

越えて濁沢に流入した。伝上川と濁沢は合

流して濁川となるが，岩屑なだれもやはり

合流して濁川を流下した。ただ，合流点で
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図7 小規模崩壊の傾斜と集水面積の関係（宇根5'による）

は，伝上川を流下した流れ山の一部が濁沢

へ逆流し，堆積している（図 8最下部）。濁

川温泉付近では，その下流に狭搾部がある

ため，岩屑なだれは減速され，ここではじ

めて大最の岩屑の堆積が生じた（図 9最上

部，図10)。さらに流下をつづけて岩屑なだ

れは柳ヶ瀬で王滝川本川に入り，ここから

氷ケ瀬付近にかけて広く堆積し，滝越～柳

ヶ瀬間にせき止め湖をつ〈った（図 9中央

部，図11)。餓鬼ヶ咽より上流では，奇跡的

に助かった 2人を除いて，河川沿いの人は

すべて行方不明になった。おそらく逃げる

間もなく岩屑なだれに巻き込まれたものと

思われる。王滝営林署の氷ヶ瀬貯木場は岩

屑流の直撃はまぬがれたが，後続泥流によ

って大損害を受けた。

岩屑流の堆積物（図10) は， 2次的に発

生した土石流や泥流，流水による掃流の堆

積物を別にすれば，大まかに 2つの相に分

けられる見ひとつは流れ山と呼ばれるも

ので小丘状を呈し，風化岩やスコリア（火
さい

山性鉱滓）が元の構造を残しており，崩壊

源のプロックがほぼ元の形のまま流れて来

て堆積したものと考えられる（図12)。流れ

山には地中に埋没しているものもある。流

れ山は濁川温泉付近と王滝川沿いの堆積域

に多く見られる。もうひとつは土石流堆積

物と呼ばれるもので，石礫と土と植物破片

がまるでミンチにかけたように混ってい

る。これは水を含んで土石流のように，構

成物が混然一体となって流れたものと考え

られる（図10)。
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流れ山は土石流堆積物が流動した時に，

その上に乗って運ばれたと考えられるの

で，両者は密接に関連していたことは間違

いないが，詳しいことはよくわかっていな

い。堆積物の地表踏査，ボーリング調査，

谷の両側に残された各種の痕跡からいろい

ろな推定がなされているに過ぎない。

御岳くずれの崩壊源に残された複雑な流

条痕は，この斜面崩壊が何回かに分かれ発

生したことを示唆する9)。さらに岩屑なだ

れが伝上川から溢流した部分や谷壁に残し

た物質の観察8,10)からも，この岩屑流が多く

の流動相に分けられるほか，一時的に谷の

上流部を埋めていた岩屑が2次的に流出す

ることもあったと推定される。これらのこ

とから，王滝川まで流出した岩屑なだれは

何波かに分かれ，途中で停滞したり，ひと

つの流れが2つに分かれたり， 2つの流れ

が合流してひとつになったりしたこともあ

ったと考えられる。しかし，確定的なこと

はわかっていない。

この岩屑なだれが村の中心部を直撃しな

かったのは，主として上述の何個所もの狭

搾部で岩屑が一時的にせよ押し止められた

ことによる。もしこれらの狭搾部がなかっ

たら，岩屑なだれはどのような挙動をして

いたかについて，正確な推定をすることは

困難である。しかし仮に狭搾部の上流側の

堆稜勾配の最小値 (0.019)が狭搾部がない

時の堆積限界勾配に等しいと仮定すると，

第 5節崩壊災害

それ以下の河床勾配は氷ヶ瀬の下流，池の

越上流 1kmあたりにあらわれるので，その

場合には，このあたりまで岩屑なだれが流

下し，後続泥流は池の越，瀬戸あたりまで

達したであろうと考えられる。

このように，伝上川～王滝川の岩屑なだ

れの実態は漠然とした形でしか判明してい

ない。国内，国外の既往の岩屑なだれにつ

いてもその動態についてはきわめて不完全

な知識しか得られていないが，土石の流動

範囲については痕跡調査や堆積物の調査な

どによってかなりの情報が得られている。

長野県北部の稗田山崩壊 (1911年）では流

れ山を伴った岩屑なだれが浦川に沿って姫

川本流まで約 6kmを流下している。南米ぺ

ルーのアスカランという山では1970年に，

地裳で氷河が崩壊したことがきっかけとな

って16kmにも及ぶ岩屑なだれが生じてい

る。 1980年の米国セントヘレンズ山の噴火

に際しては磐梯山型の大崩壊（土最28億mり

が起り，伝上川～王滝川で見られるよりも

多様な流動現象が発生した。さらに，先史

時代に起ったものについては，残された堆

積物から推定するしかないが，きわめて大

規模な岩屑流動が起っている。例えば 3万

年ほど前に木曽川に沿って犬山市あたりま

で，約200kmにわたって流下した木曽川泥

流3)と呼ばれるものは，おそらく伝上川

～王滝川の岩屑なだれを何十倍も巨大化し

たようなものであっただろうと想像され
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図10 岩屑なだれの堆積状況（濁Ili温泉の上流）

図11 柳ヶ瀬における王滝川せきとめ状況

(1984年 9月30日諏訪浩搬影）

流れ山の写真 (i蜀川温泉跡）

図9 御岳くずれの平面図

図l2

（国土地理院の食年初より抜枠）
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る。

これらの知見はいずれも重要なものであ

るが，これらから防災対策のため具体的な

知識を得ることは難しい。わずかにセント

ヘレンズの知識と経験が今回の御岳くずれ

の事例と同程度に具体的な形で記録されて

いるが，火山噴火に伴う大規模山体崩壊（同

じ規準で言うと御岳くずれは中規模）であ

り，岩屑流動の様式もかなり異なる点が多

い。しかし，今回御岳山で起った諸現象を

解明するに際し，これらの事例の研究成果

が大変役立っている。さらに御岳山の研究

事例にもとづいて他の事例が新しく解釈さ

れるという期待もあり，御岳災害について

今後の研究の重要性も大きい。

f 土石流

上述のように，伝上川上流の御岳くずれ

から溢れ出た岩屑の一部は鈴ヶ沢に流入し

た。そのうち，中股に流入したものは途中

で停止・堆積したが，東股に流入したもの

は鈴ヶ沢の水および渓床堆積物を加えて20

万面程度の土石流となり，平均速度22rn/s

ぐらいで，所々ではんらんし，道路や橋梁

を破壊しながら王滝川本川までの 9kmを流

下した。この土石流は毎年日本中のどこか

で起っている程度の土石流よりもやや規模

の大きいもので， 1978年に妙高高原で発生

した土石流（土羅40万m3，流下距離7.5km)

に似ている。

御岳高原の斜面崩壊から押出された火山
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灰を主体とする崩土は大又川に流入し，ゃ

はり川の水と渓床土砂を加えて土石流とな

った。高速の流動域では反対側の斜面に乗

り上げたところもある。この土石流は規模

は小さかったが，河床勾配の大きい所では

流速も大きくなり，道路や橋梁，川沿いの

家屋などを破壊した。

2) 御岳山周辺地域の災害危険度

ここでは長野県西部地震災害に関する各

種の調査結果と，従来の知見にもとづいて，

御岳山周辺地域の中で，防災上特に注意す

べき個所と危険度の高い現象について述べ

る。

a 山体崩壊の危険度

伝上川上流の崩壊地では 1年を経過した

今でも間断なく落石が続いており，斜面の

不安定さを伺わせる。今後，地裳や豪雨に

よってこの斜面が再び崩れる可能性はかな

りある。しかし，その時の崩壊土最は今回

にくらべて 1桁以上小さいであろう。

これ以外に今後山体崩壊が起る場所を推

定することはかなり難しい。小林叫ま過去

の山体崩壊の跡地を調査している（第 2節

図11参照）。これによると，今後も今回と同

程度の中規模山体崩壊は起り得ると言わね

ばならない。危険度の高い斜面は，今回の

経験から，山頂に近い尾根で，地下の地質

構造が凹形になっている所と言い得る。し

かし，地下構造の調査には多額の経費を要



するため，上記の条件を持つ斜面を具体的

に指摘することは困難である。今後，山頂

部に源を発する河川の谷筋に重要な施設を

計画する場合には，その上流の斜面で現地

の条件に適した物理的探査をおこなって，

山体崩壊の危険度を具体的にチエックする

べきであろう。

b 軽石層に起因する斜面崩壊

前項の b)で述べたように，風化軽石層

の上にのっている斜面物質は緩斜面でもす

べり出しやすい。地裳の他に豪雨によって

崩れることも十分あり得る。今回の崩壊の

ほかに過去に崩壊が発生したらしい地形が

いくつか見られることを考え合わせると，

極めて不安定な状態にある斜面はすでに崩

壊してしまっており，安定と不安定の境に

ある斜面が今回の地震のためのに安定を失

ってすべり出したものと考えられる。そう

すると現在残っている斜面はすべて安定か

というと，必ずしもそうではない。そのひ

とつの要因は風化の進行である。風化作用

の定量的評価はかなり困難であるが，風化

作用は永年にわたって持続的に起るため，

これまで安定であった斜面もいずれは不安

定になり得る。もうひとつの要因は地下水

の状態であり，同一の斜面でも地下水位が

高くなるほど不安定になる。 3番目の要因

は自然的，人為的な地形変化であり，とり

わけ道路建設と土地造成はほとんどの場

合，斜面の安定を損う方向に作用する。こ

第5節崩壊災害

の場合も確実な危険度予測のためには地下

構造を調べなければならないが，個別的に

調査することは経費が非常にかかる。実際

的な方法としては道路や自然の露頭を利用

して地質踏査をおこない，重要な施設を計

画する場合には簡易ボーリングをおこなっ

てその結果を地図上に記載しておくことが

推奨される。

c 急斜面の崩壊の危険度

図7に示されている崩壊斜面の傾斜は，

地震時や豪雨時の安定限界をあらわしてい

るものと見ることができる。各地質条件別

に，このような傾斜，あるいはこれを越え

る傾斜の斜面は危険であると言える。

田中・大倉4)は図 7に示したのと同様の

解析をおこない，理論的に予測される斜面

崩壊の分布を示した。さらにこれと今回の

崩壊分布の比較をおこなっているが，これ

にもとづいて今後起り得る斜面崩壊の傾向

をある程度予測することができる。

急崖や急斜面で，理論的に崩壊が予測さ

れながら，実際には崩壊しなかった斜面は

かなり多い。これらの多くは，今回の地霰

の猿源からやや離れていたために，崩壊は

まぬがれたものと考えられる。しかし，今

回の地康によって地盤がゆるんでいる可能

性が高く，今後豪雨の際に崩壊する危険が

あると考えねばならない。

林道が建設された区域では理論的予測よ

りも多くの崩壊が発生したが，これは切土
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や盛土，捨土のために，斜面の支持力が低

下していたものと考えられる。このような

区域およぴ今後道路等が建設される区域で

は斜面崩壊に十分注意する必要がある。

d 道路，宅地等の安全性

道路や宅地などの人為的に造成された部

分の地震や豪雨の時の安全性を正確に評価

することは意外に難しい。これらは造成時

に力学的安定性をチエックし，不十分な場

合は補強がなされているので，本来は安全

な筈である。しかし実際には設計計算の誤

差や材料の不均質によるばらつきは避けら

れないし，これらのばらつきを考慮して十

分な安全率を見込むと経費が高〈なってし

まう。そのため，きわめて危険な部分はあ

まりないかわりに，安全と危険の境界線上

にあるものがかなり多いと考えられる。

本村では，かなり安全度の低い部分は，

今回の地裳によって何らかの変状を来たし

ている。崩落を生じたような部分では，今

回と同程度の地震力や同等の豪雨に対して

安全となるような復旧対策がなされるであ

ろうから，一応安全になったと考えてよい。

これに対して，少しずったとか，地割れが

生じた部分は地ならしがされるだけで，補

強工事はおこなわれないことが多い。この

ような部分では，地盤の変形に伴って，多

少とも強度低下が起っていると考えられ，

今回の地晨と同等の外力が加わると，今回

と同様またはそれ以上の変形を起す可能性

が高い。

地裳時に人家の近くで斜面に亀裂が生じ

たり，生じるおそれが大きい地点には伸縮

計が設置され，監視がおこなわれた（図13)。

現在では斜面崩壊や地すべりのさし迫った

危険はないとして伸縮計は取外されている

が，長期にわたる安全性は必ずしも確認さ

れていないし，地震や豪雨のたびに少しず

つ変位が進行し，それに伴って地盤強度が

低下していく可能性はかなりある。このよ

うな長期にわたる危険度を評価するために

は，斜面のモニタリングを続けることが必

要であるが，今のところ次の理由で実行が

困難である。ひとつは斜面の変位観測の費

用と人手の問題であり，上記の伸縮計は長

年月にわたる観測にはあまり向いていな

い。この問題を解決するためには，伸縮計

の両端の杭を残し，毎年 1回，例えば災害

記念日の 9月14日に杭の間の距離を物尺で

1 mmの精度で測定することが考えられる。

測定時に杭のまわりの草木を刈るようにす

移
動

移動地

記鉢計箱

クラックなど

図13 伸縮計の概念図

固定杭
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れば，その他には格別の保守作業はいらな

い。もうひとつには組織の問題があり，数

十年ないし数百年にわたってモニタリング

を続けるためには，観測と保守，データの

保存と解析，成果の利用などが村の防災計

画の中でしっかりと位置づけられている必

要がある。

e 土砂移動・河床変動による災害の危険

度

斜面崩壊，土石流，岩屑なだれなどがあ

った場所では，裸地化のために表面浸食が

大幅に加速されている。一方，河床に堆梢

している土砂は不安定で，出水時などに再

び動きだす可能性を潜在的に有している。

予見される災害は 2種類ある。ひとつは，

ある地点で浸食が起ると，新たに露出され

た地面または河床面は以前より不安定とな

って，浸食が加速され，なだれ的な浸食・

土砂流出に発展することである。 1984年の

災害直後に，一時，柳ヶ瀬の自然湖（図11)

の決壊が心配されたのも，この観点からで

ある。現在では主要な堆積地と加速浸食が

起りそうな斜面の下流には砂防ダムや床固

工が施工されており，当面上記のような土

砂流出が大規模に発生するおそれはない。

しかし局所的には顕著な土砂流出の可能性

がある。 2番目の災害危険性は，現在の土

砂堆積域（特に濁川温泉～氷ヶ瀬）の土砂

が徐々に下流に移動してそこで河床を上昇

させ，洪水はんらんを起しやすくすること
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がある。これはゆっくりした現象なので，

下流部で河床の上昇傾向が表れてから対策

を考えてもおそくはない。

f 土石流の危険度

上述のように，大規模な土石流動の可能

性がある場所には砂防施設が作られている

が，流動土石の全部をとめることはできな

いであろうから，小規模な土石流の可能性

はかなりあると考えられる。ここで想定し

ている土石流は，今回鈴ヶ沢で発生したよ

うなものであるが，類似規模の土石流の連

続写真II)を図14に示す。危険度の大きい区

域としては伝上川，濁川，鈴ヶ沢および大

又川の各流域および王滝川の柳ヶ瀬～氷ヶ

瀬間をあげることができる。これらの地域

では1984年に土石流動が起った範囲とその

周辺は土石流危険区域と考え，増水時およ

び強雨時には立入らないようにしなければ

ならない。

3) 山地および河川の保全

今回の大地震による大規模な斜面崩壊の

うち，松越の崩壊については本格的な対策

工事がおこなわれた。もとより人玉構造物

には寿命があるので，数十年後には安全性

の見直しが必要であるが，当面は特に保全

対策を必要としない。滝越の崩壊地につい

ては，残された滑落崖の安定性の検討を含

めて何らかの保全策が必要である。一方，

伝上川上流の大崩壊については，崩壊が今
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(1) (3) 

(2) (4) 

図14 焼岳東麓の土石流11)（先頭部が床固工をこえる瞬間より 2秒間隔の連続写真）

後拡大するおそれは大きいが，直下流に人

家がないので， もし崩壊の拡大によって新

たな土石流動が生じても，施工中の砂防施

設によって抒止することにより，安全を保

つことができよう。この崩壊地は，伝上川

沿いの荒廃と共に，御岳登山者や観光客の

眼を奪うものであるが，なまじの植林など

によって体裁を取繕うよりも，自然の脅威

を物語る自然の記念碑として残しておくの

が妥当であろう。もちろん今後とも土砂の

動きの激しい危険地域であることは十分肝

に銘じておく必要がある。
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河川の保全については困難な問題があ

る。大又川や鈴ヶ沢では，堆積土砂もいず

れは下流へ運ぴ去られるので，近い将来に

原状に戻るであろうが，伝上川～王滝川の

岩屑なだれが下流した区間とその下流につ

いては，将来河川地形がどのように変化し

ていくかについて，正確に予測することは

難しい。源流部からの土砂生産が落着くと，

現在30-40mも上昇している河道は徐々

に低下し，河道の両側に段丘化した堆積面

が残るであろう。しかし，この段丘化した

部分は不安定で，ここに建物を建てたり，



耕作をおこなうことは不可能であろう。

最終的に堆積土砂がすべて下流に流され

て，以前の渓谷美が戻る可能性については，

おそらく千年とか，その程度の時間スケー

ルの問題であろうから，現実的な議論の対

象にはし難い。ここと同様に河床が一挙に

数十 m も上昇した例は奈良県十津川流域

(1889年），徳島県穴吹川上流部(1975年），

山梨県雨畑川流域 (1882年）など，国内の

各地に数多く見られている。これらの多く

の場合は中小の崩壊の多発によるが，河川

の問題としては本質的に同じである。十津

川流域では災害後数十年経ってから大きな

貯水ダムが数基建設され，堆積土砂はダム

湖の中に封じこめられた形になっている

が，他の 2例では本村におけると同様に，

砂防ダムや床固工の施工によって，急激な

土砂の動きを避けつつ，徐々に自然の地形

変化のすう勢に従うような施策がとられて

いる。
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第 6節情報伝達

束京大学新聞研究所

池 田 謙 一

第2章では村の対応の詳細を，また第 4

章では国と県のバックアップを詳しく扱っ

ているので，本節では「情報伝達」という

点に絞って村内の情報連絡上で生じた問

題，村外との情報連絡において生じた問題

を論じよう。今回の災害は情報システムの

災害でもあったのである。

1) 行政当局や電話局の対応

王滝村には．無線を使って行政からの情

報を住民に伝える市町村防災行政用無線固

定系（同報無線）はまだ設罹されていない。

代わりに昭和45年に全戸に設罹された「有

線放送」が村内の行政連絡用に使われてい

た。

地霙は，この有線放送のケーブルを断線

せしめ，停電によって放送用の電源を切り，

また非常用電源も転倒させて放送を不可能

にした。このため，早い地区でも地緩翌日

の午後まで放送は回復しなかった。住民へ

の情報伝達の主要手段が使用不可能になっ

たのである。

村にはこのほかに行政無線がある。その

基地局は役場と滝越地区公民館の 2ヶ所に

あり，移動の子局として消防車，役場の車
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などに車載されたものなど41局がある。地

裳直後の連絡（特に避難指示）はこの行政

無線を使い，徒歩連絡によって徹底させる

こととなった。有線放送は使えず，また電

話の回線も，村内中央部と滝越との間の回

線が断線したため，十分に利用できなかっ

たのである。

それゆえ，村内では滝越地区との連絡が

大きな問題の 1つとなった。役場から，行

政無線で呼び出しても応答は得られなかっ

た。滝越の方でも，同様に公民館設置の行

政無線を用いて連絡を試みたが停電のため

通じず，消防車に車載の無線も混信で通じ

なかった。役場では王滝営林署に電話をか

け，その業務用無線を通じて滝越の様子を

聞こうとしたが，既に電話が輻戟状態でこ

れも成功しなかった。このため， 2時間以

上の間は滝越の様子は不明となった。結局，

滝越にいた営林署員がアマチュア無線で木

曽福島のアマチュア無線家と交信して様子

を知らせたのが，第 1報となった。時刻は

午前11時ごろと見られる。また，村内での

連絡は，おなじころ，滝越地区の消防車の

無線が他の子局（消防の無線）と通じたこ

とによって可能となった。滝越の状況を説

明し，また集団で避難することを役場に連

絡したのである。以後の連絡は，消防車が

中継することとなった。

次に王滝村と村の外部との連絡は，どの

ようにして行なわれただろうか。



まず，行政的な連絡であるが，詳しくは

2章を参照していただくこととして，情報

伝達に関連した事項に限っていくつか注目

しよう。

第 1に，災害の第 1報は県の緊急用の連

絡網である防災行政用無線を通じ， 9時15

分に行なわれたが，以後はこれを十分に活

用できなかった。王滝は周辺の 3町村と無

線 1回線を共用しているため，被災当日に

もこれら町村が県庁と連絡している間は使

用不可能で，緊急の連絡には支障をきたし

たのである。また，重要加入電話という，

電話の輻較時にも優先的にかかる電話が王

滝役場には 2本あるが，これを使おうとし

ても，マスコミからの電話の殺到で発信不

可能に近く，やむなく孤立防止用無線電話

を使用することとなった。以前の御岳山噴

火の頃の経験でその使用には慣れており，

またマスコミには使えない電話なので，そ

の電話攻勢を回避するのにも有用であっ

た。役場からの発信本数は電電公社によれ

ば地裳当日は19本，翌日は15本となってい

る。これは，三宅島噴火災害などと並んで

災害時に孤立防止用無線電話が活躍した数

少ない事例の 1つである。

第2に警察による情報収集は，地裳当時

所用で木曽福島にいた王滝駐在の警官が急

きょ引き返すとともに，木曽署の署員もか

けつけて，午前10時前後に木曽署を通じて

無線連絡したのが最初である。正午には木

第6節情報伝達

曽署長が徒歩で王滝入りして指揮をとりは

じめ，午後には王滝に大アンテナを設置し

て長野と直接交信できるようにし，また専

用線（警察電話）を即日復旧・増設しても

らっで情報伝達を確保した。

第3に，電話局の対応はどうであったろ

うか。王滝に通ずる電話の管轄権は，木曽

福島電話局にある。この局は木曽福島およ

び近隣の王滝・上松・三岳の各地区への回

線を統括しており，王滝と東京や名古屋な

どの外部との回線接続は木曽福島局を通じ

てつながっているのである。

木曽福島ー王滝間の電話回線ルートは昭

和58年から災害対策として 2ルート化され

ていたが，その内 1ルートが被災した。 2

ルート化のおがげで村ば情報孤立化をまぬ

がれたが，村に通じる60回線中30回線が不

通となったため，電話の殺到はとてもさば

ききれなかった。電話の輻戟状態は，被災

当日から20日頃まで断続的に続いたので，

木曽福島局では電話景の規制を行なわざる

を得なかった。最大時には，村にかかる電

話の75％が規制された。

回線の復旧は，このため，緊急を要する

ものであったから，いくつかの臨時手段が

とられた。まず当日は，被災しなかったル

ートの予備回線33回線を使用に充てて， と

りあえず輻戟を緩和する試みを行った。ま

た，ヘリコプターでパラポラアンテナを輸

送して王滝村内に持ち込み，通信衛星CS
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2を使って衛星回線29回線が設定されたの

は， 15日午後 1時であった。同様の対策は，

同年11月に起きた東京世田谷局の電話線ケ

ープル火災の際にも行なわれている。最終

的に，王滝村に通ずる御岳湖を迂回する回

線が敷設されて応急復旧が完了したのは，

16日正午であった。

また，住民のための臨時特設公衆電話（無

料）も 8台敷設し，さらに現地入りしたマ

スコミからの要望に応じて王滝だけで61台

の臨時電話の設置も行なった。

以上の緊急の情報伝達の経緯から，今後

のために留意すべき点は何であろうか。

第 1に，情報伝達回線の 2重化や連絡網

の2重化が重要であろう。王滝への電話回

線も 2ルート化されていなかったらもっと

連絡に手間取ったであろうことは，滝越地

区との連絡が困難であったことからも想像

できよう。

第 2には，孤立防止用無線電話の重要性

を再認識するとともに，重要加入電話を受

信用にしない工夫も必要であろう。その電

話番号を非公開にするなどして，被災した

場合の情報発信の手段を十分に確保するこ

とが必要である。同様の理由で行政用無線

の整備の必要性も強調されなくてはなれな

い。災害時には往々して， もっとも被害の

大きかったところの状況の把握がもっとも

遅れることになるが，それを一刻でも早め

るような体制が必要なのである。
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最後に，村内部の連絡についても災害時

の対策を考えれば，有線から無線化するこ

とが急務であろう。つまり，計画上は既に

あった同報無線の迎入を急ぐこと力噌夏まれ

る。また，連絡網の 2重化という点では行

政とは別個の連絡網を持った王滝営林署と

も， 日頃から緊急時の情報交換について話

合っておくことも望ましいのではなかろう

か。地裳後，営林署では独自に，署内 7担

当区に散在する人員の安全確認を行なっ

た。署では，地霰の揺れによって停電した

が，自家発電装置を使用することで無線連

絡が可能だったのである。滝越地区との連

絡はここでも手間取ったが，基本的には，

村の行政と営林署という 2つの情報連絡網

が相互に情報交換することが，災害への耐

性を強くするだけでなく，互いの持つ情報

の質を上げる効果を持つからである。

2) マスコミの対応

次に，王滝村の状況を一般の国民に知ら

せるという点では，行政情報に増してマス

コミの情報が注目されるが，それはどのよ

うに伝えられ，またどのような問題点があ

っただろうか。

a NHK長野放送局の対応

発災時（長野の震度 3)には，地震時の

慣行に従って長野地方気象台などに電話取

材を開始したが，同時に飯田通信部から「か

なりの地震」との 1報が入った。 9時5分



になると，震源は長野県西部と判明したた

め，一斉に木曽方面に電話取材を開始した。

だが王滝には午前中輻較で通話不能であっ

たため，被害が大きいとは想像できたが，

通話不能というのも状況証拠に過ぎず，王

滝を今回の取材対象に絞りきることはでき

なかった。

9時30分，内陸部の地震としてはかなり

の規模であることがわかったので，被害状

況はなおも不明であったが， 2組の取材陣

を木曽福島へと出発させた。 10時になると

県警から，王滝村で数棟が土砂に埋まり 4

人不明との情報が入った。このためテレビ

映像伝送用の車を木曽福島へと向かわせる

とともに，先発の 2陣には王滝へ向かうよ

う指示した。

次第に行方不明者の未確認情報が乱れと

び，その確認は困難となったが， しばらく

の間は県の対策本部で発表したもののみを

報道することとし，現場に取材陣が入るの

を待った。

第1陣の現場到着は11時30分であった。

それによる松越地区の映像は，木曽福島ま

で開通した中継回線に送り，午後 3時の全

国ニュースに間に合わせることができた。

一方，名古屋からのヘリコプターが12時30

分には現場到着， 1時35分には空中撮影し

た映像を名古屋放送局にもたらし，同55分

には，王滝の空からの惨状や避難している

村人の様子が全国中継された。
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こうして被害の大きさがはっきりしたの

で，午後 6時からは通常30分の長野ローカ

ル・ニュースを 1時間に延ばして，ローカ

ル特別番組「長野県西部地震」を制作・放

送した。その内容は，王滝村の様子，県災

害対策支部が設置された木曽福島の県地方

事務所と県庁内の消防防災課からの被害状

況の中継・報告，学者による地霰の原因の

分析などであった。またラジオでも特別番

組を企画し， 7時40分から放送した。

夜11時には，東京から放送衛星の中継機

器が出発し，翌日の衛星ルートによる生中

継にそなえた。

以上，当日は東京・名古屋・富山と協同

で王滝に58名の大取材陣を配置し，木曽福

島にも 11名の取材陣を置いた。表 1に対応

経過を，行政側の対応とともに掲げておく。

b 信越放送 (SBC)の対応

信越放送はラジオ・テレビ兼営局で，長

野の民放では最も古い。

当日の対応であるが， NHKの場合と同

じように，今回の報道では取材対象を絞る

ことにかなりの重点が置かれざるをえなか

った。地裳後9時過ぎにはとりあえず，ラ

ジオ・テレビで地裳速報を出し，以後，朝

の番組『スタートいちばん』で，国鉄や道

路の状況の報道，木曽の住民への電話イン

タビューなどを織り込みつつ，取材の的を

絞る作業を続けた。

10時前，県消防防災課から王滝村で家屋
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が 3,4戸埋まったとの情報が入ったので，

松本局の取材陣を急きょ王滝へ向かわせる

と共に，飯田からも 1陣を出発させ，両陣

とも昼前には王滝入りすることとなった。

これらと同時に，映像の中継や伝送に備え

る技術陣を派遣した。テレビでは，現場映

像の素早い報道が決め手と見られるからで

ある。

10時30分になると，長野県警にいた記者

から，王滝の生コン会社の従業貝が生き埋

めとの一報が入り，ますます王滝に取材の

焦点が絞られることとなった。

現場の映像が初めて放送されたのは，午

後 1時59分になっていた。天候不良のため

遅れて長野を飛ぴ立ったヘリコプターの空

中撮影映像が 1分間ローカルで流れたので

ある。また， 2時30分頃には，地上の映像

も届くようになった。 4時15分から15分間

の特別番組『長野県西部地震被害広がる』

では，現場からの記者レボートを送ること

ができ，さらに， 6時30分からのTBSネ

ット『ニュースコープ』では，同系列の中

部日本放送 (CBC)による伝上川の上の

大崩壊の様子を各社に先駆けて放送した。

また， CBCは夕方までに，通信衛星を利

用した中継回線を木曽福島の県災害対策支

部まで引くことに成功していたので，その

映像も全国に流れた（翌日には通信衛星回

線による生中継も行なった）。

以上，災害の当日は，合計22名の人員を
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投入して取材を行なった。

長野放送 (NBS)の対応やテレビ信州

(TBS)の対応も，大体同様のものであ

った（表 1を参照）。

一方，新聞の対応であるが，信濃毎日新

聞や中日新聞では，当初は夕刊用の写真を

撮影することに追われた。地元木曽の記者

は写真をとると取材もそこそこに引き上げ

て夕刊に間に合わせることをめざした。王

滝村住民の談話は主として電話取材に基づ

いていた。そして夕方からは，本社等の取

材陣が到着し，地元記者はその世話に追わ

れることになった。以後の取材は主として

本社の記者が行なったのである。

c 情報の収集・連絡や取材上の問題点

ここでは，マスコミの情報連絡や取材上

の問題点を検討してみよう。

i)情報の収集と連絡

各社とも王滝村で被害が特にひどいとい

う第 1報の取材は，県警や県の消防防災課

の情報にたよらざるをえなかった。マスコ

ミは県や警察ほどの情報収集能力は持たな

いのである。もちろん被災地周辺と思われ

る公的機関に電話をかけで情報を素早く得

ようとする試みも行なわれたが，その対象

である各村の役場の電話は，同じ思惑から

かけたマスコミの電話どうしで輻戟し，ま

たかかっても役場の対応をいたずらに邪靡

するだけであった。

また，当日の長野（名古屋）との連絡や



打ち合わせには各社とも苦労した。王滝か

らの電話は輻戟でなかなか通ぜず，かとい

って無線で長野と直接交信することが可能

であったのは 1社だけであった。翌日以降

は電話回線の臨時増があり，またファック

スを持ち込んで報道内容を素早くしかも正

確にするよう努めるなど，徐々に連絡事情

は好転した。

一方，王滝村内の取材用の連絡には無線

を使ったが，村の行政担当者，消防や警察

も同様に無線を使用し，その周波数も近か

ったので，一斉に被災現場で連絡を行なう

とひどく混信した。感度抑圧現象という現

象が生じ，出力の弱い方の無線の感度が悪

化したのである。たとえば，役場の無線は

基地局でも出力 5Wであるのに対し，某マ

スコミは50Wであり，この場合少々周波数

が離れていても役場側の無線に混信をきた

すのである。各社の無線の中にはさらに大

出力の無線機を持ち込んだところもあった

ようで，いたるところで混乱した。

200人を越える報道陣がつめかけたこと

は，さらにいくつかの取材上の問題を引き

起こした。たとえば，駐車したマスコミの

車で道路が通行しにくく災害対策に支障を

きたしたり，住民が避難して不在の民家へ

踏み込んで電話を無断借用する記者がいた

り，女性レポーターが災害現場にスカート

姿でやって来たり，役場職員に横柄な態度

を示す記者がいたりした。ここではマスコ

第6節情報伝達

ミの情報収集の問題点に絞っていくつか述

べよう。

問題の第 1は，繰り返し取材する，ある

いは「しつこい」ということである。これ

にたいしては「それぞれの取材目的が違う」

という反論がありうる。同じ会社でも別取

材であれば取材する目的は自ずと異なるか

ら別々に取材するのである。しかし，これ

は報道する側のいわば都合によるものであ

って，同一対象者に対しては現地デスクの

側でなるたけ 1回で取材が済むような配慮

をすべき問題であり，「誰のための報道か」

と言う観点から，平時より取材姿勢を考え

ておく必要のあることを示している。

次は，「被災者家族への取材は差し控える

べきだ」という意見をめぐる問題である。

人的被害に関する取材は報道の中心になる

のが一般的だから，自ずから取材対象が限

られ，特定の被災家族にマスコミが殺到す

るという現象が生ずることになる。王滝で

もそうなりがちだっだことは否めない。し

かし，何も被災者家族の「言葉」で 1から

10まで埋めつくすことだけが報道だとは限

らない。単に言葉を吐かせるだけでは「マ

スコミ公害」といわれてもやむをえないと

思われる。

さらにマスコミと村当局との間には， 70

人弱の役場に100人近い報道陣が押しかけ

て取材を競い，また凄まじい電話攻勢をか

けたことによって，緊張した関係が生じた。
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表 1.情報の入手と対応

県消防防災課

8: 48発災

8: 55木的地!JI「非‘常に大きい地裳」と

一報

9 : 00松代地裳測候所より御岳山付近と
知り，防災行政無線で全14地方事
務所に被害状況報告を指示

9: 30気象庁MG.9と発表
9: 31下伊1111地事より飯田で生徒負Ill
9: 40木曽地事より，王滝含む状況報告

長野地方気象台地裳1行報発表
9: 50気象台発表：木曽御岳方面

10: 00王滝で家屋が 3, 4戸埋まった

10: 22木店’地事「 4名不明の模様、王滝
大又川の土砂が大Rt流出」

10: 30*＇泣地事「王滝から自衛隊出動要
詣あり」

10: 40知事より自衛隊派逍要lii'i

県木曽地方事務所

木＇位署から王滝役場に砥話「えら
いことが起きた」とわかる

9: 15王滝役場より，「人的被害・
建物被杏あり，裳度は 5~
8」と報告

9: 37王滝より「土砂崩れと生き
埋めあり」と報告

10: 22王滝「自衛隊出動要請j

10: 30県木杓災対支部設附

り＇ 辟

10蒔頃県臀本部で，特に王滝がひ
どいとわかる

10: 30地裳災害腎備本部設骰

IO: 55木杓署貝．王滝役場到滸

12: 30県災也対策本部設附

12: 00王滝，行方不明10名と報告 仕頃、木曽署長徒歩で王滝入り
現地腎備本部を設沼

13: 10玉沌「滝越で死亡］名確認」
と報告 13: 47)饂で不通の村道l開通

14: 30「滝越で 1名死亡」発表

15: 30災害救J)J法の適用決定

16: 50王滝「16:40（云上川・ i蜀川
で大土石流発生

18: 00王滝「濁川温泉流失確認」

夜遅〈死者・不明者の数29人確認

通伯衛星cs2を利用した中日放送より受けた画像
＊・ 放送衛星BS2を利用した映像は翌朝放送された (BS可搬Cは，車載可能な放送衛星用機器）
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N H K 民 放 新 Ii II 

気象台や測候所に龍話
飯田iili侶部．かなりの地媒と一報
8: 56裳度送稿（ラジオローカル）

9: 00 TV全中ニュース
9: 05 TVローカル 3分特設

「裳源長野県西部と判明」
9: 15-30木曽方而に龍話するも

状況不明

9: 40状況不明だが松本局所屈の
2陣木泊福島へ

10: 08貼笞より王滝で4人不明

→目標を王滝ヘ

10: 30長野局汎用車木曽福島へ
松本局マイクロ班出

SBC 気象台へ地謡支局から一報入る
SBC 木竹谷への通話が通じにくい

9時頃 NBS共同Fax速報で県南とわかる

9: 04 SBCラジオ・TVで裳度速報

9: 30 NBS県贅記者「飯田で子供ケガ」

と一報

9: 30 ihl毎 木＇，1福島記者取材に
出る

中日 " ＂ 
JO時前 CBC龍話で生き埋め梢報を知る

10 : IO SBCit1防防災の記者，王滝で被

宮と一報
SBC松本と飯田から 2陣．マイ

クロ班出る

NBS木粉方面とわかる（県緊・
共同Fax)

NBS各地の設度，裳源地を速報
JO: 30 NBS別取材の松本 1班王滝入り

NBS松本からもう 1班投入

SBC県特記者，王沌で生き埋めと一報
SBC諏訪から 1班．，松本から 1班附扱

II時前 TSB松本にいたカメラ 1人王滝入り
10: 52 SBC速報：諏訪のスーパーの被

害などの画像出す

II: 00 NBS TVで第 1報
11: 05 NBSヘリ出発

11: 10 SBCヘリ出発， CBCヘリ出発

11: 30 NBSニュース，王滝の沢科映像
11 : 45 SBC JNNニュースで報道

仕頃 TSB飯田班王滝入り（第 2陣）

10時頃信侮 県替より王滝の被甚

知る

11: 00第 1陣王滝入り

この頃，中日 ヘリコプターや煎

無線車配備

11時前阻毎記者木曽福1,'請閑，

夕刊送稿

11時頃中日記者木，；：I福1,1，帰滋
夕刊送稿

11 : 55名古屋からヘリ離i座
12: 00ニュース：気象台から中継
12: 30ヘリ王滝入り

13: 00第 2陣王滝入り
長野局デスク出発（第 4|ili)

13: 35ヘリ，空撮映像投下

13: 55全中で空撮映像を放送

14: 00汎用車木曽福島滸

仕頃 侶鉦本社記者出発

13: 00 NBSヘリ帰社

13: 59 SBC空撤映像をローカルで放送

14: 30 SBC現場近くからマイクロ通る
14 : 30-44 SBC速報特番「被杏広がる」

14: 45木＇位福島よりマイクロ開通 14: 55 NBS全中で空撤・地上映像

15: 00地上映像が全国ニュースに 15: oo CBC衛星中枇用車載局出発

16: 15~30 SBC速報特番

18: 00第4陣王滝入り
1時間のローカル特番

17: 00頃 TSB松本から 1班王滝入（第 3~It) 

18: 00 NBS全中とローカル

：地上・空搬・県災対本部中継

18: 30 SBC全中：伝上川の大崩壊を空撮
CBC木?'1福島より CS中継＊

18: 45 TSB全国ネット

19: 40ラジオ特番

23: 00東京からBS可搬C出発・・
23: 45 TSBローカル30分特番

〔凡例〕 テレピ： TV, 共同通但ファックス：共同Fax, 全中：全国中継、特番：特別番組．地事：地方事務所．

マイクロ：マイクロ波を使った地上の中継用回線， SBC:侶越放送． NBS:長野放送． TSB:テレピ

信州． CBC: 中部日本放送，•信毎： ｛印農侮日新IItl，中日：中日新ll!l
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まず役場では，被害が大きいと分かって

からは報道陣の電話攻勢に悩まされ続け

た。かかって〈る電話は，応対に手間がか

かるだけではない。受話器が空く時間がな

いので，被害や救援のための電話の発信も

ままならなくなることは既に述べた。

また，大勢の報道関係者が王滝村入りし

だししてからは，広報担当の総務課長は，

報道攻勢で何も重要な対策に手がつけられ

なくなってしまった。このため，新しい情

報が入ったら定時に発表するという約束を

かわしたが，災害対策に追われて発表が遅

れるということもあって報道陣が怒りだ

し，勝手に取材をはじめてなお混乱してし

まった。取材のルールのようなものができ

るまでには数日を要した。

ii)被災者のための情報

今回のような大きな災害の際には，マス

コミは全国に被害を報道するということの

他に，被災した人々のためにも有用な情報

を提供する役目を果たすべきである。それ

は法的な義務（放送法など）であると共に

社会的な責務でもある。実際，そのような

試みも行なわれた。

たとえば， NHKの当日のラジオ特別番

組では王滝村役場の呼ぴ掛けを被災者に伝

えようとしたが，役場では「住民への周知

は自分たちの手でできるから」と断ったの

で不発に終わった。だが，「安否情報」とい

う， しばしば災害時に喜ばれる家族や身内
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の安全などの問い合わせの受け付けについ

ては，電話で応じており (59件あった），役

割を果たしたといえる。また17日からは，

ローカル番組， ローカル・ニュースの中で，

王滝村の水道はこれからどうなるか，救援

物資はどうなるかという，いわゆる生活関

連情報を伝えた。

一方，信越放送では被災後 6日目から「王

滝村臨時ラジオ放送局」を設置し，地震で

寸断された地区にも村の有線放送がラジオ

の電波に乗って伝わる工夫をした。村の有

線のアナウンサーが有線放送と同時にラジ

オにもその内容を流したのである。そうす

ることによって，二次災害のおそれがさし

迫った場合などに，有線の未復旧地区でも

村の放送の指示が行き届くような工夫をし

たのである。前例のないことであったが，

放送は10月18日まで継続され，総放送時間

は680時間35分，有線の放送を電波にのせた

時間は25時間25分(-日平均50分）に達し

た。なお，有線の放送がない時には SBC

ラジオをそのまま中継して流した。惜しむ

ら〈は，次に述べる17日の避難騒ぎの前に

放送を開始していたら，という点であろう。

また新聞においても，生活関連情報の伝

達など，被災者への配慮をみることができ

る。

このように，被災者のための情報伝達も

一部試みられたが，報道の焦点は王滝に向

けての報道というよりは，被害を外部の国



第 6節情報伝達

表 2 地震後数日間の不安

地震再来の不安 ダム決壊の不安 裏山崩壊の不安

不安は感じなかった

少し不安を感じた

かなり強い不安を感じた

不安でたまらなかった

無回答

7.0% 

21.4 

38.9 

29.9 

2.8 

16.6% 13.8% 

41.7 41.4 

25.4 23. 7 

12.1 13.2 

4,2 7.9 

至"

100.0(355人） 100.0(355人） 100.0(355人）

民に知らせることが主になってしまい，時

には村民に迷惑をかけることも配應せず，

まして村民へ情報サービスは十分にはなら

なかった。そして，これに不満を感じた村

民も少なくなかった， というのが実情のよ

うである。

3) 9月17日の「避難準備指示」騒ぎ

今回の災害では，余衷の心配や，地霰後

にできた自然湖の決壊のおそれ，襄山の崩

壊のおそれなどの二次災害の心配がしばら

くの間継続した。東京大学新聞研究所では，

自治省消防庁•長野県消防防災課・王滝村

総務課と合同で，この点も含めた住民調査

を行なったので，その結果も紹介しながら

話を進めよう。

まず，地震後数日の間，地裳に対する不

安感がどれくらいあったかは表 2に掲げる

通りとなった。「不安でたまらなかった」人

は3割に達し，「かなり強い不安を感じた」

人の 4割弱と加えると， 7割もの人が強い

不安を感じていたことがわかる。また，地

裳後数日の間のダム決壊への不安感につい

ては，地域的には比較的安全な地区も存在

したためか，前問よりやや割合は低かった

ものの，「少し不安だった」以上の人は 8割

を越えた。同様に，裏山崩壊への不安感に

ついても「少し不安だった」以上の人が 8

割を越えていた。

この不安が，次に述べる17日の事件の大

きな伏線となったのである。

17日朝，王滝村災害対策本部は，せき止

められた王滝川の水位をヘリコプターで観

察してきた自衛隊貝から，水位が1.5メート

ル上昇しているという報告を受けた。対策

本部では川が決壊する危険があると判断

し，下流の野口地区住民を中心に「避難の

準備をするよう」指示することを決定した。

この指示は， 8時37分から 3回にわたって

有線放送で行なわれた。その内容は，「王滝

川の堰堤（ダム湖）が迫り出してきました

ので，瀬戸・池の越・幕島地区の世帯は至
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表 3 避難準備指示の聴取

(1) 9月17日の避難準備指示あるいは避難指示の聴取

避難指示と避難準備指示の両方とも聞いた 12.1% 
避難準備指示だけliflいた ―l 23.7 
避難指示だけ聞いた 1- —-------—7 10.7 

どちらもIlりかなかった 31.0 

無回答 22.5 

(2) 地区別17日の避難指示あるいは避難準備指示の聴取

避難指示＋避難泄備指示 避難準備指示 避難指示 聞かなかった 無回答

二子持 -%  7.1% 7.1% 71.4% 14.3% 

鞍 馬 12.5 12.5 62.5 12.5 

中 越 12.5 37.5 4.2 20.8 25.0 

東 14. 9 4.3 10.6 36,2 34.0 

下 条 7.1 33.3 11. 9 21.4 26.2 

上条 11.5 25. 7 8.0 33.6 21.2 

九蔵 25.0 18.8 12.5 18.8 25.0 

野 ロ 18.6 20.3 22.0 23. 7 15.3 

滝越 36.4 9.1 27.3 27.3 

営林署 4.8 47. 6 28.6 19.0 

表 4 避難指示あるいは避難準備指示聴取後の対応

全体

有線放送に注意した 53.2% 

テレビやラジオに注謡した 15.6 

川の水位を観察しに行った 14.3 

村役場やその他の機関に問い合わせた 6.5 

家族や近所の人と連絡をとった 26.0 

火の始末をしたりガスの元栓をしめた 19.5 

避難の泄備をした 27.9 

自宅に戻った 12.3 

安全な場所に避難した 18.8 

急避難の準備にかかって〈ださい。なお他

の地区は次の指示があるまで待機してくだ

さい」というものであった。

この避難準備指示は住民の間にいくつか

の混乱を引き起こした。

まず，「避難準備指示」と聞いた人，「避

難指示」と聞いた人が両方いた（表 3)。こ
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避難指示＋ 避難準備 避 難
避難準備指示 指 示 指 示

53.7% 67.5% 22.2% 

19.5 14.3 13. 9 

17.] 14.3 11.1 

14.6 2.6 5.6 

19.5 22.1 41. 7 

24.4 14.3 25.0 

26.8 24. 7 36.1 

12.2 9.1 19.4 

22.0 13.0 27.8 

の点で，伝達は十分正確には行なわれなか

ったことがわかる。

幸いにして，堰堤決壊の危険は少ないこ

とが後から判明し，対策本部が指示を間も

なく撤回したから，大きな混乱にはならな

かった。表 4にみる通り，直ぐに避難した

人はむしろ少数派で，火の始末などの防災



活動，家族などとの連絡活動，および避難

準備が中心だった。しかし，「避難指示」が

出たと受け取った人では，実際に避難した

人を含め，対応が真剣になる傾向が認めら

れた。

こうした聞き違い，あるいは伝達上の混

乱は災害時にはしばしば生ずる。今回の場

合はヘリコフ゜ターが何機も上空を飛んでお

り，その音のために有線放送が聞き取りに

くい， という事情もあった。しかし考えて

みると，住民の不安に対する配慮が不足し

ていた， という点にもその一因があるまい

か。不安な時に曖昧な情報を受け取ると，

それを過大に評価しやすい傾向が，人間に

はある。「枯れ尾花もお化けにみえる」とい

うわけである。いま 1つの混乱の原因は，

緊急時の情報というものは，それが重大で

緊急であればあるほど，前もってルール化

された情報を伝えるべきだ， という点にあ

る。津波災害をしばしば経験している三陸

地方ではこのような「ルール」が徹底して

おり，「津波」と聞けばどう行動すべきか決

まっている。しかるに，今回の「避難準備

指示」には前もってなんらのルールも伴っ

ていなかった。「万が一を考えて準備を」と

いうことだったのか，「大変に危険だから直

ぐにでも準備が必要だ」ということだった

のか曖昧さが残るわけである。この点，防

災訓練等で緊急時に必要なルールを確認し

（たとえば避難指示が出たらどう行動する

第 6節情報伝達

のか確認しておく），緊急時にはそのルール

の上で事態に対応することが望ましいとい

えよう。

（以上の記述は，東京大学新聞研究所

(1985)「1984年 9月長野県西部地裳におけ

る災害情報の伝達と住民の対応」報告書に

大幅に準拠した。表 1~4も同書からの引

用である。）
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第 1節 国と県のバックアップ

1) 県の動き

一瞬のできごとに， うろたえてしまった

ように見えた王滝村の役場だったが，混乱

の中で，一応冷静に，事態に処していたこ

とがわかったのは，長野県木曽地方事務所

の取材を通じてのことであった。

県の記録「長野県西部地震の記録」には

収録されてはいないが，王滝村から第一報

が入ったのは “9時15分＂という記録が木

曽地方事務所に残っていた。

木曽福島町の木曽合同庁舎にある木曽地

方事務所は， 8時30分に勤務が始まる。仕

事がら庁外に出ることの多い職員たちも，

“その時”大半が所内にいた。庁舎はかな

り揺れた。総務室長補佐•生活環境係長の

湯田俊夫さんは「うちが長野にあるもので

すから，昭和40年の松代地震で，地震の大

きさ，裳度 5のすごさを，頭では忘れてい

るようでも，体では覚えてたと思うんです

ね。あの時は，揺れも長く机の下にもぐり

ましたが，そんなこと私には初めてのこと

で……ともかく落ちつくのを待って県の防

災計画にも裳度 3以上の地震は，県へ報告

することになっているものですから，体で

感じたのが6に近い地霙だろうと……」防

災行政無線で報告した。「木曽地方事務所か

ら地裳発生の報告。『今の地震の揺れは異常

に大きな揺れだ。震度 6ぐらいに感じた』」

と県の記録は書いている。「ところがです

ね。県の方では，何をバカなことをいって

いるんだ。震度 6なんて，そんなすごい地

震ねえ」といきなりは信じられない様子だ

ったという。湯田さんは窓から外を見たが，

庁舎のまわりでは，特に変ったことはなか

った。しかし木曽郡の中で，「ま，土砂〈ず

れぐらいはあったんじゃないか， と念のた

め，全町村へ被害状況を送ってくれと，防

災無線で」連絡した。県への連絡の直後で

ある。

9時5分南木曽町から，最初の報告が入

る。王滝村からは 9時15分「かなり被害が

あったようだ」という報告が入った。まだ
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湯田俊夫さん

事態は漠然としている。

9時37分，王滝村から第二報。「土砂崩れ

があり人的被害が出たもよう」。他町村から

は“人的被害”の報告はない。 40分県に報

告。「王滝村に甚大な被害が発生したもよう

である。詳細不明」。県消防防災課と地方事

務所の間にホットラインが設置される。庁

内の内線電話は地霙のため不通になってい

た。各課の課長が総務室に集まってくる。

10時「土砂崩落で行方不明者 4名」の情報。

庁内が緊迫する。他町村からの報告は出そ

ろっていなかったが，どうやら王滝が中心

らしい。情報を確認したいが，防災行政無

線が思うように王滝につながらない。 1回

線を王滝ほか 4町村で使っているためだ。

公社線の非常電話もふくそうしている。 10

時10分県に報告。「行方不明の未確認情報で

あるが，松越地区で4名が不明のもよう。

家屋倒壊 3~4棟，王滝診療所が全壊，医

薬品棚が倒れ，薬品使用不能」。総務室に集

まった課長たちを中心に合同庁舎4階会議

室に，対策本部設置の準備が始まる。王滝
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の情報がほしい。「村へ照会したいことがた

くさん出てくるわけですが，たまたま連絡

がつながっても返事はあるが解答がない。

正直いって，困ったもんだと……で，誰か

地方事務所専門に情報連絡にあたれる人を

作ってくれないかとお願いしてもみたんで

すが，どうもうまくゆかない。ま，後で考

えてみますと，そりゃ，やむをえなかった

と思いますが。ただ，いつもとちがって，

村の人も元気がないなあっていうような

ね」感じを湯田さんは受けとめていた。そ

れでもおいおい，王滝の情勢が伝わってく

る。

県の記録から拾う。「10: 22 地事『王滝

村大又川の土砂が御岳湖に大最流出』。10:

30 地事所長『村長から自衛隊の出動要請

あり』」

ここで断っておく。上の記録にある村長

は，すでに述べたように中央線の車中にあ

る。地方事務所長も後で述べるように公務

で出張中であった。

10時30分，地方事務所に災害対策本部木



県災害対策本部木曽地方部（木曽合同庁舎）

曽地方部が設置された。同時刻，県庁では

第 1回緊急部長会議が開かれ，県警には，

地裳災害警備本部が設置された。

10時40分「知事は，陸上自衛隊松本駐屯

地司令に，木曽郡王滝村へ災害派遣を要請。

10: 50 陸上自衛隊松本駐屯地司令から災

害派遣要請を受理」。

話は戻るが，県土木部木曽建設事務所の

動きも早かった。 9時15分，王滝への進入

路を調査するため，パトロールを出してい

る。それが帰ってきたのは何時かはわから

ないが，恐らく正午前には，村道経由で村

に入れることが知らされている。県の記録

では「12:45 緊急医薬品。県警パトカー

に先導され，松本から現地へ輸送完了」と

なっている。

12時現在，木曽地方事務所からの報告で

県が把握していた被害状況は「行方不明者

10名，橋梁落下 2ヶ所，全村断水，全壊家

屋3~ 4戸」というものだった。

12時30分，木曽地震県災害対策本部が設

置され，知事は現地視察のため車で長野を

第 1節 国と県のパックアップ

¥ 
山崎康信さん

出発，松本からヘリコプターで王滝へ飛ぴ

たった。

災害対策地方本部からも，木曽地方事務

所副所長が，所長を代行して，王滝に向か

う。副所長が村に入ったのは13時である。

木曽地方事務所長の山崎康信さんは， 8 

時48分前後は国鉄の列車の中にいた。直江

津あたりで，新潟市へ向かいつつあった。

地震には全く気づいていない。新潟へ着い

て，予定の会議まで少々時間があったので，

食事をしていると，「地裳で新幹線がストッ

プした」と話すまわりの人の声が耳に入っ

た。その地震が直接自身に関係してくると

は夢にも思っていない。ところが，会場に

つくと「すぐ電話をしてください」といわ

れ，地方事務所に電話を入れた。がいっこ

うに通じない。ともかく引き返すことにす

るが，そもそも新潟から木曽福島までは直

通の列車もなく大いに不便である。乗りつ

ぎ乗りつぎ先を急ぐ。乗りつぎ駅では必ず

地方事務所へ電話した。電話のたぴに，だ
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かけつけた自衛隊員による捜索（ごうかけ）

んだん様子がわかってくる。塩尻には事務

所の車が迎えに来ていた。車中で，事務所

職員や県の対応の状況を聞きながら福島に

ついたら夕方になっていた。

県知事が王滝小中学校の校庭に降り立っ

たのは14時30分，避難の村民が集まってい

た。その人々の世話を焼いていたのは村の

教育委員会事務局長の田近清暉さん。「突然

という感じでこられましたね。ところが村

で応対する人がいないし，役場へお送りす

るにも車がない」と話す。

14時50分自衛隊が到着，被災者の救出作

業ごうかけでの倒壊物除去作業を開始し，

ヘリコプターでの偵察飛行，物資輸送が開

始された。

15時30分地方事務所は15時現在の状況を

報告している。「死者 1名，行方不明 9名，

食糧は14日夕食1500食分， 15日朝食1500食

分を木曽農協車で運搬する。米は充分調達

できる。飲料水は給水車で輸送中，また濾

過機を手配中」。最初の食糧は地方事務所か
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ら木曽福島町の旅館に応援を求め，調達さ

れた。翌日からは木曽食品衛生協会が一括

して引き受けた。

15時35分，気象庁は「1984年（昭和59年）

長野県西部地震」と命名。

16時からの村の対策会議を経て，県災害

対策本部がまとめた被害状況は「死者 1名，

行方不明10名，家屋全壊 2棟，半壊 6棟，

一部破損不明，牒業関係被害 1か所200万

円，林業関係調査中，公共土木施設69か所

25億 9千万円（内訳河川 1か所 3億円，

道路66か所 20億1000万円，橋りょう 2か

所 2億8000万円）。」

18時，知事が王滝村から帰庁，直ちに災

害対策本部会議が開かれた。

以下は，木曽地方事務所からの報告であ

る。「21:30 死者 1名行方不明21名。

22: 20 行方不明 6名増え27名に。 23:30 

避難状況 7か所 1209人」。

木曽福島の合同庁舎はその夜，灯の消え

ることはなかった。山崎さん湯田さんはじ



自衛隊ヘリで次々と救出される人々（牧尾ダム堰堤）

め多くの職員が泊まり込みを始めていた。

15日，早朝から地方事務所はあわただし

〈動いた。山崎さんの指示で，各町村の状

況視察のために班が編成される。王滝村担

当には特に数班が当てられた。そのメンバ

ーを引率して山崎さんは， 6時30分から開

かれる村の対策会議に出るべく出発する。

自衛隊，県警，村の消防団総勢570人がす

でに 6時から行方不明者の捜索を始めてい

た。自衛隊ヘリも空からの偵察に飛んでい

た。その中で 7時14分余裳が発生，マグニ

チュード6.2,王滝村が震源地だった。さら

に39分， M5.6の余震が製う。

村の対策本部が最重点としたのは，行方

不明者の確認と救助，道路が寸断され孤立

した人々の救出，余裳による二次災害防止，

それと高齢者の村外避難対策であった。

孤立した集落の人々は，ヘリコプターに

よって次々と救出された。 8時45分東地区

の34人， 10時名古屋市民休暇村の80人， 12

時28分滝越地区の117人， 14時三浦地区の29

第 1節 国と県のパックアップ

木曽福島町の老人憩いの家

人と真弓地区の13人が，それぞれ避難所に

入る。そして，特に高齢者65人は，より安

全にという配感で， 13時10分，木曽福島町

老人憩いの家へ送られた。

この日の朝，早くから，国鉄木曽福島駅

には，県内外からの救援物資が次々と到着

し始める。国鉄は救援物資の無料輸送の特

別措置を取り，福島駅止めにして扱ってい

た。村への運搬のため，地方事務所は日本

通運の大型トラックをチャーターしこの日

から毎日輸送を開始した。荷受け，車への

積込みが厚生課貝の仕事となり連日数人が

忙殺された。何しろ 1日ダンボール600個に

達する日もあったのである。

前日から引続いて断続的に雨が降ってい

た。ひんぱんに余裳が地靱きを立てる。行

方不明者の捜索は難航した。この日確認さ

れたのは児野ユミさんの遣体だけだった。

16日，県対策本部では， 17時から第 2回

の対策会議を開き，王滝村に現地対策本部

を設置することを決定。翌17日から，村役

場別棟2階，企業課の一部で活動を開始。
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山崎さんは副本部長として，連日，地方事

務所と王滝村役場を往復することになる。

国もこの日， 13時10分，長野県西部地震

非常災害対策本部を設置した。

2) 国の動き

9月14日と 16日，政府は 2回にわたって，

長野県西部地裳災害対策関係省庁連絡会議

を開催した。国土庁など14省庁が参加し，

被害状況，応急対策の実施状況などについ

て協議・検討した。

長野県西部地裳非常災害対策本部は，そ

の結果に基づいて設置されたもので，本部

長は，稲村佐近四郎国土庁長官であった。

第 1回本部会議は16日13時に開かれ，対

策として次のことを決めた。まず当面緊急

に講ずべき措置として①二次災害の発生防

止②被害状況の早期把握③行方不明者の捜

索・救出④被災者・避難者に対する食料、

飲料水•生活必需品の確保⑤道路・ライフ

ライン等の早期応急復旧などに力を注ぐこ

と，その上， 9月17日に本部長を団長とす
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滝越の人々を激励する国土庁長官

（高齢者コミュニテイセンター）

る政府調査団を派遣することであった。

調査団は，稲村国土庁長官を団長に11省

庁， 16名の団員で構成され， 自衛隊ヘリで

東京ヘリボートを出発，王滝村上空から視

察したあと村公民館で概況説明や要望を受

け，家高村長，吉村県知事らと“松越＂地

区を現地視察し，高齢者コミュニティセン

ターでは避難者を役場では村災害対策本部

をそれぞれ激励し，氷ヶ瀬の土砂堆積現場

を視察した。

この調査結果に基づいて，同日夕刻，第

2回本部会議が開かれ，①行方不明者の捜

索②被害状況の把握③二次災害防止④食

料、飲料水，生活必需品の確保，水道の早

期復旧など被災者，避難者の救済⑤道路不

通箇所の早期解消⑥林業関係での治山，林

道復旧，林地，林業施設の早期復旧⑦農地，

牒業施設の早期復旧⑧被災中小企業者に対

する災害貸付等の措置⑨学校教育に関して

授業の早期再開と学校施設の早期復旧⑩社

会福祉施設等公共施設の早期復旧⑪災害弔

慰金等の早期支払⑫地方債の配分，特別交



付税措置などの地方財政措箭と， 12項目の

重点対策が決められた。そして，その日の

記者会見で稲村団長は「王滝村に激甚災害

特別法の適用を検討する方針だ」と語った。

後の話になるが9月27日，衆議院災害特

別委員会で，塩島大（自民），中村茂（社会），

林百郎（共産）ら長野県選出議員ほかの委

貝の質疑に対して，稲村国務大臣は「局部

的な災害ではあるが，たいへん大きな災害

なので，復旧を考えたばあいには，激甚災

害に指定すべきであると考える。激甚の指

定は必ずやる，できる，しなければならぬ，

そうしなければ復旧ができないし，村の人

たちはたいへん不安になる，そういう意味

で，今日現在，激甚災害の指定がなされた

ものとして，各省庁はぜひ事務的に詰めて

もらいたい」と答えている。

この答弁からも感じとれるように，王滝

村の事態に対して，国の動きは，スピーデ

ィで，積極的，かつ弾力性に満ちていた。

18日以降の国の対応を拾っておく。

18日，水野清建設相を団長とする建設省

第 1節 国と県のパックアップ

王滝川にできた汀自然湖＂ （柳ヶ瀬）

調査団が被災地を視察した。その後の記者

会見で①王滝川の“自然湖”は河道を掘っ

て水を抜き，床止め工で土砂流出を止める

②県道崩壊部分は応急組立て橋で，早期復

旧を図るなど，当面の災害復旧案を示し

た。

わき道にそれるが“自然湖＂について説

明を加わえておく。伝上川・濁川を流れ下

った大凪の土石は，濁川と王滝川の合流点

柳ヶ瀬で王滝川をふさぎ，上流に湛水して，

瞬時に自然湖を作った。たまった土砂は厚

いところでは35m, この土砂が降り続く雨

で決壊し二次災害を起こすことが気づかわ

れた。

この自然湖の状況は， 15日以降，毎朝 6

時に視察に飛び立つ自衛隊のヘリコプター

で確認されることになっており，地形に詳

しい，村役場の胡桃沢靖紘さんが毎回同乗

することになっていたが， 17日，たまたま

胡桃沢さんを乗せずに飛ぴ立ったヘリが

「堆積土砂が動き出している」と無線で対

策本部に報告してきた。もっとも，この報
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9月17日の対策本部会議

告の仕方については諸説があり，単に「水

がふえている」といったという話もあり「土

砂が動き出しているように見える」といっ

たという話もある。ともかく，それが事実

とすれば下流の野口，中越の両地区は極め

て危険である。対策本部では緊急に対応を

協議し，その影押も十分考慮した上で「至

急避難準備をしてください」という有線放

送を行った。野ロ・中越・営林署の各地区

の人々は，ヘリが飛び騒然としたふん囲気

の中でこれを聞き「避難準備勧告」を「避

難命令」と受けとった。そのため一時はパ

ニック状態となる。結局， もう一度胡桃沢

さんを乗せたヘリが飛び，確認の結果，土

砂は不動とわかり「現在のところ安心です

からお帰りください」というヘリ放送でけ

りがついた。

18日の建設相の記者会見では，この点を

ふまえて対策が示されたし，「自然湖は余程

の降雨がない限り二次災害は起こらない」

と説明された。長野県はこれを受けて，「床

止め工」を急ぎ， 26日，応急の河道ができ，
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毎秒 2tの濁水が流れるようになり，心配

は回避された。

この日，稲村国土庁長官は閣議で「対策

本部は全力をあげて適切な対策を講ずる」

と報告するとともに，行方不明者の捜索，

二次災害防止など重点対策について，各省

庁の協力を求めた。いっぽう参議院決算委

員会で，藤波孝生官房長官は，質疑に対し

て「住民の不安を取り除くよう十分な措置

をとりたい」と稜極的な姿勢を示した。

19日，参議院災害対策特別委貝会は21日

に安永英雄委員長ら 7人の被災地調査団を

派遣することを決めた。

この日，天皇・皇后両陛下が，県に対し

て見舞金を下賜された。

25日，衆議院災害対策特別委員会が，佐

藤観樹委員長以下 5人を現地派遣，調査に

当たらせた。

これらの調査結果に基づいて， 26日参議

院で， 27日衆議院でそれぞれ委員会が開か

れたが， 27日の稲村答弁はその時のもので

あった。



昭彦さん

10月15日，政府の長野県西部地霰非常災

害対策本部の第二次調査団が村を視察し

た。

激甚災害の指定は10月16日閣議決定され

19日公布，施行された。

10月23日は，王滝村に適用されていた災

害救助法のうち「行方不明者の捜索」の期

限日に当たっていた。しかし，この時点で

はまだ15人の行方不明者が確認されていな

かった。厚生省は，県と協議の上，これを

10日間延長， 11月2日までの適用を決定し

た。

10月15日，気象庁は，青木治三名古屋大

学教授ほか専門家の判断に基づいて「地裳

は確実に終息に近づいている」と確認，タ

方村長は「避難命令の解除」を発表した。

第2節 救 助 活動

l) 自衛隊の活動

取材を通じて，印象深かったことのひと

つに「自衛隊の姿が村の人々の励みになり

第 2節救助活動

松本駐屯地を出発する自衛隊

勇気づけられた」という声の多かったこと

がある。

結果的にみれば，災害の大きさにくらベ

復旧は極めて順調に進められたし，王滝村

を去った村民もほとんどない。それは，国，

県その他の対応が早かったという理由もあ

ろうが，やはり，村人自身が，困難な状況

の中で明日への希望をいち早く見出すこと

ができた点に大きくかかわっていると思わ

れる。

松本駐屯の第13普通科連隊の115人が，王

滝村に入ったのは， 14日14時50分のことで

あった。

これより先，県知事から災害派遣要請が

あったのが10時40分，駐屯司令は50分これ

を受理するとともに，災害第三種非常勤務

を発令，全部隊に即応態勢を取らせ， 12時 7

名の偵察班を 2台のジープで出動させた。

第一団115人の隊員の指揮を取って，自ら

現地に入ったのは，副連隊長斉藤昭彦二等

陸佐だった。細部の状況は不明ではあった

227 



第4章 ありがとう全国のみなさま

自衛隊によ心る こ＊うかけの捜索

が，人命救助を第一の目的に，道路の不通

箇所を開いて進める装備で出発した。「とに

か〈人命救助が第一ですから，早〈なきゃ

いかんということで，いわば押っ取り刀で

飛び出じたわけです。警察のパトカーが先

埠してくれまして，ノンストップで走り，

しゃにむに崩落現場に行きました。現場に

は地元の人……後でわかったんですが林業

や生コン関係の方々ですね，何人かの人が

放心したようにぼんやりしている。ショッ

クが大きかったんでしょう。災害現場どこ

ですかってきいたら，ここだ， という。す

ぐ，偵察をさせましたら，山の上にプラン

トが上ってる。いやこれはひどい，全体の

状況はわからないが，まず掘り出そう」と

判断し，生コンプラントあとと覚しいあた

りと，プラントが押し上げられていった

ごうかけで，土砂からの人命救助を始めた。

とともに，一部の隊貝をヘリポートの設置，

村対策本部との連絡に当たらせ，活動の足

場固めを進めた。

同じころ，ヘリコプター隊も活動を開始
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｀泥との戦い’'大又川河口の捜索活動

した。この日午前中は，気象条件が悪く，

また村にヘリボートの準備も整っていなか

ったため，松本駐屯地を前進基地として，

偵察，連絡，物資輸送に当たった。 15時以

降は王滝小中学校校庭に一機が進出，市民

休暇村へ食糧を空輸した。

道路が寸断され，情報機能がまひした状

態の中で，ヘリコプターは大いに威力を発

揮した。 15日6時に始まった偵察飛行は，

連日定時に続けられ，二次災害防止のため

の状況監視の目となった。孤立した地域か

らの人々の救出もヘリの独壇場で， 15日午

前中に，真弓峠，三浦ダム，休暇村，大又，

御岳高原から計163人を救出するとともに，

高齢者，病人65人を王滝村から木曽福島町

に空輸し，午後には滝越地区の避難民85人

を小中学校に移した。

行方不明者の捜索は，まさに人海戦術に

よる泥との戦いだった。 15日は朝 6時から

作業が始まった。その時，松本を 3時に出

発してきた市村三佐以下106人の第 2次派

遣隊が作業に加わっていた。警察・消防団



ポートによる湖中の捜索（牧尾ダム）

と協同の作業で， 15日は計569人に及んだ

が，ぼう大な土石流，大批の流木，ずぶず

ぶと人をのみ込むぬかるみが，作業を困難

にした。「午前中を二段に分けましてね，前

段では，プラントの流れたあたりを掘りに

掘ったのですが，兆候がない。そこで後段

では，王滝川を探そうと決心して，増援部

隊を川へ入れたんですが，ズブズブのドロ

ドロ，木の板を調達して，泥の上に並べそ

の上から，金属や竹の棒で探っていくんで

す。全員で横隊になって全面捜索です」（斉

藤さん）。

最初は，いっきょに大勢力を投入して，

短期間で捜索する方法も検討されたが，被

害地が大きすぎる上，濁川，柳ヶ瀬は進入

すら不可能といった状況から，まず捜索地

点を東地区にしぼり，連日一定の兵力を投

入しつつ，長期活動を行うこととした。そ

のため連隊の全力を投入して 1隊1泊2日

のローテーション態勢が取られた。各隊は，

松本を早暁出発し， 6時ないし 7時から捜

索作業に入り，その夜村に泊って，翌朝か

第2節救助活動

一列横隊で ジュータン捜索（氷ヶ瀬上流）

ら夕方まで作業し駐屯地に帰るわけであ

る。もちろん村では200人ないし300人の隊

貝が風呂に入ることは望めない。「演習に入

れば風呂に入れないなんていつものことで

すから，それは苦にならなかった」と斉藤

さんはいうが…..。

9月22日ころになると，さしものどろど

ろも乾いて固まってきた。それとともに人

カでの捜索は困難になる。 22日からは民間

業者の油圧ショベルが導入された。また24

日には氷ヶ瀬のトンネルが開通したので，

捜索範囲を柳ヶ瀬にまで広げた。

23日には牧尾ダムに二隻のボートを浮か

ベ湖中の捜索も行われ， 28日には王滝川と

大又川の合流点にジェットボンプを入れ，

泥を洗い流しながらの捜索も行われた。さ

らに氷ヶ瀬，柳ヶ瀬地区では，車といっし

ょに流された人がいるという情報から， 10

月9日以後地雷探知器も使われたし，濁川

温泉ではレンジャー要員による捜索も行わ

れた。

このような懸命の努力にもかかわらず，
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撤収に際し黙祷．／ （大又川河口を望む） 久保田 宗雄さん

10月18日に森林組合の泉和視さんが14番目 に作った食事は，弁当16,555食，夜食1,300

の遣体として発見されたのを最後に，捜索 食，派遣隊員の駐屯地での食事分68,680食

は全く成果が上がらず，人力による捜索は に及んだ。また，毎日 20時すぎ駐屯地に帰

機械にかわってゆき，活動の範囲がせばめ 隊してくる隊員のため，入浴時間も毎日 4

られていった。 時間延長された。

10月13日12時，自衛隊による捜索は，震

災1か月を機に終了した。氷ヶ瀬，柳ヶ瀬

の行方不明者は，ついに発見されることが

なかった。自衛隊は撤収した。

9月14日から10月13日までの30日間，派

遣人貝はのべ6,523人に及ぴ，活動したヘリ

コプターは小型機のべ43機，中型機56機，

大型機16機，計115機に達した。

これらの活動を後方で支えた兵姑支援に

ついてもふれておくべきであろう。

糧食はすべて，駐屯地でまかなわれた。

糧食班は午前零時に起き， 3時あるいは 4

時に出発する隊員の食事と現地の隊貝のた

めの朝食用弁当を作り，続いて駐屯地隊員

の朝食を作り，さらに休む間もなく現地隊

員の弁当作りと「ほとんど人も釜も休む暇

がない」（県記録）状態だった。派遣30日間
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2) 警察の活動

王滝村に常駐している警官は，王滝村駐

在所の巡査久保田宗雄さんただ一人であ

る。その久保田さんも 9月13日から木曽福

島町の木曽警察本署にいて， 14日の地裳の

あと管内各所から連絡が入っているのに，

三岳村と王滝村からは何の連絡もなく，本

署から駐在所へ電話をかけてはみたが応答

がなく，「いってみなきゃわからない」と車

で王滝へ向かった。「三岳村の常盤橋までく

ると上が崩れていて，消防団が出てました

もんね。こりゃこっちは何かあったんかな

と思って……。それに対向車が一台もいき

あわない。二子持までくると人がかなりい

て『なにかあったかな』ってきいたら『で

かく岩が落ちて，どうもむこうはたいへん



らしい』っていう。ともかく急いでごうか

けの手前まできたら，むこうがない。そこ

にいた人にきいたら『生コンがない』って

いうし見にいったらほんとうなんで，あわ

てて二子持へ引き返して，公衆電話で110番

したんです。署の方じゃ車を一台出して 2

~ 3人そっちへむかっているという答えで

す。村道へ回って走ったんですが途中で進

めない。車を捨てて歩いて瀬戸川橋までき

たらバイクに乗った人に出会ったので，後

に乗せてもらって駐在所へきて中見たけど

ムチャクチャ，大きいものだけ一応あげて

おいて，村役場へとんでいったんですよ」。

もちろん役場の中はてんやわんやで，何

が何だかわからない。二，三の課長をみつ

けて，行方不明者の確認の作業に加わった。

行方不明と伝えられた人の名前を黒板に書

き出して，所在が確認された人から消して

いくという方法である。森林組合の作業所

と生コン工場に誰と誰がいたのかがあいま

いだし，滝越方面の様子もつかめない。そ

うこうするうち，原田木曽警察署長が村役

第 2節救助活動

小原捷次さん

場に到着。直ちに役場内に「木曽警察署地

震災害現地警備本部」を設晋した。久保田

さんはここに加わる。

ここまでの本署の動きを追っておく。話

してくれたのは木曽警察署公安課長，警部

補の小原捷次さんである。

「地震の時は松本にいたので，後で確か

めた話ですが，最初状況がわからなくて

……というのが，長野県西部といっても，

香川県ぐらいの広さがありますんで，どこ

へ人間を集中したらいいのか，県警本部へ

どう応援要請したものか，判断しにくかっ

たようです。木曽署で，額緑が落ちて，震

度 4くらいだったようで，すぐ，緊急一斉

指令電話で，管内の派出所(3)，駐在所(11)

に被害の状況を知らせるよう指示をしたん

ですね。特に管内にダムのあるところが心

配だったようです。ところが，王滝と三岳

が出ない，おかしいぞということで……。

職員の中に娘さんが王滝にいる者がいまし

たんで，その家へ電話してもらった。なか

なか通じなかったんですが，ょうやくつな
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落石を取り除き交通網を確保する警察

がって，松越が崩落しちゃったと•…••それ

からですね，だんだん情報が入ってきたの

は……」。県の記録で補っておく。

「王滝村警察官駐在所の警察電話が通話不

能であった。このため，加入電話により王

滝村役場への非常緊急通話発信電話(100番

申込み）を木曽福島電報電話局に行い，役場

との電話回線の確保を図った。しかし男性

の声で『えらいことが起きた……』とのひ

と声で電話が切れてしまい詳細な情報を得

ることはできなかった」（「長野県西部地裳

の記録」）。

こんな状況から相当大規模な地霰被害が

予想された。署内に「木曽警察署地裳災害

警備本部」が設置され，署内の勤務者を招

集して，警備部隊を編成し，現地への出動

態勢をとった。第一次の出動は，署長自ら

が指揮をとり「余震の危険を冒しながら，

自動車の前進を阻む落石を除去し，あるい

は，亀裂の道路を下車し，安全を確認しつ

つ走行」して， 12時，村役場に入った。

現地警備本部へは木曽署から二次，三次
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遺体発見の記録をする警察官（対策本部で）

の増援が行われ，刑事課長，交通課長，外

勤課長，保安課長，防犯課長がそろった。

県警本部からも機動隊，隣接の中南信警察

署からは警備部隊が出動し，さらに県の交

通機動隊，機動鑑識班，機動通信隊の増強

派遣が行われた。

木曽警察署では，署次長が残り公安指揮

に当たり，小原さんは夕刻，現地警備本部

に入る。

警察の任務は24時間にわたる。 14日現地

警備本部が設置された時点では情報収集が

主体であった。駐在の久保田さんは村の地

理がわかるといったことから，ヘリコプタ

ーでの偵察に加わった。ヘリは12時40分に

飛び立っているが，これが，マスコミを除

いた機関の，全体の状況をつかんだ最初の

ものであった。

午後，マスコミ各社は続々と人を送りこ

んでくる。人口1300人の村に， 500人の報道

陣といわれているが，その車が走りまわる

ばかりではなく，所かまわず駐車する。村

の消防車や，公用車，避難の人々の車の通



交通規制（上島）

行にも支障が出，村民たちも神経をとがら

せた。村内の交通規制はもちろんだが，村

への唯一の進入口となった二子持での交通

規制の必要もあった。

一方村内は無防備の状態である。昼夜を

問わない防犯パトロールが必要になる。

行方不明者の捜索も急を要した。しかし

その際，警察活動としては捜索作業もさる

ことながら，捜索隊の安全確保がより重要

である。二次災害で，捜索隊に事故があっ

てはならないからである。この面では，自

衛隊が表に立ち，警察は襄方に徹した。崩

落個所や土砂流の監視，資材，糧食運搬路

の確保などに当たった。

夜間は当然のこととして，警備は警察に

ゆだねられる。徹夜勤務が続けられる。

任務は長期化すると思われた。ローテー

ション体制が計画される。派遣隊員の活動

は3回を限度として順次交代する。 11月2

日までの50日間で，のべ5145人の警察官が

動貝された。このうち木曽警察署員は1946

人であった。

第2節救助活動

防犯パトロール（東区）

これらの隊員の食事は，村に派遣された

キッチン・カーでまかなわれた。

滝越地区の人々は自衛隊のヘリで15日避

難したが， もぬけのからになった集落をほ

おっておくわけにもゆかない。負傷して取

り残されていたり，救助を求めているよう

な人がいないとも限らないからである。 16

日，ヘリで警官が送り込まれた。行方不明

者の捜索のため柳ヶ瀬への派遣もヘリで行

われたが，降り立ったものの一面の泥が行

動を阻んだ。「何回か試みたんですが，ヘリ

で見ながらあそこならいいだろうと人間を

降ろしたんですが，ボヨンボヨンで，全然

足がかりがない」……氷ヶ瀬，柳ヶ瀬地区

の捜索がしばらく手つかずであったのは，

実際，人の行動が不可能だったからであっ

た。

10月8日まで，連日， 150-220人の大動

貝が続いたが， 9日からは応援要貝も少な

くなり， 13日からは，木曽署のみで対応す

ることになり，役場二階に設けられていた

現地警備本部は，駐在所に移った。これが
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解散したのは11月 2日のことであった。

3) 消防団の活動

9月19日の信濃毎日新聞は，「村消防団は

フル回転」「頼みの組織力 雑用一手に引き

受ける」という見出しで，次のような記事

を掲載した。

「地震発生から五日目，木曽郡王滝村消

防団（滝正昭団長）は雑用一手に引き受け

『動けるわれわれが働かなければー一』と

フル回転している。

団員総数125人（定員130人）の小さな消

防団。過疎地で若者が少ないため団員の三

分のーは役場職員だ。役場本来の仕事に追

われる団員を除くと実質は88人程度。今度

の地裳では火災は一件しかなかったもの

の，民間で組織的に動けるのは消防団しか

ないため，組織力の必要な仕事はどっと集

中。崩落危険地の監視，避難したあと空き

家になった地区の警戒巡視，どっと押し寄

せた見舞いや救援などの車の交通整理，送

られてくる緊急援助物資の受け取り配布，
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連絡などを受け持っている。

このほか雨漏り防止用のシートを母子家

庭や老人家庭の屋根にかけ回るなど“飛ぴ

込み＂の出動要請も珍しくない。 18日から

は行方不明者の捜索活動にも動員をかける

など仕事は増えこそすれ，減る気配はない。

人手がもっと欲しい―という同村消防

団の声を聞いて19日からは，近隣の木曽福

島，上松両町と開田，三岳村から，消防団

貝150人が『困ったときは助け合おう』と，

応援出動，行方不明者の捜索に当たる」。

小さい消防団といえども，この村では大

組織である。この新聞記事でいう 5日間の

動員記録を団の日誌から拾ってみる。

14日69人， 15日71人， 16日68人， 17日67

人， 18日68人，だが，この水準の動員は25

日くらいまで続く。記事には「実質80人」

とあるが，その点からいえば，ほぽ10日間，

8割以上の団員が毎日出動していることに

なる。

そして，出動した団貝自身が，程度の大

小はともかく，被災者であることに注意し



庄原裕志さん

ておきたい。とともに，これまでご紹介し

てきた，国，県，自衛隊，警察などのすば

やくゆき届いた災害への対応，これから述

べることになる，団体，企業，個人の方々

のご好意にたいしては消防団員としてむり

をしてもがんばるのは当然だと考えていた

ことを報告しておきたい。

団員数人の動きを追っておく。

西村祥夫さん。役場の近くの上条で，米

穀店と旅館を経営している。地裳の直後，

さすがに消防団員で，まずガスの元栓をし

めて，そして，それだけしておいて，役場

にかけつけている。その時すでに 7~ 8人

の団貝が役場にかけつけていた。その日は

崩壊した“松越”の対岸，田島で，崩壊の状況

を視察して，対策本部へ報告したのを皮切

りに，避難所でのテント設営，国民宿舎グ

ランドで無線通信機を使って，滝越地区と

役場の対策本部との連絡の中継をしたり，

小中学校体育館に設けられた消防本部に詰

めたり，役場で，無線通信係をやったりと，

めまぐるしく立ち働いている。 15日以降，

第2節救助活動

大又川河口付近の捜索

役場の対策本部に詰め，行方不明者の捜索

隊や自衛隊の偵察ヘリからの情報を受け，

消防本部に流すという，情報の中継を担当

した。その一方1：，東地区で2~3回，柳

ケ瀬，氷ケ瀬地区で2回，捜索作業にも参

加している。「もう腰まで泥につかるような

状態で……，でも行方不明になっている人

の中には消防団の仲間もいましたし，近所

の人，親戚の人もいます。辛くって。もち

ろん商売はほったらかしですし，自宅の被

害状況の調査や片づけといったこともしな

くちゃならないが，これは全部親戚に頼ん

で……やっぱり，われわれがいかなきゃ，

ほかに通しでやれる人はいませんのでね，

自分のことなんかいえなかった」日が続い

た。

庄原裕志さんは，営林署の職員だ。その

時は，王滝村の中でも一番奥まった三浦に

ある署の三浦製品事業所で，安全懇談会と

いう会議をやっていた。 ドーンとつき上げ

た揺れが，御嶽山の噴火によるものか，地

震なのかわからず， しかし，電話も不通，
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氷ヶ瀬で捜索する消防団

電気は停電， ということから，ただならぬ

事態に陥っていたことはわかった。営林署

には本署と各事業所に無線通信装置があ

り，山へ入る作業貝達も，それぞれに携帯

用無線を持っているので，交信して，事態

を把握しようとしたが，混信して全く聞き

とれない。そのうちに，山に入っている作

業貝からの交信が入ってくる。それを 1人

1人，確認して，坂下営林署や長野営林局

に依頼し，そこを経由して，王滝営林署に

知らせてもらう努力を続けた。恐らく家族

が安否を気づかっているはずだからであっ

た。どうやら自分たちが孤立したらしいこ

とがわかったのは，相当時間がたってから

のことで，いつのまにか日が暮れた。発電

機を動かして明かりをつけテレビを見る。

15日9時30分ころ，自衛隊のヘリがやって

きた。それで小中学校に向かう。王滝が裳

源地で，たいへんな被害の出ていることは

その時知った。家族はそこにいた。「団の服

をとってくるよ」という口実で， 自宅をの

ぞく。もう手のつけられない有様で，「服を
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だすのがやっと」であった。すぐ団に合流

する。とどけられてくる炊出しの食事を避

難所へ運ぶ作業もあったが，庄原さんは比

較的多くの日数を行方不明者の捜索に参加

した。「大又へいったり，氷ケ瀬の方いった

りなあ，氷ケ瀬はまんだ沼地で，底なし沼，

動けば沈んでいくような状態だったよ。東

地区じゃ竹竿でつつ〈んだが，先がバリパ

リになって……」。署は欠勤， というより，

署の業務自体大混乱であったし，自宅のこ

とは「まるでつっつけなかったな。親戚の

衆に来てもらって，一時しのぎに繕っても

らって……もう一年たつけど，まだ直っと

らんぞ。何とか住めるようなかっこうつけ

たけどな。こらまあ団はみんなお互いにそ

うだでねえ。限られた人間だからなあ，動

けるのは。夜警も交代でやったが，気持と

しちや毎日でもやりたかったが，そうは身

がもたん」と語っている。

渡辺貞広さんは父親が経営する建設会社

の専務である。村内に仕掛り中の現場をい

くつか持っていた。渡辺さん自身も氷ケ瀬



久保勝美さん

の手前の貯木場用地の整地工事現場へ向か

っていた時に地震に襲われたが，何はとも

あれ会社に引き返し，各現場の作業員の安

否の確認に当たった。午前中に，確認が終

わり昼ごろ団に出，“松越＂の崩壊地にゆく。

「ロープ持っていって，降りれる所まで降

りてみろってわけで……くちゃくちゃのと

こまで，オーイ，オーイって呼ばりながら

行った。結局，消防が一番初めに入ったん

だナ。もう地獄の底って感じだったわね。

仕事がら生コンの衆知っとるし，第一城田

建材の衆も， 8時15分まで打合せしとって，

うちの現場へ砂利を持ってきてくれた衆は

助かって，生コンに入った衆がねえ……。

14日は， まとまったことはやってないが，

野口の方へばあさま助けにいったり，東地

区の人の避難を手伝ったり，避難の遅れて

いる人を確認して歩いて，ついでにガス栓

みて……。組織だって動くわけじゃないが

ひとつ事終ると学校の本部へ行く。すると

次何やれってわけでね。手当りしだいの命

令だが，みんな素直に従ってね。夜警から

第2節救助活動

可搬ポンプをつかっての捜索

だね，系統立った指令で動くようになった

のは」。行方不明者の捜索には，自分で参加

したのはもちろんだが，商売がら使ってい

る自社の重機を提供してもいる。「15日は警

察の手伝いというが，警察は外から来た人

ばかりだから道案内だね。警察の人たちが

地理覚えてからは，救援物資の運搬だね。

商売は 1週間，全く何もできなかった。し

かし，道路の応急修理だとか，水路の破れ

たとこの緒いだとか，学校の通学路の復旧

だとか，村の臨時復旧の仕事が入ってね，

といっても消防があって自分じゃやれん。

人に頼んでやってもらった。 10日ぐらいし

てからだな， 1時間くらい抜けちゃ自分の

現場見にいった」。

“松越”の崩落の犠牲になった城田建材

の3人は，専務の水宅富蔵さんと工場長の

鈴村幸弘さんおよぴ運転手の田中千里さん

だった。消防団の久保勝美さんも城田建材

に勤めている。当然，東地区での不明者捜
.. 

索はひとごとではなかった。ちょっとした

ことばのいきちがいから，警察関係の人に
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家高弘文さん

感情を高ぶらせたこともあったらしい。中

心人物ともいえる人々を失って会社は一月

近く休業状態になった。久保さんは消防団

活動に専念する。「おかげで，稲刈は農協の

応援の女衆がやってくれて，消防休んだの

は3人の葬式の日， 3日間だけだった。し

まいに着る物がなくなって，重機屋のつな

ぎ着とったら，警察のレスキュー隊と同じ

色だもんで遺体上った時，間違われて呼ば

れたり……」という一幕もあった。

家高弘文さんは旅館「たかの湯」の若主

人である。「その日女房の実家のある岡谷に

いましてね，朝地裳がかなりひどかったん

ですがテレビでは諏訪，舞鶴，甲府震度 4

なんていっているので，道理でここもえら

いんだと思ったきりで，諏訪の北沢美術館

に絵を見にいったんです。着いたとたんに

『王滝の家高さん』と場内放送もらって，

すぐ家に電話するようにいうんですね。か

けてもかからない。仕方ないんで，木曽福

島のおばの家に電話したら大変だからすぐ

帰ってこい。その足で車飛ばして帰ってき
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ました」。村へ着いたのは11時40分で，取り

あえず消防団の制服を取りに自宅へ直行し

た。「分団長の指示で，県道から役場へ入る

四叉路の所で非常線張ってました。しばら

くすると東区の人達がリュックサック背負

っておりて来ました。マスコミの車で道が

混雑していて，緊急車輛をスムーズに走

せるのに交通規制をやったりしてましたね

え。 14日の夜は学校泊りです。 15日も泊り

ましたね。行方不明者の捜索ではごうかけ

に入りました。棒で地面をさしていくわけ

ですが，それが仮に人に当ったとしても，

何しろ初めての経験で，ちょっとわからな

かったんじゃなかったかと思います。棒を
ゃ

抜いた穴からにおいがするんで，ハット思さ

ったこともありますが，ちがってました。

旅館の方は，商売道具の片付けもしなく

ゃなりませんが，まかせっきりで消防に

てました。森林組合の泉さんは，村のス

一学校のメンパーで，私たちの仲間なんで

す。全く偶然のことですが10月18日，目

前で最後の遺体で発見されまして，僕と



滝沢和雄さん

級生の大家孝助さんと二人で上げました」。

家高さんが家業に戻ったのは10月下旬のこ

とであった。

滝沢和雄さんは，役場の近くで喫茶と食

事の店を経営している。食器棚は倒れるわ，

本棚が倒れるわで一瞬にして，店の中は足

の踏み場のない状態になった。外へ出てみ

ると，近所の人たちも出てきている。「学校

の校庭へ避難した方がいいんじゃないかと

話しましてね，ガスにだけ気をつけろって

いって自分も，厨房のガスを止めに入りま

した。ですぐ役場へ行きました。そこへ森

本さんところが決壊しているという情報が

入って，対岸から見てこいってことで出か

けました。 9時10分ころでしたかねえ。見

ると砂煙は収まっていましたが，作業所の

人がいただとか，城田の車が入っていたと

か，おんたけ交通のバスが通る時間だった

とか，休暇村のバスが入ってくる時間だと

か，いろんな情報がごちゃごちゃに入って

来て，ともかく現場へ行こうということで，

生存者がいるかもしれないというので拡声

第2節救助活動

濁川方面の捜索に向かう消防団

器をもって，オーイ，オーイといいながら，

双眼鏡で探すんですが，そうしている間も

余震がぐらぐらきて，そこらじゅうで土が

崩れるんです。で，救護をやれ， というこ

とで，取り残されたお年寄りを助けにいっ

たり，避難所でぐったりしている人の救護

をやったり，あ，森本さんの奥さんも救護

した一人ですね。こわかったのは，役場の

襄山に亀裂が入って危険なんで，それにシ

ートかぶせてこいということで， 12~3人

で行ったんですが，大きな石が地面の下か

ら飛び出しているし，ふたかかえもあるよ

うな木が根こそぎ飛び出してその石にひっ

かかっているし，びっくりしたことに，キ

ノコがやっぱり地面から飛ぴ出している

し，そこヘドドドーンと余震ですからね，

生きた心持がしなかった」。店のことは，こ

れでは二度と商売もやれないだろうという

ような感じで考える気にもなれず，消防団

に詰めていたという。「10月の半ば〈らいで

すかねえ，周りの人から，店やれよといわ

れましてね。というのが，報道陣やその他
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長野県西孤畑震

信観誓』鴨嘗名鱈

王溝村

―「̂▲-m

最後の捜索に出発 (II月2日） 義援金御芳者名簿

応援の人たちが，食事する店がないってい 内，

うんですね。ボクとしては救助作業が終っ 消防団からの応援は2981人に達している。

てからという頭が強かったんですが，たま

たま SBCが，店を常駐に使わせてくれと 第~ 3錨i ご女子意；は全：国から

いう話があって，どうせ商売にもならない

んだから，いいですよ，場所だけならって

提供したんです。ところが，村中どこにも

食べる所がないってことで，何とかしてく

れないかというんで，最初福島の業者の方

に頼んでやってもらったんですが，消防活

動のめどがついたころから， 自分でやるよ

うになりました」。

先の新聞記事にもあり，団員の話にも出

てくるように，消防団の活動は多岐にわた

り，苦労も多いものであった。もし，近隣

各町村の消防団の応援がなかったら，王滝

消防団の動きも何かと制約されたであろう

し，行方不明者の捜索にしても，あれほど

徹底的にやれたかどうか。村消防団ののベ

出動人員は， 9月14日から11月2日に至る

48日間で1218人に及んだが，県内，木曽郡
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1) 義援金

昭和60年 7月，王滝村は「長野県西部地

震義援金御芳者名簿」を発刊した。その前

文にはこう書かれている。

「災害発生以来300日を経過し，全国各地

から村に寄せられた，あたたかいお心づく

しの義援金御芳者名薄集録の作業を進めて

まいりましたが，一応 7月19日にいただき

ました分を区切りとしてみなさまのお手も

とにお届けいたします。

なるべくならば，全員の集録をと考えま

して，大変おそくなりましたことを深くお

詫び申し上げます。

尚集録ご住所，ご芳名はお寄せくださっ

た方々の，明記されたものを忠実に原稿と

いたしましたので，敬称略，順不同，

は省略いたしました。（以下略）」



名簿の本文は94頁で成り立ち， 93頁まで

各頁30件， 94頁に「匿名21件」を含め22

件が収録されている。その計2812件は地域

；的には北海道から沖縄まで，全都道府県に

わたり，寄送主も国省庁，地方自治体，企

業各種団体から個人まで多岐にわたって

このような全国民的ともいえる好意が

村人たちをいかに勇気づけたかははかりし

いものがある。

長野県西部地震災害装援金収支表

60.12.19-12.26各恨1配 分 金

災害板lij予St金*,ti炭1伍I:i裔如祈ヘ

也盆碑建立費会 計へ，

礼協粋三 tt 金 11予付金） i 

災也記録誌作成内社、金

新 19月広告料 等l
地媒阻要印刷代

ト／：佼図習代（地の底からのIli，ぴ）

688,780,856 

204,100,000 

1 80,000,aoo 

18,078,002 

10,000,000 

5,4 00,000 

5,1 8 6,0 0 0 

2,956,000 

2,200,000 

地謀災ぅ9: 9記録誌代I 1,492,000 

義援金名悔 1］！祖代 1,200,000 

化： fi 所図肉代 235,000 

l'，沌裟協紐合 ll指定義援金 24,749,883 

1'/Ii  :1・1 455,596,065 

芯 11 残額 150,12,8現wI 243,193,991 t̀, 芯 r以上の様に骰告されましたが残額の支出処分については、一

般会：llのなかで災：itf復典対策の公共事業1t（国，県の補助がな

く村lit独施工,11業分）に充当すも（C王滝村諾会親」より）

第 3節 ご好意は全国から

救援の水が届けられた

村は，受けた好意を一円たりとも無駄に

しないよう，十分な配慮の上で，総額

698, 790, 856円 (60年12月8日現在）の義援

金を表のように活用した。

使途報告をもって、感謝の証しのひとつ

としたい。

2) 救援物資

「あれ以来，よその災害がひとごとでは

なくなってjとか，「よその災害にはお礼の

つもりで，何かを贈らなくちゃという

なって」といった村人の声は，随所で聞か

れた。

義援金，救援物資といった形での，暖か

い支援を身をもって体験した村人のいつわ

りのない気持ちである。

9月半ば小雨の降る夜の避難所の生活で

贈られた毛布がどれだけ心を温めたこと

か。救援物資の中にあった豆乳と紙おむつ

訊避難の人ごみの中でむずかるわが児を

あやす母親に，どれほど力を与えたか。 ト

ラックに満載されポリタンクで届いた水

241 



第 4章 ありがとう全国のみなさま

続々と届けられた救援物資

が，どれほど村人を安心させたか。止った

水道にかわって，急きょ運ぴこまれた濾過

器の水はあるいは村人の健康を守ったかも

しれない。愛知県の漁業組合から保冷車で

届けられた，その朝とれたイワシのうまさ

を，いまだに忘れていない村人も多い。……

さまざまに，村人は恩恵を受けた。

義援金の多くは， 日本赤十字社長野県支

部が中心となり， 20団体で構成されている

義援金品募集長野地方委貝会を経て，王滝

村に届けられたが，救援物資は2647梱包に

及んだ。このほかに日赤独自で提供された

毛布，日用品セット，見舞品セット， ミネ

ラルウオーターがあり，避難初期の村人の

心を落ちつけるのに大きな効果があった。

3) 企業・団体のご好意

「もし， 14日の夜電気が来なかったら

……」と，その夜，灯りがつき，テレビを

見ることができ，続く余震にも混乱を起こ

すことのなかった村人の多くが語ってい

る。このような「もし」は，電気ばかりで

＇ 
が e

o.L :” 

はなく，通信にも，運輸にも，医療にも，

また金融といった方面にまで及んでいる。

それらのうち，電力と通信に関して，

体的な動きをご紹介しておこう。

中部電力株式会社木曽福島営業所が，

滝での異変を感知したのは，地裳発生直後

のことである。同社の記録（「長野県西部地

裳電力復旧活動の記録」）によれば「8

51• 木曽福島（変），王滝線 (5 区間以降）

停電，滝越（発），滝越線停電」とされてい

る。 7cして 9時には，木曽福島営業所を本

部に，中部電力非常災害対策本部を設置し

た。と同時に作業班は全員，無線連絡を受

けいっせいに王滝に向かった。 9時20分，

木曽福島・三岳間で落石のため通行不能に

なっているのが発見され，ヘリコプター

手配を松本営業所に要請している。 30分，

三岳から王滝へ向かった作業班から松越

区の状況が連絡されてくる。県道も通行

能，村道 1号も 10時の時点で通行不能と

明，牧尾ダムのダム湖・御岳湖をゴムポ
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トで渡る方法について検討したが，実施は

できなかった。 10時30分には三岳村までの

通行が可能になり， 11時10分には村道 1号

が車での通行が可能になる，送電線路の復

旧作業は11時30分に始まった。

「この時間にはヘリコプターは濃霧で飛

べず，松越の状況しかわかりませんでした

が，御岳生コンヘの送電のための電柱・送

霊線が崩落で流されてしまっています。こ

の朝たまたま東海電気の作業貝が王滝にエ

事に入っていましたが，その人たちに復旧

作業に入ってもらう了解は木曽営業所でと

りつけたがこれが無事でいるかどうかもわ

からない。ともかく最初に村の中心部に入

った二人に探してもらいました。東海電気

の人たちは松越の上にいました。午後に入

って，後続班も村に入り，まず線路巡視を

たわけですが，送電線は山を縫うような

形ですからね，それを見て歩くわけで，余

震はくるは，山鳴りはするは，生きた心地

がしなかったと聞いています」と中部電力

木曽福島営業所の所長，安塚要ーさんは話

第3節 ご好意は全国から

中部電力による復旧作業（ごうかけ）

している。 14時30分，ヘリによる視察で，

濃霧につつまれた八海山方面を除いて，全

体の被害がわかる。崩壊地ではいずれも線

路がずたずたになっていた。電柱は116本が

被害をうけており，そのうち33本は影も形

もなく“滅失”していた。倒壊したもの16,

折損 5, 傾斜62。断線・混線は110条，滅失

した電線は77条あった。

復旧作業は，これらを元にもどす作業に

なるわけだが，新しく電柱を立て，傾いた

ものは起こし，その上に登って電線や変圧

器を取りつけるといった仕事が，余震の中

で行われた。高い柱の上で揺すられて気持

のいいわけはない。だが，電力に限らずこ

れらの作業に加わった人々が，わが身の危

険をさておいて，勇敢に任務に当たった話

は今回の取材を通じて数限りなくあり，感

動的ですらあった。

いわば決死の作業で， 14日15時15分，村

中心部200戸に早くも送電が行われ， 17時58

分には全村500戸のうち450戸に送電が行わ

れた。御岳高原の50戸は，この日は復旧さ
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決死の送電復旧作業

れなかったが， 15日12時10分には送電が行

われた。

16日には，学校の校庭に中電王滝村臨時

出張所が開設された。よろず御用承り所で

ある。それとともに，班が特別編成され配

電線引込線の巡視点検が行われた。松越で

流失した線路はルートを変更して新設され

ることになり，その工事も 18日には完了し

た。中電社内での非常体制が解除されたの

は19日17時のことであった。

地裳の直後，ほとんどの村人が「ここで

こんなにひどいのだから，裳源地はさぞす
0 0 

ごいことだろう」とよそのことを心配して

いたことを紹介したが，その心配の影靱を

もろに受けたのが電話であった。というの

が，東海地裳や伊豆沖地震を思い浮かべた

村人たちが，いっせいに，東海地方や関東

地方に住む，わが子や親戚に安否をたずね

る電話をかけたからである。地裳で回線が

失われ，回線数がへったところへ通話が殺

到したため極端なふくそうが生じた。王滝
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村が震源地であることが知られるのに，時

間がかかった理由のひとつは，この栖端な

ふ〈そうにある。

無人の王滝交換局に異常が起きたことを

知らせるアラームは地震発生と同時に木曽

福島電報電話局（現NTT木曽福島電報電

話局）に入った。

直ちに調査が始められる。 9時5分調査

班が組織され出発準備に入る。この時点で

は，王滝の局が断線しているということし

かわかっていない。局では，東海地震かも

しれないという見方から，名古屋に問い合

わせるが，名古屋では異常はない。ともか

く，王滝の状況を確かめるテストをした。

王滝局と木曽福島局の間の回線にはふたつ

のルートがある。ひとつは三岳から県道を

経由する第 1ルート， もうひとつは村道経

由の第 2ルートである。かねてから危険分

散のため異ルートが設けられていたのであ

る。テストの結果第 1ルートが断線してお

り，第 2ルートは無事であることがわかっ

た。



蜂谷徹さん

調査班は10時に出発したが三岳ではすで

に交通規制が行われており，奥へ進めない，

王滝はどんな状況なのか，また村への進入

ルートは確保できるのかできないのか，そ

の点を把握する必要があった。復旧工事を

するにも資材とその輸送の見当がつかない

からである。後続の調査班が編成される。

この班を率いたのが，庶務課長の蜂谷徹さ

んである。蜂谷さんと 3人の課貝は，牧尾
あんば

ダムと松越の中間，鞍馬まで来て，それ以

上進めなくなり，ダムまで引き返す。中部

電力の人たちもそこに来合わせており，ダ

ムの堰堤を越え村道経由で王滝に向かおう

としていた。蜂谷さんたちもそれに従う。

そこからは徒歩になった。一行が村に入っ

たのは， 12時30分だった。蜂谷さんは役場

から孤立防止用行政無線で，交換装罹には

異常はないが，土砂崩落で回線が切れてお

り至急復旧の必要があることを報告した。

本局ではヘリコプターで資材，人員の輸送

を決める。東京を飛ぴ立ったヘリは，天候

の影響で最短ルートを飛べず迂回したた

第 3節 ご好意は全国から

衛星通信のバラポラアンテナ

め， 15時30分になってようやく王滝村に着

く。「第 1ルートはだめですが，第 2ルート

は使えましたので，これを使えるだけ使お

うということで，第 1ルートの切れたのを

第2ルートにつなぎ替える作業に入っても

らいました。これで多少よくなったんです

が何しろ， もとは第 1ルートで12回線，第

2ルートで 8回線だったのが， 12回線使え

なくなり，そこへ通話が殺到するものです

から，ふくそうは収まりません。あとはも

う衛星車載局を使うしかない」という蜂谷

さんの判断から，衛星通信の回路を設定す

ることが決定される。

第 1ルートの復旧をめざしてヘリでの調

査が行われた結果，‘＇松越＂の崩壊地の山越

えでのルートでは不可能と見られ，御岳湖

越しで回線を設定することが決まった。

ふくそう状態は依然続いている。 21時5

分，国民宿舎に 2回線，王滝小学校に 4回

線の特設公衆電話が開通した。これは無料

で使用でき，避難者の情報連絡に役立てら

れた。
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余震の中で

車載局搬入の準備は夜を徹して続けられ

ていた。車載局は重量があるので当初は，

道路が不完全ということから，分解してヘ

リコプターで運ぶことが考えられたが，村

道が開通したためトラックでの運搬に切り

かえられた。車載局を乗せたクレーントラ

ックが木曽福島を出発したのは， 15日早朝

6時のことである。 7時20分車載局装置が

村に到着する。 10時20分滝越地区の状況調

査のためヘリコプターが飛ぶ。 11時54分，

衛星回線による特設公衆電話 2回線が開通

した。 12時，滝越・水交園に孤立無線が開

通。 13時25分には，衛星回線がフル回転を

始める。各新聞社はそれを利用してファッ

クスを送ろうと試みるが，うまくゆかない。

これは衛星回線の弱点である。第 1ルート

の回復力噌包まれた。 14時10分，御岳湖越え

で応急復旧された第 1ルートのケープルヘ

の切替接続が始まる。 17時35分三岳～王滝

市外第 1ルートの応急復旧が終った。

この時点で通信の点で孤立状態にあった

のは八海山だけとなった。これも 16日には
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開通する。

結局，ふくそうによる大混乱があったの

は14日の夜まで，ということになる。状況・

立地の困難さを考えれば，まことに早い回

復といえるだろう。このあたりに， 日本の

社会的充実のひとつの証を見るのはあやま

りであろうか。

個々の加入電話の復旧は，避難していた

村民が自宅に帰るにつれ順次行われた。

以下，官公庁もふくめ，団体・企業の災

害に対する特別措置を日誌風に挙げておき

たい。

9月15日，国鉄は現地の対策本部に救援

物資を送るばあい，輸送費を無料にするこ

とを決めた。

16日，信越郵政局は，郵便，為替貯金，

簡易保険などの特別取り扱いを決定。

17日，長野県税務課が，王滝村住民の県

税申告や納税期限の延長を決めた。

同日，八十二銀行，長野銀行，松本信金，

県信用組合，県鹿協，県労金などが被災者
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サッシ屋さんのポランティア活動 援農の稲刈り

の生活，住宅復旧に対し，特別融資措置を た，その好意も村人たちに感激させた。

決めた。 長野県の，高校・大学に通う交通遺児 3

また長野県生命保険協会が被災契約者に 人が，災害遺児のために進学資金の“恩返

対して，保険料払い込みの猶予期間延長の し募金”を全国規模で展開しようと立ち上

特別措晋を決める。 がったニュースもあった。

中部電力は，被災世帯・事業所に対し， サッシ屋さんがさっそくかけつけ無料

臨時に電灯，電力使用を申し込む際の工事 で，ガラスの修理をしてくれもした。それ

費免除や電気料金の早収料金適用期間の延 らすべてを報告するには紙数に限りがあ

長などの特別措置を決め通産大臣に申請， る。

18日に認可された。 次の記事は，こういった善意のひとつの

19日，信州名鉄運輸は，県内から王滝宛 現れを象徴的に示しているものである。さ

の宅配を無料で扱うことにし受付を始め まざまな例の報告にかえ， 9月22日の信濃

た。 毎日新聞から再録しておく。

また住宅金融公庫北関東支部は，被災者 「ひとごとではない 王滝へ援牒，犠牲・

に対し，住宅建設，補修資金の特別融資措 不明者の水田 婦人ら稲刈り

置を決め，通産省は，被害を受けた中小企 21日木曽郡王滝村野口地区で県西部地裳

業者救済のため政府系中小企業金融三機関 による行方不明者や犠牲者の水田に，他町

の災害貸し付けの発動を決めた。 村から木曽農協婦人部が援牒に駆けつけ稲

刈りが行われた。

4) ボランティア活動 村内の水田では快晴の空に黄色に実った

何か手伝いのできることがあったらと， 稲がまぶしいほど。高冷地の村はハマアサ

村へ自身でかけつけた人々も少なくなかっ ヒなど早生種が多く，災害の復旧が軌道に
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乗らないまま，稲は収穫の適期を迎えた。

このままでは人手がなく稲刈りもできない

ーと同牒協婦人部（越取かおる部長）が援

牒を決めた。

援農の対象は，死亡した城田建材の水宅

富蔵さん (52)，行方不明になっている森林

組合の泉和視さん (24)，濁川温泉の半場達

也さん (26)の家の水田。

午前 9時すぎ，御岳山ろく三村を除く，

町村婦人部員と農協，農業改善普及所貝ら

十数人が，泉さんの水田24アールに入り，

バインダーやカマで次々と刈りとり，持参

したパイプのはぜにかけていった。婦人た

ちは『自分のところも刈り入れで忙しいけ

れど，ひとごとではないので』と，汗もぬ

ぐわず作業している。

同村の水稲作付農家は142戸， 23ヘクター

ル。木曽農業改良普及所によると，作況指

数110の豊作。だか地霙は農家から豊作の喜

びも奪ってしまった。同牒協婦人部は連休

中も十数人を動員，一般被災家庭の希望者

の稲刈も手伝う予定」
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5) 励ましのお手紙

物心両面というが，王滝村にはさまざま

な形の援助ばかりではなく，心のこもった

励ましのことばが寄せられ，村人を勇気づ

けた。そのすべてを集録できれば，それは

それで“日本人の心づかい”を実感できる

珠玉の一篇が成り立つのであろうが，残念

ながらここでは，それだけの紙数がない。

ごく一部を， しかも抜すいの形でご紹介す

る。それだけでも，この小さな村に，いか

に広く，いかにさまざまな方々が，心を通

わせていただいたのかをたやすく見取って

いただけるはずである。無理のない限りで

きるだけ，原文の文字づかいに従った。

まず，この村が受け取るのに最もふさ

わしい手紙からご紹介する。

「……お手紙にて初めてお伺いいたし

すが，私は父がもはや故人となって20年ぐ

らい過ぎましたが，お宅の村に毎年泊り木

曽の御山に登山31回ほど続けた先達，長谷

川梅吉の長女です。長女とはいってもすで
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全
国
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ま
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ま
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に70を迎えました。この度の天災，誠にお

気の毒に存じます。全く天災とはいいなか

ら一夜にして丸はだかと化してしまいなん

といってよいか言葉もありません。ふり返

ってみれば，足が不自由な身にもめげず，

よくも毎年毎年30回も続けたと，今さら父

の有りし日を考え出す日もしばしばありま

す。今度の災難につき，気の毒に思いつつ

も少々話し，お古培ではありますが｀

一時の用達にと思い色々集めてお送りいた

します。…•••一時の役立てに用が足りたな

らば，亡父も草葉の陰にて喜んでいること

でしょう……」。栃木県足利市の長谷川きち

さんである，

高齢の方の，次のような心づかいもある。

「私は明治大正昭和を生きた一老女でご

ざいますe …•••私も，実は朝鮮引揚げ者で、

子供 4人つれて，子連れ狼となって帰って

きました。着のみ，落のままでした。です

から，濁流で家も何もかも押し流された 5

軒と聞きましたが，何かお送りしたいと，

私なりに考えてお送りすることにしまし

tふこれから長野は寒〈なります。……明

治の人間で，何でも，もったいないもった

いないと，大切に物を使いしまっています。

古い物で，たいへん失礼ですが，いろいろ

と大切にとってあった着るものなど，お送

りしましたので、おいやでしたら，お捨て

になってください。 10月16日まで，郵便局

で無料と聞き友人にもたくさん呼ぴかけて

いますq どう この寒さの冬だけでも使

っていただけたら幸せでございます。牒協

では義援金のみ受けるそうです。私は生活

保護を受けている貧しい老女ですので，ぉ

金はお送りできません切それで私なりに考

えて」と大切にしまってあった衣類が送ら

れてきた。明治44年生まれ，大阪市の鈴木

初音さんだ。

一心さに心なごむ思いがするのは子供

たちの手紙であふ

「王滝村の災害のことについて知ったの

は新聞でした。ですが災害というものは自

分の身におこらないとピンとこないもので

す。王滝村の人達には悪いけれど，正直い
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って，そうでした。けれどある理科の授業

で担任の轟先生は，いつもの調子でおもし

ろい実験をやってくれました。それは本当

はやっていけない実験なんだけど，ガスバ

ーナーの中にマグネシウムを入れたら，線

香花火みたいなのが出る実験です。そして

またギャグをいいました。『先公がやるから

線香花火ていうんだよ』なんて笑わしてい

るニャニャした顔が，授業の 5分前ころに

なったら王滝村は地震の被害でたいへんだ

から何かをおくろうというふうに真剣にな

りました。そして19日の道徳の時間をつぶ

して，どんな物をお〈ったらいいか発表し

あいました。それが今日おくられた品物で

す。お金はほとんどかけていないので心配

はいりません。みなさんのお役に立てたら

とてもうれしいです。ぼくは『カンパン』

『タオル』『わりばし』『石けん』『非常食』

をおくりました。……」。埼玉県熊谷市，中

学 1年の砂生宏義君たちである。

こんな短いものもある。「王滝村のみなさ

んこんにちは，五月に私たちがうえて，九
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月になえがそだって，いもができて，もう

とれると言うしらせがきて， とって，ほん

の少しいもをおくります。どうぞたべてく

ださい」。東京・荒川区の堀江奈美ちゃんで

ある。これには，警視庁尾久警察署の手紙

がそえられている。「……先般の地霙に心か

らお見舞い申し上げます。警視庁では少年

の非行防止，健全育成の一環として少年の

社会参加（生産活動，清掃活動，ボランテ

ィア活動）を実施しております。今回のサ

ツマイモ供出も荒川区内三警察署（荒川警

察署，尾久警察署，南千住警察署）と荒川

区がタイアップし，荒川区と埼玉県秩父郡

荒川村とで姉妹提携を結んでいる荒川村で

荒川区内の約200名の子供達が体験生産し

たものです。……ささやかですが，都会で

は経験することの少ない子供達が心をこめ

て生産したものです。……一日も早く復興

を願い，皆様のご健康をお祈り申し上げま

す」。仲間の関隆志君はこう書いている。「み

なさまの中では，お亡くなりになった方も

おられると存じます。家のかたづけをする



のもたい変だと思います。ぽくたちの所で

は，ほとんど，災害がありませんが，

ピで，よく地しんがおきたことなどを見て，

おどろいています。

っているんでしょうか。その事を考えまし

て， おいもと， はげましといえるかわかり

ませんが，手紙を送りたいと思います。

のいもと手紙で，

この間に食料はどうな

元気をそして笑顔をとり

もどしてください」。同封されていた多くの

子供たちの手紙を見ると，

テレ

こ

どうやら子供た

ちがいもを送ろうといい出し大人たちがバ

ックアップしたようであるが他にもそのよ

うな例は多い。

新潟県北蒲原郡のはまなす子供会の世話

人手島勇平さんはこう書いている。

「この度の霙災については心よりご同情

さて私共の集落(310申し上げます。……。

世帯）に子ども会が組織されています。そ

の活動になかなか中学生が参加してくれる

機会がなかったのですが， 今回， 中学生か

ら『王滝のみなさんに何かしてあげること

はないだろうか』 と相談をもちかけられま

した。何度か話し合いをもち，別紙の回院

をつくり，集落に PRをして活動をはじめ

ました。集落民の方の反応も様々で，

生は大変良い社会勉強をしたようです。新

潟県でも20年前に震災にあったのですが．

そのことは中学生は語りでしか知りませ

ん。

生の時に，採砂場で 4人の友達を一瞬のう

ちになくしています。そんなことから，

滝村のことは人事とは思えなかったのでし

ょう。今回の『王滝村支援』は中学生 (60

人）

第3節 ご好意は全国から
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中学

しかし，今の中学 3年生が，小学 1年

と小六生が参加しました。

王

どうか子供

達の気持をお受け取り下さい」。

集落への PR文書は次のようなものであ

る。

「王滝村へご支援を．”

長野県王滝村は，地震で大きな被害を受

けました。そこで私達は，

りたいと思います。新潟県はさいわいお米

がおいしいので，

なんとか力にな

王滝村の人にも， おいし

いお米を食べて，心も体も一日も早く元気

をとりもどしてもらいたいと思い， お米を
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お礼のはがき

贈ることにしました。ぜひ皆さまのご協力

をお願いします。

・集める日

・集める覺

10月8日

（日）

2合

（日）夜から14日

まで

中学生が集めに行きますのでよろしくお

願いします」。そして画用紙 2枚の子供達の

寄せ書きがそえられていた。

子供たちが，全く自分たちの手でやりと

げた例もある。岐阜県羽島郡岐南町立西小

学校児童会の場合を見る。

「•…••今年から私たちは JRC

少年赤十字）に加入しました。そこでぶら

くごとに，神社のそうじ，地下道のそうじ，

道のゴミひろいなど， いろいろなほうし活

動をやっています。 こんなとき，

（日本青

王滝村に

大きな地しんがあってたくさんのひ害にあ

ったことを聞きました。そこで私たちは，

児童会を中心にして，全校のみんなに，

た。そしたら，

王

滝村に救援物資をおくろうとよぴかけまし

こんなにもたくさんの物が

集まりました。……王滝村のみなさんにと

っては，すこしかも分かりませんが，私た

ち全貝で， いっしょうけんめい集めたもの

です。受け取って下さい」。

子供たちばかりではなく，手作りの何か

を通じて心を現わしたいという例も多い。

北海道勇払郡のAコープむかわ親睦会一

同の人々はこう書いている。

「……私達の地方も日高の震源地に近く

地震の都度その恐しさを充分痛感しており

ます。私達ー同皆様を少しでも元気づけら

れるように図りまして当地名産のおいしい

南瓜を送ることに決めました。 これからは

日一日と寒さを迎えますがこのおいしいか

ぼちゃを食べて一日でも速い復興の一助に

もと願っております……」

鹿児島県知院町からは茶が送られてき

た。

「………。新聞テレビ等で此度の長野県

西部に於ける地裳災害に重なる水禍の惨状

は驚くばかりでありまして，貴村の方々の

物的心理的損害は如何ばかりかと御同情申

し上げる次第であります。少しばかりでは
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r長野県西部地震の御見舞御礼」の手紙

ありますが，私達のお茶を使って下さい。

遠方で何の御手伝いも出来ませんが今後一

日も早い復興と皆様方の立ち寵りをお祈り

申し上げます」。

もうひとつ，静岡県磐田郡の乗松なみさ

んからのもの。

「……物すごさをテレビで見，恐ろしさ

に身も縮む思いでございます。心よりお見

舞い申し上げます。この『梅干』は私宅栽

培，無農薬の梅でございます。昭和五十九

年六月中頃採り，梅ーKに，塩二三0gの

割で潰けたものでございます。しそも無農

薬ですので御安心下さいまして，被害者の

皆々様に召し上って戴き度いと存じ，ほん

のわずかでございますがお送り致します

・・・・・・」

匿名の人のこんな便りもある。

「……日向宮崎の地にて菜園農業を営ん

でいるのですが，何も手助け致します事も

出来ず……。私の蔑園にては，お茶，薬草

茶を栽培しております。毎日薬草茶を愛飲

しております。大へん健康的で体の調子も

良好です。一日かかすことのできない飲み

ものとしています。薬草茶少々ですが百袋

余り送りました」。

自分も災害を体験して， という人々から

の手紙も多い。その例を上げる。

「……私も伊勢湾台風で実家が五人一家

全滅という憂き目を見ましたが，あれから

二十五年，兄姉皆，分家又は嫁いでいたの

で兄姉八名五十三歳の私より七十一歳の次

兄迄八名健在で頑張っております。十数年

前王滝村を通り，御岳山にドライブ致しま

した。美しい木曽路の旧街道をもう一度主

人と訪れてみたいと思っておりました矢先

でした。本年はダメですが，又再び王滝村

を訪ねさせていただきます。美しい山河を

最後まで努力して守って下さい……」。三重

県桑名市の伊藤清六さんの奥さんである。

同じように「……私共も昨年の日本海中

部地裳によって四年生の長女が津波殉難し

ました。一年余りの昨今ですが，楽しい遠

足へ出発した娘の笑顔が今だに信じられな

い毎日です。今回の貴村の大被害を決して
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他人事と思えず，私共に何か役立つことは

出来ないものかと思っておりました。昨年

は全国，遠く海外からの励ましやいたわり

の手紙を沢山頂きまして私達遺族に対して

は，どんなにか心強く思ったか知れません。

お陰様で今では気持を取り戻せるまでにな

り，娘の為にも一生懸命供養に専念するま

でになりました。このように強くなったの

も皆様のおかげでしたことは，忘れていま

せんでした。こんどは私達が，ささやかな

恩返しですがお受取り下さい………」と秋

田県秋田郡の福岡幸悦，史恵さん夫妻は書

いている。

町を上げてのお返し， という例もある。

「……本町においても，昭和九年手取川

大洪水の災害があり，全国より沢山の救援

物資が寄せられました。このお返しと，今

年が同洪水五十周年に当たることでもあ

り，町，議会，区長会，婦人会の提唱によ

り，町挙げて救援物資として愛の米一升運

られました。心ばかりの救援物資でありま

すが…••」というのは，石川県能美郡川北

町長からのものである。

最後に，心やさしい便りを 2通。

「先日，テレビで赤ちゃんのおしめの難

儀されて居られるとお聞き致しましたので

八ケース (120枚入り）お送りさせて頂きま

したので，……」は大阪市の高津婦人会々

長の糸日川マリ子さん。

「……昨日，テレビで大変可愛そうな犬

の姿を見てしまい，涙がとまりませんでし

た。出来るだけ早く，何とか手をうってあ

げて下さい。どうか， どうか，よろしくお

願いいたします。 (3時のあなたか， 3時あ

いましょうかどちらかの番組で被災地にと

り残されたジョンという犬です。）」。東京の

大谷節子さんである。

第 4節 こうしてすごした避難
生活

動を行いましたところ，町民の大変な協力 1) 避難所で

により，白米で一，三五〇キログラム寄せ 「王滝村地域防災計画書」によれば，避
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上条の高齢者コミュニテイセンター

難所として，村公民館（下条），中学校体育

館（下条），国民体育館（上条），村高齢者

コミュニテイセンター（上条），保育所（下

条），小学校体育館（下条），国民宿舎おん

たけ荘（小川），および， 二子持， 中越，

野口，九蔵，東，下条，滝越の各公民館，

ーー合計14か所が指定されている。

14日9時10分に行われた避難指示によっ

て，実際に村民が避難したのは，指定され

ていたもののうちでは王滝小学校，保育所，

国民宿舎， コミュニティセンターと二子持

公民館であり，指定外では王滝営林署白川

事業所，名古屋市民休暇村と木曽福島町老

人憩の家などであった。中学校体育館と国

民体育館は被害のため使用不可能になって

いた。

これらの避難所をめぐる人々の動きをま

ず大まかにご紹介しておく。

14日孤立状態になった滝越地区の人々は

その夜は，営林署白川事業所に避難した。

ここには，営林署関係の作業員も避難して

きて，総数117人となった。この人々は，翌

第4節 こうしてすごした避難生活

使用不能となった国民体育館

朝自衛隊のヘリコプターで村中心部に救出

され，高齢者コミュニティセンターで10月

26日まで42日間避難生活を送った。

小川，九蔵野口各地区の人々は国民宿

舎に避難したが，その他に上条区の 1人と

営林署関係12人が避難し， 220人となった。

村中心部の人々は，上条，下条地区住民

が学校職貝12人とともに小中学校へ避難

し，人数は230人，東地区64人は保育所に避

難したが，東地区のうち22人が14日孤立し，

翌15日ヘリコプターで救出されるまで，そ

の地区の民家に避難していた。

御岳高原方面も孤立したが，ここには名

古屋市民休暇村があり，宿泊客17名以外に

近くで立ち往生していた京都観光バスの乗

客17人と，村民 8人が，休暇村職貝の好意

で収容され避難した。

木曽福島老人憩いの家へは 9月15日， 80

歳以上の老人と病人合わせて， 65人がヘリ

で送られそのうち42人が収容された。

二子持公民館での避難状態は，残念なが

ら公的記録では，具体的記載がない。
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小学校体育館

ところで． 60年10月14日，王滝村婦人団

体連絡会は文集「わすれられない暦~女

の目から見た長野県西部地裳」を刊行した。

この際，‘'女の目から見た＂点が貴重である。

というのが，男たちの多くは，消防，役場，

区役員などの活動に入っており，まさしく

避難生活を体験したのは女性たちと子供で

あったからである。それに女性ならではの

着眼もある。避難生活をこの文集から拾っ

ておく。

まず，会長の原清子さんの手記の出だし

から紹介する。原さんは下条にある鳳泉寺

の住職原さんの母である。

「九月十五日『敬老の日』前夜王滝小学

校，保育園，国民宿舎，上条コミュニティ

センター，等各所で避難し，一睡もできな

かった村民でした。‘'敬老のお祝い”どころ

か老人は大型ヘリで木曽の“老人憩の家"

に一時避難するため出発―私も荷物を持

ったり，手をひいたりお手伝いをする。『年

寄りだけ避難して村が全滅し，おら達だけ

になったらどうするだ』とふるえながら小
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.-
保育園

さな風呂敷包みを手に持って，涙をためて

ヘリコプターに向った集団のお年寄の姿が

今も目に焼きついています。……」。端的に，

避難の概況が伝えられている。

家族ひとりひとりが，それぞれに事態に

対処した様子は東地区の森寿美恵さんの文

から読み取れる。「……誰いうともなく学校

へ避難を始め，子供達の元気な様子がわか

りほっとした。……十四日を境にお父さん

は消防に，子供とおばあちゃんは，親類の

家に，私は保育園の避難所へ，十日余りお

世話になりました。……家族はばらばらに

なりましたが，家も壊れていなかったし，

命も助かりました。消防で東地区の遺体の

捜索に頑張っていたお父さんのヒゲが，三

十五日間そられなかった。東地区全員の

方々がみつかるまで願をかけたのです。遺

族の人々の気持を思うといてもたってもい

られなかったのでしょう。三十五日目，最

後の泉さんが見つかった。それはお父さん

がヒゲと別れる日でした。子供が夜日記に

書いた。今日お父さんの顔はきれいになっ



たと」。

上条の戸井和江さんのものは，時間を追

って動きを浮かぴ上がらせているe「……校

庭へ逃げました。ゆれ返しの地裳がまだま

だ来ます。校庭は学校の生徒が避難してい

るところに村の人達もだんだん祟まって来

ていっばいになりました。その内に役場の

教育委貝会の田近さんが米てみんなに連絡

しました。「この地震は長野県西部地誤でマ

グニチュード六・九で，裳源の深さはニキ

ロで直下型地震というそうです』という報

告をして下さいました。『まだ余誤があり危

険ですので家には行かず，校舎にも入らず，

このまま校庭で避難していて下さい』。との

ことでした。小雨が降る寒い日でした。か

さを持ちに行ってきたりして，みんなとこ

わかった話であちこちしていました。その

内に先生達が，テントをニケ所に張って〈

れてその中に入りました。ほつぽつお腹の

すく頃になりました。『どうしようお昼は水

が出ない。ガスが使えないjまず，食べる

心配が一番先に来ました。やがてヘリが飛

第 4節 こうしてすごした避難生活

婦人会文集「わすれない麿J

んで来て私達の上をあちこち何機も見えま

す。きっと食べ物をはこんで米てくれたの

だと思い『よかったなぁ……早く食べ物お

ろして……はとまちどおしかったです。や

っとパンと牛乳にありついて，ー安心した

時はもう二時半頃でした。山仕事に出かけ

た主人もまだ帰って来ない。どうしている

のか心配で，時々職場の所へ聞きに行くの

だが『わからない』としか答えてくれない。

連絡のとりようがないようでした。まって

いるより仕方がない。『きっと避難している

よ』と。

あたりがうす暗くなって来た。今夜は体

育館での避難です。家に行って毛布を持っ

たりして支度をして来ていると，ひょっこ

り主人が山から帰ってきました。『あっ来た

わぁ……よかったよかった』と， とぴつき

たい思いでした。

何しろ今夜はここに泊まるようになって

いるからと言っても，家が心配でまた家へ

見に行ったり来たりしていました。寝ると

いっても体を横にするだけでねられませ
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ん。時々〈る余震の音におぴえてだれも同

じだったと思うが，それでも大変だったの

は子供とお年寄りのいる家族だったでしょ

う。私は母が七日に病気でなくなって気を

落としていたのですが，こんなこわい地展

を知らずに死んだ母はむしろしあわせだっ

たのではないかと，あきらめがついたよう

に，一人言を言って自分で自分をなぐさめ

ていました。……体育館から真暗な村を見
．．．． 

まわすと，ひととこふたとこ位にがいとう

の明かりが見え，その近くから犬のなき声

がしてなんともさびしいかぎりでした」

戸井さんも書いているように，子供や老

人，あるいは病人をかかえて人一倍，気を

もんだ人もいる。

野口の脇坂智恵子さんは子供を保育園に

送り出した後のことであった。「ゆみは？お

父さんは？じいちゃんは？手紙を残して学

校へ行ってみよう。車庫の前には色々な物

が落ちている。キイをつけて思いきりバッ

クする。『皆んな乗って』。車で走ったのは

いいが道はズタズタに壊れていたる所通れ
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ない。いつも通っている道なのに……いっ

たいこれは？コンクリートの道路は S字に

まがり，ガードレールも一米以上外へはず

れている。大きな石が道をふさいでいる

……『ゆみは大丈夫なの？』なんどもつぶ

やきながら，やっと学校の横に車をつける。

保育園へ急いでゆくと，庭に保育園児，小

中学生がテントの中でじっとすわってい

た。『ああ，ゆみ！』よかった。丈夫で/I先

生ありがとう．(I」

野口の上野きみゑさんは，ご主人が病気，

「……高い所へ避難の声にて退院二日目の

主人と国民宿舎へ逃げた。病人をかかえな

がら余震のおそろしさで，自分の体までが

おかしくなるかの様だった。……夜はおに

ぎり二つずつで食事，宿舎から温かいみそ

汁が出て，其のおいしさはかくべつだった。

宿舎二階にてねむれぬ一夜をあかす。学校

へ避難の人達の事を思った時は私達の場所

は良くて唯感謝するのみでした。

十五日の朝食事をすまし，余裳におぴえ

ていると再び大きな余震にびっくり，階段



滝越地区

をおりるとかべが落ちて来て又ドッキリ胸

がつまる思いだった。病人の主人をつれ，

管理棟の二階にて毛布をかけて寝させる。

おそろしさの余り午後より娘の車にて上松

へ行く。其の夜は安心して一夜があけた。

十六日の午後役場へ電話して聞くと，一時

家に帰っている人もあるとの事で夕方王滝

村に帰る。 ・・・・・・」。

以下，避難所ごとに見ておく。まず滝越

の人々の動きである。

三浦増江さんはこう書いている。「……川

向こうの造林の宿舎へ行く事に皆で話し合

い避難しました。一旦そこに落ちついたと

いうものの奥のダムが危ないという事で皆

で小俣林道の方へ上がりました。すると営

林署の人達それに朝仕事に来た人達が集ま

って来て百人以上にもなりました。……み

んなで持ちよった御飯をおにぎりにして分

け合って食べこれからどうしたらよいか役

場との連絡も思う様にとれない。仕事に来

ている人達も家の安否がわからないし自分

の事も知らせられない。みんなあせりがか
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亀裂の入った道路（滝越）

くせない。子供達が心配していると思い連

絡しようにもしようがありません。その中

に三浦ダムは心配ない事がわかり宿舎迄引

返す事になった時はもう四時近い……その

中に役場から今夜は安全と思われるところ

で避難する様にとの伝達がありましたの

で，皆で協力して一緒に行動する事になり

夕食を作る人，災害現場を見廻る人いろい

ろでした。

私達は行方不明になっていた望月さんが

見つかったのでそちらへ行き身内の人達の

誰もが来る事が出来ないので，私達で出来

る限りのことをしてあげなければと思い公

民館でお通夜をしました。

明けて十五日朝またまた大きな余裳があ

り生きた心地もしません。みんなの作って

くれたおにぎりを公民館で食べ， さあこれ

からどうなるか役場からの指示を待つ時間

が長く感じる。十一時頃になって一部の人

達が付知の方へ廻って帰るといい十ニ・三

人が一緒に出掛けました。誰もが一刻も早

く帰りたい者ばかりだがもう少し待って見
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身のまわりの品をもって上条のコミセンヘ

る様にという事で待っていました。その中

ようやく役場から無線でお昼過ぎに自衛隊

のヘリコプターで下へ避難することになり

ました。みんな身の回りの品物を持って不

安な思いで集まって来ました。予定より遅

れてヘリコプターが来ました。 10回位に運

ぶとの事で私達は二便に乗る事になりまし

た。一便が立ったと思ったらすぐ帰って来

ました。いよいよ私達の乗る番です。ばあ

ちゃんの手を引いていろいろな思いに胸つ

まらせながら乗り込み離陸してみると下で

見ると違って生々しい現場を見ながら息も

つまる思いでした。……役場の用意してく

れた車に乗り上条のコミセンでお世話にな

ることになりました。……しばらくしてひ

よっこり岡谷にいる二男が来た。聞けば昨

日から来て国民宿舎に泊り，家の様子がわ

からないので心配していたという。……ば

あちゃんを連れて，南木曽の子供の処へ行

き翌日私はコミセンヘ帰って来ました。

部落全体の共同生活，みんなで頑張らな

くてはならない。日赤始め全国の皆様から
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の救援の品物が送られてくる。三度の食事

から日用品，衣類，飲料水まであらゆるも

のが送られて来る。本当に有難い事だとし

みじみ思いました」。

国民宿舎のようすは，野口の川上昌子さ

んの手記で見る。「……貴重品や毛布やポッ

トなど軽トラに積んで国民宿舎に行きまし

た。そこで森林組合や生コンの人達のくわ

しい事を知りました。……電気も思ってい

たより早くついて，テレビで滝越等奥の事

がわかりました。水が出なくて宿舎のトイ

レは使えず，管理棟のトイレと仮設のトイ

レを使いました。私は車の中に二晩，テン

トに一晩，宿舎に二晩泊りました。宿舎の

方々には何かとお世話になり有難うござい

ました。主人の実家の方でいろいろ心配し

てくれて十六日には松越の子供達を連れに

来て岐阜へあずけました。家財道具を疎開

した人達もいましたが，私は出しませんで

した。区長さんはじめ今年の役員さんたち

は，三度三度の食事から物資の配分等ほん

とうにご苦労様でした。全国各地からお見



励まし弁当

舞や救援物資も沢山頂き，いろんな勉強が

出来ました」

次は小中学校。上条の皆戸悦子さんは

「……皆が学校に避難しているとの事に私

も色々車に詰めて出掛けました。学校の

子供達がバンを配ってもらっている所でし

た。私達もお昼を，と思いましたが，親も

子も食ぺ物が喉を通りませんでした。小雨

の降る中，車から出たり入ったりして報道

や自衛隊のヘリの動きをただ見ているだけ

でした。

止まない余震におぴえながらの長い夜と

なりました。体育館で夕食のおにぎりをい

ただいて，騒ぐ子供について外へ出ました。

自衛隊の人達がおべんとうをもらって，子

供の乗っている台の所へ食べに来ました。

子供に『お兄ちゃん達お昼ぬきだったから

これで二食目だよ』といいながら， もう八

時頃だったと思います。若い食べ盛りの人

達なのにかわいそうに。……次の日になる

と，洗濯はま きる状態ではありません。

おしめや紙おしめが乏しくなって来て困っ
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敬老会のこもそうが救援の弁当に

たと思いましたが，それも朝配っていただ

き，保健婦さんはおかゆまで炊いてもって

来て下さり本当にうれしくいただきまし

た」と書いている。

14日の夜はきすがに寝苦しかったよう

応上条の中込きのえさんによれば「夜体

操場いっぱいにゴザと毛布を敷いて，只々

おぴえながら配給のおにぎりを頂く。あち

こちで各社の取材班の人たちがライトをつ

けて写真をとっている0 ……哀てみようか

と横になって見ても手足を延ばせば誰かに

当ふ二転三転しながらとうとう一睡もし

ないで起き出す」ということだし，同じく

五味沢ミチ子さんも「二日目の夜，両隣の

家に人気がなくなりました。足がのばせな

い程に寄り添っていた人達はいったいどこ

へ行ったのだろうわとたんに淋しくなりま

した。実家の遠い私にはいく所もすぐには

思いつかず途方にくれていた矢先，やっと

一人の友達を頼りに体育館を出ました。あ

ったかい布団にくるまれて，地震を忘れた

わけではありませんが，ゆっくり休ませて
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小谷さんが狐立した鼻渡

もらいました。他人の好意に甘えてつづけ

るわけにもいかず避難所へ帰って来まし

た」と書いている。
はなど

小谷さ江さんは76歳，御岳高原の鼻渡で

御嶽教の堂守りをしているが，家のまわり

が崩落し，奇跡的に取り残され孤立してし

まった。消防団の栗空敏之さんなど若手 3

人が，決死的に救出にむかい，夕刻助け出

した。小谷さんはこう書いている。「道もな

いところをはしごをかけ，板を渡したりし

て私をおんぶして御岳山四合目ぐらいの鼻

渡から下へつれて行ってくれた。その時う

すぐらかった。名古屋市民休暇村までつれ

ていってもらい一晩泊めてもらった。そこ

ではとても親切にしてもらった。その後上

松の親類の家に避難して十五日間いた」松

越の崩落で孤立した束区の人々について，

谷本春美さんはこう書いている「その夜近

所の住民が比較的安全と思われる五・六軒

に肩をよせ合い落着きをとりもどすことに

しました。耳でこそ聞いても松越地区のあ

の大惨事は何も知らない人達が多くそのわ
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りには，落着いていました。昔使用した井

戸水を確保し，電気も日暮れとともについ

て，ほっとしました。多勢になると安心し

たのか，夕食もごはんと具の多い味噌汁つ

け物，皆なが持ちょった前日のおかず等を

よせ合って腹ごしらえです。ガスの前には

だれか一人立ちゆれるたびにガスを切り，

使い終わると元せんをしめる。残ったごは

んは必ずおむすぴにして万が一の時のため

にそなえました。年寄りはできるだけ出口

に近い所に毛布にくるまって動こうともし

ません。普段からお店が遠いので，ラーメ

ン，米，味噌，かんづめ，粉等保存のきく

物は買置きがあるし，野菜は少しながらも

作ってあるので大助かりです。数日間はど

うにかなるものと思っていたけれど山くず

れや川の増水におびやかされ通しです。う

とうととした頃低空ヘリのものすごい音で

ー同飛び起きた。皆の顔色がサッと変り外

へ飛出しヘリのなりゆきを見つめていまし

た。この時初めて想像以上に大変な事にな

ったんだと誰もが思い始めたのです。五時



老人憩いの家へ避難する

少しまわっていました。九時頃になってこ

の谷にヘリ出動との知らせが入り皆んな青

くなる。山くずれの危険を感じ， リックサ

ックで支度をし，声をかけ合いヘリヘいそ

ぎました。上空からゴルフ練習場が見える

とそこへおりてくれたので近くで助かりま

した。年寄を先頭に八人ぐらいでヘリ三台

ほどが学校の庭ヘピストン輸送，六十人ぐ

らいいたと思います。不安とおそろしさで

ヘリに乗り込む後姿は何ともいえません。

やはりこのような山谷地には避難用ヘリが

出動できる広場はとても大切ではないでし

ょうか」

15日木曽福島老人憩いの家へ避難した高

齢者の体験はこうだ。上条の中込きのえさ

ん88歳。「十時頃に八十歳以上は福島の憩の

家に一時避難させるとのこと。出がけに私

が短い靴下をはいていたので，お寺の奥様

がはいていた自分の長いのを脱いで下さる

涙の出る程ありがたい。自動車が来て，田

島の河原へ，そこからヘリコプターにのせ

てもらう」。中越の中島しげさんは「福島中
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学の庭に車が来てくれており早速と着きま

したのが会館でした。松原のおばあちゃん

と二人だけで，他の方は憩いの家の方に行

ったとの事でした。何かの違いであったの

か私達は会館で昼食をすませてから又憩の

家にまわしてもらいました。ヘリでの一便

二便が集まったのかかなりの人でごったが

えしていました。福島の方々，婦人会の人

達にいろいろ手伝いしてもらいました。寝

床に入ってもねむれる夜ではありません。

……他の町村よりの差し入れがあり大変お

世話になりましてお礼を申したいところで

す。十日目の二十四日には帰って来ました。

細尾さん，栗空さんの他の方々本当にすみ

ませんでした」。細尾さん，栗空さんについ

ては後で紹介する。ここからさらに親類の

家などに避難する人もいて「最初の日には

六十五人とかであった人貝も，親戚の方々

がきて一人減り，二人減りして半分近くに

減って行き一層淋しさが増していった。福

島町長，住民課長，老人クラプの方々が見

舞いに来て下さり元気づけて戴いたけれど

263 



第4章 ありがとう全国のみなさま

も，落ちつきを取り戻すことは出来なかっ

た。…•••住民課長さんが毎日来て下さって，

何か不自由なことはないか等，種々心に掛

けて下さいましたが，毎日押し掛ける報道

陣には少々閉口した。」と中越の中越今朝治

さんは書いている。

二子持地区は震源から比較的離れており

停電もしなかったため杉浦信子さんは「テ

レビを見て被害の大きさに驚き，王滝村か

如何に大変なことになったのか，そうした

中で私達は助かったのだという事に感無

量」だったが，かえって「十月三日，二子

持は最初の時以上に家の中が散らかった。

やっと片付けが終ったばかりの物が再ぴ倒

れたり落ちてしまった」ことに驚いている。

2) 村外へ

栗空初江さんはホームヘルパーである。

地震の時は役場住民課で敬老の日の打ち合

わせをしていた。その場から高齢者への気

配りが栗空さんの持ち分となる。 14日中，

寝たきり老人の安否の確認や，避難所への
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誘導に忙殺された。その夜「大変だったの

よ年寄りは。寒いの冷えるの， トイレに走

るし，余裳はくるで眠れないの。診察所の

先生がいてくれたので力強かったけれど

……。 15日の朝，お年寄りを木曽福島へ送

ることになって，私と細尾さんと，保育園

の保母さん 2人と保健婦さんと， 5人がい

っしょにいくことになりました。お年寄り

のほかに，身体障害の方や，王滝に来てい

で帰れなくなった妊婦の人とか68人いっし

ょでしたがこれから木曽福島へ行ってど

うするんだろっていう不安で，みんな口数

も少なくで…事•保育園や学校からマイクロ

バスで，田島の大雄木材の前の河原へ運ん

で，ヨタヨタするもんだから，自衛隊や消

防の人がおぶって〈れて，へl)の中まで連

れてってくれました。全員がいったん憩の

家へ入って，お茶よばれて，お昼も食べて，

それから，親戚に行く人はいって，帰る人

は帰って， 40人くらいかな残った人は」。そ

のくらしぶりは「食事は朝，福島の役場の

女子職員がやってくれて，昼と夜は，福島



ヘリの中で

の各婦人団体から交替に出ていっせいにや

ってもらって，調理も福島の人たちがやっ

て下さって，ついていった私たちは食器を

運ぶていど。結局私たちは，身のまわりの

世話，掃除，洗た＜，トイレの面倒などね」。

婦人会はボランティア活動であった。こう

して 9月30日まで避難が続く。さて30日，

村へ帰る日である。「もう家へ帰りたい一心

だもんで，役場の車が玄関に来たら，ササ

ッと乗っちゃうわけよ。福島の町長さんも

来られて，ちゃんと見送ってくださるんで

『ちょっと，おじいちゃん，おばあちゃん

たち，町長さんが見えてるから，ありがと

うございましたて，挨拶をしてから行かん

ならんで，もう一回悪いけど部屋へ帰って

下さいって』，もうはい，車見たら乗り込ま

んばかりに玄関へ飛び出して……ほんとに

家へ帰りたいんだなと思ってねえ」ほぼ2

週間，テレビでは王滝のニュースもよく流

れたし，村から面会に来る人もあって，村

の様子は，だいたいわかっていたようだ。

保健婦さんは，村での任務もあり，帰って
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いったが，残る 4人は，そのまま福島にい

た。栗空さん自身の家のことも心配だった

が「度胸をすえて，この際一番やらないか

んことは，この大ぜいの年寄りを，無事に

王滝に帰すまでは，なんとかしないかんと，

それだけだったねえ」。30日に帰ることにな

ったのは，テレビで見ると村もだいぶ落ち

着いてきた様子だったし「そんなに福島町

ヘ迷惑はかけられないんじゃないか， とそ

れを住民課と内々で話をして，原さんの方

で村と話して決めたんじゃないかと」いう

事情からであった。「福島の老人クラブが，

憩の家で風呂に入ったり，碁や将棋をした

り，趣味の集まりを開いたり，そんなこと

が，王滝の人がいるばかりにできないのね。

それに婦人会の方たちも，わざわざ年寄り

向きの献立を作るのに毎日苦心してもらっ

たりねえ。ほんとに申し訳ないって，食べ

てたんですよね。福島の保健所から保健婦

さんが来て，血圧測ったり薬の心配してく

れたり，先生が毎日忙しいのに来てくださ

って，具合悪い人いないかって……。だい
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いちあれよね， 15日に福島でやることにな

っていた敬老会のごちそうを避難所へそっ

くり回してもらったものねえ」。余談では

あるが次の話は，この 2週間，老人たちが

“よくしてもらった”ことがいかに印象ぶ

かかったかを物語っているようである。「こ

の前，高齢者作品展示会があったんですけ

ど，これに，老人クラブの婦人部がいっぱ

い出しているのね。救援物資でもらった衣

類やなんかをね，いろいろ工夫して，靴下

カバーとか，手袋型の鍋つかみとか，手縫

いでいっしょうけんめい作ったものなの。

それを一人暮しや寝たきりの人に使っても

らおうというわけなのよね」。

10月20日，避難解除が行われた。

3) 仮設住宅の生活

この災害で住家の被害は，全壊14棟，半

壊73棟，一部破損517棟に及んだ。全壊の14

棟は，いずれも崩落土砂による家屋の流失，

倒壊が原因で，地展の振動そのものによる

ものではなかった。家は建っていても，崩
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壊地では，地盤そのものが危険で住めない

という家もある。

このような被害の救済のため，木曽地方

事務所は 9月26日，応急仮設住宅の建設を

発表した。建設工事は28日に始まり， 10月

2日村へ引き渡し， 10月 3日午前10時から

入居が行われた。仮設住宅が建てられたの

は，小川地区で，国民宿舎おんたけ荘の西

側である。

入居したのは，工藤春雄さん，松下すみ

さん，三浦虎三さん，尾戸保さん，上松二

郎さん，三浦功さん，下出昌ーさんの 7世

帯20人であった。住宅は，建坪 6坪， 6帖

間と台所のタイプ， 7坪で 6帖間， 3帖間

台所のタイプ， 9坪で 6帖， 4.5帖，台所の

タイプと 3種類，いずれもその他に押入，

トイレ，玄関がついている。

松下すみさんは一人ぐらしである。あの

“松越”の崩壊で森本博さんがトイレの小

窓を破って飛び出した時， 目の前にいた。

森本さんが「カカサ流れていった」といっ

たが松下さんは「川もないのにどこ流れた



立入り禁止となった松下さんの家の前

しらん」と思ったという。流された美世さ

んに向って，博さんといっしょに大声で呼

びかけた一人である。年は聞きもらしたが

「わたし80にならんもんで福島へはいかな

んだ」ただ上松にめいがいて訪ねたがすで

に他の身内が王滝から来ていて「はみ出し

くっちゃって，憩の家へ行っただワ。そい

でふたあつ泊ったが，格好悪くておれんか

った」という年齢である。松下さんの家も

流失や倒壊はしなかったが，森本博さんの

隣で危険地帯になり，立入りが禁止され，

「学校へいったが，金を一銭ももっとらん

で，国民年金証書を持ってくれば何とかな

ると思って，家へいったが入れんの。こわ

くて。そいで，田近の兄ちゃんがきた。『ち

よっと見たってくれ』って。『ヤダ，ババと

いっしょに落ちてくでオラやだ』って逃げ

ちまった」ぐらいであった。自分の家では

寝ることもできないので，避難した一家の

留守宅を借りたり，憩の家にいったおばあ

ちゃんの住んでいた部屋を借りたり，仮設

住宅入居の日まで，転々とする日が続いた。
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松下みすさん

「仮設は，おらひとりだで， 1間しかくれ

ん」というわけで， 6帖 1間のタイプに入

居した。仮設住宅のある小川から松下さん

の住んでいた“松越＂までは 2km以上ある。

この道を家のあと片づけのために 3月ばか

り歩いて通った。住めなくはなったが，元

の家は亡くなったご主人の，いわば形見で

ある。材もしつかりしているし大ぶりであ

る。そのままこわして廃材にしてしまうの

は，情において忍びない。もう完成したと

思われるが，取材の時点では，その家は解

体されて，借りた地所に運ばれ，大工さん

が工夫しながら再建していた。若い頃は東

京で勉強して，村へ帰り産婆をしていた松

下さんだが，今は，忙しいシーズン，旅館

の手伝いをする。シーズンオフは，畑で野

菜を作り「人が喜んでもらってくれる」の

が楽しみだという。新居は御獄登山道に面

し，近くに旅館，民宿が5軒ある。新しい

畑も近くに借りた。「あとは国に飼ってもら

うだね」と松下さんは笑った。

下出昌ーさん一家についてはすでにご紹
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介した。一家は，仮設住宅が完成するまで

避難所の保育園ぐらしが続いた。営林署の

方は，当分休んでよろしいということで，

下出さんは消防団貝とともに，捜索に加わ

ったり，避難所で避難者の世話をしたりし

ていた。下出さんの場合も危険地域の中に

家は建っていた。家財を整理したいが，警

察は危険だから入らないようにという。「今

だからいうが内緒でね。消防団の幹部がつ

きあってくれて，命綱つけて家に入って大

事なもの出してきた」。取り出した家財は里

宮の倉庫を借りてそこにしまった。家の取

りこわしは県の手配で行われた。「地方事務

所の人がね下出さん，今いけば家くずすの

（見るのに）間に合うよっていってくれた

んだけど，はい見たくなかった。反対の方

へ逃げちゃった」と奥さん。その気持は分

からぬでもない。その翌日，家の跡にいっ

たら，ゴミを焼く煙がぶすぶす立っていた。

その煙の向うに，森本さんの家をこわす様

子が見えたという。下出さん一家が東地区

に住むようになったのは30年前で，牧尾ダ
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ム建設で移転して，ここに来た。

前に改造して，ようやく落ちついたところ

であった。家も家だが，所有の土地も崩れ

落ちた。 1,000坪ほどあった。崩壊した土地

には，桧が植林してあったが，それも

といっしょに流れてしまった。県はその土

地に補償金を出してくれたが，土地の評価

が低いため金額はわずかであった。「粘って

交渉できたかも知れんが，村じゃ県道を直

さんと，スキー客も呼べない。わしらが粘

って復旧の足ひっぱっちゃいかんと思って

折れただが」と苦しそうである。仮設住宅

は入居時の契約で61年 9月30日までに立ち

退かなくてはならない。「もっと若けりや，

借金してもがんばるだが，定年も近いしな」

と新居の計画は頭が痛い。「地震のおかげ

で，いらん夫婦げんかもせんならん」と土

地を物色中であった。

上松二郎さん一家も紹介ずみである。住

居も板金業の作業場も，危険区域にあり，

取りこわされた。仮設住宅に入ると同時に

村の土地を借りて作業場を作った。自動車，
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加工機械，資材は，崩落地の先に取り残さ てもらうことにする。座談の形を取る。

れており，これを遠まわりして運ぴ出して

整えた。ふつう 5分の道のりに 2時間かか

った。瓦屋根の瓦が地裳で落ちて，それを

トタンに葬き直す仕事がずい分あった。営

林署官舎だけでも 18軒とけっこう忙しい思

いをした。元の住まいと比べると仮設住宅

はまことに簡素な作りで，寒い日ストーブ

をたくと，むき出しの鉄骨に結露がおこり

それがぼとぼとしたたり落ちた。「そのかわ

り夏はいいだ。ふとん外へ出さんでも乾か

せる」と笑う。目下の問題は移転先選ぴで

ある。「そりや欠けてこん，水のつかん大丈

夫ってとこじゃなきゃね。ここで何かあり

ゃもうしょうがないというとこ選ばなきゃ

ね」。もっともな話だ。新築のために新しい

借金をかかえることになりそうである。

4) 滝越地区の人々

三浦源太郎さんはじめ滝越地区の数人の

方には，すでに登場願った。ここでは，再

登場してもらって．避難生活について語っ

― みなさんその日は営林署の白川事業

所に避難されたようですが，前々から避難

の場所は決めていらっしゃったんですか？

三浦雪雄 一度みんなで集まったことがあ

る。昭和46年だ。三浦ダムが危険だちゅう

ことでね。あの時は駅（もとの森林鉄道の

駅舎）に集まって，最悪の場合は，こっち

じゃな〈，川向こうだ， とまあ了解があっ

たんですね。

― ここにいらっしゃる方は名古屋にい

らっしゃった三浦和子さん以外はみんなそ

らちに行かれたのですか？

湯川高ー いや三浦たまえさんはダムだか

ら。そのほかの滝越の人，営林署関係と業

者の関係ね。みんな， 120人からいたかな，

全貝が白川の造林宿舎に行ったわけです。

まず，お年寄り入れて，おむすび食べても

らって，部落中の車を全部ここへ上げて来

てね。白川のあたりは，道路にも石が落ち

ては来なかったし。白川には小屋がふたつ
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あって，上の方は畳が入っていないんです。

それで下からみんなで畳運んでね。

三浦たまえ ダムの関電（関西電力）の関

係の人は，避難するわけにはいかんのだよ

ねえ，ダムに何かあった時は，すぐ通報せ

ないかんもんでね。発電所るすにするわけ

にはいかないもんでね。男衆は，所長さん

のほか 3人いたと思う。

三浦源太郎最初はダムの堰堤が危ないと

いう頭があったもんだから， とにかく年寄

りを避難させて，今おらない人を探さにゃ

いかんと，そういう考えでしたね。

—避難場所での様子はどうでしたか？

ー同 ほとんど表にいたねえ。入れなんだ。

年寄りと女衆だけ中にいたねえ。

湯JII 去年の区長さん，今年の区長さん，

部落の役貝みんなで，行方不明の人さがそ

うと必死になったわけだ。

三浦源 避難はしたもののさっぱりわけが

わからなくて……。電話も有線も全然聞こ

えんかったもんで。この部落だけだと思っ

ていた。王滝から車も来んし，応援という
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か人手も来てくれないが何故だろうと思

ていた。無線が入るようになって，下も

ごい状態だとわかった。

三浦雪 無線は消防車ので通じたんだな。

新井啓三郎 おれずっと消防の無線やっと

ったが，向こうでよくわからなくて，交信

してても役場の人すぐいっちゃうんだ。話

が途中でとぎれちゃうもんで，三浦幸二が

行方不明ということになっちゃったんだ。

夕方の 4時くらいまで，そんなだってね。

—ーだいだい村全体の様子がわかってき

たのは何時くらいですか？

三浦源 たいしたことはわからなかったん

だが，地震は地震だということ，下の方も

被害受けているということは，夕方にわか

っていたねえ。

-- 14日の夜はどんな様子でしたか。

湯川 造林の宿舎では，年寄りや女の人力

家の中の一部屋に10人， 15人入ってね，〗

ていました。こっちの公民館の方では望月

みさとさんの通夜をやってましたね。入

かわり立ちかわりだが， 4 ～ 5人はいつ
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滝越地区座談会

こっちにいた。

新井 おれは朝の 4時半まで一人で無線や

ってたな，その後またヘリの最終便が出る

まで無線やってた。

三浦源滝越では停電はしなかったもん

で，夜テレビでニュース見て，年寄衆はだ

いぶぴっくりしてましたね。

湯）II 人数を正確に掌握しようと思った

が，営林署の人も，関電の人もいるという

ことで， どうもうまく合わない。これは苦

労しました。

三浦なみ 15日のヘリが来る寸前に， もう

しびれ切らして，白巣峠越して付知を通っ

て帰るちて，歩いて出た人が10人ばかりい

たわね。よそから来てる人だった。気の毒

だったね。もう少し待ったらヘリに乗れた

のに。

-—避難した晩，水はどうでした。

三浦雪 水はありましたよ。水交園から持

ってきたし，それで女衆は炊き出しをやっ

てね，材料は営林署の物だった。

- 15日の朝はどうでした。

三浦な おむすび食べたりニュースを見て

たりなんかしてたらまたでかい地裳が来て

窓から飛び出いで…••。

三浦源 あれもつき上げる感じだったね。

新井 そうこうするうちに役場から連絡が

入って。

三浦雪 12時40分だったかな， 1時かなへ

リが来たわけだ。

三浦な ヘリ待ちながらあるだけのおむす

び食べてたなあ。

湯川 最初のヘリは関電のヘリボートに来

るっていったんだな。しばらくするとここ

のゲートボール場に降りるということで，

みんな集まったんだが出遅れて，時間があ

ったんでおむすぴ食べたんだ。

―ヘリにはいっぺんに皆乗ったんです

か。

三浦雪 いや 4便だった。最初の便には，

病人をまず乗せてね。これにおれがついて

行ったが， 20人くらい乗ったかね。

三浦源 ヘリに乗ってはじめてわかった。

これはえらいことだなって。
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第4章 ありがとう全国のみなさま

滝越地区の中心部

湯川 ヘリは田島へ着いて，そこから車で

コミセン（高齢者コミュニティ・センター）

へ行った。よそから来てた人は，田島から

それぞれ家へ帰ったようです。

コミュニティ・センターではどうで

したか。

三浦源 10月の25日か26日までずっといた

んですね。

三浦雪 年寄衆は福島いっちゃって， 42人

いったかないや30人くらいか。

— 食事はどうされました。

三浦源 役場から材料もらって共同炊事だ

ね。

湯川 女衆が交替で当番制で。

— 結局41日間，部落が留守になったわ

けですが，家のことはどうされました。

三浦源 うちに牛と犬がいてね。まあ牛は

自由に外へ出て草を食べるが，犬はこれは

ねえ， と思って，ヘリが時々，こっちへ飛

ぶんで，その人たちに頼んだりしたんだが。

自分自身では歩いて見に来た。

かということが一番頭に焼きついたね。

いなくなっちゃうんじゃないかってね。

湯川 王滝に人が住めるんだろうかって。

ヘリで 5回ばかり来たし，車で2回ばかり

途中歩いて来ましたけど，その度にそう感

じましたね。

三浦源 家の片付けは，帰って来てからで

したね。

湯川 それも寒くなって，滝越におれん

いうことで，ほとんど皆，下へ降りてね。

営林署の施設で正月過ごした人が多かっ

な。あれ， 3月ぐらいまでいたか。

三浦た 子供たちがね。そんな危い滝越に

おらんでおりてこいっていってくれるんだ

けど，引き取られて腕組んどったってしゃ

ないもんで，ま仮に最後に誰もおらんよう

になるまでは，ここにおろうと思ってね。

— 本格的に家の片付けをおやりにな

たのはいつですか？

湯川 今年の（昭和60年） 4月だね。

前に壁全部ぬり直して……。

三浦雪 この後，滝越はどうなるんだろう 三浦源 うちは食器やなんかめちゃくちゃ
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わが家へ帰る日

になったが，幸い家はそんなに被害はなか

ったでね。

三浦雪 わしの家は昔の造りで土台がな

い。石の上に柱立てるもんで，わりあい強

かった。

湯川 さっき帰った新井さんとこねえ。失

礼やけど，まだ直してない。だいぶ傷んど

るけど。

三浦な たまたま役場の住民課の人が静岡

の大工さん連れて来てね。その人が，小学

6年の時， ものすごい地裳があって長野の

人に助けてもらったってね……お返えしだ

って。板のはみ出たのなんか無償で直して

くれて助かったわあ。

— ぁれから 1年たった今でも，厳密に

いうと，村の中心からここまでは，営林署

の林道を仮に使っているわけで，生活道路

もまだ復旧してないわけですが……。

湯｝11 何しろ， もともと道が一本だからね

ぇ。こうなると不便なんですね。昔から白

巣峠に道をあけて外へ出やすくしてくれと

いう話があって，前の区長さんやなんか役

第 4節 こうしてすごした避難生活

場に頼んでたようだけど，なかなか話がつ

かなんだ。でも，復旧の査材を付知の方か

ら上げるということで，一週間ほどで道あ

けちゃったね。

三浦な今の林道で役場へ行くのも一時

間，付知へでるのも一時間だもんね。

三浦源 生活道路を一日でも早く確保した

いですねえ。
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第 5章地震災害と私

第2章では，地裳発生の“時＂を中心に

状況を報告したが，この章では，それ以後

の村人の様々な立場での体験を報告した

い。その体験から村人たちはそれぞれに教

訓を得た。その得たものをお届けするのが

本誌発刊の意義のひとつと思われる。

第 1節消防団員として

60年 7月30日，下記の団員に集まっても

らい座談会を持った。以下はその抜すいで

ある。

村木与助・王滝消防団長……司会

稗田敏彦・同副団長

下出弘夫• II 

森辰昭• II 

滝正昭・裳災当時団長

下村煕・ ！！ 副団長

皆戸育夫・王滝村消防主任

工藤伯夫・裳災当時分団長

中越 学・王滝消防団本部長

藤沢滋・ II 本部班長

西村祥夫・王滝消防団第一分団班長

小谷正夫・ ＂ 
第二分団長

三浦稔・ ” 第三分団班長

森下厚義・ II 団員

西村煕． II 本部ラッパ隊長

村木 地震が発生してから団活動に入るま

での動きを，まず話していただきたい。

稗田 役場で自分の席にいたわけですが，

何はともあれ，情報伝達が必要だろうとい

うことで，詰所から消防自動車を役場まで

まず持ってきました。その拡声器で広報し

ようというわけです。

下出 私も役場職員ですが，役場の監督者

研修会で松本市に出張していまして，王滝

の直下型地震と聞いてすぐ国道19号を飛ん

できましたが，頭の上を自衛隊のヘリがゴ

ンゴンと王滝の方へ飛ぶわ， トラックも何

台かつながって走っていくわで，そのケッ

についてともかく村へ帰りました。役場に

入ったのは 3時ごろでしたか，建設課の任

務がありましたので，団の活動はできなか
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第 5章 地震災害と私

消防団の座談会

ったとしヽう・・・・・・。

森 店にいて，森本さんが流されて救出さ

れ，公民館に運ばれたと聞いて，これはえ

らいことだと...…。

皆戸 役場の公務で名古屋に行っていまし

た。昼のラジオのニュースで王滝が地震と

聞いて，すぐ電話をしたがつながらない。

稲沢の警察に飛ぴ込んで木曽警察に聞いて

様子を知りました。車で帰って来たわけで

すが，天気のことと，消防活動のことを考

えて，中津川のスーパーで，カッパと長靴

を買って……。

滝 勤め先からまず役場へ走りました。ラ

ジオで甲府震度 4といっていたものですか

ら， とりあえず消防の服と着がえに家に帰

ったんですが，そこで東地区の人と会い，

松越のことを聞いて，これは王滝が震源地

かもしれないと，改めて役場に入りました。

中越福島の方で像を縫っていたのですが

゜
西村祥 自宅におりましたが，昼ごろ王滝

が霙源だとわかりまして，それから団に入

ってもというようなことでまあ大丈夫だろ

うと・・・・・・。

小谷 牒協の職貝ですが，女子職員が金庫

の下敷きになっており，それを助けて診療

所へ連れていったりして，それからです消

防の方についたのは。

三浦 営林署に勤めていますが，当日はパ

スの運転手で飯田にいってました。昼ごろ

のテレビで知り急いで帰りましたが，団に

加わったのは夕方でした。

西村勲 南木曽の営林署にいましたが，事

態がわかったのが11時ごろで，それから帰

ってきてぴっくりというわけで……。

村木 初期の団員の召集について，滝さん

どう指示されましたか。

滝停電，有線放送は使えない，電話不通

と全く困りましたが，消防車についている

携帯無線を使うことを考えやってみたり，

半鐘を団員にたたかせたりもしたんです

が，ほとんど効果がな〈て，団員が自主的

に集まってくれた， というところでしよう

か。
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校庭で待機

村木 まず何からおやりになった。

滝 まず避難の誘導です。消防自動車を回

らせ呼ぴかけましたが，中心部の人たちは

自分から学校に集まってきました。野口地

区はちよっと手間取りましたが，何とか国

民宿舎へ集合してもらうよう伝達できまし

た。九蔵へは道が切断されて入れず，幸い

電話がつながっていたので区長さんと連絡

して，やはり小川に避難してもらうことに

しました。

村木 村民が自主的に学校に避難したとい

うのは訓練の成果でしょうか。

滝 地裳を想定した訓練はやっていないの

で，村民自体で，地盤が固いという頭から

校庭を選んだのだと思います。それに子供

がみんな学校にいたことも影響していると

思います。

村木奇跡的に火災がなかったわけです

が。

滝 氷ヶ瀬の営林署施設で火事が一件あり

ましたが，消防車が通行不能で出動できず

にいるうちに，土石流で自然鎮火しました。

第1節消防団貝として

消防団の座談会

西村祥 時間的にほとんどの家で朝食がす

んでいたのが幸いでした。ふだんから地裳

の際にはガスの元栓をしめるとか灯油関係

をチエックするとか， といつたことが，わ

りあい徹底していたこともあったかもしれ

ません。

滝 その点は消防庁のほうでも， 75％以上

のうちがガスの元栓しめていたとほめてお

りましたが・・・・・。

村木 14日は混乱の中で，それでも電気は

夕方に回復し，電話も通じるようになった。

飲み水もよそからタンクローリーで持って

きてもらったり，ろ過機を届けてもらった

りと一部孤立した地区もあったわけです

が，それでもスムーズにいきました。

村木 で，その夜の対策会議ですが，団と

してはどう対応されましたか。

滝 それまでは消防は消防，役場は役場，

自衛隊は自衛隊とバラバラに動いていたの

が，夕方の第一回会議で，情報もほぼ集ま

って，組織だった動きになったと思います。

翌朝からは県も加わって……。しかし，消
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第5章 地裳災害と私

消防団の座談会

防としては，初期段階は，独自の活動とい

うよりは，すべての雑役係といった感じで

……食料運搬，給水， 自衛隊・警察の地理

案内といったことで。自衛隊，警察と並ん

で捜索に入ったのは 3日目くらいからでし

たか。

村木 交通整理や夜警は，どういう体制で

やったんですか？

工藤分団わりでしたね。

滝 当初は危険地帯の交通確保ということ

で，各分団から 3名ずつ 2時間編成で警戒

に当りました。

森 ところが報道陣が非常線をどんどん突

破して入ってくる。

稗田 あれは非常に支障をきたした。道を

ふさいで対面交通でせまくしちやうわ，役

場の中へ入って来て誰かれなしにつかまえ

て取材するわ，仕事も何もあったものじゃ

ないという状態の時もありましたね。

村木 あの災害の中で水に困らなかったと

いうのは，ろ過機が日本消防協会から緊急

手配されて入ったということも影靱してい
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ると思いますが。

滝 あれは本当に有難かった。学校のプー

ルの水が使えたし，計りしれん働きでした。

村木 役場の裏山が崩れるという騒ぎがあ

りましたが，森副団長が対応したんですね。

森 山に亀裂が入っているというので調べ

ましたが，相当に大きなものでした。私の

足が短いのかもしらんが，またげない。 80

cm以上で，深さは 1mぐらいでしょうか，

そんなのが無数にある。雨や余裳で崩れる

と事だということで， 14~5人編成して，

シート 30枚ばかり持たせて，これにかぶせ

るということやりました。たしか 3日目で

すね。

滝最初山が動いたという情報だったんだ

よね。

森 どうも新聞社の人が，木が風で動いた

のを山が動いたと感ちがいしたらしい。

村木 17日の自然湖の水がふえたという

情報からちよっとした騒ぎもあったが

゜
滝正木自衛隊総長が見えた時で，ヘリの



消防団の対策会議（小学校教室）

操縦者が替わって，上のダムの土石流が動

き出したと見ちがえたんですね。対策本部

としては「避難の準備をするように」と放

送しておいて，すぐ役場の職員を乗せてヘ

リを飛ばして調べたんですが，これは何と

もない，それで準備指示を解除したんです

がそれをパニックになったと報道された。

村木 デマ情報という扱いになったが。

滝私は，デマという報道の仕方がいかん

と思ってます。たとえ不確定な情報でも，

万ーの事を考えて避難命令出すとか，情報

を流すというのは正しいことで，それで何

ともなければ，幸せじゃないかと思う。

村木実際バニックだったんでしようか

ね。

滝報道がさわいだだけだと思いますよ。

村民の人数考えたって，その情報で実際に

動いたのは30人そこそこなんで，パニック

というような大げさなもんじゃない。

下出 山の亀裂は，私も行ったが，たしか

に岩が一枚へげて落ちてはいたし，余裳が

くる中で石はボロボロ落ちてくるし，無数

第 1節消防団貝として

消防庁長官を迎える消防団（牧尾ダム湖）

に亀裂はあったが，裏山がそこから抜ける

というようには見えなかった。シートはあ

くまでも，雨対策だったんだが。

滝 情報がなくて何かが起こったことより

も，デマといわれようが情報があって，何

も起きなかったことの方がましと思う。

村木 たしかに，あのような状況の中では

情報がないというのが一番不安だ。ところ

で行方不明者の捜索だが。

滝 2日目の合同会議で， 自衛隊，警察の

活動に消防団も参加，と決まったんですが，

東地区の不明者の中には第 3分団の関係者

もおりましたので，第 3分団をはりつけて，

第1，第 2は， 自衛隊，警察との間で分担

の区域決めて現場へ入りました。役場の職

員を除くと団貝は80人くらいしかいない。

当初一週間は，全貝毎日出動という形にな

ったが，人手がいかにしても少ない。団貝

が倒れちゃならんので各分団を半分ずつに

わけて，交替制ということにしましたが

……。それでも，予定の 3割以上多くの団

員が出てくれていました。捜索隊が二次災
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第 5章 地誕災害と私

重機による捜索（柳ヶ瀬）

害にやられるのが心配で，全体の警備は警

察にやってもらったが。郡内の消防団の応

援も本当に心強く有難かった。

村木 重機が入ったころの様子はどうでし

たか？

下村 人的労働に限界があるということか

ら，機械を25台入れたんですが，その指揮

を消防団がとることになった。どうも私も

どうやってよいかわからない。ところが「こ

れどうするんですか」と聞いても「お前が

使え」という。ほんと頭悩ました。しよう

がないんで，ここへ入れろ。あそこへ入れ

ろと指示しただけで……。おかげでオペレ

ーターが慣れた衆ばっかりで，浮いとる丸

太を敷いてどんどん入っていってうまくや

ってくれましたが。

中越氷ヶ瀬の方へ自衛隊の案内役で入っ

たんですが， とにかくものすごい状況で，

それを無線で連絡したいんだが， うまく働

かなくて・・・・・ •。

森 ゾンデでの捜索がこれ以上効果がない

ということで……何しろ， 2m以上下に埋
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危ないプロックベいを事前に撤去する消防団

まっていて，棒がとどかない。ジエットボ

ンプ投入てことになったんですが……。

滝 あれには人手を取られて参った。

下出 ゾンデ，竹の棒，踏み板の調達も大

変だった。前の晩会議で決まって，明朝ま

でにそろえろってわけだから。

滝 重機を動かすのに鋼板を入れたが，あ

れも大変だった。豆腐の上に鉄板敷くよう

なもので……。

下出 仕方なく土壌改良剤で凝固させよう

ということになったが，下流が水資源開発

公団のダムだから，飲料水にも使う水なの

で，果して薬剤使って大丈夫かという問題

があって，公団ともずいぶんやり取りしま

した。結局使うことになったが…••。

西村勲 われわれ自身ものべ1,243人の出

動で 1人平均15.5日ということだが，郡下

隣接の消防団の応援も大変だった。それで

いて，団貝に病人や負傷者も出ず，この点

は非常によかったと思いますね。

村木 消防団員も，大なり小なり被害者で

もあるわけですが，その中での団活動，家



救援物資の運搬

族や勤務先の反応はいかがでしたか。

森私の場合は商店づとめで， 1週間ばか

りは店も商売する状況じゃなかったこと

と，それからあとも大目に見てくれました

から特に問題はありませんでした。団の本

部と家の間が100mそこそこで，ちょくちょ

く家族と顔も会わせていましたが，片づけ

は親戚まかせで，これは何ひとつ手伝わず

じまいです。

滝 家のことは全くノータッチ。子供と年

寄りは避難させておいて，女房にはおれは

家へ帰れないからお前は家に残っていろと

いうようなことで，女房もはじめからあき

らめていたようです。勤め先は社長が苦し

い状況の中で理解してくれまして，会社に

出なくってもしようがないといってくれま

したので 1ヵ月近く出勤しなかったんです

が，気持の上で会社に負担を感じておりま

した。

下出 仲の良い人も行方不明になっていた

てこともあって，捜索には 1日でも中に入

ってやりたかった。役場職員の団員はみな

第 1節消防団貝として

県内各町村応援消防団の捜索（大又川河口）

そう思っていた。だけども仕事はあくまで

も公務だもんで結局全村民を守る立場にあ

る。消防も大事だけど，役場の仕事も大事

だ，村民のためにやらなきゃいかんという

ことで，前団長に役場の仕事しろといって

もらったのに甘えましたが……。

三浦 団から電話があると署のつとめより

優先して団活動をやるという形でした。

滝 あれはね，署長と相談して，署自体当

分仕事できないので 2週間は特別休暇の扱

いにすると，そして，それ以上なる場合も，

必要な時は電話で呼び出していただいてけ

っこう， とこういう決めをやってたんだ。

中越私は自営なんで気楽といえば気楽

で，家族は全部避難させて，私ひとりきり

で消防に専念したわけです。家の中も，少々

片づけたところで，余裳のたびに元どおり

くちゃくちゃになるので，あきらめてほっ

たらかし，まそんなことでした。

皆戸 お恥かしい話ですが，消防主任とは

いってもなったばかりの頃で，防災計画書

も十分読んではいなかった。勝手のわから
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捜索のあい間をぬって新聞を読む消防団員

ないことばかりで，役場できりきり舞いを

しておりました。平日は団の仕事ができず，

土日，捜索に入ったりしましたが，ほんと

に役所と団の板ばさみで，苦しかった。

滝 いやあんたばかりじゃない。防災計画

書もね，読むだけじゃなくて，それに基づ

いて訓練して，身につけとかんといかんの

だね。そこまではやれていない。

村木幸か不幸か今度のことで身につい

た。

滝 後，手直しですね。避難の際の交通の

問題とか，情報伝達や連絡の問題，停電対

策とかね。

稗田 避難場所が果して安全なのかという

ことも再検討の必要があるね。

下出 松本から帰る途中，ラジオ聞きなが

ら来たんで，道中では王滝の様子は刻々わ

かった， ところが王滝に入ると，これが入

らない。地形的に電波がとどかない不利と

いったものが残念だね。
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第 2節教師として

類の少ない災害が，村の子供たちにどの

ような影靱を与えたのか？……この問題は

ひとつの現象としても興味ぶかいし，村の

将来にも重要な関わりをもっている。王滝

小・中学校の先生方に，主に，地震をめぐ

って子供の変化，教育のテーマとしての王

滝について語ってもらった。

出席は次の先生方である。

小学校教頭・大蔵茂先生，小 2 担当•長

瀬和子先生，小 4担当・伊藤伸治先生，小

学校特殊学級担当・相渡啓子先生，中 1担

当・三浦英彦先生，中 2担当・蕗沢健夫先

生，中 3担当・大久保稔先生。

— まず子供たちが，王滝村というもの

にどういう意識を持っているかという

お話しいただきたいんですが。

大蔵 この前，村木聡子という子が作文で

林野庁長官箕をいただいたんですが，こ

を読みますと， 自分たちの村にたいして，

強い誇りを持っていることを感じました。



ところが全般でみますと意外に，この村に

いながら，この村の良さに気づいていない

んじゃないかという気がします。

三浦 中1で進路指迎をやって，作文書か

せたんですが，まだ夢みたいなものですが，

村の中にいて何かをしようという子はほん

といないんですね。よそへ行くことを考え

ています。大会社に就職するとかですね。

王滝村では商売はできない，といって林業，

農業の話も出てきませんし，観光という面

も出てきていません。

伊藤 小 4の子供ですとね，村の外に目は

全くいってない。将来の希望たって，家の

跡をつぐとかね，おとうさんと同じ仕事を

したいっつう子供たちが多いようてすね

え。やっぱり，村の中でこれからも生活し

ていくんだという意識が強いんでしょう

か。

大久保 中3では，そのあたり切実な問題

になってくるんですが，半数の子供は何だ

かんだの関係でこの村にいたいと思ってい

るようですが，さっきの大蔵先生のお話に

第2節教師として

再開を目指し学校を守る先生たち（職員室）

ありましたが，この村の良さっていいます

か，そのへんが，意外とわかっているよう

でわかっていない。そういう方面で教育に

力を入れていかなきゃと思っていますが。

蕗沢 この前文化祭がありまして，中 2で

取り組んだテーマが“王滝村の今後”とい

う展示でしたが， 自分の将来はともかく，

村の過疎をなんとかくい止めないといかん

という意識が強いように思いましたね。

相渡特殊学級なので進路のことはあまり

出ませんが，王滝村の勉強していて，王滝

村にはどうしてお嫁さんがこないのって聞

かれましてね。村に関心がないわけじゃな

さそうなんです。

大蔵 虫のいい話がありまして，女の子を

持ってる親は，その子をこの村じゃなくて

よそへやりたい，男の子がいると，よそか

ら嫁がほしいという。本音と建前がちがっ

ている面があるようです。

長瀬小学低学年の子供は，やっぱり父母

のもとで安心していられるのが一番という

か……。社会科や理科の勉強をしますと一
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｀ 
学校実習田で稲刈りに精を出す小学生 (59年・10月）

番身近かな王滝には山と木があるし，空気

もおいしい，学級園で土作りをやるとやっ

ぱりこの村がいいというような……今のと

ころは，そのへんで安心しているのがいい

ようです。

—ー ところで地震の以前と以後で，子供

達の村への意識に変化はあったのでしょう

か，それとも変ってはいないのでしょうか。

三浦 地裳の直後に作文書かせた時には，

一人一人の子供が，この村つぶしちゃいけ

ないという意識になっていたように思いま

した。地震があったから， もうここにいた

くない， といった気持はないようです。

大蔵 地震によって，郷土，といいますか

ねえ，具体的な方策はわからないが，ここ

をなんとかしなきゃいけないっていう心

が，基本的には芽生えたと思うんですが。

大久保 そうですね，やっぱり村を見直す

きっかけにはなったようです。

蕗沢 スキーの好きな子供が多いんです

ね。その子供たちが，スキー客とか観光客

が急激にへって，これはまずいなあという
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気持を持っているようです。

大蔵 4年の補習にいきましてね，

供たちが，地震の前には，何人だったが今

はこれだけの人数だ，ということをただ単

純にしゃべっているんだけれども，それが

なんとなく物淋しい感じでね， しゃべるの

ですよ。自分達のクラスの人数が12人です

かね，そういう人数の少なさというものに

淋しさっていうようなね， もっとたくさん

いたらいいのになあ。もっと村がにぎやか

になってほしいなあ，そういう子供心の夢

があるように思えるんですねえ。そのへん

に地震のショックがあるのかなあって思い

ました。

長瀬。地裳に対する意識は強くなりました

ねえ。半面，救援物資をいただいた影靱が

微妙に出ているようですね。学用品の扱い

が乱雑になったというか……おとうさん，

おかあさん方もこれではいけないってロ

はいうですけどもね。筆入れにしても，鉛

筆にしても，ノートにしても，前にくら

ると乱雑になったように思います。以前l



中学生のクラプ発表

誕生日のお祝いとかにノートをあげると，

とても喜んだんですが，今じゃ，家にある

からいしヽと・・・・・・。

ー一学校ではふだん，郷土というか，わ

が村， という意識づけはしていらっしゃる

んでしょうか？

三浦特に授業の中で学習として扱う題材

じゃないと思うんですよ。ですから，中学

校でいえば毎年の文化祭のテーマはほとん

ど郷土，王滝村を考えるみたいなことやっ

てますから，そういう意味では毎年，毎年

考えていると思いますが，学習の中ではね。

大蔵小学校の場合でいえば， 2年生の社

会見学は百草工場見学だとか，木工団地見

たりとか，御岳清掃だとか，まあ王滝でし

かできないことを組んでいるといったよう

なことで，手当は一生懸命やってるわけで

すが・・・・•。

伊藤個人的な考え方でいえば，自分が生

まれて育った村への愛着は自然に出てくる

と思うんですが， 4年の社会科が，村…こ

のまわりのことを勉強するんで，この際，

第2節教師として

災害のつめ跡も格好の遊ぴ場（東区）

こまごまと調べようと思っていますけれ

ど。王滝村の豊かな自然がそのまま大きな

教育環境なんで，地域の自然から学ぶって

いうような学習を展開しようと思っている

わけです。これ具体的には御岳学習とよん

でいますけれども。

― 実際の内容はどんなものですか？

大久保理科の関係が多いんですが，御岳

山や御岳湖ですね，それを研究の材料にす

る。例えば，御岳山の植物，動物，地質，

といったようなことですね。グループを 2

~3人で作りまして，それぞれテーマを選

んで調べるといったことです。それと中学

の理科の単元に「大地の変化」ってのがあ

りますが，長野県西部地裳とか御岳山噴火

とかが，カリキュラムに組まれています。

そういうように，郷土の自然に直接ふれる

ことで，将来王滝をしょって立つような社

会人になるんじゃないかと，私自身は考え

ています。

蕗沢 子供たちは現実に王滝に住んで，王

滝村の学校に通っているわけですが， もっ
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先生の先導で集団登校する子供たち

と広い地域ね， 日本なり世界なり出たとき

に，王滝村のことがはじめてわかるんじゃ

ないでしょうか。それで，地裳っていうも

のがあったから村のことを見直す機会があ

ったので， もしなかったら，見直すってこ

ともなかったんじゃないかと思います。で

も普通はそれでいいと思うんです。他の世

界知って自分の村に滞ってくる。そんな気

がします。だから特に教育的配慮を意識し

なくてもいいんじゃないかと……。

蕗沢 実際，他の世界のことは知りません

し，口でいってもわからないのは事実です

ね。

相渡 自分が郷土のことを知らないって気

づくのはやはり外の世界へ出てからだと思

うんですね， 自分自身を考えても親元を離

れて学生生活するとか，就職するとか，そ

の時にあなたの生れたとこはどうなのとか

いろいろ聞かれて，答えられないことに気

がつくんですね。だからどんな形にもせよ，

知らないことに気づく機会を与えるってこ

とが大切じゃないかと思うんですが。
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長瀬別にとり立ててやるわけでもないん

ですけれども，先ほどの御岳清掃だとか，

社会見学だとかのほかに，民話といいます

か，村に伝わる伝説とかね，そういうもの

を話して，郷土を知ってもらうってことは

やっていますが。

大蔵 この問題はとても大事だと思いま

す。ですから意図的にね，郷土を知るチャ

ンスを与えるとかしていかなきゃと思うん

ですね。で，学校に演習林あるんですが，

そこの造林作業に，中学生だけじゃなく小

学生も参加させるとか，植樹祭があれば，

大人たちだけの行事にせずに子供も入れて

もらうとか，積極的にお願いする， という

いき方はとっているんですけれども……。

― この村で高校進学率はどんなもので

すか。

大蔵ほとんど100％です。去年は20人中 1

人が上がってないですが，その前は全貝進

学です。高校だけじゃなくて，短大や大学

でも進学率は高いですね。

どんな分野の学問を選ぶんですか。



大蔵 これは村の教育委員会の話ですが，

時代によって，傾向が変わっているんです

ね。昭和36年に牧尾ダムができて，村が残

村計画に力を入れていた頃は，今のスキー

場は御岳牧場ということでやっていたそう

ですが，その当時は，酪牒だとか林業の方

面の学部へ進む子供たちが多かったそうで

す。最近はスキーの影孵でしょうかねえ，

体育学部へ進む子が 1年に必ず 2~3人い

まして，逆に酪農へ行こうて学生は一人も

いないということです。

― 王滝の子供の特性といいますか，個

性というのは，どうなんでしょうか。

大蔵 これは体で感じていることなんでし

ょうが， 自分が将来なにがしか一人前にな

るには勉強しなきゃいけないっていうよう

な気持が強いように思えますね。というの

も，今，宇宙工学の分野で活躍なすってい

る東北大学の大家寛先生て方は，この村の

出身，この校舎で学ばれたんですね。この

先生のお話を，夏休み夏期大学で聞きまし

て，この建物の中で，自分の将来を自分で

第 2節教師として

学校再開ヘルメット姿で集団登下校する子供たち

選んで， しっかり勉強されたんだなあとい

うことを感銘深く聞きました。

長瀬 まじめで，とても素直で，それはい

いんですが，半面さっぱりしていて……こ

れが曲者なのです。特定の指導をしますと

ね，それは一生懸命，その場ではやります。

ところが，終るとさっぱり忘れるというか，

簡単に元に戻ってしまうんです。執着がな

いのがおしいなと思うし，自分があいさつ

運動ならあいさつ運動に力を入れてきて，

これならいいなと思っていると，学年が変

わるとパッと元どおりになっちゃうと，ぃ

ったい自分は何をしてきたんだろうかと切

なくなりましてねえ。

伊藤 ほかの地域の子供にくらべておとな

しいのかな，見学会や音楽会に行くと，バ

スの中ではギャーギャーやってるが，外へ

出るとこう肩が小さくなって，あまり目立

たないようにそくそく歩くっていう感じ

で。

長瀬保育園からいうと12年，小中学校で

も9年間，いつしょの生活してますからね，
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授業再開の日掃除の水を汲む小学生

まさつがないというか……。

大久保仲間意識が強いんでしょうね。

蕗沢 仲間が限られているというのは事実

でしょうね，その中で結びつきも強いがな

れ合いでもあるわけで……。

相渡 素直ですれてなくて，へんに都会を

意識して飾ったりすることがないのはいい

と思いますが，やっばり，大勢の中に出ま

すとね，萎縮する傾向がありますね。

—過疎という現実は，子供たちにやっ

ぱり影牌はあるのでしょうか？

蕗沢何につけても，現実を直視するとい

うことはしっかり教えていいと思っていま

すので，過疎という現実も，事実として重

視させたいと思っています。実際入学して

くる生徒もどんどんへってきていますので

ね，なぜか， という点直視して，それから

先は本人の選択だと思いますが。

大久保 ちょっと難しいんですが，過疎だ

から，村に残って仕事をするか，過疎なれ

ばこそ出て行かざるを得ないのか，結局本

人が選ぶことになるわけですが，できるこ
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となら自分の郷土で，個性や能力で生きる，

それも郷土のためになるような形で生きて

いってほしいとは思います。

大蔵私自身，自分の生まれた所に戻りた

いという気持があります。でも一度はやっ

ぱり外に出て，見つめ直すということは必

要だと思う。この点はこの村の親たちも承

認していると思う。

三浦 そうですね，親たちはまず高い学力

を望んでいると思います。ただね，現実に

兄弟が少なくなって，一人か二人というと

こが多いですね。そうなると親も大切にす

るんだという気持がないと村そのものが空

中分解するんじゃないかと……。

長瀬過疎ということで，親たちも一度外

へ出した子を，いつか呼ぴ返したいという

気持を持っていますね，やっばりそのため

には，この村をひとつ魅力のある村にする

ってことが大事で，そうなれば， 自然に子

供も戻ってくると思うんですが。

大蔵 うんと視野の広い見方のできる子じ

ゃないとダメだと思うんですよ。王滝村に



いようが，よそへ行こうが，広い視野で見

る目をもっていれば，自然に村への愛着も

湧いてくると思うんですね。大学出ればい

いとこへ就職できるなんて姑息な考えでは

なくて，広い目を持つためにいく…•••そう

すれば，村にいたって広い視野で物を見る

人でいられるし，そうでなきゃ，よそにい

ても狭い見方しかできないんじゃないかと

思いますね。

ーー もし100％近くの子が高校へ行くと

したら，子供たちは，必ず一度は村の外へ

出るわけですね，逆に大都会じゃ，少ない

形ですね。．

大蔵卒業して100%Uターンしてくれれ

ば人口滅少ということもないんでしょう

が。 Uターンさせるには現実に受け皿がい

るわけですが，今のところそれはない。出

っぱなしになってもしょうがないのですけ

れども，やっぱり，その時，どういう見方

をしているかが問題ですね。村に価値感を

認めていれば出て行っても村へ戻るかも知

れないし，戻らなくったって，オラはあの

第2節教師として

ヘルメットをかぶつて校舎をふく小学 1年生

村出身だと胸張っていえると思うんです。

三浦過疎というのは大人の問題だと思う

んです。人が出てゆくと産業がつぶれる，

村はなくなると深刻に考えるわけです。で

も子供たちには，深刻な問題にはなってい

なくて，早い話が，過疎という理由で自分

の進路決めたりはしないと思うんですよ

ね。

大蔵過疎の原因が仮に御岳山の麓の村と

いうことにあるとしたら，逆に御岳山のこ

とを直接学ぶことができるのも，この村な

ればこそなんですね。こんな豊かな自然の

ある村っていうのはそうはない。それはあ

るがそれしかない， となるとそれで勝負す

るしかない。

三浦村に残っている人を考えてみますと

役場に入るか農協に入るか，スキーをやる

か民宿をやるかそれくらいですよね。だか

ら，今ある職場と同じもんじゃないと仕事

ができないという考えに，大人はなりやす

い。それをつき破るのも子供でしょうね。

大蔵 この前，子供達に，地熱開発の関係
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で諏訪章先生の購演をやっていただきまし 出席は次のとおりである（順不同）。

たね。あの時，子供もこの土地の身近かな

問題として熱心に聞いたし，興味を持った

子もいるんです。その中の 1人でも，地霰

の体験をふまえて，よし僕も，地震や火山

や地球の学者になってやろうという子が出

ないとも限らないじゃないか，ここの自然

には，そんな希望に応える何かがあると思

うんですがねえ。

蕗沢校舎の窓から，あんなに近くに大き

な山が見えるなんて最高ですよ。それ自体

が，大きな教材じゃないでしょうか？

第 3節役場職員として

王滝村は，役場の動きが，村民の行動に

有効に機能するという印象を与える村であ

る。逆にいえば，限られた人口の村民が，

全エネルギーを役場に集約することで，問

題をうまく解決している，ともいえようか。

災害時の役場職員の動きに，そのへんの呼

吸が見てとれるかもしれない。座談会への
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畑中実祐 住民課福祉係長・住民係長

中島敏行 II 住民係

田近登振興課水道係

工藤伯雄建設課車両係

松越勝人 ” 林務係長

細尾正 ” 建設係

西村時夫企業課経営係長

鍛冶谷洋ー ！！ 経営係

上野長敏 ！！ 技術係

滝春夫企業課商工観光係長

小谷竹代総務課税務係

五味沢孝夫 II 企画財政係長

森本里子会計室会計係

栗空敏之教育委員会主事

— 揺れが収まった直後の動きから伺い

たいんですが，その時，何が一番気になっ

たかということで・・・・・・0 、”

畑中 まず子供たちのことですね。すぐ学

校と保育園に走って，安全かどうか確かめ



崩落により押上げられた生コンプラント（ごうかけ）

ました。でついでに自宅の方へ回りかけた

ら，ガソリンスタンドの所で石油の400{',カ

ンがころがって油がこぼれ出している。こ

れはやばいと思って，スタンドの息子と起

こそうとしたが，重いね400もは。そこで穴

掘れって，その中に油みんなしみこませた。

田近 私情をまじえてはいかんのですが，

小学校に低学年から高学年まで 3人子供が

いっておりまして，単独行動しちゃいかん

こともよくわかっていたんですが，車で学

校へ行ってみたわけですねえ。校長さんが

全貝大丈夫だって，それだけ聞けばいいわ

けで，役場に帰ると生コンの人が，「工場が

流れたから何とかしてくれ」っちて。その

時は，スコップでも持っていきゃなんとか

なるだろう，それに，おれだけじゃなんだ

から，消防の人もいっしょにいって，なん

て，生コンの人，一生懸命しゃべるんです

けど，みんなちっともわからない。プラン

トが中の人といっしょにすっかり流れちゃ

ったなんて夢にも思わんもんですからね

え。スコップだの， クワだのばかなことを

第 3節役場職貝として

想像を絶する崩落現場（東地区）

いってた。

工藤 私も子供の事が気になったんですが

役所の 2階から見ると，学校の方じゃ，子

供も別に騒いでいる様子もないんで大丈夫

だろうと。で消防にかけつけにゃいかんと

いうことで，急いで消防の服に着かえに家

に帰り，役場へ取って返したということで

す。

松越 その日は，うちの係の者二人が木曽

福島に向かっておりまして，たまたま無線

のついた車で出かけていたものですから，

すぐ連絡しようと思って，役場の無線を取

りだして，入力したらすぐむこうから交信

がありまして，生コンのところがおかしい，

といってきた。じゃそこを動くな，今は電

話も有線もダメらしいから，無線だけが頼

りだからっで…••。で，助役さんの指示が

あって， 2人ずつ組になって，携帯無線を

もって，手分けして状況みてこい， という

ことで，私は議会事務局長の三浦さんと東

区に行ったんですが，いや驚きました。

西村私の仕事はスキー場なもんですから
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前の年造ったリフトのことで，新潟にある

メーカーの営業所へ打ち合わせにいってい

たのですが，女房から電話が入って，生コ

ンと森林組合が流れたというんですよね。

どうもよくわからなくで…••12時に向こう

をたって，聖高原の駅でしたかねえ，信毎

の号外があって，松越の上空からヘリで撮

った写真がのっている。どこの写真か一瞬

わからなかった。ともかくイライラしなが

ら帰ってきました。
くずしごえ

鍛冶谷住まいが崩越にありまして．近所

に6軒ばかり住んでるんですが，その状況

見に走りました。役場から 4kmばかりあり

ますが，途中まで車で行けたんですけれど，

瀬戸川橋から先は走っていきました。どの

家も中はくちゃくちゃで……とりあえず一

軒一軒回ってガス栓をとめて歩いて．人は

無事ということを確認して役場へ帰りまし

た。

上野 スキー場の管理センターにいたので

すが，まず厨房のガスが気になって，事実

ガスの臭いがしたものですから爆発しやせ
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んかとこわごわ元栓を止めに入って・

職員で上の方へ上っている者がいたもの（

すから，車のラジオでニュース聞きながら

下ってくるのを待ちました。 11時ころ，皆

そろったので， ともかく下りようと……リ

フト関係の業者の人々もいっしょでした

ね。途中，道が切れてまして，相談し

林道を通って歩いてきました。途中でお1、

いさんがほ‘んやりしてて，この人をおぶっ

て，松越の崩落の上をぐるっと回って 2

半ごろ，学校まで来ました。

細尾 よく覚えてないんですが，県道が

けたって話があって，見に行って，いや

っきの話で，スコップ持っていったんで→

よ。行ってみると何だァこれは， という

うなもんで……。役場へ帰ってくると，

防団長がきとりまして，ちょうど目が合~

て，お前半鐘鳴らしてこいっていわれ，

いって飛ぴ出したのはいいが，櫓に登っ

いくとまだ揺れてる。参ったナって。普

だと20回くらい鳴らすんですが 5回ぐら

で降りてきちゃった。



第3節役場職貝として

村内の状況確認の黒板（役場）

博多へ出張中でしたが，ちょうど次の 思わずひったくっちゃって……。読んだら

日から旅行にいく予定で，その費用を松越 笑誠，行方不明の人も知ってる人ばかり

君におろしてくれるよう頼んであったんで ……。それからですね，あれやこれや心配

でそれをおろしてくれたかどうか確 になったのは。木曽福島で降りたら停電で

認したくて電話入れたわけです。 9時半ぐ まっ暗。駅の下に止めてあった車で帰って

らいでしたかね，全然つながらない。で家 きましたが，道に石はおちてるワ，自衛隊

へも電話したが，これもだめ，木曽福島の に行き会うワ，警官に止められるワで，よ

役場とか上松の役場とか，かたっぱしから うやく役場についたら，みんな騒然として

かけてもダメ。全部話中なんです。しょう いる。課長に行ってきましたっていっても

がないんで昼ごろの新幹線に乗って，車中 何ともいわん。ひきつった顔してましてね

からも電話したがかからない。名古屋まで え。まわり見たら背広着てるのは私一人。

地震のこと全然知らないできた。ただ車内 これは，こんな格好してきて悪かったかな

中央西線不通って聞いてましたが アとおもって……。あわてて消防の作業服

地震が原因とも何ともいっていない。例に にかえて，改めて役所に出ました。

よって国鉄タルンどる， ぐらいに思ってま 中島 ともかくウロウロしてましてね，有

しょうがないから名古屋で泊ろう 線放送室まず調べましたが，これダメ。ガ

それでも念のためと思って，案 スの臭いがするから止めに走ったり，森林

内所に寄ったんです。 1本だけ出ますって。 組合と生コンがなくなったっていうから車

それでもまだ王滝が地裳とは知らなかつ に乗って見に出かけたり，そのうちに裳源

5時40分でしたかねえ，発車は。でホ 地がここらしいと聞いてビックリして，役

ームヘ上がって，ひょいと見たら隣の人が 場中ワンワンしてる，その中でワサワサし

新聞の号外読んでて，王滝って書いてある。 てたというところです。
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小谷 うちに身体障害の者がいまして，役

場のすぐ脇なもんですから，見に帰って，

大丈夫って確かめて役場に帰りましたね。

森本 収入役さんが気になって……。だれ

もケガしてないかってことも気になりまし

た。どうしていいかわからなくて，若い女

の子たちみんな集まってこわいナァって

゜
五味沢 まず現地の視察に出て，帰ると対

策本部ができていて，有線はダメだ，直さ

ないかん，電話だめなんとかせな……とま

あ，その場の応対だけで手一杯，ほかのこ

と考える余裕が全くありませんでした。

栗空 行けっていわれて，鼻渡のおばあさ

んを助けに行って一日くれましたね。今か

ら思うと，ようあんなとこ行けたナってお

もいますが。

- 14日はナニナニ課ナニ係といっても

係本来の仕事はできなかったということで

しようかねえ。

田近 いやそうでもなくて，すぐ全員自分

の部署で仕事始めたはずですよ。
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― じゃひとつ，係単位でおやりにな

たことを話してください。

畑中 福祉と住民という立場では，まず'

民の安全の確認，それから食糧確保と

住民の確認は中島君のほうでやりまし

ね。福祉で一番気にしたのは老人，子供

いった弱い立場の人をどうするかってこ，

ですね。で相談の結果，老人は自衛隊の'

リで福島に避難してもらう手はずにしたI
ですが…••結果的には，それが若い皆の

持ちを軽くして，動きをとりやすくさせ

したね。

中島 住民の安否の確認ですが，これは

住民票をもとに一人一人確かめるわけa

す。ほとんどの人は避難所にいたわけで9
が，親戚に子供あずけたとか，家族を

に避難させたとか，いろいろありまし

がどこへいったという細かいことで，つ

みきれんところもありましたが，大体，yi

の日のうちにつかむことはできました。

田近 水道については，直ちに出すよ

ってのが目標ですが，水源そのものが



れたのと，水道管がこわれたのとで， 14日

は，ちょっと絶望的な状態で，出ていると

ころでも，赤土色の水がショボショポして

るくらいで……。とにかく，毎日点検点検

で追いまくられた。水が出ないから風呂入

れない。食う，寝るだけの，それも睡眠時

間は一日 5~ 6時間というのが 1週間ぐら

い続いたでしょうか。それでようやく中心

部では水が出るようになったんです。そん

な中で，いち早く救援物資でボリタンクに

入った水がとどいたのは涙が出るくらいう

れしかった。特に容器を返さなくていいと

いうのが助かった。ろ過機も有難かったで

すねえ。ふつうの人は，まずまず水で困る

ってことはなかったと思いますが，赤ちゃ

んがいる人で， ミルクの水に困った……と

いうのは，温めたりさましたりする水です

ね……これが不自由で困った人がいまし

第3節役場職貝として

水を配布する消防団員

ずいので，泣きそうになると母乳をのませ

て……離乳のチャンスがますます遠のいた

ようなわけで。私の場合ミルクの水より，

おむつの洗濯どうしようと思いましたが，

紙おむつが届いて助かりました。

田近 点検が大変だったのは，点検の作業

というより，道がズタズタで，車で走り回

るわけにいかなかったためです。石どかし

て通れるようにする，倒木を切って道を開

けるといった作業に手をとられましたね。

工藤 車両係の話をしなくちゃならんので

すが，私は消防の方につきまして， 10日間

ぐらいは夜も寝ない状態で。また分団長と

いうこともあって，団長が村長と話をして，

団の方でやってくれということになったら

しいんですが。

松越林務の方は林道関係ですねえ。とも

かく生活道路を確保しなくちゃなりません

ので，林道を生かして，通れるようにしよ

小 谷私も 1歳半の子供がいるんですけれ うということで業者さんに頼んで。人家に

ど，とっくに離乳してなきゃいけないんで 通じる林道はとにかく開けようと……。営

すが，できなくて，避難所で泣かせるとま 林署にも頼んでいっしょに開けてもらった
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芯さ'
裏山地割れの調査

り，そんなことで明け暮れしましたね。

西村経営係はスキー場の経営が担当で，

直接対村民の仕事じゃないもんですから，

当初は，スキー場のリフト工事もストップ

して，やることがないので，水道の手伝い

とか，総務の方の本部の手伝いとかを

25~ 6日くらいまでやっていました。とこ

ろが，そのころ，この冬からスキー場をや

るって村で決まったものですから，急きょ

リフトの工事を進めることになって……。

1本のリフトは支柱もだいたい立っていた

んですが，新設の 3人乗りのでかいのは，

まだ支柱の穴も掘ってない。道がないので，

工事の車も上れないような有様ですから

ね。それで10月14日に松越の下の県道に迂

回路が開通し15日から機械を入れて穴をほ

り始めましたが，今度は生コンが上の方で

運べない。しょうがないんで，三岳村の方

からヘリで入れたんですね。初めの計画で

はリフト 2本新設して 1本移設ということ

でしたが，結局 1本はできませんでした。

検査を受けたのたが12月20日， もう雪が降
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っていましたねえ。でもねえ，スキー場が

やれないと村の人の生活にえらい影靱が出

るんです。議会の人たちも，最初は 1月中

ごろ営業できればいいだろうといっていた｀

のが，いや正月に開けろ，いや12月25日だ

って，どんどん予定を早めてきて……運輸

局の認可もふつうは11月の初めにもらって

おかないといけないんですが，特例で認め

てもらって，何とか年内営業にこぎつけた

んですが……。

細尾 建設係もやっぱり重点は生活道路の

確保で……。そのためにはまず調査とい

ことで，道のクラックの幅を定期的に測

たり，裏山が抜けるんじゃないかといった

時に偵察に行ったりですね。あれしかし見

ても，予測がつかない。専門家に相談でき

たらなあって， しみじみ思いましたね。あ

とは，行方不明者の捜索の重機の手配と

道路の応急処理ですね。

滝 対策本部組織の中で商工観光係は広

担当ということで……。三浦議会事務局

に，私と， もう一人企業課の吉田君がつ



地すぺり監視の伸縮計

まして，報道担当をやってました。自然湖

の水が動いたというパニックの時には，

その処理のために自衛隊のヘリに乗って，

山をぐるぐる回って，山の中に避難しちゃ

った人たちにスピーカーで，「安心ですから

帰ってください」って，放送して回ったり

大変でした。対策本部の会議に出て，メモ

をして，助役に確認して，発表するといっ

た形でした。だから夜の11時くらいまで報

道関係とのやり取りで，ケンカばっかりし

てました。朝も早いんで寝るヒマもろくに

ないんですよ。ところが報道陣の方は人海

戦術で入れかわり立ちかわりやって〈る。

へ しかも遠慮会釈なしですからね。ついこっ

ちもねえ。それに何ですよ。われわれは役

場でほとんど釘づけになってる。彼等はさ

んざん村の中歩きまわって，こんなことあ

ったがどうだって，聞きにくるんです。こ

っちゃわからない。と「何で発表せんのだ」

とくってかかってくるといったようなこと

で・・・・・・。

中島 私の方は報道で助かった面もあるん

第3節役場職貝として

，-＿ 

記者発表の場となった役場玄関口

です。福島へ行った老人のうち，今日は誰

がどこへ行ったとか，そういうのを毎日調

べて教えてくれるんです。こっちは役場に

しばりつけなんで，これは有難かった。役

場の中では主に電話番で。それと死亡届の

受け付け，お寺や葬儀屋さんへの連絡，遺

体をお寺へ運ぶ手伝い。手があれば，救援

物資の運搬なんかしてましたね。

小谷 税務の関係でいえば 9月は，まあ気

ぜわしい時期じゃありませんのでね。まあ

電話当番。ーカ月ぐらいたってから，住民

税の減免とか。流失した人の固定資産の調

査だとか，地震に対応した仕事をやりまし

たが，それまでは，陳情書作ったり， コピ

ー取ったり，県知事の記者会見の会場作っ

たり，雑用においまくられました。

森本会計としては，見舞金の処理があり

ましたが，これは一週間か10日ぐらい……。

ほかは対策本部の庶務をやりました。

― これは女性職貝の立場で話していた

だきたいんですが，役場の男性職員も，消

防団の人たちも，夜も日もない，つまり，
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勤務時間も何もない， ということだったよ

うですが，女性職貝もやっぱりそうでした

か？

小谷 私は全く申し訳ないようなことです

が，乳飲み子がいたもんですから，毎日避

難所へ帰って，朝，出てくるということで

した。でも次の日に知事が来るので，朝ま

でに陳情書をつくらなくちゃならないとい

うんで，ずい分遅くまでやって，女子職貝

が宿直室に泊まったということ聞いたりし

ましたから……。何日か泊り込んだようで

すし，滝越の人たちがコミセンヘ避難して

きてましたから，そっちへ行って泊まった

人たちもいたようです。

森本 そうなんです。私自身は，役場の宿

直室，学校，コミセンを渡り歩いて泊まっ

てました。

五味沢 私の方は財政ですが，県の現地対

策本部ができて，その方針で，被害調査な

んかやりましたが，災害救助法に基づいた

援助だとか，地方交付税だとか，面倒な問

題は，県の地方事務所がすべてやってくれ
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て，国との接渉もずい分世話になりまし

今，復旧事業も継続進行してますんで，

でも地裳関係の財務は続いているわけで

が…••。国と県にはすっかりお世話にな

ています。

栗空 教育委員会としての仕事はあの際i

にないんですが，情報の収集とか，

況の記録の写真を撮るといったとか雑用i

おわれてました。

― 子供たちのうちで，村外へ疎開しi

子たちがいましたが，あれは教育委貝会

手配なんですか？

栗空 いや．自発的に親がしたんです。

― こういういい方は，犠牲になられ

方には無礼なんですが，たとえば，あの

ごい情況の中で，疫病が出てない。たし

に家もいたんだが，関東大地震みたいに，

町中家がなくなったわけじゃない。大け；

して後で亡くなったというような人も

い……。つつしみのないいい方かも知れ

いが災害がすごかったわりには被害は小

いわけです。これ．ひとつには村役場の



ピーディで的確な対応もあったが，村の

人々もそれにすっと対応した。その結果，

うまくいったという面もあるように思いま

五味沢 そのへんは歴史がありましてね。

例の牧尾ダム建設の時に，村の 3分の 1が

なくなるという大問題だったわけですが，

その際，役場は住民の立場でよくやってく

れたという評価がある。だから，いざとい

う時まかしておけばいいだろうと，それで，

いろんなことがずっときている面があるん

です。それはそれで，村全体がひとつにま

とまって， うまくやっていくのに良い面な

んですが，時として役場に頼りすぎ，民間

活力が眠ってしまうという面もあるわけで

す。

滝 しかしねえ，その役場も，全体として

みれば，何とかやったってとこだけれど，

個々の立場でいうと，自分の受け持ちのこ

としかわかっていなくて，今，全体がどう

いう情況なのかさっぱりわからず動いてい

た気がするなあ。

第 3節役場職貝として

栗空 恥かしい話ですが，私はいまだに滝

越を見ていない。

五味沢 反省してみれば，やっぱり情報の

取り扱いというか，何が必要な情報かとい

う判断がさっばりつかめないまま動いたと

いうことだね。

滝 いや，情報とひと口にいっても，事態

が進むにつれて必要なものが変わってくる

んだな。最初はまず人命でしょ，次が建物

や家，衣食住，で落ちついてくるに従って，

復旧には金もかかる，それはどうやって作

るんだ， といったようにね。次元，次元で

情報は変わっていくと思うんですよ。

五味沢役場にいると，そんな情報が順番

もへったくれもなく，いるものもいらんも

のも，めちゃ〈ちゃに入ってくるわけ。そ

の整理というのも，総務課が苦労したとこ

ろです。

滝 デマがどうとかと新聞に書かれたけれ

ども，あれも，テレビ写していたカメラマ

ンが，役場の裏山の木が風で動いたのを見

て，さわぎ出したのが，発端だというしね。
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― その続きで，あの災害から得た教訓

というか反省というか，そのへんを最後に

話していただきたいんですが…••。

工藤 軟弱な土地にですね。絶対うちは建

てていただきたくない。

五味沢 まず防災計画をしっかり作ってお

いて，そのとおりキチンとやることが大切

だと思いますね。計画はあっても頭の中に

入ってないというのも困りもので，せめて

防災計画書くらい頭に入れといてもいいん

じゃないかと……。防災計画どおりにやっ

てよかったという点もけっこうありました

からね。

田近 あの大崩落の中を，瞬間的に山へ逃

げて助かった人もいるんですねえ。山をよ

く知っていたということもあるんでしょう

が．それだけに，ふだんから，自分の身の

周りで，いざという時を考えておいて，そ

の時の身の処し方を考えておいた方がいい

んじゃないかと……。

細尾私，裏山でこわい目をし判断に苦し

むということがあったんですが，やっぱり．
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災害の時，学者なり，そういう相談でき

専門家がそばにいてくれたら，どれほ

ニックを防げたかわからないと思いまし

ね。つまり，そういう人を集める方法を

意しとけばいいなと。

滝報道関係を勝手に入らせちゃダメに

ね。たまり場を作っといて，こっちで出向

いで情報を流すというようなやり方を考え

ておいた方がいい。一番肝心の，総指揮

取らにゃいかん人が，報道陣の対応に追

まくられて，大事なことが決められない，

なんてことも出てくるんです。防災計画も

このへんまできっちり考えとかないとい

んね。

西村今回は幸いシーズンオフで観

もごく少なかったんですが， もしあれが

盆前後あたりだと，人口も倍ぐらいにな

て，収拾がつかんことになったかもしれ

せん。だから，外部からの人をどうする；

ということも十分考えておかなくっちゃ

けませんね。

小谷 たしかに役場の人はそれぞ



追われていたけど，名古屋の人なんか役場

でいろいろ聞きたいわけです。その応対を

もう少し心配してあげないと不親切になる

と思いました。外から来ると役場だけが頼

りですものね。

松越今回は，県道がダメで，村道が生き

て，村全体の生活道路が確保できたんだけ

ど，また，八海山の方にしても，県道のほ

かに何本か林道があって，比較的早く孤立

が防げたんだが，やっぱり．災害の時のバ

イパスというか．災害を考えた道路計画が

必要だね。

第 4節 区 役員として

本誌の取材をしたのは，災害からほぼ一

年近くたったころである。取材の時，東地

区の区長は，胡桃沢寛司さんであった。災

害当時の区長は，沢口保さんだったが， 59

年12月28日に脳出血で倒れ， 60年 1月4日

に亡くなっていた。まことに劇的な倒れ方

で，地震の犠牲と考えてもいいのではない

第4節区役貝として

胡桃沢寛司さん

だろうか。

沢口さんは，胡桃沢さんの目の前で倒れ

たのである。ちょうど，次期区長と決まっ

た胡桃沢さんに事務引継ぎを始めたところ

であった。

沢口さんは，大雄木材の社貝で中学を卒

業してすぐ入社し，ごくまじめに勤め，こ

つこつと技術を身につけ，災害当時は勤続

30年，木取りの責任者として信頼され，会

社の利益を左右する立場にあった。沢口さ

んは，区長としてもまじめであった。いや

まじめ過ぎたのかもしれない。東地区の人々

の避難生活は，地区が危険区域をふくんで

いたこともあって，長期に及んだ。大雄木

材が操業を再開したのは， 10月10日だった

が，区民の避難生活はまだ続いており，会

社で責任ある立場にいた沢口さんは，仕事

と区長役との板ばさみで悩んだようだ。し

かも，煩雑な救援物資の配分などを几帳面

にやり，その結果は必ずしも公平な配分に

なるとは限らず，「私なら，笑ってごまかす

ところだが」と胡桃沢さんはいうが，特に
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崩壊により県道が切れた東地区

悪気があっていうわけではない区民の批評

をいちいち気にやんでいたらしい。悪いこ

とに奥さんもそんなことをいっしょに苦に

し，神経的に参って里帰りをするというこ

とも重なって，心身ともに疲れていた。倒

れるひと月ばかり前あたりから，会社でも

ミスをすることがありあの人が， と不思議

がられていたという。胡桃沢さんに区長役

をバトンタッチし，張りつめていた気がゆ

るんだのであろうか。 48歳だった。

胡桃沢さんは旅館を経営しており，村会

議員でもある。旅館は松越の奥まったあた

り，御嶽登山道のとっつきにあり， 目の前

は普寛堂を中心とした霊場になっており，

霊神碑が林立している。地震でこれがバタ

バタと倒れ，まことにこわかったという。

そして，つき上げてくるような揺れもさる

ことながら，その後の「鉄板の上をコンク

リート流すような」ものすごい音に驚いた。

それは，山の上の方から聞こえたという。

“松越＂の崩壊現場とは反対である。確か

めるため外へ出て山の方を見たが何ともな
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い。しかし音は続く。そこで屋根に上って，

反対側，つまり坂の下の方を見てまた驚い

た。メシメシと聞こえたのは，木が流され

る音だったし，ガラガラという音は，全て

をまき込んで流れてゆく土砂の音だった。

それが山で反響していたのである。山の形

が一瞬にして変わった。一帯は孤立した。

しばらくすると，山の方から顔色を失っ

た人が，三々伍々降りて来た。山仕事の人

たちゃ，建設現場に入っていた大工職の人

たちに村の職員もまじっていた。清滝あた

りで崩落に行手をはばまれ，さらに上の十

二権現の作業場にいる仲間の作業者や大工

の安否を確認できなかったと「せつながっ

て降りて」きたのである。胡桃沢さんは降

りて来た人たちの，勤務先に電話を入れ，

無事を伝える。その人たちの人数が30人＜

らいになった頃，“松越＂の崩壊地の上を通っ

て消防団員がやってきた。その誘迎で，胡

桃沢さんたち地区の人々と，山から降りて

来た人たちは避難所に向かう。そのうち東

地区の人々は昼ごろ保育園に入った。東区で



第4節区役貝として

仮設住宅に入居する村民（小川）

でも，大又とくんざの人々は，翌15日10時 ほぼ毎日，現場へ通った。胡桃沢さんは議

ごろヘリコプターで救出され避難所に入っ 会の関係があり，めったに同行することは

た。途中，松越上空も飛んでいるが，立ち なかったが， 1人では心細いので，全員で

こめたガスのために森林組合や生コンプラ そろって出かけるのに，胡桃沢さんの奥さ

ントの様子には気づかなかったという。遭 んがついていった。本格的に家の片づけが

難した人々の中に，生コンプラントヘ故障 始まったのは，小中学校が授業を再開した

したダンプカーを取りに来て，それを運転 9月25日前後のことだった。

して，県道へ出ようとした時，おんたけ交 すでにご紹介した家が流失したり，ある

通のパスが通りかかり，その後に続いてい いは危険で家屋への立入りができない人た

た2~3台の車といっしょにやりすごし， ち~松下さん，上松さん，工藤

発進しようとしたとたんに土砂に呑み込ま さん，下出さんたち，については，営林署の

れた 2人の人がいることがわかった。 官舎に一時入居するとか，そのため大工さ

15日の夜，東地区の全員がそろう。結果 んを何日に頼むとか，仮設住宅の建設に関

的に東区民の避難所生活は他の地区の人々 する話などがあったので，胡桃沢さんは区

にくらべ長ぴくことになる。それは，水道の 長に代わってこのあたりの世話もした。そ

回復に他地区より時間がかかったためであ んなことがあって，胡桃沢さん自身が，自

る。避難所の生活が長ければ長いだけ，生 分の経営する旅館の手入れや，営業再開へ

活上の面倒は区長にかかることになる。生 の準備に入ることができたのは，避難指示

まじめな沢口さんにはいっそうの負担がか が解除される直前のことであった。幸い旅

かった。東地区の人々は，夜は避難所で寝 館の修復工事は12月28日に完了し，正月に

たが，日のあるうちは，地区の様子や自宅の は初詣の御嶽山信者を迎えることができた。

状態を見たり，手を入れたりするために， 高校生たちの動きについてふれておく。
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災害の後徒歩で帰宅する高校生

王滝村からは， 56人が木曽高校と木曽山林

高校に通っているが，胡桃沢さんは，木曽

高校の地区の責任者であった。地震の当日

14日，山林高校の PTAの地区の責任者の

西村基さんと手分けして両高校に電話で連

絡し，生徒の帰宅をどうするかを打ち合わ

せた。村道 1号が通れる状態になっていた

ので，学校側は，二子持までは責任を持っ

て送り届けるということであった。胡桃沢

さんたちはワゴン車を 3台用意し迎えに行

くことにしたが，その車と人の手配に手間

取り，実際に迎えが出た時には，生徒達は

二子持から村の方へ歩いて来ていた。次は

通学をどうするか？であった。学校そのも

のは平常通り授業が続いているが，村から

の通学は利用できるバスもなく，困難であ

った。対策本部と相談した結果，木曽福島

に仮の合宿所を設け，そこで食事の手筈も

整え，翌日，高校生たちは移っていった。

木曽高校のばあい38人中31人が合宿所に入

り， 7人は親戚に頼り，山林高校の18人は

全員寮に入った。その費用は県が負担し，
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食事は救援用炊き出しの一部が取り分けら
ざ：＇

れ届けられた。「おかげで，あんな中でも，況
ヽ//臼

子供たちは落ちついて勉強ができましたの
・ /•口〉

で，本当に感謝しています」と胡桃沢さん

はいう。
z心

この地区の人々の心を痛めたのは， 4k 
の犠牲者である。近くに住み，昨日まで顔

．ぅ．う

を合わせていただけに，捜索はひと事では

なかった。毎日 3~4人の地区民力

から捜索に加わった。「私も 3回ばカ

たが，行くときはね，ようし，今日は耗

おれか見つけてくる， ぐらいのことでね，

行くわけてすよ。焦るね，見つからん'"''

行っとって。警察や自衛隊の人にね，こc

を重点的に探してくださいっていわれ＼

も，いかんね， 自分の判断でやりたくなる
ぶ忍

ね］というのが，胡桃沢さんの実感であか

4人が4人とも発見されたのがせめても

慰めであった。

野口地区には51世帯の人々が暮

る。厳密にいえば，この世帯数は，



中島芳郎さん

ほか池の越，瀬戸，松原の各集落を加えて

のもので，いずれも王滝川の河岸段丘に住

んでいる。

この地区の区長は，当時，中島芳郎さん

だった。中島さんは営林署勤務で， 14日は，

集材機の据えつけで現場に出かけていた。

携帯無線はもっていたが，混信がひどく情

況がまったくわからないままに山の中を歩

いて，夜になって中越の庁舎まで帰ってき

た。地区の人々が避難している国民宿舎に

入ったのは20時をすぎていた。中島さんを

心配していた人々はほっとしたが，それか

らが大変だった。まず人貝の掌握をしなけ

ればならない。幸い役場から職員も来てお

り，ほぼ確認は終っていたが，帰って来て

いない高校生がいたりで少々手こずっ

た。

その夜は地区の人々といっしょに国民宿

舎で寝た。 15日，朝，大きな余震がきた。

この時，みんながいっせいに外へ出ようと

して，ちょっとした混乱が起こる。昨日は

がれかけていた壁が落ちて来たりして，宿

第 4節区役貝として

王滝川がすぐそばを流れる野口地区

舎の中で過ごすのが不安に思えた。宿舎の

前のテニスコートに大きなテントを張っ

た。 15日の夜からは，そのテントで寝る人，

車を持ってきてその中で寝る人，大胆にも

宿舎の中で寝る人と居場所が分かれ，人数

の把握が面倒になった。何しろ三度三度，

食事のたびに人数を確認し，役場に連絡し

なければならない。居場所が分かれている

上に，朝いたと思った人ガ，昼には福島や

上松の親戚の家に行ってしまい，いなくな

ることもある。最初 3日ばかりは人数を知

らせれば，役場から運んでくれたが，その

うち，食事の運搬は区長の仕事になってし

まった。

この地区では，二人の行方不明者がいた。

一人はすでにご紹介した泉和視さん。もう

一人は城田建材の水宅富蔵さんである。 16

日， 15時前，水宅さんの遺体が発見された。

水宅さんの奥さんは病気で入院中，家族は

高齢の母親一人で，男手がない。「いっぺん

家で寝かせてやりたい」という母親の意向

で，中島さんは，遺体を迎えにいった。母
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親と近所の女の人たちは水宅さんの家の片

づけにいき，ついでにそれぞれに持ち寄っ

た材料で，お通夜の食事の用意をしそれを

持って鳳泉寺へ行った。その辺の事情をく

わしく知らなかった中島さんは遣体といっ

しょに国民宿舎に帰ってくる。行きちがい

である。お寺では，「仏さんはどこへ行った」

と騒ぎになった。その最中に例の避難準備

指令が出た， と中島さんはいうが，それは

17日のことで，辻つまが合わない。記憶が

混乱するぐらい多事であったと理解せざる

を得ない。

村長から避難指示の解除が出されたのは

10月26日だが，中島さんは，その日まで，

国民宿舎で暮した。区長としての責任を果

たすためであった。営林署は，中島さんが

区長であることを認めて，長期の欠勤を許

してくれた。「大目に見てくれた期間が長か

った」というわけである。その間，三度の

食事ばかりでなく，水の補給，救援物資の

受取，配分， と区民の生活はすべて，区長

の動きにかかっていた。報道陣は国民宿舎

306 

にもおしかけ，中島さんから取材をしよう

としたが，その相手をしているときりがな

く，「区民の衆がおこり出す」ぐらいだった

という。

最後に，中島さん自身は山の中を歩いて

いて直接知らなかったことだが， 14日避難

指示が出た直後の様子を報告しておく。

指示は消防車のマイクで「高い所に避難

してください」とアナウンスされたらしい。

この地区の人々は川が身近かにあり，上流

の三浦ダムが以前放水した時に事故があっ

て，それ以来水位の上昇には敏感になって

いた。避難指示は，そのまま三浦ダムが危

険という意味に理解されたらしく，地区の

人々はいっせいに王滝川左岸の山にかけ登

った。その後，改めて同じ方法で「国民1

舎へ避難」が伝えられたが，中島さんの奥

さんが皆に指示が伝わったかどうか確認し

ようと大声で呼びかけたら，あちこちからg

返事は返ってくるが，姿はいっこうに見さ

なかったという。ふだんからダムに異常か

起こったばあい山へ避難するという理解i

ヽ



田中宗夫さん

あり，それに基づいて個々の判断で山へか

け上ったわけである。以前とくべるとこの

地区を流れる王滝川の川床はかなり上昇し

ているという。中島さんたちにとって，川

の水音は，いまだに気になるところである。

上条地区の区長は田中宗夫さんであっ

た。営林署勤務で，その日は滝越の奥の作

業小舎で雨のためとじこめられていた。地

震の直後から，ラジオを聞いており， 10時

30分ころには，王滝が裳源地であることも，

松越で行方不明者が出たことも知っていた

という。田中さんの記憶にまちがいがなけ

れば，事態を早く知った人のひとりといえ

る。とはいえ， 14日夜は滝越の白川作業所

で過ごしており，上条に帰り避難所の小中

学校で区長としての仕事についたのは15日

の15時ころだった。田中さんの留守の間，

地区の人々は協力して，区長の穴を埋めて

いた。

田中さんを悩ましたのは，ご多聞にもれ

ず，人貝の確認であった。 115世帯約300人

第 4節区役貝として

濁JII温泉のあと地で

と人数が多い上，上条地区は学校から近い

ため，ちょくちょく自宅に帰る人がいて，

人数を数える時にもれてしまい，食事がで

きなくなることがあったからである。

この地区でも 6人の犠牲者があった。濁

川温泉の半場さん一家は上条に住んでお

り，夏を中心としたシーズンだけ，濁川で

営業していた。一家 4世代 8人のうち，第

2世代の久江さん，第 3世代の達也さん，

もとめさん，そして 0歳だった第 4世代の

慎吾ちゃんが命を失った。やや場ちがいか

もしれないが第 1世代の半場小春さんの悲

痛な声を聞いておこう。

「1あの人喰い地霙，あんなにくい地震

はないな。 2．自分の一番大事な人を四人も

亡くしてしまった。村でも大変だったと思

うけど，せめて家の板一枚，ふとんの布で

も良い。何かそれらしいものでも出れば

……もう少し掘ってもらいたいと思う。 3.

おれはあいつらさえ戻ってくりゃ，一粒だ

って米もほしいとは思わん」（「わすれられ

ない暦」）
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柴田藤平さん

田中さんは，地区の役員会を召集し，そ

の人たちの采配で捜索への参加が行われ

た。

この地区は役場からも近いため，報道関

係者が少々地区の人々を悩ませたようだ。

「留守の家に入っていって勝手に電話を使

うんですなあ」と田中さん。「家へ帰ってみ

たら，知らない人がいて『あんた誰？』っ

て」いわれた人もいたそうである。

下条区の区長は柴田藤平さんであった。

現役を退いて無職である。奥さんのつねよ

さんは婦人会長をしている。

まず藤平さんの話から紹介しておく。

柴田さんも他の地区の区長同様，人数の

掌握と，区として受け取った炊き出しの食

事や救援物資の配分，搬送に手こずった。

が，無職で身の軽い柴田さんにとっては「他

の区長さんたちは，大変だと，お勤めもあ

るしね。その点私はもう浪人なもんで，就

職したようなもんで……」と笑う。自分自

身の家の内部も家財道具がこわれ散らかっ
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あり合わせの石でお墓を（柳ヶ瀬）

たままだったが「家に来るとね，その留守

に，何か配給があるとよばれるでしょ，ほ

だから来ておれないんですよ」という事情

で，家は10月 9日までちらかったままにな

っていた。

区長としての仕事は柴田さん夫妻のばあ

い “2人で＂の仕事になった。

大ぜいの人が避難所に集まり，少なくと

も地裳の当日は水が不足気味だったのに，

1人の病人も出ていないのを，不思議に思

っていたが，そのかげにつねよさんたちの

目に見えない努力があったのを知った。と

いうのはつねよさんは区民の日々の暮らし

に目を配る一方で，衛生状態を常に気づか

っていた。幸い保健所が，学校の体育館と

トイレの入口にクレゾール液をす早く用意

してくれていたので，入念な手洗いの励行

をよびかければよかったし，避難所の人々

も素直にそれに従った。「手はよく洗って食

事」という簡単だが確実な方法が，たとえ

ば疫病という無用の二次災害を防いだとい

えよう。食事の時，ビタミン剤も添えら



柴田 つねよさん

ていたという点もつねよさんから聞いた

が，避難生活にはけっこう細やかな配應が

行われていたわけである。

細やかな配慮といえば，この村の婦人会

は， 自衛隊員への炊き出しも行っている。

若い隊員たちが， 3度の弁当だけでは足り

ないだろうという気くばりをしたことであ

る。 10時と 15時「おこびり」を作った。「捜

索活動ってのは，全く自衛隊サマサマなの

よね。心強いですよね。うれしいことに，

隊長さんが来られて，皆さんが自衛隊をよ

〈見てくださるのがうれしいって」。「自分

たちはうろたえてメチャクチャ動いている

わけですよね。右往左往。ところがそうい

う中で組織だってビシッと動いているのは

自衛隊とかね…•••その動きが心理的に非常

に安心感があって……」と夫妻はこもごも

語っている。

柴田夫妻は役場の裏山にまつわる騒ぎの

第4節区役貝として

家の応急手当（下条）

がって木が揺れてるよ』っていうです。私

たちは風が吹くと木が揺れるの見て知って

ますのでね。そんなことないがな， と思っ

てたんですよ。ただそれだけのことが，ま

わりの人には消防の人と報道の人が山が崩

れそうだと話していた， というふうに伝わ

って，大さわぎが始まったんです」。という

いきさつらしい。

「私たち王滝へ移り住んできて， 35,6年

お世話になっているんです。で区長をやら

してもらって，そのおかげで，柴田さんた

ちでよかったといってくれた人がいて，地

裳のおかげだなんていったらしかられます

けどね，本当に恩返しというか，私たちょ

くしてもらってきましたのでね，少しでも

お役に立たしてもらったということはね，

地裳のおかげで有難かったですよ」という

2人のことばが印象的であった。

発端を目撃している。「体育館ひょっと出た 名古屋市民休暇村の職貝下出謙介さんは

ら，消防団の人がいて，報道陣の人がそば 消防団貝であり，当時中越地区の区長だっ

にいるんです。でその報道の人が『山が下 た。観光で生きる村にとって，災害時の宿

309 



第5章 地震災害と私

下出謙介さん

泊客は極めて重要な問題である。休暇村職

貝としての話をまず紹介しておく。

出勤途上，有料道路の料金所で地震に会

った下出さんは， しばらく，その場で，間

もなく下から上ってくるはずの休暇村の通

勤バスを待った。ところがいっこうに上っ

てこない。そこでようやく異変に感づいた。

様子を見るために下に降りることにする。

パスが来ないのも道理，道は寸断されてい

た。松越は大きく迂回して越した。学校に

はすでに地区のみんなが，避難していた。

下出さんは消防団の服に着がえて，団長

に相談して，団貝として休暇村の調査に向

かうことにする。下ってきた道を再ぴ歩い

て登った。学校を出たのが12時，休暇村に

ついたのは14時だった。客は無事，そこで，

さきほど見聞きした村の状況を報告する。

それまで，果たしで帰ってゆけるのだろう

かと不安がか〈せなかった宿泊客も，事態

を理解し落ちつきを取りもどした。下出さ

んは，総支配人の了解を得て，消防団本部

へ向かう。付記すれば先にご紹介した，登
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山道で立ち往生していた京都観光のバスの

乗客を休暇村に収容する手配をしたのも下

出さんである。

団貝として下出さんは，その夜，中越地

区の41戸を 1軒 l軒巡回監視し，終った時

には15日午前 2時になっていた。消防団で

は，下出さんが区長であることに留意して

団活動を離れ，区長の仕事に専念するよう

すすめた。

中越地区の人々は，ほとんど学校へ避難

したが，「村中どこでもいっしょだ，わしゃ

家におる」とがんばった人が2人いて，下

出さんは気苦労を背負い込む。少なくも 14

日の夜は，その一人を地区に残したまま下

出さん自身避難所に入るわけにもいかず，

副区長中越好己さんに協力してもらって，

自宅に待機した。そして 2人で交互に区内

をパトロールした。その夜 2人ともほとん

ど寝ていない。

後でわかったことだが，下出さんは行方

不明者の捜索が打ち切られた11月2日まで

の間に， 24日間，消防団の捜索活動に参加



明るい子供の声は親たちを勇気づけた（中越）

している。この点で，団自体の出動日数は

26日であるから，ほとんど皆勤といってい

いだろう。当然，人員の把握，食事，物資

の配分は，他地区同様煩雑を極めたが，中

越さんも消防団員ということもあって，絶

妙のコンビネーションで切り抜けた。ただ，

中越地区では，避難所での生活から自宅で

の生活に切りかえるのが早かった人が多

<， 18日には 3人を残すだけになっていた

から，食事のたび連絡がたいへんで，オー

トバイで 1軒 1軒訪ねては「食事が来たか

ら公民館へ取りに来る」ようふれ回った。

ふつうは，地区内に隣組があって，それぞ

れの隣組長に知らせれば，連絡網が成り，立

つのだが，その隣組長の多くが捜索活動に

参加したり村外へ避難していたためであ

る。 9月終りころには，それらの隣組長も

顔がそろい，下出・中越コンビも楽になっ

た。

下出さんは奥さんを上松の親戚に預けて

いたが，当初 1週間ほどの極端な疲労で腱

倦炎を起こしてしまい，まるで手が利かな

第 4節区役貝として

くなり，軽い物ですら持てなくなってしま

った。やむなく奥さんを呼びもどし，ここ

でも二人三脚となった。

これらの経験を通じて「災難にあわれた

方には申し訳ないが，私は目に見えない財

産をちょうだいしたと思っています。地区

の人みんなの心がひとつにまとまった。正

直いって地裳の前にはあったんです。わだ

かまりのある間柄とか， うちとけないどう

しとか……。しかし，あのピンチの中で，

わだかまりもふっ飛び，心を通わせて，ほ

んとにひとつにとけ合った……私感激しま

したねえ」という思いを下出さんは持った。

名古屋市民休暇村は，下出さんはじめ，

村在住の職員に対して，極めて好意的であ

った。特別の計らいで，消防団員や区の役

員は，それぞれ村の仕事に専念できるよう

に扱ってくれた。下出さんが職場に戻った

のは10月14日であった。

最後に，下出さんのいささか奇妙な体験

をご紹介しておく。それは，新聞配達であ

った。毎日の新聞は，新聞販売店までは届
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いていたが，販売店では，各戸に配達する

ことができず，届いた新聞をそっくりその

まま避難所に持ち込んだ。その一方，駐在

の記者あてに届けられる相当な部数の各社

の新聞もあった。下出さんはそれを持って

地区の各戸に配って歩いた。新聞社側から

すれば，ニュースソースヘのサービス還元

というわけだろうが，おかげで地区の人々

は，この地域の版のほか，各地版を雑多に

読むことができたのであった。

感がした。『絶対そんな事ない』自分にいい

聞かせた。幸せを奪った地震が恨めしい。

たった三十秒の揺れが私の生活を変えま

た。一瞬にして土石流の中に消えた―

人の生命。天災とはいえ余りにももろい

かない人間の命，『どうか片腕なくてもよ

い。足が一本なくてもよいからもう一度こ

の目で見たい逢いたい』この願いは打ち消

されました……。

あれからもう三ヶ月過ぎました。子

からの電話にも冗談を言える様になりま

第 5節母として た。あんなに子供の事ばっかり心配し

ったお父さんが，さっさと先に死ぬ

すでに一部を抜すいしてご紹介したが， とっても私には信じられませんでし

村婦人団体連合会の文集「わすれられない …………王滝村にも寒い冬がやって来まし

暦」は生々しく．心情を伝えている。一篇 た。主の居ない部屋，どことなくさみしく

でも多く再録したいが，紙数に限りがある て寒々としている。真冬に着たセータ

ので，「母」の気持を伝える数篇を選び，抜 ジャンパー，重たい防寒靴。上手でもな

すいして，ご紹介する。 のに，得意気に唄ったカラオケテープ，

東区の正沢正子さんは，ご主人の方司さ れもこれもみんな思い出があります。

んを，松越の崩落で失った。 思い出を大切に胸にしまっておきます。

「初めて崩落地を目前にした時不吉な予 父さんありがとう。あとは心配しない
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供たちがついていてくれるから。……」

野口地区の泉兼子さんは，松越で亡くな

った泉和視さんの母である。

「……其のうち森林組合の作業所が，地

震で崩れ落ちたと云う話を耳にした。私は，

まさか息子がと思うと急に，涙があふれま

す。でも人の話だろうと思って自分にいい

きかせながら頑張った。けれど話は本当だ

った。何て事だろうか。残念な事だ。涙ば

かりが次から次へと出て来る。国民宿舎の

庭に居ても，生きた気持ちはなかった。息

子の友達が来て言葉をかけてくれるけれど

も顔をみると，ただ涙が先に出て言葉にな

らない。失礼だと思うけれど，どうにもな

らない。……こんどは息子をさがさなくて

はと思い私も川原に行って見た。けれど女

の私は涙の方が先に出て来てだめだった。

……毎日ただ呆然として何も手につかな

い。毎日消防団の方，自衛隊の方，警察の

方，みなさんのお世話になりました。……

三十五日目に，スキー仲間，パトロール仲

間に見つけてもらった。何と変わりはてた

第5節母として

裏山があぶない．／ （59.9.17) 

姿だろうか。またしても涙がとめどなく流

れ出る。三十五日も土の中にいたのだから，

でも，どこも取れた所はなかった。手も足

もついていた。青年団の皆さんに見送って

いただきました。有難うございました。

・・・・・・」

東区の栗空よし子さんはこう書いてい

る。「……おばあちゃんは吉雄さん宅へ出か

けてゆく所でした。三女の奈保子もついて

行くというので『今日は雨が降っているか

ら行けない』と言った。傘を持ち外へ出よ

うとしていたので，私は『傘を貸してあげ

るから，家で遊びなさい』といって玄関先

で遊んでいるのを確かめた。台所へもどり

ポットに入れる湯をわかそうとガスコンロ

に手をかけた瞬間だった。……奈保子が外

にいたので，スリッパをはいたまま外へと

び出した。奈保子は『いちい』の木の根本

に傘をさしたままひっかかりけがもせず泣

きもせずにいてほっとした。……里宮上へ

逃げるしかないと思った。……私は奈保子

を抱いて森さんの家へおりて行き， どこへ
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避難するか話をしていた。……奈保子を抱

いていては何もできないと思い，奈保子を
..... 

預けて，おぶいひもとママコートを取りに

家へ戻った。……森さん宅へ行った。奈保

子を預けてあったので，おぶった。重郎さ

んの車庫へ皆で避難することにした。……

重郎さん宅で奈保子のおむつと靴を借り

た。……小学校へ行っている四年生の子供

二人も気にかかったがどうしようもなかっ

た。……余裳や揺れが続くので気が変にな

りそうだった。……この時大人がしつかり

しなければ子供がよけいこわがると皆がお

しえてくれた。……消防団が二，三人来て

くれた。学校生徒全員無事と聞き安心する。

……学校へ行って見るからと学校へ向か

う。……子供二人はテントの中でパンをも

らって食べていた。『皆けがはなかった』と

聞くと『けがはないけど大きな地裳でこわ

かった』と顔をこわばらせていた。……学

校体育館と保育園に入る事が決まる……一

晩中余震や枕元を歩く人の気配で子供が頭

を上げる。安心するように『何かあったら
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起こすから』と言ったら一～二時間位寝た

ようだった。...…」

次のは，中越地区の大家正子さんである。

「『お母さんいって来ます』と元気な声で

保育園へ……ホッとしたしゅん間， ドーン

とすごい音，私は娘の名前をさけび外へ飛

び出しました。

その時松越地区のドシャがダムをふせい

でいました。……なにがおこったんだ．I/あ

のドシャと橋の音で私は，足がふるえて前

に出ませんでした。娘はきっとなにかにつ

ぷされて無事ではない。ケガだけか，それ

とも……と思い『お父さん早く保育園』と

さけびました。ゆれがおさまると主人は車

で保育園へ行き『保育園と学校の子供は全

部校庭にいる』主人のその声で，ハッとわ

れにかえりました。……校庭で娘の顔を見

た時は，私はこの子さえ無事なら，家もな

にもかもなくなってもいいと思いました。

先生よく一人のケガ人もなく外へ出してく

れましたネと手をあわせました。でも先生

のお父さんはなくなりました。私にとっ



第 6節子供の体験

保育園再開の日

も娘にとっても，一生忘れられないりっぱ 第 6節子供の体験

な先生です。……一番大切な娘にこんなけ

いけんさせたくはなかった」

同じく中越の木谷康子さん。「……そこは

中越の避難所に当てられた保育園のリズム

ところどころひぴ割れた壁，余震の度

にいつもの見慣れた表情とは全く異った疲

れ切った，又怯えた表情の顔が浮かぴ上が

って来る。その夜，私はほとんど一睡もせ

ず子供達の寝顔を見つめていた。もし倉越

の山がかけたら，三浦のダムが決壊したら

多分私達はダメだろう g 下の子はまだ四歳

だ，こんなに小さくて生命を失うことにな

ったら……何て可愛想な子供達だろう。こ

の幼い命だけでも助けたい！いや子供たち

だけ残ってどうするんだ。いっそ助からな

いものなら親子諸共死なせて欲しい。神様，

お母さんが一緒に天国に連れて行ってやる

からネバグ……呪文のように何度も何度も

くり返す。…・・ •」

王滝村と三岳村の保育園が共同で「地震

と子ども」という文集を，昭和60年 6月に

出した。保母さんたちの手記が集められて

いる。

また王滝小・中学校では「地の底からの

叫ぴ」という児童，生徒の作文集を，同じ

く60年の 3月に出している。

村の子供たちの心の動きを知るために，

両書から抜すいを試みる¢

まず保育園での子供の動きから見てゆ

く。泉初江さんの手記である。

「•…・・地裳は立っていられない程強く長

い揺れに、危険を感じ早く机の下にかくれ

るよう指示◇リズム室であそんでいた子ど

もたちは，一旦地震がおさまると保育室の

方へこようとしていたが，廊下にある机の

下にかくれるよう指示。

その時『先生こわいよ！』半泣きの子が

いたが，『机の下に入りなさい』の一声で安
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第5章 地謀災害と私

先生が家まで送ってくれた（くんざ）

心したらしい。リズム室にはもういないか，

年少の部屋は大丈夫だ， トイレには誰もい

なくてホッと胸をなでおろし，職貝窒には

誰もいない。

年中のクラスは大ぜい上手に机の下に入

っている。年長は一人だけど上手にオJLの下

にかくれている¢やはり日頃の訓練の成果

があったのだと思う。

……雨が降っている状態であり， くつを

はこうとする子もあるたろう。瞬間時に園

内は先生もついているし，子供も大丈夫だ

ったから，外で誘尊する人があった方がい

いと思い，カサを 5,6本持ち庭の真中（倒

れるものが何もないところ）に立ち，『早く

ここまでおいで， クツなんかはかないで早

くおいで』と夢中で叫んでいた心

地震の様子を見ながら，保母が傘やクッ

を運ぴ，子どもにかぶせたり，はかせたり

する。

子供たちは『先生クツ下どろんこだから

いやだ』「ぬれているからいやだ』と言って

いたが『今そんなこと言っている時じゃな
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いの，がまんしなさい』『また地震が来て

ぷされちゃうといけないからかま

おこうね』子どもたちは気迫でわか

ろう，どろんこになったくつ下のま

をはく々

……村の人達が学校の庭や保育園の

避難して来はじめる。小学校の先生た

親切に，小学生といっしょに，にわかヽ

りのテントの中へ園児たちを入れ

ふ雨もそのうちゃみ子ども遂も不？

なくなり庭であそぴはじめる。お店屋
ぶご<

の方からパンと牛乳をさし入れじていた
ょ

き，おいしそうに食ぺている子ども達で

る。そのうち，年少児の担任の先生のお

さんが行くえ不明と聞きショック

る。

現場へかけつけたい気持もわかる

次災害になるといけないからと引

身もつらい。

来てくれた親に渡し，被災のため遥路

係もあり一番おそ



噴煙をあげる御嶽 (54.10.28)

小・中学校の方は，時間の経過を追って

選び出してゆくことにしよう。

まず発震時。中 3の三浦基功君の一文か

ら。

「……机の下にもぐった時，怖いという

よりも揺れとる，揺れとるって逆にうれし

くなったのを，かすかに覚えている。この

時，頭に『地霰』なんて言葉は出てこず，

『御嶽山が大噴火した』って事しか浮かば

なかった。

しばらくして『校庭に出ろ』という古井

先生の声が聞こえた。僕は，『校庭に出ろ』

っていうくらいだから噴火ってのはおかし

い。ハテ？まさか，地震？東海大地霰では

ないだろうかと思った。……東海大地震と

すれば，姉妹校の御前崎中学校はすごい被

第6節子供の体験

流したのだ。しかも予知できなかった直下

型地裳なんて。僕ははじめのうち，ラジオ

のアナウンサーのいっている言葉が信じら

れなかった。いや信じたくなかった。

ラジオに反感を持ちながら，雨をしのぐ

ためにテントを作った。そのうちに新聞社

や，テレビ局のヘリコプターがたくさん飛

んで来た。上から写真などを撮っているよ

うだった。この時やっと，王滝村が霙源地

なんだと納得できた。

しかし，なんと皮肉な事だろう。それは

昨年五月，僕らの友達が，林間学校にやっ

て来た時の見送りで，『地裳にはくれぐれも

気をつけろよ』って別れたのに，御前崎よ

りも先に悲惨な目にあうなんて。」

次は小 4の庄原ひかるちゃんの詩であ

害だなあ，とうとうくるべき地裳が来たん る。

だなあ，たくさんの大学の先生たちが研究 「ドドドーンと， ものすごい音。

を重ねて，ある程度予知できている地震が

……死傷者も多いだろうなあ……。

僕の考えは，はずれていた。ラジオでは

裳源地を，御前崎ではなく，この王滝村と

『もぐれつ。』と，

先生が言った。
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節5章 地震災也と私

先生の顔は，

とても真けんだった。

声も，すこかったむ

先生は，机にもぐらないで

たっていた。

さんと，雅子さんの声がした

『先生しもぐれっ」

えなかっにわたしは．『もしかして，

でしまったのかも。』と思っ

も，『かぞくは，やっぱり生きてい

と，しんじた。森のおぱあさんが，『みん

ぶじだよ』と，れんらくしてくれたぐうれ

しくて，わたしはにっこりわらった。

かぞくが，ぶじだと分かってから，ゎ

しは，！「学校のみんながけがをしなく

った』と，思った。よしんが来るたぴ，

しは，びくっびくっとした。『こ

先生は，真けんな顔で， 王たき村はぜんめつしてしまうのか

机につかまっていた。」 と，思った。

次は小2のたきひとみちゃん。校庭での

避難の様子を伝えている。 ば，この村には，だれもいな〈なってしさ

「みんな，しずかに，すばやく，はたの うのかもしれないむ』と思った。

ところにひなんした0'またのところで、な みんなの顔を，じっと見つめた。」

ん人かの人がないていた。 小 5の稗田実君は保育園での避難生

わたしもないた。『もし，かぞくが，しん 次のように綴っている。

らどうしよう』と思うと，つぎつぎに， 「ひなん場所が保育園と決まった

なみだが，ぽろぽろとおちた。わたしは あ今日は，保育園で泊まるのか，

［なぜ，地しんがきたのa』と思った。 くなかったら，帰れるかも

いつまでたっても，かぞくのすがたは見 あ』と思った＂
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通学路を点検する川合校長

『お母さんは来ないのかな』と，すみの

方ですわっていると，お母さんが来た。……

ぼくは安心した。うれしくなったので走っ

たり，庭へでたりしていた。お母さんがさ

ぴしくなったかと思って行くと，『家に行

く』とお母さんがいった。

ぽくも家がどんなふうになっているか，

みたかったので，『ぼくも行く」といった。

しかし，『おまえはここにのこっとれ』とお

にいちゃんがいった。

でも，ぼくはどうしてもみにいきたかっ

た。……。家について，食べ物をカパンに

入れるとまた走って保育園に向かった，

．．．．．．。保育園の中に入ると静まりかえって

いた。静かすぎてさびしくなったので廊下

にでてみると，遊んでいる友達がいた。

お丹さんが『みんなおにぎりやパンを食

べているから，実も食べにいきなさい』と

いった。 ・・・・・・。

あたりはどうなっているかみまわすと，

いる人もいた。ぽくはねむ〈なかった

ので，外へでて行くと，学校にとまってい

第 6節子供の体験

る，クラスの一樹君と邦明君がいた。

『学校はどうなった』と聞くと『ほこり

っぽくて気持わるい』といった。『保育園は

どうなっている』と邦明君がいったのでぼ

くは『保育園は，あかちゃんがないたりし

てうるさい』と答えた。一樹君のお母さん

が一樹君を呼んでいたので別れてしまった

けれど，友達と会えてよかった。保育園に

もどるとお母さんが心配していた。

……次の朝， きのうと同じような大きな

余裳がきた。立っている人はしゃがみこん

で，余裳がおさまると，おれが先だ，とい

うように，押し合って外へ出ていった。

外にいても， ぐらっと，余衷がきた。お

さまると，荷物をとりに，保育園の中に入

っていく。お年寄りの人たちは，ござをし

いてすわって，こそこそ，何か話したりし

ていた。」

一部の児童達は，親達の計らいで，王滝

村を離れ，親戚その他に疎開した。そのも

ようを小4の下出竜二君はこう書いてい

る。

319 



第5章 地震災害と私

小中学校再開の日9/25校長先生の話をきく児童たち

「りんじ休校になったので，九月十六日 王滝の家に帰りました」

の朝，おじさんの家の車で下山村（愛知県） 9月25日，授業が再開され，

に行きました。お父さんとおにいちゃんは， 再ぴ元気に登校してきた。先生，友達との

王滝に残りました。おばあちゃんは木曽福 再開の喜びと，変わり果てた校内の印象に

島に行きました。ぽくは，お母さん，お姉 ついて，小6の河口晃くんはこう書いた。

ちゃんと一しょに下山村に行きました。 「地裳から十日後，初めて学校に行ける

ぼくは下山村に着いてから，家のことや 事になった。校庭へ避難してから，一度も

いろいろなことが心配になりました。『自分 入った事のない学校だ。ぼくは，十日間，

の家の上の方にくずれている所があって， 家でこの日の来るのをじっと待った。登校

そこからくずれてくるかな』と心配しまし するには，余裳や，命がけで通らなくては

た。 ならない道があって，不安だったが，楽し

時にやるテレビのニュースを見て，『お父 みの方が大きかった。それは今までの独り

さんたちはだいじょうぶかな』と思ったり ぼっちから，別れ別れになっていた友達に

しました。 会えるからだ。

……下山村の友達と遊んでいても，王滝 心をわくわくさせながら，父の車に乗っ

のことが心配で，そんなに楽しくありませ て学校に向かった。

んでした。ぼくは『早く王滝に帰りたい』 遠くから見えた学校は，以前とは別に変

と思ったし，先生や友達のことが心配でし わっている様子もなかったが，昇降口に入

た。テレビにお父さんの顔がうつったりも ると，床は落ちた壁の土ぼこりや，下足で

したので，少しは安心しました。 歩いたどろで，真っ白だった。また，体育

九月二五日に，授業がさい開されるよう 館の入り口には『立入禁止』と紙に書いて

になったので，二四日の朝，下山村を出て 張ってあった。戸のすき間からのぞいてみと
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ると救援物資が山ほど租み上げてあってお

どろいた。

階段を昇って教室へ行く廊下も，骨組み

だけになっている壁と＂はがれ落ちた壁の

ほこりで，すっかりあれ果てていた。改め

て，地震のものすごさがわかった。『以前の

ような光った床にするにはたいへんだぞ』

と思いながら，次には教室の中のあれ方が

気になった。

を少しずつ開けて見ると，中は思った

より変わっていなかった。でも．壁はベニ

ヤ板が張られ，たなの中の物は，ごちゃご

ちゃだったし，それに，みんなで親しんで

いた金魚の姿はなかった。

先生が机などを整とんしてくれた事がわ

かった。ぽくの机は，元の所になかったが，

地誕前の中身がそのままで，ほっとした。

しばらくすると，教室は，みんなの話し

声でにぎやかになった。おたがいに，避難

していた時の事や，家の事，通れない道の

事など，次から次へと話に熱が入った。だ

れも欠席する人がなく，みんなの顔は笑顔

第 6節子供の体験

久しぶりの登校元気だったかな

でこぽれそうだった。……」

荒れた教呈も子供たちの手で，元にもど

されていった。その様子を小2のふるい正

き君の作文でみておく。

「•…••学校に来た一日目，教室の大そう

じをしました。 10回ぐらいかけたら，ぞう

きんがすぐに黒くなってしまいました◇パ

ケツの水もすぐに黒くなってしまいまし

た。

2年生が，そうじの手つだいに来てくれ

ました。その時，しまくは『ありがとう』と

いいたかったです。手つだってもらったせ

いか，すぐにきれいになり，気もちよくな

りました。

1年生が，そうじを手つだってくれたの

で，ぽくたちも； 1年生の，教室のそうじ

の手つだいをしてあげました。やっばりす

ぐにきれいになりました。

ぼくは『どうしてこんなにすぐそうじ

ができたんだろう』と考えてみたら『みん

な力を合わせたからだjということが，ぁ

たまにうかんできました。ほくは『みんな
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第5章 地磁災害と私

県誓音楽隊による慰問演奏会 (60.10.19)

力を合わせれば，そうじもすぐできるんだ

なあ』と思いました。あんなによごれてい

て，ほんとうにきれいになるのか，心ばい

していたのに，これで，だいじょうぶだと

思いましたむ

ぼ〈はそうじがおわったとき，心をみが

いたようなかんじがしました。心も，びか

ぴかになってきました。ますます気もちょ

く生活がしたいです。そして，みんなの心

も，先生の心もぴかぴかにしてあげたいで

す」
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第 6章進む復旧

第 1節鎮魂の賦

展災からちょうど 1年たった，昭和60年

9月14日，長野県西部地震殉難者慰霊碑除

幕・慰霊式典が行われた。

午前10時10分からは，伝上川，濁川の土

砂が流れ込んだ柳ケ瀬に建立された鎮め観

音像の除碓式と慰霊法要が行われ，続いて

11時50分から，｀｀松越’'の崩壊地，大又川左

岸に立てられた慰霊碑の除蒋式と慰霊祭が

ここまでが当日の第一部で，第二部は，

村公民館を会場に殉難者追悼式が， 12時50

この日の式典に参加したのは，長野県西

部地裳の殉難者遺族をはじめとし，当日の

委員長であった王滝村長，副委員長の村助

役，県知事，国会議貝代表，県会議員代表，

郡町村会長，王滝村村会議長，王滝営林署

長，地元官公庁各代表，自衛隊松本駐屯部

隊長，木曽警察署長，木曽消防協会長，木

曽郡各町村長のほか王滝保育園児，鎮め観

音和讃奉納の婦人会，建設建立関係の企業

の代表などであった。

鎮め観音が安置されたのは，濁川と王滝

川の合流点，濁川左岸の高み，合流点を見

下す位置である。午前10時10分鎮め観音除

幕式・慰霊法要は，住民課長の司会で，中

込助役の開会の辞から始まった。まず，保

育固児16名の手でテープが引かれ白い幕の

中から鎮め観音が姿を現した。一同合掌す

る。像には碑文が添えられており，その全

文が披露された。

「昭和59年 9月14日午前 8時48分，当村

を霰源とする長野県西部大地裳に依り，

瞬にして山紫水明の境は泥流と化し， 15名

の諸子は，襲来せる崩土に圧せられ呼べど

も応えず探せども見えず一路不帰の人とな

る。ここに再び秋を迎えて諸行無常の想い

を深くし，諸子の霊の安らかならんことを

願い併せてこの秀麗なる山河の永しなえに

鎮まらんことを祈念して，この地に鎮め観

音像を建立する。昭和60年 9月14日建立

長野県西部地震殉難者慰霊碑建立実行委員
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第1；章 進む恨18

慰霊法要（柳ヶ瀬）

会 願主王滝村長家高卓郎」

続いて鳳泉寺原住職を導師に開眼法要

が行われ，読経の中，遺族を始めとする参

列者による焼香が続いた。

王滝村大正琴会作詩による鎮め観音和讃

が，これに続く。「静かなる
，；おない

大地震に如と製う

谷間をえぐる

柱 手向の花の

の音に

の光さす

ませ給え

゜
ぶ
~
J

聰き命

崩落の

王滝を

あまた消ゆ

土石に埋む

ゆれ止まず 今復興の槌

共に笑顔の戻るとき
すがt:

観音の像となりてとこしえに鎖

村に平和

御嶽の峯」。一同合掌パ礼拝，

突

幾

出席者は，新大又橋の脇の慰露碑に向か

こちらの慰霊碑除幕と慰需祭は11時50

分に始まった。

開会の辞は西村村議会議長。まず修祓，

御嶽神社滝宮司の司祭で進められるわー同

一拝の後，保育園児の手で除幕。式は慰霊

祭神事に進む。祝詞の全文を収録しておく“

「これの王滝村の東地区なる大又川のは
ないわざわい

とり，地震災の爪跡あらわに山肌を削れる
みた2

所に、御霊鎮めさせまつる長野県西部地震
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みいのち

の生けにえと，御命を失い給える29柱の御
おおひろまえ

露達の慰霊碑の御神前に，畏み畏み申さく。
ぅつしよ

つらつらに思い巡らせは現世の人の身は
ぁ"ひ

明日先知らず，｛夢くて知るすべもなき災や，
“そ 夕がこと ，，’ 
襲いきませる柾事を祓い鎮めて消め除け‘《

” 信
おのもおのもが命に叶う幸せを，受けて平
四~衣

穏に安らけく喜び生きんが為にこそ神に`~
999が

づき拌みて，はたまた御仏の御手にすがり
まが

てぞ心楽しく暮せるものを，いかなる柾
すさ み2し い9江な加

の遊びにか，憐れ汝御霊達はも，過年加
とおみ烹りよか

の十四日，にわかに激しくおこり襲える長
おおとこ

野県西部地裳の災いにあい，大地の激し，
＂ら hち

揺れて村内の東地区，濁川，柳ケ瀬地区

滝越地区の山を超え土を流し，あわやと
ずぺ うっしみ

う術もなく，現身は土と水とに押し流ざ
みぃのち

あえなくも御命失いて，いや果てを迎え
況

いと悲しくもくやしけ

人の命の生き死にの， きびしき定めにa

ただ，ひたぶるに襟かき合わせて御霊
ぉの おお99

を嘆かい忍ぴ奉るパことには自が父
92らから せ

また兄弟や，あるはまた背の君，さら
いと 99 やか

愛しの妻子を災いに失いたる残れる；

いしことこそ，



鎮め観音像台座に刻まれた殉難者御芳名

かいは，打ちほとばしりて悲しみの極まる

ところ思いつきせぬ。さはあれど帰りきま

せぬ世の習い，せんすべもなく消えぬ悲し
ひととせ

みの内にぞ，早くも 1年は巡り来たれり。
あとし＆

今日はしも，この悲しみの跡敷に王滝村は

慰霊碑なも建てまけて，心づくしの御あえ
かむわざ

物を捧げまつり御霊祭りの神業仕えまつり

第 1節鎮魂の賦

慰霊祭（こ＇うかけ、大又川河口左岸）

と，鎮めごと，取る玉串の取りどりに，仰
なご おろが

ぎ乞いのみ，御霊鎮めの御跡とむらい拝み

まつらくと申す。」

ついで銘文が披露された。

「王滝村は，霊峰木曽御椴山の岳麗に在

りて，山高く，水清き景勝の地として，其

の名諸方に冠絶せり。しかるに突如長野県

てあれば， 29柱の御霊達，平らけく，安ら 西部大地猿が起ったのは，昭和59年9月14
さこしめ

けく聞召しみそなわし給いて，今より後再

びかかる災いの起ることなく鎮めまつり

て，平穏なる里の守りの神と鎮まりまして，
あか

これの王滝村は明＜清く，すこやかに永遠
お1こ

に立ち栄えゆかしめ給いて，鬼つ神も目を

おほふいたましの有様のもとみまかり給い
な い出

し，あわれ汝がみこと達の魂は，未だ得眠

らであるとは思われど，今日よりのちは，
しずしず

さまよいのかげり清めて静々と御霊の宿り

の安らぎに，高つ神の大御手に抱かれ給い

めぐまい給いて，御心静け＜蓋涜＇なる神の
みくら

御座に登らせ給い，親は子の為，子は親の
さ9わ

為のこし給える輩達の身上を守り幸え給
おおこころ とことは

いて，御心平穏に，永久に鎮まりましませ

日午前8時48分のことである。一瞬にして

山は崩れ，谷は埋まり，家は傾き，道杜絶

する惨状を呈した。殊に列記する29名の諸

子は襲来せる泥流によって尊き生命失い，

誠に人生は朝露の如き感を深くしたもので

あふここに再び，秋風の声を聞き一年を

迎えるに当たり，慰霊碑を建立して一つに

は諸子の霊を慰め，一つにはこの地の鎮め

として永久に霊峰の雲端に盗え，清流の間

断なく人心を潤さんことを願うものであ

る。昭和60年9月14日 長野県西部地震殉

難者慰霊碑建立実行委貝会願主王滝村

長家高卓郎」

続いて遺族はじめ，各関係者によって王
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第 6章進む復1日

殉難者追悼式（公民館）

串が捧げられ礼拝が行われた。

12時50分からは第 2部で，村公民館に会

場を移し，殉難者追悼式典が挙行された。

田中収入役の開会の辞に続いて一分問の黙

とう，そして中込助役の式辞へと進んだが，

その中で，鎮め観音およぴ慰霊碑の建立に

関する経過報告が行われた。経過の概要を

収録しておく。

まず，慰霊碑は犠牲者29名全員のため，

鎮め観音は遺体の確認できていない濁川，

柳ケ瀬地区の14人のために建立され，敷地

は寄附によるもので，慰霊碑に関しては大

家きさえさんの，鎮め観音に関しては王滝

報告された。

その後，村長を皮切りに，

議員，県議会議長，郡町村長会長，地方官

公庁代表王滝営林署長の追悼の辞がのペ

られ，遺族による献花の後，鎮魂歌の奉納

が大正琴会によって行われた。この鎮魂歌

は，曲詞とも，巻頭口絵ベージに収録して

おいた。

最後に遺族代表があいさつし，

t::. ヽq

第 2節復旧のあゆみ

営林署の，それぞれの格別の篤志によった 第 1節で，被災後丸一年目の慰霊祭の記

ことが報告された。総工費は約1660万円， 録を試みたのには，ひとつの理由がある。

そのうち村内の359人からの特別募金約166 慰霊祭はしめやかに行われ，

万円，義援金から約1494万円が当てられた。 の表情にも悲しみの色が濃かったが，

敷地造成には大成・飛島建設共同事業体， でもなお，ある種の明るさをただよ

鹿島＊清水建設共同企業体，名橋建設株式 いた。あえていえば，悲しみは悲しみと

会社，有限会社御嶽土木，大正土建株式会 て十分に悲しみ，しかし，その悲しみを乗

社の各社が協力し，碑，像建立については， り越えて，明日へ新しい歩みを踏み出そ

岡崎市有限会社市田土木が尽力したことも という，また，それこ
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長谷川 忠彦さん

であるという思い定めか感じられたという

ことである。

村人に明日への勇気を与え，思い定めを

促したのは，自衛隊，警察の活動でもあった

だろうし，全国からの各種のご好意でもあ

ったが，やは 1)，国，県の強力なパックアッ

プで，目の前に進んでゆく復旧事業のスピ

ードが大きく物をいっているようである。

まず，木曽地方事務所林務課長の長谷川

忠彦さんのことばを引用しておこう。そこ

に，復旧事業が異例のスピードで進められ

た理由の一端を見ることができるようだ。

「ご承知のとおり，王滝村は林業と観光

ということで，今まで非常に力を入れてき

ておられる，というようなことからですね，

なんとか12月の御嶽山のスキー場開きま

に，林道黒石線……これは数10か所にわた

って被害を受けておりまして，特に十二権

現では約40m〈らいの林道が， もっていか

れちゃった••…•これを冬場に間に合わせた

い。いわゆる突貫工事ちゅうんですか，緊

急に進めようということで。それに滝越ヘ

第 2節復旧のあゆみ

復旧現場に建てられた概要図

通じる林道王滝線ね，あれは全部埋没しち

ゃってます。普通でいう災害復1日じゃない。

どおり戻すことがムリなんです。氷ケ瀬

から濁｝11と王滝川の合流点までみんな土石

で埋没しちゃってその上が自然湖になって

いかトンネルもあったが，これもふさが

れちゃって。ご参考までに申しますとね，

林野庁の計算では，災害査定の上でこの線

の復旧事業費が14億数千万円というんです

が，これまで一路線で7億程度のものはあ

ったが， 14億いくらなんてのはまずめった

にない。王滝JI!左岸の林道はみな付替えで

す。何しろ王滝線というのは，上に滝越っ

ていう集落がある。だから生活道路で，も

う一日も早く開通したいという気持で，こ

れは今やっているんです。これは大変な難

工事で，路線の付替えっていっても，岩盤

を削ってゆかなくちゃならない。危険もあ

ります。工事を進めるために，各所から進

入道路も作らなくちゃならない。しかし61

年度末までには何とか開通させたいと全力

を上げとります。ぇぇ，今残っているのは
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第 6章進む復妬

王滝線だけで，あとの路線は全部開通しま

した」0 これは60年11月の時点での談話であ

る。現場がフル活動できるのは，県全体の

バックアップがあってのことだが，この点

についても「私どもの職員は，山林，林道

それぞれ5名ずつ10人で，事業規模は両方

で約50億ということで， とても手持の人貝

では対応できない。要請しなくちゃと思っ

ていたら，県の方からどんどんどんどん各

所から応援を出していただきましてね，延

ベ人員で200名近く応援隊が出ました。それ

中的に復旧の調査設計もでき，進度

を早めることができたんです」と語っている。

上げておく¢

建設課長下出弘夫さんはこういってい

る。

「なにしろ村道で103か所，林道で8路

線55か所が通行不能，いってみれば村中

タズタで，どの道にも村民の生活がかかっ

ている。応急措置は別としても， 1日も

く復旧しなくちゃならないが，村で勝手に

やるわけにいかないし，村だけの力ではど

うにもならない。国の補助事業ですから，

復旧設計を全部組んで，それで建設省の査

を受けて，それにパスして，実施設計に

入るという手順がありますのでね，

について査定設計を組んでゆく，これはも

l) 被害の全ぼう ぅ，実に大変でした」。

まだ大混乱が続くなかで，一部の村役場 振興課長の松原純一さんは語る。「私ども

職貝を忙殺したのは，地震による被害調査 の課の守備範囲は，牒政，耕地，水道，

と被害箇所の応急措置であった。調査は当 産となっていますが，地震と同時に，

日の 9月14日に始まっている。援助に乗り も配水池もいっぺんにいかれて，水がカラ

出した，国，県の指示が，それを促したの カラになっちゃった。水がないとどうしよ

である。 うもないものですから，課員一人を除いて，

その具体的な姿を 2, 3の談話から拾い みんな水道の方へまわしちゃった。とにか
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農禦施設の被害調査

く水を出せ， というわけです。村内には，

滝越，九蔵，上島御岳高原と 4つの簡易

水道があるんですが，これが全部だめ，そ

の上課員は少ないから，一時はパンザイの

状態だったですね。おかげさまで，周辺の

各保健所からろ過機を心配していただいて

急場をしのぎながら，県や厚生省の後押し

をいただいて，順次通水までこぎつけたん

ですが・・9・・。そのいっぽうで，農業施設の

災害の調査をやらなきゃならない。うちの

職貝は，水道にかかり切りで身動きならな

いもんですから，地方事務所の耕地課の職

と，土地改良連合会の職員に手伝ってい

ただいて， というより，すっかり頼りつき

りでやった， というようなわけで•••…」。

この様子からもわかるように，被害につ

いては，各分野で，村職員が調査に当たっ

たのは事実であり，それなりの努力はして

いるが最終的かつ総体的には県を通じて

公式に把握されたことになる。その意味で，

被害の全ぼうについては，県の資料「長野

県西部地震の記録」に基づいて記述を進め

第2節復1日のあゆみ

林道小俣線の仮橋（氷ヶ瀬地区）

ることにする。ただし数字はできるだけ王

滝村に限った。

a 人的被害

29人の尊い人命が失われた。これはすで

に述ぺた。いずれも，村内各所における土

石流・がけくずれによる犠牲者である。各

位を表にかかげ慎んで追悼の意を表する。

璽軽傷者は，“松越＂の崩落に巻き込まれ

奇跡的に助かった森本美世さんほか，

人であった。

b 住家被害

村内の住家は，その多くが古い木造家屋

ご
J

で，その全棟，全世帯が何らかの形で被害

を受けた。そのうち全壊は14棟であった。

幸い火災は，氷ケ瀬の王滝営林署貯木作業

所の 1件を除いて，全く発生しなかった。

地震被害の時間が幸いしたと思われる。

C 公共土木施設被害

すでに述べたように，御嶽山中腹（海抜

2800m)付近の尾根に発生した，大崩壊は長

野県西部地震による崩壊のうち最大規模の

もので崩壊土最は3600万面に及ぶといわ
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第 6章巡む復IB

長野県西部地震による死者一覧表

I死名

i戸 l生年月日 1年令 l住 所 1i訊確認H時lニ-““ーニ

: 油 ネ たきょ I9/J、、 ISI0214三□”'1iユダ現叫1近で発見

1:：：□；卜S1:：ロニニ：ロ：；：こ;:ーロ
:: :正沢月叫り）□三□ロニ： 9／3012 20 躙 l1と：冒二：詈ノ従菜

I i 1 S 7, 2̀ 9, 52 :E沌村36521 10/ 3 21:00 i 
牧尼ダム1収水口上瞬00m付近

1 で兒見

S 30. 1A6 1 ?9 i -W印 596 / 10/13 !Z: 07 
l麟 911と大又Iliの合流．，！汀噌t

:::: :::: I :: ~叫372 1 10/18 ll oo I顕 l1と：：：三［三it屹ぷ℃

＂ 

！死亡，認定J (I孜祢略） ＜59.11.26) 

亭□／［口：日二：疇：内JIII伍）いこ
＂ 半湯達也 9) l S33. 1.13 I 26 I王叫l(i翡Ill温泉）303か1

状祝 悼行

旅飩の家位 （母）

"（夫）

’’ 半場もとめ 1女 IS35A i 9 1 24 1王滝村(i閲Iii温泉）3036・1 ” 口梢吾1,"| s59~ 戸

工滝村

開ぶ；［地区
三浦 功 19) 

贔ヽ〗は 1 森下減ー

二□：：＊爪釘 9) I S 

岡庭 IE -1 9) 

o I五沌罰副1温泉）303かl

玉滝村4930-6 i罪輝：出た臨い版災した。｛熙 脱

作業現場に向かう途中地 I王滝林業作詔H
設にあったと息われる｀

35 I木的福1』町60241

伯 IリJl Tl4. 3.JG I 59 I//l田市山本6122・1

911 口改も 1男 IS14. 4. 21 45 I中津Ili市苗木26狂 7

三紐村で作粟をしていて i似llli!iせ/Ill紐設仕

ペンキ材荏を滝越に取りに 1貝
いき披災1,9ら ‘ 
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第2節復旧のあゆみ

［夕じ亡認定I (敬称略） (59,12.25) 

王沌村
片桐敏男 男 S22, 8.20 37 尾張旭iIi緑町緑ヶ丘100-8 14日午前1時に＿11沌村に 名占l冦99i交通局職

沌越地区 u 

＂ 金 塚 男 リ） S 18, 3. 25 41 
名古松市守ill区森抒祈Ill

釣又はきのこ狩宅せりに行くと
いったまま帰 ず。

字白山3502

＂ 小田正利 男 S 15. 7.20 44 尾張旭91i緑町緑ヶ ti:6-405

＂ 楠 強 男 S23. 5.20 36 名古殷市南区宝町

99 Ill ！沿保 II,J 男 S18. 3.22 41 
没知県HEIJI：市[~家III

名古屈iii 自営業
阻家205-2

地区別住家被害状況

全
地区 名 総世帯数 人 貝

世帯数

二子 持 16 50 

崩越・鞍馬 10 31 

中 越 40 139 2 

王滝営林署 27 52 

上 条 114 350 2 

九 蔵 16 56 

野 ロ 60 198 

"、9Uた 越 19 42 4 

下 条 45 170 

束 区 63 220 6 

そ の他 17 22 

計 427 1,330 14 

れ，その土石流は短時間で王滝川に達し，

川をせき止め天然のダム湖を形づくった。

この付近には，村の中心から御嶽山南西の

山麓を通り滝越三浦国有林に通じ，主に木

材搬出に利用されていた御岳林道と，王滝

川ぞいに滝越に至り，生活道路として使わ

壊 半 壊 一部損壊

人 貝 世帯数 人 員 世幣数 人 貝

1 5 15 45 

10 31 

11 4 12 34 116 

10 27 17 25 

6 11 32 101 312 

4 16 12 40 

4 ， 56 189 

8 15 34 

22 94 23 76 

15 17 67 40 138 

17 22 

40 73 262 340 l, 028 

れていた林道王滝線が通っていたが，この

崩壊によって，濁川・伝上川合流点付近を

通る御岳林道は各所で寸断流失し林道王滝

線は氷ケ瀬，柳ケ瀬，滝越に至るまで，ほ

とんど埋没，寸断され完全に交通不能とな

った。この川添いの王滝線と御岳林道の被
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第6章進む復In

公共土木施設被害

財 3： ふIi 9｝ 町村 i'919 分

二`三］i¥訊1”'|金□：金

よって，滝越地区は完全に孤立した。

東地区では，国道19号線と王滝を結ぶ生

活道路の県道御岳王滝黒沢線が，ごうかけ

と松越で流失，同時に，大又川に架かる大

又橘が失われ，機能を失い，その他各所で

寸断された。

孤立した滝越地区では，裏山の崩壊によ

り村道28号線が142mにわたって，また同25

号線が43mにわたって決壊した。

御岳高原地区では，県道御岳王滝累沢線

の終点大又から，林道黒石線が御岳スキー

場に続いているが，その沿道に 3か所の崩

壊が発生し，通行不能となり，まひ状態に

陥った。

d 河川被害

王滝川では，先に述ぺたように天然ダム

が形成されたが，その結果，柳ケ瀬から

流では林道王滝線が水没，その下流では氷

ケ瀬までの3200mが大景の土砂で埋没し

fらさらに氷ケ瀬にあった王滝営林署貯木

場に集積されていた大絨の木材が流出し，

名勝として古くから親しまれた王滝川の絶

332 

景「氷ケ瀬峡谷」は，その絶壁にかかる

り橋とともに完全に流出，往時の美し

観を失った，

鈴ケ沢では，御嶽山中腹から流れ下っ

土右流が一部小三笠山の東肩をのりこ

ケ沢を流れ下ったため，御岳林道に架か

鈴，T沢橋および村道に架る

し、尾島稿の橋台が破捐し，その名のと

りせせらぎの美しかった消流は，土砂で見

るかげもなく荒れ果てた(

大又川の河口では松草JI!が合流している

が合流部から王滝川との合流点までは

形をとどめない状態になった0

e 民有林に関する治山被害

王滝村(l)92％は森林であり，そ

が国有林，残りの13％弱が，私有林・

林などである。被害はその全域にわたっ

発生し，国有林を除いて全部で95か

72.29h a被害総額749,000万円に及ん

f 国有林被害

国有林も全域にわたって被災した。

状況は右頁表の通り。



国有林被害

区 分 被忠数・lit 被杏額

治 山 林地荒廃 約600ha 102倍2千万円

林 道 。28路線

。被杏箇所約207箇所 27億8千万円

。被雹総延長 16km 

立 木 105千m' 351む6千万円

事業用施設等 事業所宿泊施設等
12倍円

丸太（索材） 3,300m' 

計• 177億6千万円

g 農業関係被害

農作物・農地・農業用施設全般にわたっ

て被災した。その状況は下表の通りだが，

第2節復旧のあゆみ

国有林被害治山内訳分

コンク ijートI: 55,195957) .7m' 4,283 ff Ii l'J 

コンが/-トプo,,?I 8,7515 0WI ,I 962 

鋼製枠］： 6(9162) ,7 l 858 

緊急災害 述搬路 3,500m 210 

,1, 腹 ］今 18.8畑 1,621 

航空火播工 67.0畑 436 

i 1~ (78) 8,370 

コンクリート］： 43, 9{ 112 4, 1 2999' 1,846 
施設災専

9: I• (12) 1,846 

合 II (90) 10,216 

性を失い，用水がかれた。ちょうど稲刈期

に近く，平年以上の収穫が得られたのは不

地裳により圃場の多くが地割れが入り保水/ 幸中の幸いであった。

農業関係被害

11i 作物

1ml-T刊

施設披•g,r,; I 牒

棟 I_T-Pl 

殷業 Ill

1ml-TlIIIヵ／；祈 1め ::II :'.:1r|t',.>]:地

施設

三言
ill 

・T・l'I 

合，iI•

千Pl

3.11 1,100 I 2 I 8,soo I 6.32 I 86,ooo I 1 I 1,000 I 6 140,000 I 10 128,000 I 11 1143,0001 28 1212,0001301,600 

h 医療施設関係被害

王滝村国民健康保健診療所は，医師，歯

・医師住宅被害額 1,490,000円

・歯科医師住宅被害額 351,000円

科医，看護婦各 1人，事務貝 2人が常勤し i 水道施設被害

ている。面積482m’。 村内 4つの簡易水道施設はすべて被災し

この診療所は，一時，全壊し薬品も使用 た。

不能と伝えられたが，状況が鎮静化すると 施設はそれぞれ水源施設，送水ポンプ室，

ともに，結局は，建物はほとんど壁が落ち ポンプ設備，配水池などで構成されている

薬品も散乱したが，医療機器類にも損害は が，これらに関しては滝越で配水池の石積

なく被害は次のようであると判断された。 みが崩れたほかは，石積の亀裂，地盤沈下，

・診療所被害額 1,480,000円 フェンスのこわれなど，損害は軽微だった。

・医薬品被害額 2,792,843円 / しかし，導水，送水，配水管は道路，橘と
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水道施設の被災

水泊名 恢 災 概 淡 披杏貧ii "5) 

月
旧
む

年
復
含

旧
仮
も

復
ー
＼

復lriまで
の H数

玉沌村簡易水道

況越簡i易水泊

おんたけ1：li薗帷l1易
水道

Jヽi

1, 175 i 

一85' 
千in

58,600 
59.10.11 B

?
 

2
 

21 

九蔵前易水ii

岐災計／給* i 抜災l/illJ/水

紅） 1 戸数！ 人口 ！ 疇

口2I I 

,, l 
85 i 

?5 

245 

22 

85 

85 

75 

245 

i，1江1第3水ili!l'iil贔紀水管流失、
祁 1 配水竹破/JI多数、全戸断水

配水池石!/i/ii1殷と科，配水門徽！JI
全戸断水

ー、 '丘＊竹計団、｀破りゅ数
全戸斯水

減祖祖11il,}％、水竹破lll多数
全戸断水

3, 300 

14,40-0 

6,000 

59、9.28

~
 

0

4

 

3

1

 

9

9

 

9

0

 ー

9

9

 

，
 

5
 

，
 

5
 

14 

16 

30 

ともに流失したり，各所で折損，亀裂など

を生じていた。 そのため， 元来水源は良質

の湧水であったが、被災と同時に，大部分

が，茶褐色の渡い色に濁ったり枯れてしま

った。各簡易水道の被災状況は上表のよう

であった。

商工関係の被害

この関係では87事業所で 7億4,694万円

の損害が生じた。

王滝村にとって，特にダメージが大きか

ったのは，御嶽登拝と御岳スキー場にかか

わる被害でを 立村の基盤そのものを揺るが

したといえるだろう。

そのうちまず宿泊施設では，全体で旅館

民宿33, 計52施設中，全壊が 3'半壊

が11と被害を受け， 59年度冬期に営業でき

19, 

ない 6施設が発生した。また滝越への道路

の復旧が遅れることから， 59年中は営業で

きなかった施設は 6か所に達した。結局，

59年冬営業できたのは旅館14, 民宿26の計

40施設となった[

御嶽信仰関係では，
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王滝ロ・黒沢口の両

登山道を含め約 2万甚といわれる霊神碑の

大半が倒壊，特に王滝村関係では，霊場十

二権現が崩壊し，清滝に土砂が流入した。

登山道は陥没や落石で寸断され，公衆便所，

避難小舎が損壊した。

スキー場関係では，

画より大幅に遅れ，

より，

その他，

関係では，

リフト建設が当初計

また道路崩壊や落石に

あるいは復旧仮設道路に切りかわっ

たことによって大型バスの通行が制限され

るなどの大きな影靱を受けた。

その結果，観光地利用者数とスキー場利

用者数は右頁表のように減少した。

サイクリング兼用道路が落石や

土砂で寸断され，国民宿舎， テニスコート

が損壊したほか，滝越で進められていた水

交園を中心とした観光客誘致計画もとん挫

した。

鈴ケ沢下流九蔵地区では奥田工業の 2級

火薬庫 2棟が土石流で流失した。高圧ガス

一般家庭のLPガスで， 設備・

容器の流出が10戸・ 24本に及んだ。配管の

破損は 5戸，容器転倒は62戸で見られた。



観光地利用者数
（千人）

¥ l変 58 59 前年対比

8 110 131 119.1% 

， 21 7 33.3 

10 29 

゜ ゜11 10 

゜ ゜12 53 II 20.8 

K 教育関係被害

王滝小・中学校では， 5,443万円の損害が

生じたが，これは壁の落下・亀裂，天井の

落下，床の沈下，窓ガラスの破損，石積の

崩壊などによるもので，校舎，体育館など

ほとんどは古い木造であったが，建物の構

造材の損壊はなかった。しかし，避難所と

して指定されていた中学校体育館は，天井

が落下寸前となり，使用不能に陥った。

一方王滝村国民体育館は，昭和54年に竣

工した鉄筋コンクリート造であったが，床

の一部陥没，梁受部分の破壊，壁のひびわ

れによって， 6,322万円の被害が出た。村の

防災計画では，ここを避難所として指定し

てあったが，損傷によって危険となり今回

は避難所としてはほとんど使用されなかっ

た。また，東地区の崩壊地の上にあった東

区分館は跡かたもなく流失， 550万円の被害

を出した。

l 公共機関関係被害

日本電信電話公社（現NTT)施設に関

しては全村に被害が及んだ。電柱倒壊・流

第 2節復旧のあゆみ

御岳スキー場利用者数
（千人）

] 58 59 前年対比

12 52 11 21.1% 

I 129 62 48.1 

2 106 69 65.1 

出，架線ケープル流失などが主で，他に，

マンホール被害，交換局内バッテリー被災，

管路ケーブル被害などがあった。

中部電力関係では，電柱116本，高低圧電

線10.1km,変圧器11台，引込線170本などの

被害があった。被害額は4,000万円。

関西電力は王滝村に，三浦発電所，滝越

発電所を持っているが，直接の被害として

は，王滝川を横断する72mの水路橋が流失

し，滝越ダムと三岳村の大島ダムを結ぶ地

下尊水路に濁川の横断部で300mにわたっ

て土砂がつまり送水不能になり，また滝越

発電所が機能を失ったりなど， 270,200万円

の大きな物的被害が発生し，間接的には，

勤務員の上下山，食糧など生活物資の輸送

に困難をきたすなどの影靱を受けた。

導水路が閉そくした影響は小さくなかっ

た。自然湖下流での行方不明者捜索や川床

工事を安全に続行するのに三浦ダムからの

放流は止められていた。地震当初三浦ダム

の水位は低く放流の必要はなかったが， 日

がたつにつれて満水の状態になってきた。
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平林昭喜さん

洪水がない限り導水路が健全であれば，滝

越ダムを通じて王滝川にかかわりなく大島

ダムヘ送水することができるが閉そくのた

め，それが不可能になったからである。

結局，下流に監視を立て，安全を確認し

ながら王滝川にできた自然ダムから下流の

川床を開きつつ徐々に放流し事なきを得

た。

2) 復旧事業

a 公共土木施設

363頁の図は，長野県土木部木曽建設事務

所がまとめた，公共土木施設の復旧計画を

示す地図である。

この計画の推進について，同所の設計第

ニ係長平林昭喜さんはこう話している。

「この中で最重点に行っているのが，松

越のところの東地区周辺の復旧工事で，そ

れともうひとつは，氷ケ瀬・柳ケ瀬地区の

工事です。

この東地区の事業は，道路，橋梁，河川，

砂防と全部かかわり，大がかりなものにな
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村の生命線県道の仮橋建設

りますんで，これは別として，清滝までの

県道関係は， 60年 6月までに，それから上

スキー場までは， 12月1日には開通させよ

うと……。で東地区は60年 9月14日が完成

目標です。氷ケ瀬，柳ケ瀬は 2年計画です。

これらと併行して，地すべり，砂防関係の

事業がありますが，これは 4年計画です。

地すべりに関しては，松越で20ha,上島24

ha,滝越16haですね。砂防ダムは大又川で

2か所，倉越，松越，溝口，鈴ケ沢2か所，

濁沢2か所で，計9か所です。地すべりは

営林署の仕事になりますし，砂防は建設省

関係です。

工法については氷ケ瀬，柳ケ瀬の場合，

何しろ3600万面という土砂ですから，いろ

いろ問題があります。それで建設省河川局

防災課と，土木研究所，それに長野県の土

木部と三者で王滝川災害復旧工法検討委貝

会というのを作って， 4回ばかり委員会を

開いで慎重に検討しました。

たとえば堆積した土砂ですが，火山性の

ものですから支持力がない，すぐ流れてし
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アースアンカーエ法で復I日された松越ののり面

まう。その上に構造物を作っても足もとか

らどんどん洗掘されちゃう，普通の構造物

じゃダメなんです。

プロックを積み重ねるという方法を考えた

んです。

もっとも松越の方でも，

工法といいまして，

を打ち込み，

しかし，

え，

そこで委員会では異形

アースアンカー

のり面から19mの鋼棒

これで構造物をとめて，

と一体化する，

とっています。

といった，

で並たいていじゃありませんが。

はもうおっつかないんです。

の中心からだけでも 7km, 

地盤

あんまり例のな

い方法をとっています。砂防ダムもやっぱ

り新しい工法でニューマチックケーソンエ

法といいます。早い話が，堆積した支持力

のない土砂の上にダム構造つくってもダメ

なもんですから，下から土砂を出しながら

上から圧をかけて沈めてゆくという方法を

といっても20何m沈めるん

これほど大規模な事業になりま

すと思わんところに悩みがでてきましてね

たとえば電気容最ね。王滝村の容量で

といって，村

8 kmあるところ

長野県西部地震災害復旧治山事業

←-~T̂ ”出3釦れ臼王湯討

＂雰中””'「.--n9マダ
二予ユー心火9て：ご、 < 
←9か3紅い9しユ怜口臼
J ~. •「_,臼―J、パこ◇竺←ヽ ←→e・・？
でmm◇ ↓～一名がふ江
し念、
共ム 9 、•K
呼喰x”~↓d↓ 9や”

、-
苓-- =--•冷己9&⇒

〇怠“益包塁ヤ竺“'•-3 < 
9- ． r• 一 •2雹芍厄づくこ貫露

心'’ ン9-，•ょこ”””Vて迄9,. 
:勺＼

盲""'"四材云下叫川詈

長野営林局による治山事巣概要図

を新しく大容最用に電線引いてんじゃ工期

が間に合わ＼ない。 で発電機入れるとかです

ね。それからコンクリートも，村に生コン

の工場がな〈なっちゃったものですから，

8 tも10tもあるプロックを，松本あたり

で成形して持ってくるんですが， トラック

1台に 1個しか運べませんからね，

て，

たいヘ

んです。最近新しく村に生コン工場ができ

これで条件はぐんと良くなりましたが

・・・・..」。

東地区の復旧事業計画図および，氷ケ瀬，

柳ケ瀬河川工事計画図を363-365頁に併せ

て収録しておく。

b
 

林業関係

林野庁関係の復旧事業の規模は前項の f

(333頁）の表のとおりだが，数字には現れな

vヽ， 細やかな配慮を， ご紹介しておく。

もない時間がかかる問題があるんです。

れひと口にいうと緑化，

も

う一度長谷川忠彦さんにご登場いただく。

「災害対策特別事業は61年度で終わる予

定ですが，実はほんとうの復旧にはとてつ

こ

ということなんで
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広大な治山工事現場（濁川伝上川合流点）

すが，別に林野庁の管轄とは限らず，王滝

の村内あちこちで，美しかった景観が失わ

れているんですね。ぅっそうたる森がごっ

そりなくなって，あっけらかんとしちゃっ

たとか，子供達が遠足に出かけていたきれ

いな淵が埋まっちゃったとかですね。これ

ほんとにもったいないし，人工的に取り戻

すこともムリでしょうが，せめて，災害の

あとを赤裸のままにしないでおこうと，い

うので，積極的に緑化します。御嶽の信者

さんが大事にしてきた清滝とか，十二権現

などですね，修地をして木を植えます。原

形復旧とは申しませんけれども，何100年も

かかってできた景観をですね。これからま

た100年かかるか150年かかるか，そういう

ことを頭に置きながら……長野県の治山事

業といいますか，造林事業のですね，ひと

つのこう模範になるような，そういうこと

も兼ねながら，やっています。営林局では

源頭部や伝上川，濁川の崩落地にもヘリコ

プターで草の種まいたりして， もう，ぽつ

ぼつ緑になってきていますが，これも将来
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のための準備ということですね」

地元王滝営林署の動きも村民を感激させ

た。その様子を「長野林友」 1985年 1号に

寄稿された小瀬川秀次さんの手記「西部地

震に思う」に見ておく。

「……。王滝村の総面積の90％が山林で，

しかもその90％が国有林であり，今回の地

裳の被害額は村220億余円，国有林190億円

であるが村の復旧復興は，国有林の復旧復

興のかかわりが密接不可分の関係にあった

と思います。対策本部から出ていた災害救

助法適用下の営林署事業の進め方に対する

制約による生産の停滞はもちろん，交通確

保のため国有林内で迂回路の緊急改修，捜

索活動のための施設提供，緊急物資に対す

る労務協力など，適時適切に地元要請にこ

たえてもらい感謝を申し上げると共に，関

係者の御努力に敬意を表するものです。

地震発生後，避難所となった小学校校庭

ヘ，ヘルメット姿の国有林の職貝が避難し

たころは，余震も続き，土石流や山崩れに

よる二次災害の発生の心配もあったわけだ



が，現場に分散した職員の安否掌握は，さ

すがに営林署だけあってよ〈やられている

という声もあった程適切にやられていた。

その後，全員無事であることも知り， また

土石流の流れた現場で九死に一生を得た職

員の臨機応変な行動のあったことも承りま

した。運，不運を超えた山を職場とする者

のみが命を拾った記録と思う。

裳災時の村内の人口の動態は，応援，報

道等が入り込み人口は増え，村人は，老人

や子供たちが村外ヘ一時避難していたこと

もあり，村内外人口は逆転していたことも

あった中で，村内者は，捜索か復旧に全員

出ていた。そのころ，全国各地から贈恵下

さった救援物資の取扱業務が停滞し，送恵

者の厚意が届かないという批判の中で困っ

ていた時も，営林署の組織的応援で処理し

て頂いたことも，有り難いできごとであり

ました。

山村の裳災では，陸の孤島化することが

ある。今回も，滝越，八海山，をはじめ村

道一号線（県道不通のため唯一の村へ通ず

第 2節復旧のあゆみ

田中豊さん

る道）に対する迂回路は，総て営林署の林

道の改修により通行可能となり，住民不安

を解消してくれたことは有難いことであり

ました。 ・・・・・ •」

小瀬川さんの手記では，営林署が時には

臨機応変に，時には，計画的，組織的に，

王滝村の再起に対応したことへの深い感謝

が述べられているが，それらの動きは，当

然，林野庁の行政の底にひそむ，ある暖か

い何かが，表に現れたものであると考えら

れる。というより，長野営林局監査官，王

滝営林署駐在の田中豊さんの話を聞いて，

そのように筆者は考えるようになったわけ

である。

一部，重複する面もあるかもしれないが，

総合的なしめくくりとして，田中さんの談

話をご紹介する。

「まず災害の大きさと状況ですが，私ど

もの調べでは，面積にして75ha,土石最で

3600万m3，そのうち鈴ケ沢に入ったのが10

万m3，そのほかは，全部伝上川と濁り沢に

入ったんですね。源頭部は地獄谷ですが，
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以前から， 7本，治山ダムを作って，崩壊

に備えてはいたんです。それが今度全部も

っていかれちゃった。それで崩落した土砂

が，濁り沢の中腹の， もとの濁川温泉から

上に， もとの川原から厚さ 15mくらい堆積

したんです。これが災害後も，流れつづけ

ていて，どんどん下流にたまっていくわけ

です。下流は柳ケ瀬で，ここに2100万面て

な，大最な土砂が堆稜しているわけです。

そこへ上から流れ込んでくるんですから，

より下流への影靱やひいては牧尾ダムを埋

没させてしまう可能性だってあるわけで

す。私どもとしては，まず，濁川，伝上川

の堆積土砂を全部そこに封じこめてしまお

うということで……。 32億円の予算で伝上

に9本，濁川に 5本，鈴ケ沢に14本の治山

ダムを作ってきたんです。と同時に，伝上

と濁沢の合流点近くの80haくらいの斜面

にヘリで，草の種を撒布しましてね，これ

がもう 1年の間に70cmくらいに育っていま

す。思った以上に緑化が進むんです。これ

に勇気づけられて，復旧への意欲が高まる
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というようなことで……。今度は18億4000

万円ほどで，カラマツ丸太を使って谷止め

をふくめて，小型のダムを20本ほど伝上に

入れました。不思議なことに，地裳の直後

には川筋が右に左に，移動してたんですけ

ど，だんだん， もとの川に沿って流れるよ

うになってきた。やっぱり自然の理ていう

ものがあるんですね。でその自然の流れの

ところに水路を開さくしましてね，そこへ

流すと。そして両岸は，カラマツや，崩落

土石の中の石を生かした，護岸，砂防のダ

ムを作りました。だいたい 7割ていど進み

ましたか。さらに，村にも協力していただ

いて，桧を植栽したり，ボランティアに植

樹してもらったり，緑化がいちだんと進ん

でいます。ちょっぴり個人的な考えでいえ

ば，これが育っていけば自然公園みたいに

なり，さらに育っていけば防災機能も出て

くると。そして， 自ら木を植えた人は，そ

こに出かけることで，災害を思い起し， 自

然への畏敬の念を深める，そんな場所にな

るといいですね。復旧工事がむしろ夢を育



第2節復1日のあゆみ

農地農業用施設復旧計画

総 額

工種 箇所 事業 1t 箇所

牒 地 82 178,794 
(63) 
80 

施 設 51 204,826 
(15) 
48 

,1I・ 133 383,620 
(78) 
128 

同左 6月末日予定出来翡

工f,[9 箇所 事業 1,I

股 地 80 
千円

176,015 

施 設 48 189,334 

計 128 365,349 

（ ）は施越分の内数。

ててくれるような気がします。」

c 農業関係

率

％ 
100 

100 

100 

59年10月3日から 1週間，用水路の応急

仮工事が行われ， 12月から緊急査定に基づ

いた水路工事が60年 5月までの間に行われ

た。

本格的な復旧事業は， 59年10月29日～11

月2日の間に，関東農政局と関東財務局の

現地査定が行われ，その結果に基づいて，

59年， 60年の 2か年にわたって実施された。

その規模は前頁の表のとおりである。

d 社会福祉関係

王滝村保育所に関しては， 10月4日保育

が再開されると同時に復旧工事が始めら

れ，併せて災害復旧費国庫負担協議書が出

された，工事は10月31日に完了した。

王滝村老人集会施設は，他の災害の復旧

59年度契約分 同左 5月末日出米高

事業 1t 率 箇所 ，ヽ1，；・業 1,i 率

(64,525) 1361 80 
千円 ％ 

100 176,015 98 176,015 

(43,652) 121) 
45 181,967 96 

189,334 92 

(108,177) (28) 
125 357,982 97 

365,349 95 

箇所

2 

3 

5 

60年7月以降分

事業 1,i 率

千円 ％ 
2,779 2 

15,492 8 

18,271 5 

状況にあわせて，応急復旧が行われた。

e 医療施設関係

王滝村国民健康保健診療所は10月11日厚

生省へ被害の程度を報告し復旧について特

別の配慮を依願した。 12月11日には上申書

が国に出され， 60年 2月28日には特別調整

交付金で災害復旧費が村へ交付されるよう

申請が行われ年度内に交付された。

復旧はすでに完了し，従来どおりの診療

が行われている。

f 水道施設関係

水道は日々の生活に直結するだけに，給

水回復のための応急給水と通水計画が優先

し，水道施設災害国庫補助事業としての査

定と実施は11月にずれ込んだ。

応急復旧もしかし，国・県の協力，指迎

で精力的に進められ， 9月14日には早くも
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水道施設災害復旧事業査定調査額

在定 :)i業 1,i
水追名

申訥額 調壺額

千円 千円
王滝村節易水追 34,485 29,654 

滝越簡易水逍 2,164 789 

九蔵簡易水道 5,772 5,159 

nおtiん易たけ水泊i迅l"i 3,881 2,991 

,i~ I ~ 46,302 38,593 

県の技術職員が村に入り，政府調査機関も

17日に現地調査を行っている。佐久市水道

事業団から高性能のろ過機が提供され，水

源を確保しつつ，上流から下流へと順次通

水が行われてゆき， 9月24日には大又水源

系統の松越配水池から通水が再開され， 25

日には東地区の21戸を除いて王滝村簡易水

道の95％が回復した， 27日には滝越簡易水

道が仮復旧を完了， 10月 1日には王滝が 5

戸を残して仮復旧完了，同日九蔵簡易水道

も通水した。 10月13日御岳簡易水道が仮復

旧，これで全村の給水が可能となった。

国庫補助による復旧事業の規模は上表の

とおりである。

g 観光施設関係

王滝村の観光への打撃は同時に県の観光

への打撃でもある。シーズンに合わせた早

期回復が目ざされた。

スキーシーズンに向けての復旧は道路関

係についてはすでに述べたし， リフト建設

についても，ふれる機会があった。

御嶽信仰関係では，寒参りに間に合うよ
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復旧事業牝
採択率

59年度 60年度

％ 千円 千円
86 17,670 11,984 

36 107 682 

89 2,075 3,084 

77 2,991 

83 22,843 15,750 

う清滝への歩道が， 59年度観光施設整備事

業補助金によって緊急復旧され， 60年同補

助金では，御嶽山登山道，清滝園地，八合

目避難小屋の復旧が行われた。

h 教育関係

被災後，災害復旧費国庫補助事業計画が

立てられ，それに対する現地調査が11月19

日から21日まで行われ， 60年 1月末本格的

な復旧工事が開始された。この工事は 3月

末にはすべて完了したが，補助額は小学校

631万円余，中学校1,405万円余であった。

i 公共機関関係

電話，電力ともに復旧は急を要したので，

いずれも被災直後から復旧作業は開始さ

れ，スピーディに機能が回復されていった

のはすでに述べた通りである。



第 7章明日にむかって

第 1節立ち上がる人々

王滝村が昭和60年に公刊した「過疎地域

振典計画（昭和60年度～昭和64年度）」には，
しあわせ

「山と川と緑のふるさとに幸福を求めて」

と副題がついている。

その冒頭の部分に“振典の基本方針”と

いう項があり，‘＇雄大な大自然を活かしたふ

るさとづくり＂に始まり“若者が躍動する”

“郷土愛あふれる教育文化の"‘'壮健ライフ

の"“うるおいのある森林資源，水資源の”

“交流により豊かな人間性を培う＂とそれ

ぞれの“ふるさとづくり＂の目標がかかげ

られ，それと併せて“めぐまれた資源の活

用”をめざしている。そして，それらの末

尾近くに“長野県西部地裳復興対策”が置

かれている。その内容をかいつまんで紹介

しておこう。

ここではまず対策を「村有史以来，未曽

有の被害を受け，その復興は後期過疎地域

振興計画期間初期から中期にかけて最重点

事業になった」と位置づけている。

その方針として 5つの項目を挙げ，その

第 1は「人的被災の復興」である。過疎の

中で，「村民は 1人多役で地域振興に当た

り，若者定住を目ざしている村にとって，

人的被災の社会的・経済的損失は極めて大

きく，人的再生は最大の課題」ととらえて

いる。

第 2点は，「基本的条件及び生活環境の復

旧」とされており，生活道路，民生・衛生・

教育の施設復旧，営業できない事業所・営

業所の早期復旧を強調している。

第3点は「防災体制の確立」で，巨大ダ

ムを控えた村で，村民は防災に対する潜在

的不安を感じており，二次災害防止，安全

保安対策の確立，村防災計画の根本的見直

し，そして，村民への PRと訓練を意図して

いる。

第4点には，「民間経済の維持復興と若者

定住対策」が挙げられている。信仰とスキ

ーの山，御嶽山，秘境滝越，森林浴とサイ

クリングロード……大自然に根ざした観光

事業が，村に最も適合した産業振興であり，
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第7章 明日にむかって

0避難解除宣言

長野県西部の地碇活動は、その後、 10月 3

日の余擬、マグニチュード5.5以降は鎮静化し

ており、気象庁などの観測記録、専門家の見
解などを参考にすると、その活動は、終息に
近づいているので、去る 9月14日の災害対策
基本法第60条第一項の規定による避難所への
避難指示は、昭和59年10月26日から解除する。

なお、 2次災害防止については、今後もひ
き続き警戒をする。 (10月25日・王滝村村長）

創意工夫に努めて振興を図る必要があると

している。

第5点は，森林，水などの資源供給地住

民の災害に対する不安を緩和するために国

に対し，公共事業の実施を要望している。

ここに見られるように，過疎化の進行を

食い止め，自然を生かした産業振興が眼目

となっているが，そのためにたとえば「若

者定住」ということばで示されているよう

な「次代の人々」への期待には並々ならぬ

ものが感じられる。ある意味では産業振興

もその「次代の人々」のためのものである

かもしれない。

その意味で，将来の王滝を担うであろう

子供たちの感じ方を紹介しておきたい。「地

の底からの叫び」の第 1 章•第 5 節は「私

たちの誓い」と題され，子供たちの将来へ

の夢や希望が綴られている。

まず，中 3の下村晃司君の作文から抜す

いする。タイトルは“新たな決意’'。「十月

二五日。この日の夕方，村長さんの安全宣
※ 

言があった。………。学校が再開してから
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木曽川の源流王滝川

この日までの三十一日間は，地区別に集団

登下校をしていた。だが，これも安全宣言

によって解かれた。………。ほかにも，村

長さんの安全宣言で，この王滝村のこれか

らの観光についても報告があった。内容と

してスキーの誘客を開始する， ということ

であったが，きっと地震があったから，ス

キー場に来るお客さんの数は，例年に比べ

て少なくなるだろうと思った。しかし，そ

うなってしまうと，この王滝村の観光がだ

めになってしまう。僕は，スキー場に沢山

お客さんが入ってくれることを願ってい

る。………。このように，安全宣言によっ

て，いろいろなことが始まったり，終わっ

たりしている。いかに，この安全宣言が意

味深いものかがよく分かった。………。こ

れまで，地震におぴえた生活をして来たが，

これからは，地裳に勝つような気力を持ち，

生活を送っていきたいと，僕は，決意した」。

中 2の福井真一君，“帰らざる日のため

に＂。「地裳のため，楽しみにしていた運動

会や，文化祭が中止になった。がっかりし



災害後完成されたトリブルリフト

ていたぼく達は新たな目標の校内音楽会を

成功させることだけしか，頭になかった。

曲名は，『帰らざる日のために』と『マイウ

ェイ』。ぼく達は，この二曲にかけていたた

め，毎朝，パートごとで集まり，歌った。

音楽室も，廊下も，教室も，『だからさがす

んだ君と……』，『決めたままに……』など

と梱きわたっていた。やはり一人一人が燃

えているためだろうが，久しぶりで校舎が

活気づいてきた。中部支会では他校の生徒

に『あっ』と言わせたい気持ちと， くじけ

ずにやっているということを示したい気持

ちとで頑張り，自信をとりもどした。

………。短い間だったけれど，ぽく達にと

って，この歌は心の支えになり，何ごとに

もがんばれることを教えてもらえた。この

『帰らざる日のために』と『マイウェイ』

は，一味ちがった歌に思われる。ほんとう

に歌ってよかったし，ぼく達にとって一生

わすれることのできない歌になるだろう」。

中2村木聡子さん。“生徒会活動にも活気

を＂。「地震後，三カ月という日が過ぎ，登

第1節立ち上がる人々

こコ

木曽中部支会音楽会（福島小）

校，部活，生活もだんだん平常に戻りつつ

ある。そして，我が王滝中学校の生徒会に

も引き継ぎの時期がやってきた。三年生か

ら手渡された生徒会をこれからは，私達二

年生の手で引っばっていかなければならな

い。………。はじめは，地裳でろくに活動

すらできなかった生徒会も，全国から寄せ

られた激励文，千羽鶴等の心温まる品々に

対する礼状書きをきっかけとして，活気を

取り戻してきた。……生活も落ち着いてき

た中で，私達も地震で亡くなった方々のた

めに何かしようと考え，慰霊式をおこなっ

た。………。これから，この地裳をきっか

けに王滝中学校は大きく変わらなくてはな

らない。いつまでも地裳というものに甘え

ることはできないのだから。………先輩達

の築いてきた王滝中学校を，私達の作る牛

徒会で，すばらしいものにしていこうと決

意を固くしている」。

“王滝村の明日＂について中 3の藤村あ

ゆみさんの考えはこうだ。「……。地震の復

旧作業は今も行われています。私達も何か
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第7章明日にむかって

，． 
お礼の手紙を書く中学生

手伝えないかと思いましたが，中学校の私

達にできることといってもほとんどありま

せんでした。けれど………お礼の手紙を書

いたり………中学生全員で慰霊式を行った

りしました。今は，このようなことしかで

きないけれど，これから私達若い世代が，

王滝村の役に立てる時がくるでしょう。そ

の時には，できるだけ手伝いたいと思って

います。………。王滝村は村民全貝の手で

また作り直していけば，元の美しい村に戻

るでしょう。その時，私達も一緒に手伝え

たらと思います。今以上の村を作るために」

小 2あさ川まどかちゃんの“まけないぞ，

わたしたちは”をご紹介しておく。「地しん

がきたときは，こわくて，にげだしたくな

ったけど，今は， どんなことがあっても，

まけないぞ， という気もちになってきまし

た。

まだつづくよしんにも，まけないように，

わたしたちは，がんばりたいと思います。

その気もちをみんながもてば，きっと地し

んも，にげていくと思います。そうすれば，
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木曽郡科学展に出品入選し 表彰される小・中学生

地しんがいくらゆらしたって，つかれるか

もしれません。

地しんの後，やっぱりみんなは，地しん

にまけない，強さがあったんだと思いまし

た。わたしは，それを知って， とってもよ

かったです。

もし，強くなかったら，みんなもう，ど

こかへひっこしていたかもしれません。で

も，みんな，ひっこさないで， くじけず，

地しんとたたかっているんです。この強さ

と，くじけない心が，地しんにまけないぞ，

というゆうきを，生んできたのです。

みんなゆうきを出したら，どんなことが

あっても，ぜったいにまけずに，がんばれ

ると思います。どんなにつらいことがあっ

ても，地しんの後，みんなでがんばったこ

とを思い出して，がんばりたいです。」

最後に小学生の中でただ一人肉親を失っ

た小4の田中利加子ちゃんの決意を見てお

こう。“お父さんの分までがんばるぞ”。「わ

たしのお父さんは，九月一四日の長野県西

部地裳で，松越地区のかけた土石流にまき



第2節 明日の王滝ヘ

登校再開の日（中学校体育館で）

こまれて，行方不明になってしまいました。

……。……ーカ月たった，一〇月一三日に，

お父さんがい体でみつかりました。……。

わたしは，

まったけれど，

ている仕事や，

聞いて，

でも，

第 2節

1) 

だいじなお父さんをなくしてし

これからは自分の受け持っ

お母さんの言うことをよく

お母さんを安心させたいと思いま

す。……。わたしは毎日の勉強にはげんで，

お父さんの分までがんばりたいと思いま

す。お父さんどうか，

は先に引用したが，

わたし達を，

いつまでも守ってください」。

明日の王滝ヘ

「過疎地域振興計画」

第1節では村の復興からさらに振興への

方向を大まかに紹介しておいた。振興策に

ついて，特に産業面で， 今一度「過疎地域

振興計画」を見ておこう。

“人口再生＂が眼目のひとつであること

それは「若者の就労市

場が村内に形成されない限り，

いつま

人口の再生

川
合
校
長
は
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日
か
ら
は
晋
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の
で
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は不可能になる。 そこで，若者が安定して

就労できるような地域開発が是非とも必要

になってくる」からである。

振興策の概略については次のように述べ

られている。

まず牒業では「山村特有の風土を生かし

た牒産物を奨励し，流通販路を確立して，

第二種兼業牒家の所得向上を」図り

の人々の体験農場及ぴ観光牒業」への「施

策を検討する」

「都市

としている。

林業では「忍耐」づよく 「将来経済価値

の高揚を待ちながら，村民財産の形成と自

然環境保全のために造林保育を主体とした

林業経済を推進する」。

蓄産業では「イノブタが，全国的にも稀

少価値であることから」その振興を図って

ゆく。

第二次産業は「建設業が中心」で，「設備

の近代化により雇用の維持と安定した所得

の確保を促進する」。

百草製造業は「製品が好評を得ており，

雇用機会の少ない当村」では「賀重な事業
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第7章明日にむかって

所」なので「原材料の確保に努めて企業の

拡大を促進」したいとしている。

木工業は地場産業として育成してきた

が，地辰で人材・工場とも失われたためそ

の復興が急務となっている。

特殊林産物は地場産業振興，高齢者の生

きがい対策として開発が必要とされてい

る。

第三次産業は，観光振興で，御嶽山とい

うシンボルがあり「資源に恵まれた地域に

最も適合しており，重要な過疎対策事業と

して推進する」が，その際， 200年の歴史に

培われた御嶽登拝を基盤として「自然のな

かで健康増進とスポーツリゾートの提供」

を基本に，村内各地区の役割を見定めて振

興を図っていく。

御嶽山～御岳高原は，登拝基地として充

実を図りつつ，新たにアウトドアライフの

基地として再開発を進める。

御嶽スキー場はリゾート性とコンビニエ

ンス性を兼ねそなえたスキー場として，再

開発，整備を進める。
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地熱開発のポーリングがはじまった

松原地区はフィールドスポーツの基地と

してスポーツ公園化を進める。

滝越地区はグリーンシャワーをポイント

に，憩いとスポーツ，「歴史と秘境の里」と

して再開発を考える。

さて，これらの振興事業を支える現場で

は，どのような考えや動きが見られるであ

ろうか。以下，いくつかの事業を取り上げ

ご紹介する。

2) 地熱開発

このプロジェクトについては村長自身が

「大いに期待している」と語っている。現

在NEDO（新エネルギー総合開発機構）

の手で促進調査が行われているが，すでに

昭和58年，中部電力（株）が基礎調査を終わ

っていた。それを引きついだ形で， 59年か

ら計画は進み出したが，地震被害からの復

旧，村振興の方針から，さらに積栖化した

ものである。

村にはNEDO地熱調査部の王滝調査事

務所が置かれ，調査の推進に当たっている



鈴岡利男さん

が所長は鈴岡利男さんである。

「実は59年に調査の実施計画出したんで

すが，下呂町で温泉に影聾があっては困る

ということで反対があって，一時中断した

んです。で県が中に入って話し合いをして

了解を得て，機構の方でも60年の事業とし

て通産省から交付金もいただいて，まず 2

年間の調査をやり， 3年目は， 2年までの

結果で決めることになってます。段取りと

しては，まず賦存状況調査というのをやり

ます。大きく分けて概査と精査のふたつの

調査をやります。概査では地表地質，地化

学の調査と，物理探査をやり，精査はポー

リングをやって，構造調査をやりますが，

今，伝上川の上では 3本， 400mのもの 1本

第 2節明日の王滝ヘ

ポーリングタワー（濁川上流）

最低200度以上ないとダメで，蒸気の形で出

てきます。それでタービンを回して発電す

るわけです。それで余ったエネルギーは

色々利用できるわけで，温室作ったり，全

戸給湯が可能になったり，温水プールがで

きたり，温泉できたりするんですね。いず

れにせよ，今進んでいる調査に基づいて評

価が出て，評価が良ければ，民間なり，地

方自治体なりへ移管されるわけです。調査

の感触でいうと，今のところ，けっこう有

望だろうと……。村の一人として楽しみに

してるわけです。県の方でも，村の活性化

ということで，大いに期待しているとも聞

いています」。

lOOOmのもの 2本掘っています。それらと 3) スキー振興

平行して環境調査というのをやります。調 昭和60年末，御岳スキー場に，鉄骨 2階

査は地表と地下に分かれてまして，地表に 建のスキー学校が完成した。これは， リフ

関しては，気象，大気，水質，振動，地盤， 卜やゲレンデといった，ハードウェアの整

動植物，景観，温泉などについて調べます。 備ばかりではなく，スキー場の利用法，サ

地下については，微小地震の観測と，ボー ービスといったソフト面での前進のひとつ

リング調査ですね。地熱利用というばあい の現われといえるだろう。スキー学校の関

349 



第7章明日にむかって

御岳スキー場のにぎわい

係者に集まって話してもらった。顔ぶれは

次のようである。

校長・胡桃沢靖紘さん。インストラクタ

ーの下原敏秋さん，同溝口敏章さん，同田

中明彦さん，クラブ事務局でジュニア部の

コーチ細尾正さん，ジュニア部長・西村祥

夫さん，御岳スキークラブ事務局の滝春夫

さんと小林喜美雄さんである。

— 胡桃沢さんをはじめ，小林さん，溝

ロさん，下原さん，滝さんが役場の職貝で

それだけでも，スキーが村にとっていかに

大事な産業かがわかろうというものです

が，滝さんは特に，役場での担当がスキー

場ということなので，村にとってのスキー

というあたりから始めてもらいましょう

か。

滝 もう冬はスキーしかない。というわけ

で，冬の王滝村の成り立ちに直接かかわっ

ているということです。

ースキー学校の成り立ちはどんなもの

でしょうか。

胡桃沢村の人が御嶽山でスキーを楽しみ
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御岳スキー学校

はじめたのは，大正の終りか昭和の初めこ

ろで，戦後25~6年でしたか，スキークラ

プというのができたんです。これは同好の

集まりですね。今の村長のお父さんなんか

がやってました。昭和36年に牧尾ダムがで

きて，公共補償が村に入って，今の村長た

ちが，草っぱらでやってたスキー場にリフ

トを作れといって作ったんです。で46年に

国設スキー場になったんですが，これには

クラブがずいぶん努力したようです。ちょ

うど山村振興という国のいき方にも合っ

て，国のバックアップも得られたんですね。

でクラプの中に指迎部門を作りましてね。

これがだんだん発展して公認されたのがス

キー学校というわけです。

—村自体スキー学校には力を入れてい

るわけですね。

下原役場におりますとね，スキーが使命

みたいになるんです。私Uターン経験者で

11年前名古屋から村に帰ってきたんです

が，それまでスキーは余りやったことがな

かった。で役場に入ってですね。こらやっ



第2節明日の王滝ヘ

スキー学校の関係者による座談会

ぱりスキーの指導くらいはやらにゃいかん

だろうと・ • •…。

ージュニアていうのは何ですか。

溝口 要するに，スキー学校のジュニア指

導部門です。競技スキーが中心ですが，地

元の子供たちのスキースポーツの育成なん

です。

西村今ジュニアは高校生を入れて小学 1

年生から全員で75人います。村の全生徒の

半分くらいですか。

— 西村さんは旅館をやってらっしゃる

そうですが，スキーとのかかわりはどうで

すか。

西村冬になると，おやじもお袋もいるも

んですから，店はすっかり女房にまかせて

スキー場に入りびたりですね。

— 小林さん，クラブの事務局というの

はどんなことをやるんですか

小林御岳スキークラブは長野県スキー連

盟に登録されていますので，その公式行事

への参加手続とか，維持運営の事務一般で

すね。

— 村でスキーに関係している人の割合

はどんなものですか？

滝 なんだかんだでかかわっているといえ

ばほとんどじゃないですか。直接，スキー

場に関係してなくても，旅館に手伝いに行

く奥さんとか……。もうシーズンになると

奥さんたちのひっぱり合いで。リフトの従

業貝だって村の人手だけではやっていけな

いんです。何しろ1300人の村が，何万人の

人をもてなすんですからね。

― スキー学校の指導はスキー場への来

客が対象ですか？

胡桃沢 ジュニアについては村内の子供た

ちですけど，一般指導は来客です。御岳は

家族づれで 1日日帰りで楽しむとか， 1泊

するとか，そういったことが主体のスキー

場なんですね。だから年に30万人くらいの

方がいらっしゃるが，本格的に習いたい人

は3000人くらいで割合少ないんです。

下原 僕の感じからいえば，初めてスキー

をはく人が 8割，だから， とにかく好きに

なって帰ってもらおうと……。
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-スキー学校関係者

御岳スキー場のセールスポイントは

何ですか？

滝 まず粉雪。それと 6kmのダウンヒル。

……それとファミリーが対象といったとこ

ろですか。あ，高速リフトも自慢です。

一地震以後，サービス面で特に重点を

置いているのは，どんなところでしょうか。

溝ロ ハード面よりソフト面，特にアフタ

ーケアですね。食事とか休憩とか， とにか

く都会にはないもの，他のスキー場にはな

いものを提供するということですね。

西村 ウチなんかは，もとは信者さんの宿

だったんですね。だから，今，一種の過渡

期で，若い人に喜ばれるようにいろいろエ

夫をしているところです。たとえば信者さ

んは大部屋の方が喜ばれるが，若い人には

個室ふうがいいとか，お酒のむにしても，

ホテルのバーみたいに，部屋とは別のとこ

ろがいいとかですね。

ースキー学校の指迎という点で，災害

後変わった点がありますか？

胡桃沢歴史が徐々にやり方を決めていく
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中央アルプスを背に

んで，霰災でコロッと変わったというよう

なことはないんですが……。ま，今， 日本

中で指迎法も過渡期というか……。たとえ

ばこれまでは，やはりアマチュア主体で，

指迎貝もサンデー・インストラクターが主

力だったわけです。それじゃ質も高くなっ

ていかないんで，まず指迎貝もプロ化する。

そういうことで，習う人の要求に，より幅

広く応えていくとかですね。学校の校舎が

できたのも，そんな流れの中での話なんで

す。これからは 3日単位， 1週間単位とい

う講習だとか，気象の悪い日は屋内で練習

するとか，そんな風になってくるんじゃな

いかと思います。

― これから，どんなスキー場をめざす

か， という点ではどうですか？

田中 プロ化したインストラクターが，本

格派志向のスキーヤーを指導する， という

のもひとつの方向ですが，王滝のばあい，

国設の自然休養地という面がありますから

スキーができるということと同時に，スキ
.... 

ーもできるという感覚が大事なんですね。



設備も充実

スキーヤーも大事だが，御嶽の大自然を楽

しんでもらうことも大事だと。

胡桃沢役場では，もう長いこと，観光振

興ということで計画的にやってきているん

ですが，ちょうど見直しの時期に来ていた。

そこへ地裳です。だから，見直しやすくな

ったというか，気運としては高まったわけ

ですね。スキー場をどうするかというのも

そういった問題の重要なポイントではある

わけです。

西村百草なんかもそうですが，御岳の自

然に根ざしたおみやげを作るとか，いろい

ろ考えなくちゃいけませんがね，何しろシ

ーズンに入ってしまうと戦争のようなもん

で，ワーツと過ぎちゃう。夏の間に考えと

きゃいいってなもんですが，どうもノドも

とすぎるとで…...。

小林 リフト，ゲレンデ，道路，駐車場，

休憩場と，そういった基盤が，ようやく整

ったとはいえますね。やっぱりソフト面は

これからですね。

胡桃沢ぜいたくはいえませんが，スキー

第2節明日の王滝ヘ

シーズンがもう少し長いとねえ。それと日

本人全体， もう少し休日がふえますとね，

いいんですが。でも有難いことです。そも

そもスキー産業自体やわらかい構造になっ

てますから，立ち直りも早い。災害の直後

のシーズンから再開できたということで，

村の復興の起燥剤になれたんじゃないか，

ってそう思っています。

4) 観光の周辺

瀬戸梅雄さんは，民宿を経営する若手で

ある。民宿二軒屋としてあったので，店が

2軒かと思ったら，それが屋号であり，店

は 1軒であった。民宿の傍らイノブタの飼

育もやっている。これは年間20-30頭出荷

する。その一方で農業もしている。瀬戸さ

んは高校を卒業して名古屋の工場に就職し

ていた。しかし長男ということもあってU

ターンしてきた。以来10年になる。いって

みれば典型的な王滝っ子である。しかし，

村の振典を担っているのは，この瀬戸さん

のような人々なのである。
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イノプタ

二軒屋は，スキー場の第 1リフトのすぐ

下にあり，

るように，

スキー客は村にとって大切であ

瀬戸さんにとっても何より大切

である。逆にいえば，客の少ない夏場は苦

しい。若い客に店を印象づけ， にも遊び

に来てもらいたい。イノプタはその目玉で

ある。スキー客の気質も以前と比ぺると変

わってきた。ただすぺれればいいという，

がむしやらな人は少なくなり，夜，楽しい

一時を望む人がふえた。その店の主人もい

っしょにイノブタ鍋をつつき合うような民

宿の受けはいいという。

御嶽観光株式会社という会社かある。田

島久雄さんは， その営業の責任者である。

会社は，夏むきの観光センター，

荘， スキー場のロッジ，

田の原山

八海山荘などを運

営している[

会社にとって，夏の観光シーズンも

である。すでにご承知のように， 昔は夏と

いえぱ御嶽山信者の登拝ときまっていた。

しかし，今では，信仰のためというより，
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田島 久雄さん

夏山観光一ハイキングやキャンビングなど

を目的にした登山者がふえてきた。

つれて令サービス内容も変わってくる。従

来のように信者中心のゆき方では，若い層

には喜ばれない。田島さんは新しいサーピ

スの一例として，御嶽山で穫れる山菜を料

理にふんだんに取り入れることを挙げた

が， 観光は宿泊もふくめて観光なので，ハ

ィキングコースの紹介だとか，

イの建設だとか，御嶽山というかけがえの

ない観光資源をいかに活用していくかが，

村の将来を決めると考えている。すべて，

ー朝ータにゆくわけではないので，後継者

の問題も重要である。

「事業内容がもっと幅広くなれば，

人もどんどん村へ帰っ

いますが，

それに

ロープウェ

、ヽし若

きてもらえると思

今でも，現に，私たちの会社で

大学出の若い人が2人がんばってくれてま

すし，板前さんも

計画もあるようだし，

まれで， よそで修

業してきた人がこれも 2人やってくれてい

ます。村としても村長の観光振興の大きな

地熱開発もうまくゆ



第 2節明日の王詭へ

’ふ心~し；

登山でにぎわう田の原（御嶽山 7合目） 小谷 宗司さん

けば，それだけでも大きな変化が起こると たり，新しい観光施設ができたり、そして

思います。夏場，富山あたりから50人60人 そこで，御嶽と王滝独特の楽しみが味わえ

と手伝いの女の人に来てもらうんですが， る日がやってくることを期待したい0

，若い女の人が来て，ただでさえ少なか

ったこの村の若者を，ムコさんにして連れ

て帰っちゃっtこ。そんなことも，ま，計画

がうまくゆけばの話ですが，なくなるだろ

うし，逆にやって米た人をこの村で嫁さん

にしちゃうこともできるかもしれません

ね」と田島さんは将来に希望を持”9ている。

将来のために，今，田島さんが心がけてい

る地味なサービスがある。都会からのス討

ーヤーたちは概して王滝の冬の厳しさに不

慣れである。夜，パッテリーが上がってし

まう車も多い。そのエンジンをかけるため

に大型の強力なジープも買ってある。ェ．ン

ジンが1束ることもある，簡単に直せるのだ

が，その方法を知らない客が多い。冬の車

の扱いをコーチする•…••そんな小さな親切

か，来客を喜ばせている守

田島さんも楽しみにしている地熱開発が

うまくゆき，王滝村の各旅館に温泉ができ

5) 

御嶽山王滝登拝道を開いた普寛行者につ

いては第一章で述べた。長野県製薬株式会

社に勤ぬ自宅が百草販売店をしている小

谷宗司さんは，百草薬の由来についてこう

いるウ

「普寛さんは道をあけるのに村の人に手

伝ってもらったんです。その世話になった

お返えしに，処方を教えたのが始まりです。

御嶽山に生えているコマクサとかトウヤク

リンドウとかという高山植物， クマノイな

どの動物性の生薬などが主体になっていま

す。だいたい長野県は日本で三番目

の生産県です。その中でも木曽は生薬の種

類が豊富なんです。それを生かして，必ず

しも百種類とはいわないが，それに近いく

らいの生薬を刈り集めて処方した薬が百草

なんです“その決め手になっているのか，
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第 7章明日にむかって

オオバク，つまりキハダの皮なんです。オ
えんの

オバクの使い方を広めたのは役行者で，百

草のような薬は，奈良県のダラニスケだと

か四国のウエクマだとか，あちこちにあり

ます。だから，役行者の系統をひく普寛さ

んに伝わっていたのでしょうね」。

長野県製薬（株）という，県名を社名に冠

した，ー風かわった名の会社は，その百草

薬のメーカーである。「戦前は今御嶽山のあ

ちこちにある百草の販売店，家高百草店と

か小谷百草店とかいった店が，それぞれに

作っていたんです。それが製造間に合わな

くなって，組合を作って，製造はひとつに

しようじゃないか，そして個々の百草店は

販売に徹しようじゃないか， ということで

製造と販売を分けたわけです。それが昭和

18年，国策で統制会社ができ，長野県売薬

統制会社というのができ，これが，今の長

野県製薬の前身です。この会社は長野市に

作られたのですが，戦後，木曽へもって来

て，今の名前と業態になったんです。発展

したのは，王滝村の家高卯助さんが社長に
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開山以来200年の伝統を守る御嶽信仰

なってからで，税務署から最優良会社とい

うことで表彰受けたぐらいに成長しまし

た」。小谷さんはそこで薬剤師をしている

が，その傍ら，ライフワークとして百草薬

をはじめとする民間薬の記録を作ってい

る。各地の古老の話を聞き，これを集大成

しようというわけである。「木曽にはカラマ

ツギノコっていうのがあるんです。何に使

うかというと，悪い物食べた時に，このキ

ノコを食べます。すると悪い物を吐いてし

まって病気を防ぐわけです。私が東京薬料

大学で教わった川瀬先生が，そのことをい

ろいろな人々に聞いて調べておられたんで

す。そしたら，カナダの薬局法にエプリコ

というキノコがあって， 15年くらい前まで

は局法に結核性の下熱薬として収載されて

いたんですが，副作用が強いということで

カットしたということがわかったんです。

これがカラマツギノコと同じもので，王滝

では，その副作用を主作用にして，今でも

古い人は使っている。そんなあたりが色々

面白いし，時として劇的発見もあるわけで



す」。調査の成功を祈りたい。

最後に瀬戸薬草店の瀬戸普さんのひと言

をご紹介しよう。

「百草というのは，今は地裳からの復興

で，いろんなこといったり，やったりして

あまり有望視されていないが，王滝で，こ

れ以上の産業があるかっていいたいね。そ

れを守っていく苦しさはあるが，今まで

営々と 100年200年蓄えて来た百草です。今

は残念ながら，旅館の傍ら百草店やるとい

う形がふえてきたけど，昔は，百草だけで

十分にやれたんだ。この本当の値うちが全

国に知られれば，十分リバイバルの可能性

はあると思うな」。

第 2節明日の王滝ヘ





長野県西部地震関連資料・文献一覧

この一院は長野県西部地裳の発生後，本書発刊に至るまでの間に，王滝村が入手し得た

査料・文献に限った。その他の学術報告・資料・文献等については，第 3章を参照いただ

きたい。

昭和59年 9月20日 災害時自然現象報告書1984年第 1号「災害時地震速報」 〔長野県地方

気象台〕

昭和59年 9月29日 「長野県西部地裳被害状況」 〔木曽地裳県災害対策本部木曽地方部〕

昭和59年 9月 「長野県西部地震調査報告書」 〔静岡県〕

昭和59年 9月 「長野県西部地震余震回数」 〔名古屋大学理学部〕

昭和59年 9月 「長野県西部地裳余裳発生回数一魔」 〔飯田測候所〕

昭和59年10月5日 「長野県西部地震調査報告書ー王滝村災害にみる一」 〔守屋喜久夫 日

本大学理工学部応用地質学研究室〕

昭和59年10月8日 「第101国会衆議院災害対策特別委貝会議録第10号」 〔衆議院事務局〕

昭和59年10月15日 「長野県西部地震の概要について」 〔木曽地震県対策本部〕

昭和59年10月15日 オピニオン長野116号「取材レボート長野県西部地震の情報実態」 〔（有）

長野総合情報研究所〕

昭和59年10月19日 「長野県西部地震の概要とその後の経過」 〔名古屋大学 青木治三〕

昭和59年10月22日 「三浦放流による開削水路試験放流実施報告書」 〔関西電力闘〕

昭和59年11月 1日 「昭和59年長野県西部地震災害について」 〔長野県西部地誤対策本部〕

昭和59年11月 1日 地理 Vol29.Noll「緊急レポート長野県西部地震災害」 〔古今書院〕

昭和59年11月10日 月刊朝雲'84.11月号「私は見た王滝村の惨状」 〔月刊朝雲編集部 （株）

朝雲新聞社〕

昭和59年11月 「長野県西部地震災害」 〔長野県木曽建設事務所〕

昭和59年11月 強震速報 No.28「'84.9.14長野県西部地震」 〔科学技術庁国立防災

科学技術センター〕

昭和59年11月 近代消防「特報長野県西部地裳」 〔尾中米蔵全国加除法令出版梱〕

昭和59年11月 「長野県西部地裳の教訓」 〔松井隆義〕

昭和59年12月 1日 「長野県西部地震」 〔信濃毎日新聞社〕
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昭和59年12月22日 「長野県西部地裳に学ぶ」 〔木曽谷学校長会〕

昭和59年12月 土木研究所資料第2159号「長野県西部地震による被害および震後体制

の概要」 〔建設省土木研究所地震防災部耐震研究室〕

昭和59年12月 展災対策情報 No.54「長野県西部地裳対策調査委員会の設置」 〔自治

省消防庁震災対策指迎室〕

昭和59年12月 「長野県西部地裳に関する調査」 〔自治省，県，村，東京大学新聞研究

所〕

昭和59年12月 地質ニュース12月号(364号）「1984年長野県西部地裳の緊急調査報告」

〔地質調査所〕

昭和59年 長野県西部地霰「土砂災害」〔長野県土木部砂防課〕

昭和60年 1月 「濁川における岩屑なだれの流動状況の復元」 〔京都大学防災研究所〕

昭和60年 1月1日 建築防災'85.1「特集昭和59年長野県西部地裳による被害調査」 〔帥日

本建築防災協会〕

昭和60年 1月16日 「長野県西部地震に伴う斜面崩壊のメカニズム」 〔信州大学 斉藤豊

川上浩〕

昭和60年 1月 「長野県西部地裳の地裳および災害の総合調査」 〔名古屋大学岡

順〕

昭和60年 1月 「長野県西部地展の被害地調査報告」 〔東京大学地霰研究所 松田時

彦〕

昭和60年 1月 「地裳と子ども」 〔王滝保育園，三岳保育園〕

昭和60年 1月 長野林友 1月号「特集号」 〔林野弘済会長野支部〕

昭和60年 2月1日 「長野県西部地震の記録」 〔木曽福島電報電話局長野県西部地裳の記

録編集委貝会〕

昭和60年 2月1日 伊那1985, 2月号「伊那谷の長野県西部地霰特集」 〔伊那史学会〕

昭和60年 2月5日 昭和59年度災害科学総合研究 河川分科会シンポジウム「河川災害に

関するシンポジウム」 〔主催災害科学総合研究班河川災害分科会 後

援土木学会水理委員会〕

昭和60年 2月10日 地霙体験文集「災M6.8」 〔王滝村青年会〕

昭和60年 2月 「長野県西部地裳による王滝村の災害」 〔農林水産省関東股政局計画

部国土庁土地局長野県牒政部〕
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昭和60年 2月 「長野県西部地震調査報告書」 〔日本大学 守屋喜久夫〕

昭和60年 2月 「長野県西部地震に関する調査（速報）」 〔東京大学新聞研究所「災害

と情報」研究班〕

昭和60年 2月 「地裳等防災対策の調査報告書」 〔帥日本消防協会地霰等防災対策委

員会〕

昭和60年 2月 「地震・火山のはなし一その監視・予知体制について」 〔帥日本経済教

育センター〕

昭和60年 3月 1日 「1984年長野県西部地震被害報告」 〔日本建築学会東海支部構造委員

会〕

昭和60年 3月18日 「地の底からの叫びーたちあがる王滝の子どもたち」 〔王滝小・中学

校〕

昭和60年 3月25日 「昭和59年長野県西部地裳による災害」 〔信州大学自然災害研究会〕

昭和60年 3月 昭和59年度「長野県西部地震災害対策調査業務委託報告書」 〔建設省

中部地方建設局，闘日本システム開発研究所〕

昭和60年 3月

昭和60年 3月

昭和60年 3月

昭和60年 3月

昭和60年 3月

昭和60年 3月

昭和60年 3月

昭和60年 4月

「昭和59年長野県西部地裳災害対策調査報告書」 〔自治省消防庁〕

「長野県西部地裳と住民の生活に関する調査」 〔災害対応研究会東京女

子大学文理学部広瀬研究室〕

村報 No.61「長野県西部地震特集」 〔王滝村〕

「王滝川災害復旧工法検討報告書」 〔王滝川災害復旧工法検討委員会〕

岐蘇第 2号 〔PTA母親文庫木曽配本所木曽郡母親文庫運営委員会〕

「長野県西部地霰被害調査報告書」 〔信州大学中込忠男教授原案執筆

（初全国鐵構工業連合会 (tJ:)鋼材倶楽部〕

「長野県西部地震災害」 〔長野県木曽建設事務所〕

昭和60年 5月26日 「先生・地震だ．I」 〔編者 田中二郎（代表） 闊どうぶつ社〕

昭和60年 5月 「土砂災害の実態 1984」 〔闘砂防・地すべり技術センター〕

昭和60年 6月 1日 ながのけん No.185「ふれあいレポート 復興めざましい裳災の村

く王滝＞」 〔長野県公報文書課〕

昭和60年 6月 1日 「長野県西部地猿 電力復旧活動の記録」 〔中部電力闊松本営業所〕

昭和60年 6月14日 「長野県西部地裳の調査報告」 〔編集 名古屋市長野県西部地震調査

班名古屋市市民局災害対策課〕
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昭和60年 6月 「第 4回過疎問題自治研集会ー王滝村の明日を考える集いー」 〔自治労

長野県本部，長野県自治研センター，自治労木曽地区協〕

昭和60年 6月 「地震と子ども」 〔王滝村保育園，三岳村保育園〕

昭和60年 7月30日 「長野県西部地裳義援金御芳者名簿」 〔王滝村〕

昭和60年 8月 「長野県西部地霰の記録」 〔編集 長野県生活環境部消防防災課長

野県〕

昭和60年 9月10日 「長野県西部地裳における災害情報の伝達と対応ー長野県の場合一」

〔東京大学新聞研究所〕

昭和60年10月14日 「わすれられない暦・女の目から見た長野県西部地裳」 〔王滝村婦人団

体連絡会〕

昭和60年10月

昭和60年

シンボジウム資料集「火山体の解体及ぴそれに伴う土砂移動」 〔日本

地形学連合〕

日本土砂列島「王滝村ドキュメント」 〔建設省河川局砂防部〕

「長野県西部地裳」 〔林野庁王滝営林署〕

「長野県の砂防」 〔長野県土木部建設省 長野県治水砂防本部〕

「長野県西部地裳による御岳山の大規模崩壊および土石流」 〔東海大

「昭和59年 9月14日午前 8時49分頃長野県西部に発生した地震の時の

状況についての調査」 〔突発災害研究班（代表飯田汲事）〕

「自然災害特別研究計画調査概要」 〔飯田汲事〕

長野県西部地震「被害の特徴と再建及ぴ防災報告」 〔日本国家公務貝

労働組合連合会生活関連公共事業拡大連絡会談長野県統一労組懇〕

第29回 長野県市町村教育大会上田大会特別報告「長野県西部地震と

学校教育について一学校防災の面から」 〔王滝村教育委員会〕

「長野県西部地震時の学校教育について」 〔小瀬川秀次〕

「'84長野県西部地震概要」 〔王滝村〕

昭和61年 3月30日 「長野県西部地裳活動体験記」 〔王滝村消防団〕
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公共土木施設の復旧計画図

（長野県土木部木曽建設事務所まとめ）

た亨
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編さんを終って

本書の編さんは，村民すべての三つの思

いからスタートした。

“あの時”全国の皆様からお寄せいただい

た暖かいお心への感謝の気持，私どもが災

害から得た貴重な教訓をせめてものお礼と

してお返ししたいという願い，そして，不

幸にして犠牲となられた29柱への鎮魂の祈

りである。

これらの思いを，いかに誤りなく現わし

ていくかが，編さん事業，最大のポイント

であった。

ところで，絹さん委員は，村役場職貝に

よって構成された。本文でもふれられてい

るように，職員は， 日常的に 1人多役を強

いられている。それは職務上当然としても，

災害復旧事業への対応が加わって繁忙を栖

めた。取材，執筆といった編さんに伴う作

業を万全に遂行することは物理的に制約が

あった。

その上，職員そのものが大なり小なり被

害者である。もし執筆できたとしても，主

観に偏る恐れが十分ある。

として，このような事情から，取材，

執筆は第三者にお願いすることにした。
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幸い緑あって，編集と第三章を除く各章

の執箪を束邦学固短期大学の新内俊次先生

にお引受けいただいた。村内外をふくめて，

実に100人を超す人々にインタビューされ，

ぽう大なメモ類，各種報告類，文献をこな

していたださおまとめいただいた。役場

で提供できた資料は必ずしも整理されてお

らず，説明も不十分であったことを告白す

る。このこともふくめその労に深く感謝を

申し上げたい。おかげさまで，生々とした

実録が成り立ったと感じている。

第3章は，今回の災害の科学的解明にあ

てられた。幸い京都大学防災研究所の奥田

節夫先生は，災害後いち早く§いく度にも

わたって，ご来村いただき，実情を審さに

ご鹿いただいた。今後の対応についても，

ご専門のお立場で，賞重なご示唆をちょう

だいしている。第 3章の構成と，それに応

じてご執筆いただく先生方のご紹介，お取

りまとめをお願いした。その結果，富山大

学の小林武彦先生，名古屋大学の青木治三

先生，岐阜大学の村松郁栄先生，京都大学

の奥西一夫先生，東京大学の池田謙一先生

のお力添えを賜ることができた。先生方は



どなたも，現地にお運びいただき，多くの

村人に直接ふれていただいた方々ばかりで

あった。各先生に心よりお礼を申し上げる

とともに，改めて，村人たちの先生方への

尊敬の念をお伝えしたい。

中日新聞社はじめ，報道機関各位にも，

心からお礼を申し上げたい。災害当時の記

事の再録をお許しいただいたことで，記録

性が高まったし数多く写真を提供いただい

たことも有難かった。

取材執筆のサポートにめざましい働きを

示され，印刷について誠意を持って事に当

たっていただいた竹田印刷株式会社にもお

礼を申し上げたい。

手前みそながら，編さん委員の諸君に感

謝する。多役の中で，それぞれに努力を惜

しまず，勤勉に事業の推進に当たってもら

った。その努力，勤勉そのものが， 29柱の

御霊よ安かれという祈りであったと理解し

ている。

最後にはなったが，国，県，木曽郡各町

村，各公共事業の各位，全国の皆さまに重

ねてお礼を申し上げる。本書を世に出せた

のも，ひとえに，皆々様の暖かいお励まし

のおかげである。

本書が，全国のみなさまに地震災害の教

訓として貢献できれば望外の幸せである。

重ねて， 29柱の御霊に謹んで追悼の意を

表する。

昭和 61年 3月31日

「まさか王滝に．I

ー長野県西部地裳の記録ー」

編さん委員長小瀬川秀次

王滝村編さん委員

委員長 小瀬川秀次

事務局長 田近清輝

委員 清水ー（総務課長）

委員 三浦清吉（議会事務局長）

委貝 稗田敏彦（総務係長）

委貝 藤沢滋（保健衛生係長）

委貝 田中秀夫（蔑政係長）

委貝 大家親（建設係）

委貝 宮下幸一（経営係長）
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執筆の先生がた

第3章災害から学ぷ 監修奥田節夫先生

第 1節概論

京都大学防災研究所奥田節夫先生

第 2節 王滝村周辺の地形・地質と災害

富山大学教挫部小林武彦先生

第 3節地震

名古屋大学理学部地震予知観測センクー 青木治三先生

第4節地震動と被害

岐阜大学教育学部村松郁栄先牛

第5節崩壊災害

京都大学防災研究所奥西一夫先生

第6節情報伝達

東京大学新聞研究所池田謙ー先生

全篇絹集•第 3 章を除く各章執筆
東邦学園短期大学新内俊次先生
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